羽 場 もてる 

有 明 亜季に 片思い 中の 非 オタク 少 
年。 亜季に 今までの 「モテ」 のた 
めの 生き方を 全 否定され て 衝撃 
を 受け、 彼女に 好かれる ために 才 
タク 道の 修行を 開始す る。 


有 B 月 亜季 

ツンデ レ 系の オタク 娘で 『しりとり 
☆スケ ー プ ゴ _ 卜』 といつ 作品に 
夢中に なって いる。 三次元 男で あ 
る 主人公に 興味は ない が、 オタク 
道の 師匠と して レ クチャー する の 
は 大好き。 


mi 


羽 場 しぶ や 

毒舌 素直 クーノ レの ちょし 、ゴス ロリ 娘。 
アンチ オタク 少女。 極度の ブラ コン、 
お兄ちゃん 大好き 娘な ので 亜季と 
は ケン カして ばかり。 


ラー 店長 

巨大な ねこの ぬいぐるみ。 中に 人 
が 入って いるら しいが 詳細は 不明。 
なぜか 街で 一番 大きな オタク シヨ 
ップを 経営す る。 常連 客の 亜季と 
は 顔なじみ。 


カバー & カット イラスト/ 吉井 ダン （メディア クリップ) 
カラー & モノクロ マン ガ / 井 冬 良 （かえでの 丘） 
コラム & 座談 構成/み やじ まこ （アニメ 会） 

ブック デザイン/小 松 昇 （Pencil  Studio) 
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オタクとは、 生き ざまで ある 

朗え とは、^^ である ^ —  - アニメ 会 

* * 

オタクとは、 

電臛社 会 U 適応 進化した 新しい 人類 
萌えと は、 

人に _ら ず 自分で 自分を 救ぅ 漢の 0 


fm 


萌え とは 何ぞや 一、 オタクとは 何ぞや ！• 

混迷す る 現代 社会に 燦然と 光り輝く 秋 葉 原とは、 何ぞや 一。 

いろいろな 観点から あれこれ 語られて いる アキバ 系です が、 しかして その実 体は？ という 
ことになると 、メディアと いう フィ ルター を 通して しまう とな かな か ダイレク トに 伝わつ てい 

なぃ のでは なぃ のか—。 なぃ のか I 。な い のか  。 

という わけで、 podcast で 中 人気 絶賛 配信 中の 手弁当 ゲリラ ネット ラジオ 「二次元へ い 
きまつし よい J で 毎週 好き放題 喋つ ている 自称 ラノべ 作家の 僕 •本 田 透と、 オタクが こうじて 団 
体を 超えた オタク ユニッ トを 結成して しまつた アニメ 会と がです ね、  — これが オタク 
ライフ だ I つ ！  I  一 という 生の 生態を 面白 おかしく 紹介し ようとい うのが、 この 本の 骨 
子なん です よ。 こんな 野放しな 本を 出しち やつて 担当さん は 大丈夫なん でしよう か—。 なん 

でしょぅ か I 。なんでし ようか I 。 
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オタク 生活は 楽しいです！ いや 実際 楽しい。 なんで こんなに 楽し いんだ 


やば いんじ や 


ない のか 俺。 秋 葉 原に 迪 りつく までは、 毎日 ネガ テ イブな ことば かり 考えて 鬱 々としてなん と 
かかんと か 生きて いた 害だった のに、 二 一 世紀の ガン ダ— ラ こと アキバに 巡り合つ た 途端、 な 


んだ 人生 楽しい ことば かり ぢやな いか 


アニメ、 同人 誌、 ゲ—ム 、ライ ト ノベル、 世界には こ 


んなに 楽しい ことが いつ ぱい あつたん ぢやな いか 


と 開眼し ました。 オタク ライフとは、 ポ 


ジテ イブ ライフ。 萌 えとは、 ポジティブ シン キング。 小難しい 理屈と か 要らな いんです よ。 

「好きな ことは 好きだと 無邪気に 萌 えられる 心が 好き さ」 


といぅ 精神です よ。  「考えるな、 萌え るんだ 
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です よ 


そんな わけで、 マン ガ + 小説 + コラムの ト リプル 三位一体で 構成され たこの 物語は、 一 人の 
少年が 立派な 二次元 オタクに 成長して いく 過程を ドラマティックに 描いた ビルドゥング ス •口 
マンな のです (大げさ)。 萌 えとは、 オタクとは 何ぞや 、という 深い 哲学的 疑問は、 この 一 冊を 読 
め ばたち どころ に 氷解して、 そんな ことは どうで もよ くなる のです！ 今を 生ぎ ろ* 人生 


を 楽 め！ 人 


アキバへ 来たれ、 そ て 愛を 取り戻せ 
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オタクとは！ 萌无 とは 
この 本のね らい 4 
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ライ ト / ベル 基礎 編泌 


ライ ト ノベル 応用 編 


春 マン ガ 「にじい き」 


才 ufesKIInu ル 雄〜 同人 誌 編 

同人 誌 基礎 編 M 
同人 誌 応用 編 PQ 
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• マン カ 「にじい き」 3; 


飾  nzu l -u4p 

造形 物体 験編叫 


造形 物 応用 編 


•マン ガ 「にじい き」 4 
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秋 葉 原 基礎 応用 編 g/ 


籲マ ンガ 「にじい ぎ」 5 
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掲載 画像 著作権 表示 (アルファベット & 五十音順) 


©Alice  Soft 

®  GAIN  AX/  Project  Eva ••テレビ東京 

©KOBAYASHI  MAKOTO  2005 

©PEACH- PIT •幻 冬 舎 コミックス/薔薇 乙女 製作 委員会 

©2005 天 野 こずえ/マッグ カーデン _ ARIA カンパ ニー 

©2004 有 馬 啓太郎 / ワニ ブック ス •ビクター エンタテインメント 

©おかゆ まさき/メディ アワー クス 

◎賀東 招 二* 四季 童子/ 陣代 高校 生徒会 

©サン ライ ズ 

©200 1,2002 スタジオ オル フエ/ アニプ レックス 


章 扉 & コラム 写真 (第 1 章ラノ ベって 今 ブームな の？ 第 5 章い ざ 
アキバ！* 日曜日の アキバ •メイ ド 喫茶！. アキバの イベント） 

高 野祥光 (写真家） 

カバー & カット イラスト/ 吉井 ダン (メディア クリップ） 

カラー & モノクロ マン ガ / 井 冬 良 （かえでの 丘） 

コラム & 座談 構成/み やじ まこ (アニメ 会） 

ブック デザイン/小 松 昇 (Pencil  Studio) 
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つて わけで 亜季 
俺と つきあわね？ 
妹' がつ いて 
きち やつた けど 

これは 無視して さ— 


つ そんな…… 

細心の 注意を 払って 

足音を 消して きたのに 

気づかれて るなん て 


この 近 さで 

足音と か 

関係な くね ヮ 


B 


藤 


ハ？ なんで 
あんた みたい な 
ダサい のと 

つきあわない AJ 

なんない のょ 


\.h 


+411 


1 


T ,'-i 


1 に 


sn 


1 .yf  .  .^r 


なつ . 

俺の ことなら ともかく 

何の 関係 もない 
妹を 馬鹿にする なんて 


なんで 好感 度 
下げようと 
してんの おお 


え？ じゃあ 
俺が ダサい 

つての かよう 

超 イケて る 
じ やん！ 


1  i.  ■■ ' 


日本の 中流 サ ラリ— 

マンに 生まれて きて 
何 不自由し たこと 
ない ガキが 女に もて 
たい 一心で ヒップ 
ホップ ごつ ことか 

超 ダサい！ 

ラップつ てのは ねぇ 
アメリカの ハレムで 

暮らす 貧乏 黒人が 
俺たち に 出来る こと 
は 悪口を 言ぅ こと 
だけ だって 切れて 
立ち上が y アメリカ 
の 差別 社会への 怒 y 
をぶ ちまけ てるから 
ク— ルな の あんた み 


… 大丈夫 
あんな 長い 文 
誰 I 人と して 
読んで いない わ 
だから 今は 

実質 互角よ 


いや 

地中 深く に 
埋ま 0 てると 
思う けど… 


ああれ' が… 

亜季ち ゃん の 
理想の 男つ？ 
もはや ダサい のを- 
一周して 超ク ー ル 
なのか も？ 

で^ P  ^  : 

ハ— ドル 超た けぇ 


SAVE 


J 


俺って 言ぅ の も 禁止 
自分の ことは 僕！ 
あたしの ことは 亜季 様 _ 

高 田の ことは 
総統と 呼ぶ のょ！ 
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そして 童貞は 
むしろ 大事に しろ 
い 0<  しみ 
はぐくんで やれ— 


*  ノ 後 


ぅぅ 無理です 
t り あえず 呼び 方は 
亜季ち ゃんで 
勘弁して ください 


Lr- 


まあ それでも 
いいけ ど …： - 


はぐくむ©， 


-•. - 
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t い 
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その 格好は 
この 前より ^ いぶ 
マシに なった じ やん 
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ここまで 

経済的に して 

くるとは ね 


でも 

いまいち 態度が 
チャ ラつ いてる 
のょ ね 

V 

もっ と 友達 
いなさ そ ラな 
ダン ゴム シ奧い 
雰囲気を 
出さない と 

お別れね 
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今ち よつ と 

冷静に なつたん だが 

すごい こと 言つ てる ぞ 


A I.  •■こ 0 
エヴァン グリオン 
つてな に？ 


龜 


ええつ あんた 
そんな こと も 
知らない のつ 7 


あたしと  1 
つきあいたい なら/: 一 
それく らい T ^ 
勉強しなさい よ 

あん / C 馬鹿 あ 9 


m 
ぅわ 
反応“ 

言つ 

恥ず： 丨 


丨 M 


こぃっ 新入り ノ  0/ 

仕込ん— つて.! 1 f 
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お任せ あれ 


私は 多忙 ゆえ 
詳細な レ クチャ ーは 
アニメ 会の 

駅前 秋 葉 原 留学 講座で 
勉強して くれた まえ 


/// ; / 71 


: :ら 


\ぃ 
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多忙と いうか 
捕まつ てます けどね」 


なんだ この 人たち は 

いい 歳して みんな 

目が 幼子の ように 

かがやいて いるつ？ 


r 


いや 初対面で そこは 
強調し ないように 


…これ はまず いわね 
兄さんは 自分と いぅ 
もの' がない 
カ ラッポ 人間 だから 
あつさり オタクに 
染まつ てし まぅ かも 


■n  ノべ s  卜" Dm 
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俺の 名前は 「羽 場 もてる」。 一応、 それなりに 才 
サレな 高校生 だ。 俺が どうして こんな ヘンな 名前 
に 生まれついて しまった のかと いうと、 やっぱり 

親が 今 流行りの DQN  (ヤン キ ー 系) だった からだ 
ろう。 物心つ いた 時から、 俺は 親父に 「男の 価値 
は、 どれ だけ 女に モテる かで 決まる の だ！ もて 
るょ、 お前は モテ だ、 モテ だ、 モテになる の だ 一」 

と 洗脳 教育を 施されて きた。 

「しかと 聞け！ 父さんは な、 若い 頃 さっ ばり 女 
に モテなくて、 人生を ム 〇一 しにして しまっ たんだ 
あ！ 三十 過ぎても 独身だった ので 周囲から ヘン 
な 目で 見られて 出世 も かなわず、 仕方なく 見合い 
結婚っ… 恋愛 経験 ゼロの まま 中年に、 そして 老境 
に 突入っ…！ 父さんは な、 父さんは な、 お前に 
だけは、 父さんの ょうな 哀れな 人生を 歩ませた く 
ない の だつ！ わが 息子よ、 お前には 父さんが 果 
たせなかった 夢 『甘酸っぱい 学園 生活』 を 送って 
もらいた いんだ あつ！ 父を 恨ま ば 恨めつ！」 

と 親父に 泣きつ かれて は 文 旬 も 言えず、 「テレビ 


アニメは ドラえもん 以外 全部 視聴 禁止、 ゲ ー ム機 
は 任天堂 だけ OK で SEGA は 禁止、 プレス テは 
要. ソフト 検閲、 マン ガは ジャンプ. マガジン 系 
のみ 可、 しかし 赤松 健 作品 だけは 禁止 だ」 といぅ 
実に 厳しい コンテンツ 制限を 受けて きた。 その上、 
「サ ー フ ィンに 興味がなくても、 サ ー フボ ー ドを 
持ち歩け つ！」 

と 強制され る 始末。 親父が 若い 頃は、 サ ー フボ 
1 ドが 「モテ」 趣味の 頂点に あつたそぅ だ。 とは 
いえ、 今は サ ー フィンょり スケボ ー、 スノボ ー。 
サ ー フボ ー ドなん て 徒歩で 学校に 通つ てる 俺には 
持ち歩けな いょ。 

「あと、 プロレス 格闘技は 全部 禁止 だ！  K  - 1 
は ミドル級 のみ 許可！」 

「映画 雑誌は 『CUT』 を 読め！ 『映画 秘 1 は 

S 芷だ丄 

こんな 感じで、 親父は 俺を 「オタ 趣味」 から 徹 
底 的に 隔離して 育てて きたの だ。 その 結果、 それ 
なりに チャ ラ チャ ラして そこそこに 女の子に モテ 
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る、 俺と い、 間が {元 成しつつ あったの だが…。 

しかし、 元々 親父の 遺伝子を 継いで いる だけ あ 
つて、 たいして ィ ケメン でもない しさ。 顔の べ一 
ス がさ。 どれ だけ ファッションで 糊塗した って、 
やっぱり 限界 あるょ。 

それに、 超 やばい。 

俺、 実は 将来の 夢が、 何もね ぇ。 

売りは 顔 だけ、 しかも 微妙。 親父の 劣化べ ー ス 
を 鑑みる に、 俺 だって、 あと 何年 もつ か…。 

勉強 S だし、 これと いった 趣味 もない し。 

しょ っち ゅぅ ス ノボ^  — 担いで るけ ど、 実は あん 
まり 滑れない し。 

実家は 金持ち どころ か 実に 庶民的 だし。 

学校を 卒業したら… ホストに でもなる か？ 

でも… 容姿なん て、 どぅせす ぐに 劣化す る。 そ 
の 後は…？ 

やばい。 超 やばい。 ど、 I る、 俺。 

ちなみに、 妹の 名前は 「しぶ や」。 こちらは 兵 庫 
県 神 戸市 北 区 有 馬 温泉 旅館 街 出身の 母が 考えた 名 


前ら しい。 母は こと ある ごとに、 

「しぶ やち ゃん、 女の子は お 洋服で 決まる のよ。 
母さんみ たいに 一張羅の エプロン 姿を トレ ー ドマ 
1 ク にして しまつて は、 おしまいよ。 C 儿れ 残つ て、 

最後は こんな 甲斐性な しの 男と 結婚す る 羽目に な 

つてし まう のよ ョョ ョ」 

と 言い出し ては、 しぶ やを 原 宿 や 渋 谷に 連れ出 
して あれこれと 服を 買つ てあげる の だ。 我が家の 
出費の 大 刀は、 しぶ やの 服に 使われて いる。 
ここまで 来る と、 俺たち 兄妹の 両親は この 世に 

何ら かの ルサンチマンを 抱いて いると しか 思えな 

、〇 

V 

まあし かし、 俺は 別に 自分の 人生に 何の}^? tjj も 
持つ てはいな かつた。 r 学校を 出た あと、 ど 一 しよ 
、っ。 将来に 何の 希望 もない な あ。 いわゆる 下流 社 
まつし ぐら かな あ」 という 不安は あつたが、 周 
囲を 見渡しても 同じような 奴 ばか りだつた し。 

まぁ、 まだ 若い し、 趣味なん てなくても 別にい 
いか ぁ、 と 思つ ていたの だ。 
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そう、 あの ヘンな 女、 『有 明 亜季』 に 出会う まで 
i …〇 

「って、 誰が 『ヘンな 女』 なのょ っ！ あんた ね 
ぇ、 自分を 『俺』 って 呼ぶ の 禁止って 何度 言った 
ら判 るの ょっ！」 

「はう あ 一 っ？ 俺、 また、 独り言を 口 に 出して 

しまつて いました かつ？」 

「あ 一 っ！ また 『俺』 って 言った あっ ！ 」 

ビ シバシ 、ビシ バシ。 

亜季 ちゃんの S ない 関節 蹴りが 俺の… じ ゃな 
かった、 僕の 膝に^^ に ダ メ ー ジを 与え 続ける。 
亜季 ちゃんは、 俺… 違った、 僕の 彼女 だ。 僕と 

同じ 学校に 通っ ている、 ツリ冃 と ツィン テ^ — ルが 
目印の ハィ テンション 娘。 今日 も 放課後に 二人で 
デ ー ト する 約束を 取り付け、 こうして 校門 前で 亜 
季 ちゃんを 待って いたの だ。 

「彼女 じ やない。 師匠と 呼べ！」 
r え 一、 だつ て、 俺たち… じ やな かつた。 僕たち、 


つきあって るん じ ゃない の？」 

「つきあって など、 いない！ あたしは、 愚か者 
で 人生 負け 組 1 の あんた に、 人と して 楽しく 生 
きる オタク 道を レク チヤ ー して あげてる だけな の 
よ！ 調子に乗らないで よねっ！」 

そう。 僕が うかつに も 好きに なって しまった 亜 
季ち ゃん は…。 

… オタク 女子だった の だ。 

それ も、 ドロ ドロの。 

だから、 彼氏に する 男に 対する 条件が、 異常に 
厳しい。 

『自分よりも ハィレベルの オタク 少年 じ ゃなき ゃ 
絶対に ダ メ』 

なの だそう だ。 

故に 僕は、 日々 オタク 知識の 習得の ために 努力 
させられる 羽目に…。 

と 嘆いて いると、 妹の しぶ やが 僕の 背後から す 

うっ… と 現れた。 

「ああ、 いや だ。 この ツィン テ ー ル 女、 腐 臭を 放 
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つてい る わ」 

「それを 言、 っなら、 腐 女子と 言って ちよぅ だい！ 
って、 また 妹が くっつ いてきて る？ 羽 場、 あん 
た、 実は 重度の シスコンなん でしよ〜」 

「さ、 誘った わけ じ や… しぶ や、 お兄さんの デ ー 
卜 について きち や ダ メた よ* ~ 」 

僕が 亜季ち やん と デ ー ト する 時には、 常にし ぶ 
やが 突然 どこから ともなく 湧いて くるの だ ◦その 
理由は…、 

「兄さんが この 女に 洗脳され て オタクに なったら 
大変。 たちまち 兄さんは 非 モテに 転落して 一生 結 
婚 できなくなる のよ。 これは 羽 場 家の お 家 断絶の 
危機よ。 私には、 妹と して 兄さんを オタク 女の 魔 
手から 守る 義務が あるの よ」 

「ヶッ 。あんた みたい な 電波 ゴス ロリ 女を 妹に 持 
った 羽 場が かわい そ、 っ だ わ。 あんた、 ガイ ナック 
スの アニメなら 『 フリ クリ」 イチ オシつ て タイプ 
でしよ？  『まほろ まてい っく』 は 不可なん でし 
よ？  で、 愛読書は 『クイック .ジャパン』 と 


『スタジオ •ボィス』 なんでし ょ？  いやね え 一」 
「… やけに 詳しい わね…」 

亜季 ちゃんの 喋って いる 専門用語が、 僕には 全 
く 理解で きない。 

だが、 しぶ やには 通じてい るら しい。 

う一 ん 、なんだか 感。 

あっ、 そうだ。 

今日は、 小説を 買つ て 読もう、 という ィンドア 
デ ー トを 楽しむ 1 だっ たんだ。 

「オタクの デ^ 卜と 言えは、 1 郝圭！ II よつ^ さつ そ 

く 『ラ 1 の 神殿』 に 行く わよ つ」 

ラ ー の 神殿と いうのは、 わが 町で 一番 大きな 才 
タク 系 ショップの ビル 全体が まるごと オタ 
ク ショップ なの だ。 亜季ち ゃん に 連れ込まれる ま 
では 怖くて 近寄った こと もなかった が、 意外に も 
店内は 連日 超満員。 

「亜季ち ゃん… 普通の 大型 書店に 行った ほうが 品 

_ 又 良くない？」 

「ダメ ダメ！ あたしに とつて、 本とは 『マン ガ』 
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と 『ラノ ベ』 と 『ゲ^ ^ ム 本』 だけな のつ ！ 今日 
はいろ いろな ラノ ベの 新刊が 出揃う 日な のよ！ 
初回 限定 特典つ きの コミックス も 買わな くち ゃい 
けない しっ！ という わけで、 羽 場、 限定 グッズ 
を ゲットす るた めに 列に 並びなさい」 

「何だか 判らない けど、 亜季ち ゃん がそう いうな 
ら」 

地道に 得点を 稼げば、 今は ツンツ ン している 亜 
季ち ゃん も、 そのうち 僕の 親切 さに ほ だされて… 

つ ^ 〇 •: 

「兄さん、 これは デ ー トじ ゃない わ。 兄さんは、 
単に 荷物 持ち 兼 並び 屋 として 召集され ている のよ。 
騙されて いるの よ」 

しぶ やが 醒めた ツッコ ミを 入れる が、 亜季ち ゃ 
ん は、 

「やい 妹、 あんた も 並ぶ のよ つ。 『KKK によう こ 
そ！』 新刊の 初回 特典 フィギュアを 三バ ー ジョン 
コンブし ない といけ な いんだから つ」 

いつも 通り、 唯我独尊な のだった。 


ぅ 一 ん 、なんて ヮガ ママなん だ。 かわいい じ ゃ 
ないか。 

口では 横暴な ことば かり 言、 っけ ど、 とりあえず 
デ ー ト して くれる わけ だし、 このまま 僕が オタク 
になった フリを 続けて いれば、 いずれは 「弟子」 
から 「彼氏」 に 格上げ されて、 そして…。 

亜季ち ゃん と 第三 近 遭遇 だ！ 

一時間 後。 

「あ 一、 疲れた… 狭い 店内に、 なんで あんなに 客 
が ぎっしりと…」 

「 … 新調した お 洋服が、 汗で びっ しょり…」 

ラー の 神殿の 書店 フロアに 並んで 亜季 ちゃんに 
指示され た 新刊を 買い 終えた 僕と しぶ やは、 亜季 
ち やん から 次なる ミッ シ ョンを 下されて いた。 

「お疲れ 一。 それじゃ、 今から それぞれ 好きな ラ 

ノ ベを 買っ てきなさい。 喫茶 コ^ ~ ナ^ で サッと 読 
ん でから 寸評 会を 開催ょ。 やい 羽 場、 ただ 列に 並 
んだだ けで オタク スキルが アップし たと 思ったら 


大間違いよ！ あんた のラノ べ鑑& ! 眼を あたしが 
チェックして あける から、 あたしを 感動させる 名 
作を 掘^ a して チョ イスしなさい よ」 

「、ん つ？ あの^: ラ ノぺ つて そ も そ 
「か 一 つ！ ラノ べつつ たら、 ライト ノベルの 略 
称に 決まっ てる ジャン！ あんた が カス 引いたら 
もう 絶交 だからね！ でも、 ハイレベルな 隠れた 
名作を 冃几事 に 発掘で きたら、 誉めて あげる」 
「マジです か？ うお お 一、 頑張って 面白い 作品 
を^^^'' よ 1_」 

「… 兄さん。 作家に よつ ては、 ラノ ベと 略される 
と 怒る 先生 もい るので、 注意が 必要よ… あと、 版 
元によ っては 『ライト ノベル』 とい、 っ 呼称 自体を 

桃！ している ところ も ある わ」 

しぶ や、 お前が 俺に オタ 知識を 植え付けて どう 

「ってい うか、 そもそも、 ライト ノベルって 何？ 

何が ライト なんだ？ 紙が 薄くて 軽い とか？」 

「ん なわけ、 あるかつ ！ ライト ノベルとは、 現 


代の 最先端 文学な のよ っ！  一言で 言えば、 アニ 
メっぽ い 表紙 イラストと 震 が 入っ ていて、 かわ 

いい キヤ ラク タ^ ~ がいつ ぱい 出て きて、 マン ガみ 
たいな ラブコメ 展開と か セ ヵイ 系と か ファン タジ 

1 とか 女子高生が 日本刀 振り回す とか 魔物と 超 能 
力で 闘う とか… そ^ ^ ゆ^ — ものの 総称が 『ラ イトノ 
ベル』 なの！」 

亜季ち ゃん が、 すごく 語弊の ある 説明を してく 

れた 。きつと 間違つ ている という か、 どこか ズレ 
ている と 思う。 

「すみません、 全然 判りません。 セ ヵイ 系って 何 

_  •  •  ,」 

「あ 一 も、 っ、 羽 場、 あんた、 オタク 道を ナメ てる 
でしょ っ？ 適当に 頷いてれば あたしを 誤魔化せ 
ると 思つ たら 大間違い よつ！ ラノ ベとは 何 だ、 
なんて 言われても 困る のよ！ 1+ 1 は なぜ 2 に 
なる のか、 なんて こと 説明で きないで しょ？ そ 
れと 同じよ ！ 」 

「つまり 説明で きないの ね。… この 女、 やっぱり、 
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バカ…」 

「うるさ^ — い ！ 人を バカって 言った 奴が バカな 
のよ ！ パ  > — 力、 バ^ 力、 バ^  — 力 ！ あたしは 屁 
理屈を こねる のが 大嫌いな のよ 一 っ！ あたしの 
尊敬す るモ ー フィ アス様 も 言って るで しよ！  『考 
えるな、 感じ るんだ！』 ってね。 やい ゴス ロリ 女、 
あんた、 自分が 頭い いと 思っ ていい 気になっ てる 
ん でしよ っ ー ハ ヒフへ ホ* - 」 

亜季ち ゃん は 竹を ナ タで 叩き割った ような 性格 
なので、 あまり 細かい 蓝蓄を 述べる のは 得意 じ ゃ 
ない らしい。 本能 だ。 本能で オタクを やって いる 
んだ 。それだけ 強敵と いう こと だ。 付け 焼 刃では 
見抜かれて しまう。 

「そうよ 兄さん、 兄さんみ たいな 『人は 見た目が 
9 割』 を 地で行く うわべ だけの 男には、 野生の 本 
能で 生きる 彼女の 攻略は 無理。 諦めなさい」 

「ィヤ だっ、 諦めた くないっ！ 亜季ち ゃん、 超 
かわいい しつ ！ 無理で も 何でも、 オタク スキル 

を あげて 好感 度を 稼 ぐんだ 一 つ！ 一 


一 なつ… 店内で 恥ずかし いこと 叫ばない でよ お… 
とつ、 とにかく 三〇分 だけ 時間を あげる から、 そ 
の 間に 名作を 発掘しなさい よ！」 

亜季ち ゃん は頰を 赤く 染めて、 ぴ ゅ一 つと 走り 

去つ てし まつた。 

「•：岛 つ 、逃げた：.」 

やばい。 かわいい。 やはり 脈は ある。 とにかく、 
面白い ラノ ベを 探し出す という ミッ シ ョンを クリ 
ア すれば、 一歩 i 刖 進のは ず だ…！ だがし かし。 

「どうしよ/つ、 しぶ や。 僕、 ラィト ノベル どころ 
か、 そもそも 小説 じたい ほとんど 読んだ ことが な 
いんだ。 愛読書は 親父に 押し付けられた 『蟹 H 船』 
だし… ああ、 資本主義 社会に おける 労働者の 疎外 
と 搾取と いう 現実を 描いた プロレタリア 文学し か 
知らない 僕が、 現代 文学の 最先端で ある ラ ィトノ 
ベルを 理解で きる はずが… ！ このまま じ ゃ 亜季 
ち ゃん に 破門され てし まう うつ！」 

「…父 さん も、 息子を モテに したいと 言いながら、 
根本的な ところで 負け 組の 精神を 伝承 させち ゃつ 
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てる わね… 私 も ラ イトノ ペルなら 少 々読んで るけ 
ど、 あの 女が 嫌い そ、 っな 作品し か 知らないし」 

「え 一? ライト ノベル だったら 何でもい いわけ 
じ やない の？， J 

「そぅな のよ。 一口に ライト ノベルと 言つ て も、 
それは あくまで 『イラスト 入り ノベル』 群の 総称。 
実際には とても 幅広い 世界な の」 

「そんなの 三〇 分で 理解で きないよ 一 っ！」 

頭を 抱えて いると、 大柄な 猫の 縫いぐるみ… ラ 
- " 店長が、 ボンと 僕の 肩を 叩いて きた。 この 人… 
いや、 この 猫は、 ラ ー の 神殿を 一匹で 仕切って い 
る 偉い 店長さん らしい。 ちなみに 声は 妙に 渋い。 

「当店では 現在、 アニメ 会に よる 『駅前 秋 葉原留 
学 講座』 を 授業料 三 割引で 開催して いるよ。 是非、 

ライト ノベルに ついての レ クチ ヤ^  — を 受けた まえ」 
アニメ 会と いうのは'  地球を 征服す るた めに 宇 
宙 から やってきた 五人組の 謎の 軍団 だとい う。 と 
ころが、 最初に 降り 立った 地が 秋 葉 原だった ため、 
オタク 文化に 免疫の ない 彼らは あつと いう 間に 才 


タク 化。 今では ラ ー の 神殿の 駅前 講座の 講師の バ 
イトな どで コッコ ッ 働きながら、 秋 葉 原に 通って 
アイテムを 買い漁る 日々 なの だと か。 

ただし、 見た目は 全員 地球人、 ってい うかべ 夕 
ベタの 日本人な ので、 たぶん そ/っいう 設定で 活動 
している オタク 団体な のだろう。 そもそも {无幽 人 
とか UFO とかそう い/っ 二次元の 世界観を 日常に 
平然と 持ち込む のは やめて ほしい！ ぼ、 僕は 信 
じない ぞ。 UFO なんて プラズマ だ！ 

とにかく、 彼らは ラー の 神殿の 店内 各所に 配置 

されて いる プラズマ テレビの モニタ 1 越しに、 才 

タク 知識の 講義を して くれる わけ だ。 

「それ じ ゃお 願いし ます。 ライト ノベル 入門 講座 
を 申し込みます 一。 で、 講師は 誰で しょう か」 

「ライト ノベルで あれば、 歴戦の ッヮ モノで ある 
アニメ 会 五人組を 借り出す まで もない。 時給の 安 
い マスコットの くまで 充分だろう」 

「え 一、 あれって、 国 井代 表が 操って る パ ペット 
じ ゃ…」 
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『違う！ 中の 人な ど、 いない！ ぼくは ぼく だ！』 
プラズマ テレビの 画面に、 くま パ ペットが アッ 
プ になつ た。 

こいつは、 アニメ 会 総帥 •国 井代 表が 常に 手に 

ハメ ている パ ペット だ。 

こんな モノに レク チヤ ー されて しまう なんて、 
人間 様と して 少々 抵抗が あるが… 背に 腹は かえら 

れ ない。 

『ちなみに、 ぼくの 名前は プッチ ヤンでは ない ぞ。 
くまと 呼べ』 

「•： ヴィンセント：.」 

しぶ やが ボソッ と 眩いた。 ヴィンセント つて… 

何？ 

『違う、 くま だ！ ちなみに ぼくは 毎月 二 〇册以 
上の ライト ノベルを 立ち読み している ぞ ！ 』 

「買つ てくだ さいよ、 お客さん」 

ラ ー 店長が 怒つ たような 唸り 声を 出した が、 縫 
いぐる みなので は 変わらない。 

『国 井代 表が 小遣いを くれないん だつ！ さあ、 


何でもい いから ライト ノベルに ついて 判らない こ 

とを 教えて やる ぞ 、人間。 質問は 一〇 個まで だ』 
「それが… そもそも、 何が 判らない のか すら、 判 
らない …」 

「兄さん、 しっかりして。 私が 代わりに 質問して 
あげる わ」 

僕の オタク 化を 防ぐ と 言いつつ、 いざ 僕が 苦悩 
しはじめる といつ もの 習性で 助け舟を 出して しま 
うしぶ や。 無愛想で 無表情 だが、 なかなか 頼りに 
なる 妹 だ。 

「それじゃ… 亜季が 喜び そ、 っな ライト ノベルの 夕 
イト ルを 教えなさい」 

『そんな こと、 知る かっ！ 」 

ああ、 ダメ だ。 そんな 付け 焼 刃では、 すぐに 亜 
季 ちゃんに 見抜かれて しまう っ。 もうち ょっ と 真 
面目に 勉強し なければ。 

「そ、 そ、 っ だ！ ライト ノベルっ て、 いったい 何 

が 『ライト』 なんだ？ やっぱり 紙の 重さが…」 

「 … 兄さん。 だから、 紙は 関係ない のよ」 
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し etls  imagine  !! 


「ラ V 卜」 〇 て" そ も そちなん なの p 


ライ ト ノベルは 英語 

で LIGHT  N Q VE 
L。 直訳 すれば 「軽い 
小説 J となる。 I 般文 
芸より も ランクが 低い 

とい/つ ニュアンス も あ 

るた め'  その 呼称を 好 
まない フアン もい る。 

しかし、 このように 
考えて はどうだろう か。 
例えば n 力 n— ラ 「ラ 
イ ト」 (がぶがぶ 飲んで 
も 糖尿病に ならない 
よ)。 例えば 「ライ ト」 
セ ー パ—  (青春の 輝き 
を 放つ 剣で 時代を 切り 


■ 


くまが 得意気に、 

『ほほ、 っ。 一見 単純な よぅで 深い、 なかなか 良い 
質問 だな。 ぼくの ありがたい 講義を とつぷり と 聞 
かせて やる とする か』 


「違ぅ わ。 兄さんは 一見 単純な よぅで、 本当に 中 
身がない のよ」 

「しぶ や… 全く もって その 通り だが、 いちいち 訂 
正を 入れなくても… 一 
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開く よ)。 「ライ ト」 という 言葉が、 どこか 希望に 満ちた 素敵な 音色で 響いて くる。 さあ 叫ぼう、 ライ ト！ 

ライ ト^ 

…なん だか 「ライ」 という 名の、 もこ もこ P ふわ ふわした 生命 体 (性別 不明) と 寝食を 共に している よう 
な 幸福感が 得られる ではない か！ あるいは、 自分が 「礼 (らい)」 という 名の 中華 武闘 青年と なって'  修 
行の 旅の 途中に 偶然 ある 村の 危機を 救う。 その 際、 世話になっ た 宿屋の 娘と 恋に 落ちる が、 結局 旅を 続ける 
ことを 選ぶ。 そんな 別れの 朝… 娘は 三 姉妹の 長女な の だが、 末の 妹 (とても 自分に 懐いて いた。 ある 時 急に 
「いっしよ に 入る！」 と 言っ て お風呂に入っ てきた 時は 驚いた もの だ) の 「らいと いっしよ にいく の！ ら 
いと！ らいと！」 と 号泣しながら ごね る 声が 背後から 聞こえて くる… そんな ハー トの ウォ 1/// ング& ム— 
ヴィング さえ も 得られて しまう ではない か！ 

何を 以て 「ライ ト」 と言う かは、 「そう 思っ たら、 それが ライト ノベル 」 という、 ネッ トで 定着して いる 
定義が 盤石だろう。 極論す れ ば'  ドス ト エフ スキー に 比して 「ライ ト」 でない 小説な ど、 どこを 探しても な 
いの だから。 

ライ ト ノベル 基礎 編  「.•.語尾 変わっ てるし。 _ しまく りね」 

「まあつ まり、 結論は 『考えるな、 感じ るんだ』 
くまの 講義に 耳を 傾けて みた 僕だった が、 さっ  という こと だね」 

ぱり 判らな かった。  ラ ー 店長が 頷いてい るが'  こっちは 授業料を 払 
「お前、 あまりに も クリティヵルな 質問を された  ってる ので 全く もって 納得い かない。 しかし、 確 
ので、 誤魔化し ただろ！ 授業料 返せ！」  かに、 1+1 は なぜ 2 なのかと か、 3 フォ ー ルし 
一 そ、 そんな ことは ない クマ ！ クマを 疑っ ては  たら なぜ 勝ちな のかと か、 押さえられた レスラ^ ~ 
いけない クマ！』  は 2  •  5 ヵウントで 必ず 返す のは なぜな のかと か、 
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そういう ことを 疑問に 思っ て も 仕方がない。 ああ 
そうだ、 実は 僕は 親父に 隠れて けっこう プロレス 
を 観戦して いたりす るの だった。 もし や 僕の 体に 
は 熱い オタクの DN A ガ^:? そもそも 親父 自 
身、 どれ だけ 隠そうと しても 元 第一 世代 オタク 丸 
出し だ もんな あ。 

「兄さん、 もう 時 問が なくなっ てきた わ。 こんな 
安物の パ ペットは 放置して、 早く ラ ィトノ ベルコ 
1 ナ^ ~ で ブツを 探す のょ」 

「 る*^;^-^*  L 

『ちょっ と 待て、 あと 九 個 質問して いいんだ ぞ っ』 
僕たちは パ ペットを 放置して、 ラ ィトノ ベルコ 
—ナ ー にす っ 飛んだ。 そこは、 新書と 文庫の 山、 
山、 山。 おおむね 八 割ぐ らいは 文庫本で、 表紙は 
ほとんどが いわゆる アニメ 絵 だ。 一方、 少し だけ 
ある 新書 サイズの 小説は、 表紙の イラストが やや 
オシ ヤレ っぽかった りする。 まあ、 オシ ヤレ っぽ 
いとい つても、 アニメ 絵で ある ことに かわりは な 
いが。 それにしても。 


I レ ー ベルが たくさん あって、 どこから チェック 
入れれば いいの か… さっ ぱり 判らない や〜」 
「兄さん、 まずは 平 積みされ ている 新刊を チ ェッ 
クよ 。レジに 持って いく 際には、 上から 三 冊 目 あ 
たりを 抜けば いい わ。 一番 上の 本は 立ち読みされ 
て 指紋が ついている 可能性が高い のよ」 

「お前 やっぱり オタク だろ！… おや？ 男の子 
が 表紙に なって いる 本の エリアと、 女の子が 表紙 
になって いる 本の エリアが ある」 

「男の子が 表紙に なって いる 本は 女の _ け… 兄 
さんが 読んだら 精神 汚染され てし ま、 っ わ。 女の子 
が 表紙に なって いる 本 こそが 男の rf® けなの よ」 
その 時。 背後の 壁に 埋め込まれた プラズマ テ レ 
ビの 電源が いきなり オンに なって、 くま パ ペット 
が 画面に 大写しに なった。 

『はあはあ、 やっと 追いついた。 複雑な ラ ィトノ 
ベルの レ ー ベルに ついて、 ぼくが 教えて やる よっ！』 

「… くま も 鳴かず ば、 撃たれまい に…」 
「そぅいえば、 お前、 本当は どこに いるんだ？」 
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レ ■ベル 多すぎ 


一 ■• 


どう 寡！ <れ ぱいい の 5 


0 


1; パ 


『たたかえ 


ラノべ 戦争！』 


力 


.•  J  tr  —  ,—  *  •1  .  r 
ill 


_ 


iil 


GOGO 


GHT  GOGO  NOVEL 


mm 


ス ■  II 力 1(*1) 履いて さあ 進め ス_ 
(セリフ) 「電撃 7  3)、 バリ バリ！」 „ 


〇 


S 


ダッシュ ( *  〇一) でさ あ 進め 


i 


バワ— みなぎる ぜ 


勝利を 0 かめ ビ クトリ 


MF 文庫 (*4) だ フアク トリ— 


r 


オ レは フジ ミ だ ぜ {セリフ) ro  H  ! ファン タ ジア =: ? £」 


4  一 

A 


おちこ 


たまに 凹む こと も ある (セリフ) r また" あいつの 夢を見て しまった …… 。(*且」 


(かけ 声) r ジヤケ 買い アタック 


全巻 買い フラッシュ 


V  ■ 


は 0 はつは 日つ 日つ 日 (*7) 笑い飛ばせ 読み 倒せ 健康を も 顧みず 


GOGO  MEN 


GOGO  GOOD 


メンマ ソノ ラマ (*8) チヨモ ラン マ ナルト n バルト (*s カタパルト 
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{セリフ) 「さあ、 ラ— メンも 食 〇 たし！」 バワ— みなぎる ぜ 

未来へ 向かって ワン •ツ— ワン •ツ— 青い 背 表紙 ファ ミ 通 (* 0 ファ ミ 通 

オ レは フジ ミ だぜ {セリフ) 「OH! ミステリアス =:(*UJ 


たまに 戸惑う こと も ある (セリフ) 「師匠、 乙 | は ラノ べに 入 るんで しよ |っか ?? (* 12 )」 

(かけ 声) r シャケ 買い アタック！ 全巻 買い フラッシュ！」 

はっは っは 日 〇 日っ 日 笑い飛ばせ 読み 倒せ 血反吐を 吐< まで 

(*o) ビギナ I でも 覚え やすいよう、 ヒ —□1 ソングを 作っ てみ たよ。 みんなで 歌って 覚えよう！ 

ス  ー T 力— 文庫 (谷川 流 n l 呂 ハルヒ j シリ— ズ 他) (*2) 集英社 ス—パ —ダッ シュ 文庫 (倉 田英之 『R  6  . D J 本 田 透 『ア スト 
口！ 乙女 塾！ J 他) ? C0) 電要庫 (時 1 沢 恵 I 『キノの 旅』 他) (* 4 ) M F 文庫 J  (震 由 一 『襲 豕族 | 他) (*5) 富士見 ファン タジア 文  | 
庫 (賀東 招 ニヲル メタル A ニック 丄他 ) レ— ベル ごと 休^^に なって しまい、 の 住 □□ も そのまま… という ケ—ス は 決 
して 少なくない。 ? 7) 日日 日 (あきら )= ラ ノべ系 賞で^^ 未聞の 五 冠を fHg した 超大型 ルー キー^ 。覚えて おいて 損は ない 名 
前。 0 日) ソノ ラマ 文庫 (一®? m 行 f 盟鬼 ハン タし PJ シリ— ズ他 ) (*9) コバ ル ト 文庫 (今 iSfSiin 『マリア 様が みて る』 他) (* 10 ) フ 
ァミ 要 庫 (木 腐 『べとべとさん j 他) (* 11 ) 富 士見 ミステリ— 文庫 (鬆 由那 『かりん 増血 E 他) (* 12 ) 乙 I  =ジ ャン プノべ ル大 
§ 曼賞で デビ ュ— 後、 G 0 T H •リス ト カッ ト！®^ ：j で 第 3 回 本格 m ステ リ大賞 を 受賞、 ラ ノべの 枠を 越えて 謹す る 家。 

1 どう だ、 歌に してやった ぞ 。よく 判った だろ/っ』  r これって、 まん ま P 呂合 わせで 覚える 英単證 

「『日っ 日っ 日っ』 のフレ ー ズ は、 『ひっ ひっ ひつ』  じ やない かっ！#^ 1 っ、 ますます 判らな くな 
って 歌っ ち や ダメ よ、 兄さん。 『アッ キッ ラッ』 っ  つた 一 っ！ 富士山 麓に オゥム 鳴く っ？  一夜 ひ 
て ^ っのよ」  とよに ひとみ ごろっ？」 
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僕は、 僕は、 英単語の 暗記と 歴史 イベントの 発 
生年の 暗記が、 極端に 苦手なん だ 一 つ！ 特に 語 
呂 合わせは ダメ だ！ 語呂は 覚えられても、 本当 
に 覚えるべき 情報の ほ、 覚えられな いつ！ 
「兄さん、 落ち着いて。 初心者は まず、 文庫本よ。 
新書は ライト ノベルな のか どぅな のか 微妙な 文芸 
寄りの 作品 も 多い ので、 ステ ー ジが アップして か 
らで いいのよ」 

「じ ゃ、 この、 本 田 透の 『キラ x キラ』 でい いや。 
表紙の 女の子の イラストが かわいい し」 

「兄さん、 それは エロ 小説よ つ！ でも 従来の 官 
能 小説と 違つ て ライト ノベル 色が 濃い から、 いわ 
ば 『エロ ラノ ベ』 とで も 言うべき ジャンルね。 そ 
れ はもつ と ステ ー ジを アップし てから 読むべき だ 


高す ぎる わ、 えつち なのは いけない と 思う わ」 
ええつ そうな の？ 表紙を 観ても 八 上 然 判らない 
や。 う- " ん 、アニメつ ぽ いかわい い イラストが 表 
紙に なつて いる 小説を 『ラ イトノ ペル』 と 呼ぶ の 
だと 思つ ていたのに、 またしても 判ら なくなつ て 
しまつた…」 

「まずは 絵の 好みで 選んで いい わ。 ライト ノベル 
では、 文章と 同等、 あるいは それ 以上に イラスト 
の 比重が 高い のょ。 そこが 従来の 小説とは 異なる 
ところな のょ」 

しぶ や、 なんで そんなに 詳し いんだ。 もし かし 
て、 オタク…？ 

「違、 つ わ 兄さん。 私は オタク じ やない わ。 微妙 だ 
けど 断じて 違う のよ」 

なぜ 僕の 心が 読める つ？ 


わ、 初心者し かも 未成年の 兄さんには 


イラ スト はなせ 必ずつ くの 9 


0 


大半が オタク マスタ— である ラノべ 作家の 脳 内で 魅力 S リアリティを 発揮して 行動す るヒ □インは、 例え 
「H ビちゃ ん 系」 等、 三次元 女性を モデルに 生まれた ものでは ない (女性 作家の 場合 も 大同小異だろぅ)。 
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中には'  テレビで 活躍す る アイドルと か'  幼き 日の 初恋の 相手と かいう 場合 も あるの だが、 同じ アイドルで 
も おんぶち ゃん (アニメ 『お ジヤ 魔女 どれみ』 に 登場す る チヤ イド ル。 とても かわいい) や'  そもそも 初恋 
の 相手が アニメ キヤ ラで ある 場^! の ほうが 多い。 作家の 年齢が 若くなる ほどに、 この 傾向は 強くなる。 

つまり、 ラノべ 作家の 脳 内で 動く 人物像を' PJ 能な 限り 忠実に 再現した もの こそ、 イラ スト レ— 夕—  (絵 
師) の 描いた イラ ストな の だ。 つまり 絵師の 手に よっ て 初めて、 脳 内 だけで 活躍す る キヤ ラク タ— を、 現実 
世界で 目に する ことができる というわけだ！ 絵師とは 恐 山の 「イタ コ」 のよう な もの… と 書いた 端から' 
ぼくの 中では 青 森 弁を 話す イタ コのキヤラクタ|(中2)が、バレンタイン大作戦を敢行しているイメ|ジ 
が 脳 内 キヤ ンバス にぶ わつ と 広がつ ており、 紙の 上に 降り 立ちたい と 暴れて いる ぼ ど だ。 ラノ ベの 表紙に 作 
家と 絵師が 併記され るのは 当然と 言える。 

もちろん r 絵が ある ほうが 売れる」 という 才トナ の 事情 も 絡んで くるわけ だが、 もっと コアな 部分で'  イ 
ラス トと いうのは ラノ ベを 支えて いるので ある。 


i という わけで、 イラストの 重要性を 判っ てる レ  だけの 小説では ビジュアルを イ メージ しづら いか 
1 ベルでは、 文章を 書いた 作者 だけ じ ゃなくて イ  ら 、イラスト をが っちり 入れる ことで 结5 者の 想 象 
ラストを 描いた 作者の 名前 もちゃん と 表紙に クレ  カを サポ ー トす るんだ。 やっと 判っ てきた ぞっ！ 」 
ジット す るんだ。 イラスト レ ー タ ー の 原稿料 も レ  「マン ガ 文化が 世界一 発達した 日本 だから こそ 登 
1 ベルに よって 異な るんだ ぞ』  場した 新しい 文芸 表現 手法と 言える わね。 でも、 
「そうか、 ライト ノベルとは… 原作 付き マン ガが  考証 や 設定が でたらめだった りしが ちな のよ」 
原作と 作画に 別れて いるよう に、 文章と イラスト  『ちっち っ。 ありえない 設定 や 非常識な キャ ラク 
の 分業 体制が 確立して いる 小説なん だ！ ォマヶ  タ ー が 出て きても、 突っ込ん ではい けな いんだ。 
で 絵が ついて ると いう わけ じ ゃな いんだ ！ 文字  それは マン ガ 文化が 長年 かけて 作り上げて きた 
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『お 約束』 つて やつ だ。 ライト ノベルの 設定 や キヤ 
ラ クタ ー とは'  立 日 楽で 言えば コード だ。 古 间^！ な テ 


ク として コ 
通常は コ 1 


ドを わざと 解体す る 手法 も アリ だが 
進行の 基本を 守らなければ ならない 


だから、 ぼくが パ ペット だとい うこと にも ツツコ 

ミを 入れて はなら な いんだ ぞ』 

う 一 む。 だいたい 基本は 判った。 しかし…。 

僕は、 も、 つ 一度 ライト ノベルの 棚を 見回して み 


た 


ダメ だ。 数百 冊の タイトルが ずら 一 つと 並んで 
る。 ああ、 誰が 誰 やら、 何が 何やら。 そうだ、 


1 — 1  + 


一 — I 


という お 約束を 掌 又ても、 現実の 応 


用 問題を 解ける わけでは ない。 ああ 一 つ、 そ、 つ だ 


よ、 僕は 単純計算は B 意なん だけど 「み 力んガ 五 
個、 バナナが 三 個 ありました。 そこに A さんが や 
つてき てみ かんを 二 個 とって、 かわりに りんごを 
五 個 置いて いきました。 さて、 問題です。 この 部 
屋 には 何個の ぶどうが あるで しよう」 みたい な応 
用 問題は 全然 わからな いんだ 一っ！ 


僕は つまり 


力なんだ っ 


「兄さん、 兄さん。 その 問題、 絶対 回答で きな 
から 一 


「ああ、 もう タイムリ ミ 


だ。 ここは、 いわ ゆ 


る ジヤケ 買いし かない。 表紙を 観た だけで 中身を 
チェック する はない のかな？」 

『それが、 実は あるんだ ぞ』 


デ 


発売— 多すぎ！ ど 5 選べば いいの n 


■ 


ぺット 店で 可憐な チワワ 君と 目が 合つ てし まつた 時の ような、 運命的な 出会い。 あなたは そのような ラノ 
ベとの 出会いを 望んで いるは ず。 しかし 書店には 毎月 百 タイ ト ル 近く もの 新刊が…。 手当たり次第 買つ てし 
まつて は、 それ こそ チワワで お馴染みの 所に 駆け込む 羽目になる。 
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毎月 大量の 新刊が 並ぶ 様は 圧巻。 コミックと らの あな 秋 葉 原 1 号 店に て 


そこで あなたに、 タイ ト ル だけで 読みた 
い 作品を 選別す る 技術を 伝授し よう。 例え 
ば 「ちよつ と 重め のが 読みたい かな あ」 と 
思つ ていたなら 、ラブコメは やめて セ カイ 系 
(= 主人公の 恋愛が 世界 そのものの 運命を 左 
右す るよ/っな 物語。 壮大 さと 感情移入 のし 
やす さで、 ラノ ベの 主流の | つと なつて い 
る) 作品を 選べば よい。 ざつと 棚を 眺めて 
絵が 好み だつ た 本の タイ ト ルが'  例えば 
『ねぎ だく！』 と 「かな 四 文字」 の パ タ— ン 
は 高 確率で 王道の ラブコメな ので スル— 
(内容は 牛幷屋 の 店長が 主人公の バイ トつ 娘 
ハ— レム 物だろう)。 それが 『ネギ X ダク』 
であれば、 セ カイ 系の 濃度が やや 増して く 
る ( I 杯の 牛丼に 世界の 運命が 9 )。 また 
『ネギ ダク ^エ デュ ケ—シ ヨン』 であれば 学 

園 魔法 物 (魔法 少年が 女子校の 担任に？)。 
『ねぎ だく？ H デュ ケ—シ ヨン』 であれば、 
押し かけ 女房 系. ほのぼの ラブコメ  (ちび 
つ こ カ テ キヨ 天使が 僕の 家に？) に違いない。 

このように 選んで ゆけば、 前世からの 縁 
すら 感じさせる I 冊との 出会いが、 必ず 訪 
れる はず だ。 
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「そうか、 タイトルか^  — っ！ ラブコメは ひらが 

な 四 文字！ ラブコメは ひらがな 四 文字！」 

「例えば 『かしまし』 『まぶら ほ』 『まほら ば』 『つ 
よきす』 『まほら ば』 などが あげられる わ」 

「しぶ や、 同じ タイトルが 混入して いるよう な…」 
「ちなみに、 この タイトルの 法則を 適用 すれば、 
一つの 作品を ベ ー ス にいろん な アレンジ 作品を 書 
くこと が 可能よ。 例えば… 『とけいじかけの ☆お 
れんじ』 とか…」 

「ああっ。 あの 殺伐と した 映画が… ひらがなと ☆ 
マ彳ク だけで、 なんとなく 学園 ラブコメ っぽく 聞 

こ、 又る つ？」 

「『しべ り あ！ ちよ/っと つき ゆう！』 とか」 
「ああっ、 マイク 水 野が ラブリ ー な キャ ラに 見え 

てく る/っっ 一 

なるほどなる ほど。 

絵柄と タイトルを 観れば… スト^ ^ リ' ^ までは 判 
ら なくても、 だいたいの 作品の 雰囲気は つかめる 
ようになつ ている わけ だ。 


「兄さん、 ここは とりあえず 超 王道の 学園 ラブ コ 
メを 選べば 大きな 失敗は ない わ。… それに、 大成 
功 もないだろう し… ニヤ リ」 

「ちょっ と 引っ かかる けど、、 っむ、 判った」 

僕は、 最新 刊の平 台の 後ろの ほうにちん まりと 
平 積みに なって いる 新刊 『しりとり ☆スケ ー プゴ 
1 卜』 を 手に 取って みた。 置かれて いる 場所は あ 
まり 良くない し、 册数も 少な 冃 だが、 タイトルに 
惹 かれた の だ。 「ひらがな、 ☆、カタ カナ」 とい、 っ 
並びは、 タイトルの 法則に 基づけば、 鉄板の ほの 
ぼの ラブコメ。 しかも 学園 魔法 モノで あるに 違い 
ない。 作者 名が 「ひが スイ^ ^ 」 というの も 実に そ 
れ っぽい。 ひが スイ ー 先生に 限って、 『カラマ ー ゾ 
フの 兄弟』 みたい な 重い 小説は 書いて いないに 違 
いない。 絶対に ほのぼのした 小説のは ず だ。 表紙 
イラストの も、 ほのぼので かわいらしい ぞ。 

『待て 待て。 帯の 推薦 文 も 要 チェック だぞ』 

「えっ、 帯？」 

「帯が 無い ラノ ベは ない と言われ ている ほど、 带 
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は 重要な のよ」 

「え 一 と… 『しりとり ☆スケ ー プゴ I 卜』 の 帯に 
は… マン ガ化 決定、 アニメ 化 計画 中、 つて 書いて 
あるな。 え 一 つ、 マン ガ化 •アニメ 化って、 この 
作 口 il 超 メジャ ー なんじ やない の？」 

『それが、 そうと も 言えな いんだ。 ライト ノベル 


デ 


の マン ガ化 ，アニメ 化っての は 今、 流行って るか 
ら な』 


くま パ \ 

開始した。 


卜 


は、 質問しても いないのに 講義を 


まあ、 いい か。 どぅせ 一〇 個までは 質問し なき 
ゃお 金の 無駄に な るんだ。 


i 


_ なぜ マンガ •アニメ 化が 多い の？ 

ヒッ トした ラノべ 作品が コミック •アニメ. ゲ—ム 化と、 他の メディア へと 超特急で 展開して ゆく ことを 
「メディア ミッ クス」 と 呼ぶ。 n ミッ クや アニメ、 時には 映画 発で ラノ ベが 発^^ j れる という ケ—ス も ある。 
端的に 言つ てし まえば、 そのような システムが 前提と なつて、 ラノべ を 含む オタク 系 ソフトは 流通し、 俗に 
「ン 百億 円 産業！」 と驅 われる 一大 市場を なして いるの だ。 メディア 超特急の インフラは 整つ ている、 とい 
5 わけ だ。 

I 方で、 汽車 =作 家に してみ れば 、自分の 頭の 中に しかいな かつた キャラクタ— に 声が 当てられ、 動き、 
下敷き や ラ ミカ— ドに なり、 さらには 映画化して 『王様の ブランチ』 で 紹介され…'  末広がりで 多くの 人の 
目に 触れて ゆく というのは'  夢の ような 疾走 感に 違いない。 もちろん 経済的に も 潤う。 ニー ト や 引きこもり 
が 一夜に して 億万長者。 まさに 人生の 大どん でん 返し！ 

超特 の 終着駅は どこか。 それは 作家 ( ー オタク) の 妄想が 一 般ユ— ザ— の 目に も 留まる ようになり 「裾 
野が 広がる」 ことによ つて、 オタクの 生き やすい 社会 (2 .5 次元 社会) が 形成され る こと だ。 いや ぁ、 才 
タクつ て'  ホン ト、 素晴らしいです ね！ 
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これが 「メディア 超特急」 だ！ 
(注： 多少の 飛躍が ございます) 


な^： なんと.： メディア ミツ クス _ なんて 広 I 口 
代理店 用語を、 ラ ー の 神殿で 耳に する なんてつ？ 
お… オタク 界は あなどれ ねえ！ 確かに、 小説の 
印税 だけでは アガリが しれて いると しても、 マン 
ガや アニメの 原作 ともなれば… メディア ミックス 
の 波に 乗れば、 重版！ 印税！ が っぽが っぽ…。 
「今、 アニメ 業界は コンテンツ 不足な の。 毎シ ー 


ズン 、三 〇作 や四〇 作と いった 大量の 作品を テ レ 
ビで オンエアし なければ いけない のよ。 _然 オリ 
ジナル 企画 だけ じ ゃ 制作が 追いつかな いので、 原 
作が 必要な の。 でももぅ マン ガだけ じ ゃ 原作が 足 
りない ので、 ラィト ノベルを 原作に 使ぅ ケ ー スが 
増えて いるの」 

『昔は マン ガを ラィト ノベルと して 小説 化する ケ 
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1 スが 多かった けど、 今は 逆にな って るんだ な』 
「つまり それだけ 書き手が オタク 化して いると い 
、っ ことね、 嘆かわしい」 

「じ や あ、 I しりとり ☆ス ケ* ~ プゴ- — 卜』 は、 アニ 
メ化 計画 中と 帯に 書かれて いるから といって 超メ 
ジャ ー とい、 っ わけで もない のかな？」 

「メジ ャ ー 化する 可能性は 大きい けど、 まだまだ 
これからね。 いわば、 ギリ ギリ 駆け込みの 先物 買 

いという チョ ィス だ わ、 兄さん」 

「だとす ると、 ちょう ど 亜季ち やん に 喜ばれる 選 
択 かもしれ ない」 

わざと マィナ^ — な ものを 持つ ていつ たら 「初心 
者の くせに ツゥ ぶるな」 と 叱られそう だし、 大メ 
ジ ヤ^ ~ な ものを 持つ ていったら 「そんなの も、 


いわよ」 とか 言われ そ、 っ だ。 

この あたりの 作品が 一番 良さ そ、 っ だ。 

こ、 っして、 僕は 『しりとり ☆スケ ー プゴ ー ト』 
を 購入し、 喫茶 コ ー ナ ー に 入った。 亜季 ちゃんは 
山の よぅに ラィト ノベルと マン ガを 買い込んで、 
クリ ムソ^ ダを 飲みながら 僕たちを 待っ ていた。 

「遅い っ ！ さあ、 早く 戦利品を 見せる のよ っ！ 
あたしが お 宝 度を 判定して あげる わっ」 

何故か 店内の プラズマ テレビの 画面が 切り替わ 
って、 またしてもく まが 出て きた。 

『それでは、 ぼくの オス スメ 作品を 紹介して やろ 

ぅっ」 

「あんた は、 1 ないで しょ っ」 


オス スメ 作品っ てない の 9 

1 

『前略。 お母さん、 お 元気です か。 お母さんに 手紙なん て 書く の 初めて だから'  少し 照れます。 今年は 広 島 
も かなり 雪が 降っ ている ようです ね。 盆に も 暮れに も 帰れなくて ごめんなさい。 どうしても 外せない 用事が 
あったので…。 さっき、 送って くれた 荷物が 届いた よ。 ホ カロンが 五〇個 くらい 入っ ていたけ ど、 あんなに 
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たくさんは 要らない よ。 イソ ジン も、 徳用 
の だと 多すぎて 使い切れない よ。 でも、 あ 
りが とう。 

さて'  この 前電 話で ラノ ベの 話を した 
ら 、お母さんは 意外と 興味 津々 でした ね。 
そこで 今日は 僕から オス スメの 作品を 紹介 
したいと 思います。 だつ て ほら、 お母さん 
が レンタルして くる ビデオつ て ほぼ I 〇 
〇％ 面白くな かつた から (ある 時 りてき 
て、 家族み んなで 観た 『キラ— コンド— 
ム』 は'  I 周して 面白 かつた よ)。 


ゆ 


中 

売 

発 

lb 

好 

2 で 

4^  llml 

/ tpr 

著 蚊 

ん電 


使 

天 

殺 

撲 

T  J 


オス スメ 作品は 『撲殺 天使 ドク □ち やん』 です。 桜 くんと い/つ 主人公の 家に 天使の ドク ロち やん が やつて 
くる 話なん だけど、 その ドク □ち やん がう つかり 者で、 トゲト ゲのバ ッ トです ぐに 桜<ん をぐ しやぐ しやに 
撲殺して しま うんです。… お母さんは 今、 顔をしかめて いるで しよう か。 でも 安心して ね。 ドク □ち やん は 
天使 だから、 桜 くんを 元通りに 治せ るんで す。 そうして 殺す 丨 治す を延々 と 繰り返し てる だけの 『ドク □ち 
やん』、 ぜひ 買つ て 読んで みて。 スピ —ド感 あふれる 文体に 圧倒され ると 思います。 僕は お母さんと お 父 さ 
んに '県外の 大学に 行かせて もらつ て、 四 年間た つぶり 日本文学を 学んだ わけ だけど、 『ドク ロち やん』 は 
ラノべ にと どまらず、 日本文学の 最先端 だと 本気で 思つ ています。 ごめんなさい。 

それでは'  身体に 気を付けて、 元気で やつて ください。 盆と 暮れ 以外に なら、 帰省したい と 思つ てます。 
盆と 暮れ 以外に なら。 草々』 


ライ ト ノベル 応用 編 


な… なんだ、 撲殺 天使 髑髏ち ゃん… 全然 理解で 

きね- — つ！ 
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これは もぅ、 純粋 芸術。 シュル レア リス ム。 ア 
ルヌ^^ ヴ ォ^ 

恐るべし、 ラィト ノベル。 僕は まだ、 ラ ィトノ 
ベルを 舐めて いたっ！ 

「髑髏ち やん じ やない わ、 兄さん。 ドク ロち やん 
よ 1 

「ああ、 それに ひきかえ、 僕が 選んで しまった 作 
品は、 あまりに も 無難、 あまりに も お 約束つ…！ 
抑えで もぅ  一 ft 買って おけば よかった…」 

しぶ やは、 僕が 立ち直る までの 時間を 稼ぐ ため 
に、 自分が 買っ た 本を 取り出して 亜季ち やん に自 
慢 しはじめた。 

「ちなみに、 私が 選んだ のは、 東 野圭吾 『容疑者 
X の 献身』 よ」 

「それ ラ ノべじ やない じ やん！ ミステリ ー じ や 
ん！ 直 木 賞 作品 じ やん！」 

「でも、 主人公が 超 キモメ ンで喪 男 (モテない 男) 
なの。 感動の キ モイ^ <学 なのよ」 

「『キ モイ 系』 なんて 聞いた ことない ジヤン ルを 捏 


造す るな っ！ で、 羽 場、 あんた は 何を 選んだ 
の？  はやく 見せなさい よ ぉ」 

慌てて 『しりとり ☆スケ ー プゴ ー ト』 を 隠そう 
としたが、 亜季ち ゃん に 奪われて しまった。 ああ、 

もう ダメだ … こんな ヌルい もの 選び や がって ！ 
って 怒鳴られ るよう。 

^  • と m いき や。 

一 しりとり ☆スケ^ ^ プゴ^ ~ 卜』 の 表紙を 見るな り、 
亜季ち ゃん はいきな り 瞳を キラ キラと 輝かせな が 
ら、 

「こっ… これは、 『しり スケ』 の 最新 刊じ ゃない の 
っ？ 初回 限定の しおりまで 入っ てる わっ？ 刷 
り 少ない のに、 よく ぞ ゲット したわね っ — 」 
と大宣 11 び。 隣では、 しぶ やが 「ちっ…」 と 舌 打 
ちして いる。 

「え… それって、 そんなに 人気が ある 作品な の？ 
タィトルと 絵で 適当に 選ん だんだ けど」 
r 一般的な 知名度は 低い けど、 コアな ファンが つ 
いている ヵルト 的 名作な のよ—* いきなり こんな 


41  第 1 章 【ラノ ベの 卜 びら I 


ものを 選び出す なんて、 あんた、 ひよ っと して 才 

あるか もよ っ— 

ああ、 亜季ち ゃん に 誉められた …！ 

「じ や、 じ ゃ あ、 やっぱり… 内容は、 学園 ほの ぼ 
の 魔法 ラブコメ ディな の？」 

ビシ* ツ！ 

亜季 ちゃんの ツィン テー ルの 尻尾で 思い切り 頭 
をはた かれて しまつた。 

「いたた た」 

「あんた、 アホじ やない の？  『しり スケ』 はそん 
な 話 じ やない わよ っ！ これは ねぇ、 深い リア リ 
ズム 溢れる 鬱デレ 超 大作な のよ っ！ 飛び散る 肉 
塊っ！ 吹き飛ぶ 電波っ！ 串刺しに されて 焼か 
れる ひよこ ！ 蛇に 飲み込まれる 縫いぐるみ ！ 
『諸君、 私は 幼女が 好きだ！』 と 演説し まくる 謎の 
オヤ ヂ！  そして… 『しり スケ』 最萌え キャ ラと 
いえば、 百合 百合し ぃ 電波 才 1 ラを ゆん ゆん 飛ば 
している 人類 虐殺 少女、 ペレストロイカち やん ！ 

き や 一 つ ペレち やん かわいい 一 つ！ あたしが ツ 


イン テ ー ルに してる の も、 ペレち やん に 一歩で も 
近つ きたいから なのっ！ ああ、 ペレち やん^: 11 取 

新刊で も 愚かな 大衆 どもを 虐殺し まくって くれて 
いるの かしら？」 

「ゲッ 。そんな ゲテ モノ 小説だった のかっ」 
こんなに も r ら ぶりぃ ☆」 な 絵柄で、 そり やな 
いょ。 子供が 間違って 読んだら ど 一 す るんだ。 卜 

ラウマ だ ぞ。 

でも… 偶然 亜季ち ゃん が 大好きな 作品だった ら 

しくて、 ラ ッキ ー。 

しかし、 亜季ち やん の ッイン テ ー ルって、 ラノ 
ベの キャ ラの 真似だった のね。 

今まで (ぱっと 見は オタク っぽくない な！) と 
思って いたけ ど、 実は 「日常 これ コスプレ」 だっ 
たわけ だ。 やはり、 亜季ち やん の オタク 度数の 高 
さはた だもので はない。 

「ゲテ モノ じ やない わょ っ ！ これ こそが ライト 
ノベルの 最先端っ！ あんた、 もしかして 表紙の 
イラストの イメ^ ― ジに驅 された クチ？ ああ 一 
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心配ね え… アニメ 版が、 こうい/つ 層 向けの ヌルい 
作りに され なきやい いんだけ ど… ちゃんと 原作に 
忠実に アニメ 化して もらえる のか しら」 

「アニメ 化される だけで 幸せ じ やない か。 贅沢 だ 


な あ」 

f メディア ミツ クス も 良し 悪しなん だ。 下手な ア 
ニメを 作られて しま、 つと、 原作まで 死んで しまう 
こと も あるんだ ぞ』 


アニメ 化な どで イメ —ジと ギヤ ツプが 


i 


\ 


つたい ど 5 埋める のク 


■ 


大好きな 作品が アニメ 化 決定。 喜びは あるが、 不安 も 否めない 。「あの シ—ン つて テレビで 大丈夫な のか 
な？」 「あの 少年 キヤ ラ、 ちよつ と萌 えてた のに 野太い 声 だつ たら 醒めるな あ」 等。 それは ちよう ど、 『世界 
ウル ルン 滞在 記』 で 見知らぬ 国に 旅立つ 若手 タレン トの 緊張 感とシ ンク □する…。 

下 條アト ムのナ レ— ショ ンが 響く、 r タニ 族の 朝は ぁ'  早い ぃ」。 アニメ 放送 開始。 不安が 的中し、 キャ ラ 
デ ザ や 演出な どで、 イメ ージと 違つ たもの が 呈示され る こと も ある。 「け、 この 芋虫 食う の？」。 しかし、 大 
好きな 作品 だ。 観 続けない わけには いかない。 若手 タレン トが ゴ—ル デンで 顔を 売る チ ャンスを フイに する 
わけに いかない のと 同じ だ。 そこで 我々 はどう すれば よい か。 答えは I つ、 「楽しむ」 こと だ。 たまに 飛び 
出す 神 作画、 チ〇 n キャップを 装着して 踊り 明かす 夜、 好みの 声優の 奮闘、 現地 娘への 淡い 恋心、 アニメ オ 
リジ ナル キャラの 活躍'  狩猢の 仕方を 教えて くれる 気の いい 兄貴… それらの r グッ ジョブ」 を 積極的に 拾 
い、 楽しめば よいの だ。 

やがて その 時は 訪れる。 そして… 「別れの お、 朝 ぁ」。 最終回 だ。 涙の 理由を 尋ねる のは 野暮と いう もの 
だ。 最初は どんなに 違和感を 持つ ていても、 そのうち 情が 移り、 美しい 思い出に 変わる…。 原作との ギャッ 
プを 埋める キ—ワ ー ドは'  ズバリ 「ウル ルン」 だ。 

(※この キ—ワ I ドを 書いて 八 ガキを 送つ て も 海外旅行の プレゼントは 御座いません) 


『そういう 感じで、 原作 ファンは アニメを 観る 際 
に 最大限の 脳 内 補完を 行う 能力を 必要と される こ 
とも あるんだ』 

なぜか、 亜季ち やん としぶ やが 目を 潤ませな が 
ら 「うん うん」 と 額いて いる。 亜季ち やん はと も 
かく、 しぶ やが なぜ？ やっ ぱ 、こいつ、 実は 才 
タクな のでは？ 

「違う わ。 断じて オタクとは 違う のよ。 敢えて 言 
え ば、 ミ クス チャ ■ " 系？」 

「だから、 なぜ お前は 俺の 思考を 読む ん だっ」 
亜季ち やん が 興味な さそう に 足を じたばた させ 
て、 

「いいから、 買っ た 本を 回し読みして 寸評 会し ま 
しようよ 丄 

あっ。 僕が 妹 ばかり 相手に してる から、 すねて 

いるので は？ 

力つ… 力ね レレ… 

明らかに 脳が 沸いて いるので はと 疑わせる 発言 
も 多々 あるけ ど、 やっぱり この 子は かわいい！ 


小説の キャ ラに 憧れて 髪を ツイン テ ー ルに 縛って 
ると いうの も、 良く 言い過ぎれば 『夢 追い 人』？ 
「お、 おう！ じゃあ、 亜季ち ゃん の 買った 『う 
ら ぬす ☆天気予報』 を 読む としよ、 っかな」 

「あ 一 っ、 汚い 手で あたしの 本に 触っ ち ゃ ダメ！ 
指紋が つくっ！ わ 一 っ、 そこの ゴス ロリ 女、 本 
をが ばっと 開いて 折り目を つけるな 一 っ！」 

「ヶチ 臭いな あ 〜 」 

「あんたら ねえ、 ライト ノベルの 文庫本は、 本 0 
体が 芸術作品なん だからね っ！ 手荒に 扱わない 

でち ょ. 一 だいっ！」 

「単に あなたが 貧乏性な だけよ。 汚れたら 買い 直 

せ ばいい のに」 

「有難い アイテムを 粗末に する 奴は 地獄に 落ちる 

のよ 一 つ， — やい、 くま、 こいつら に ラ イトノべ 

ルの 正しい 読み方を 教えて あげなさい よっ」 

『ええつ？ そんなの、 フツ ー に 目を 使って 読め 
尤 … 一 

1—v  J 

とつと と 説明しなさい つ ！ 」 
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ツゥ はラノ ベを ど 511 g むの 7 


_ 


《準備 編 •ラ ノべを 読む 前に》 

① 手を 洗う (清潔な 環境で ねつ) ②ケー タイの 電源を OFF に (集中が、 大事 だ そつ) ③ チョコな どの 
甘い 物を 用意 (イ マジ ネーシ ョンを 強カ サポ— 卜！)  ④ 手を 洗う (念には 念を つ！)  ⑤ 服を 着る (素つ 
裸 だと、 風邪を 引 いちやう からね つ 0)。 

《実践 編 •電車 内で 読む 場合の 注意点》 

①必ず カバ— を 掛ける (車内には 雑菌が うようよ一.) ② ピンナップは 見たくて も 我慢 (吊り 広告と 間違え 
られ て、 一斉に 凝視され るぞ！ )  ③ 近くに、 不良に 絡まれて いる エルメスが いない ことを 確認 (ごたごた 
に 巻き込まれ ては 大変 だからね つ ！) 

《達人 編 •プロは こう 読む！》 

0目を閉じる(えぇつ 9 )  ② チャ クラを 開く  (そうきた か！)  ③ 本と 身体を 一体化させる (ば'  化け物 
だ ぜ！)  ④宇宙 へ… (お— い、 帰つ てこ〜 い！)。 

… 以上、 参考に なつた かな？ ココで 挙げてい るのは'  あくまで 一 つの スタイルに 過ぎない。 そのまま マ 
ネす るので はなく 参考に とどめ'  いつか キミ だけの オリジナルな 読み方を 見つけて くれ U 


:と まあ、 そんな 感じ だ クマ 」 

「なんか、 達人に いたる までの 過程が 全部 省かれ 
ている よ/つな がする ぞ」 

「兄さん。 チヤ クラの 開き 方を 説明して いたら、 
それだけで この 本が 終わって しまう わ」 


「確かに あたし ほどの ベテラン ともなれば、 たい 
ていの 作品は 読まなくても だいたい 内容 判つ ち や 

-。 そんな あたしを 驚かせた 斬新な 作品 


つのよ ね 


で、 しかも エンタ^ ^ ティ メント 精神に も 溢れた 
『しり スケ』 は、 間違いな く 超 ヒットす る わ。 アキ 
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バを席 巻す る わ。 ひが スィ ー 先生、 超 天才！ そ 
して、 そんな 作品に いちはやく 注目して る あたし 
も、 超 天才！」 

そ、 そうな のか？ 

しかし、 亜季ち ゃん が これほど 熱狂す る 作品っ 
て、 いったい どういう 話なん だろう。 表紙を 観る 
限りでは、 普通に 学園 ラブコメ って 感じの ほん わ 
かム ー ドな のに、 さっきの 話 だと 血が 滴^: が 飛 
び 散り 鳥が 焼き鳥に される という ハ ー ドな 内容ら 
しい。 う 一 む、 純粋に 興味が 湧いて きた。 

「『しりとり ☆スケ ー プゴ ー ト』 つて、 どういう 
内容な の？ さっきの 説明 だけでは、 よく 判らな 
かったん だけど…」 

「『しり スケ』 つて 呼びな さいよ 一。 一口では 説 
明 しづら いのよ ね 一。 やっぱり、 自分で 全巻 摘え 
て 読む しかな いんじ やない？」 

「そこを なんとか。 亜季ち やん 流に 素人の 僕に 説 
明して よ 一」 

「ん もう、 しよ、 つがな いわねえ」 


僕は、 「教えて よ丄 とお ねだりす る 際に 〈素人 

の 僕に〉 とい、 っ 枕詞を つける と、 亜季ち やん のツ 
ィン テ ー ルの 尻尾が ぴょんぴょんと 跳ねる ことを 
苑 見した。 これは… 喜んでい るんだ！ 亜季ち や 
んは 自分と 同じ 趣味の 持ち主、 つまり オタクと し 
かつき あわない と 常々 言っ ている。 しかも 口では 
「あたしより ハィレベルの オタク じ やない と ダメね 」 
と 言っ ている わけ だが、 実は 超ビ ギナ ー の 僕み た 
いな 奴を 虐げながら レク チャ ー する ほぅが 好きな 
のでは…。 

「兄さんは ただ、 犬の ごとく 調教され ている だけ 

ょ」 

「だから、 僕の 考えを 読むな っ ！ 」 

とりあえず 僕は 『しり スケ』 を 手に 取って パラ 
パラと めくっ てみ た。 が… わっ… 判らない… 耳慣 
れ ない 何 かの 専門用語の オン パレ ー ド だ…！ そ 
の 上、 状況 描写が まったくない シ I ン とか、 ひた 
すら 台詞 だけの シ ー ンが 続々。 さらに、 登場人物 
が やたら 多くて、 誰が どの 台詞を 喋って いるの か 
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判らない！ そして、 得体の知れない 擬音の 波状 

.っ…， „ 

「やべ え。 レべ ル 高す ぎ。 全然 判らね え。 キャ ラ 
クタ ー の 顔が 全部 同じに 見える。 なぜ、 みんな、 
ヘンな 語尾を つけて 喋 るんだ？ 各べ ー ジの _ 
に 必ず UFO が 飛んで いるのは、 何 か 意味が ある 
のかっ？ ああ あ、 プロレタリア 文学と 全然 ノリ 
が 違う っ . スト ー リ， _ ら^! らんっ . — 」 

「ダメ ねえ。 あんた には まだ、 『しり スケ』 は 早 過 
ぎる のよ。 ま、 とにかく たくさん 読む ことね。 読 
んで 読んで 読み まくれば、 そのうち あんた にも ラ 
ィトノべ ルっても のが 判って くるわよ お」 

そ、 っなの だろう か。 

本当に、 僕に も 『しり スケ』 の 面白さが 判る 日 
が、 来る のだろう か。 

ああ、 たかが 小説と 侮るな かれ。 なんと 厳しい 
世界なん だ。 

しぶ やが 肩を 揺さぶって きた。 ここが 説得 どこ 
ろと 見た のだろう。 


「兄さんには オタクは 無理 だ わ。 はやく 諦めて お 
うちに 帰り ましよ、 っ」 

そこへ、 ラ ー 店長が 現れた。 ラ ー 店長は うむう 
むと 頷きながら、 苦悩す る 僕の 頭を ぽん ぽんと 叩 

いてきた。 

「いきなり 『しり スケ』 かね？ これは 言って み 
れ ば、 格闘 ゲーム 初心者が いきなり ゲ^  — ジを 溜め 
てス！ パ^ コンボ 技を 決めよう とする ような もの 
だ。 まずは 昇 竜 拳の コマンドの 入れ 方から 覚えな 
いとい かんね」 

「店長… ラィト ノベルは 非 オタクの 僕には 敷居が 
高す ぎる よ/っな 気がする のです が」 

「確かに、 あまりに も ジャンルが 先銳 化して しま 
、っと、 一見さん が 入つ て こられなくなる からね。 
かつての 格ゲ ー がそう だった…」 

「裾野を 広げる とい、 蓋 味では、 今の バブル 状態 

と 化して いる ラィト ノベル ブ ー ム にも メリットは 
あるか もしれ ない わね^ — 」 

… ブーム だった のか。 
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ラノべ 0 て^ V ブ—ム なの？ いつまで 続<の 9 


_ 


sgi 


ラ ノべブ —ムと 呼ばれて 久しい が、 『フ アウス ト』 第 6 号 SIDE- 
(講談社) によると、 二 〇〇六 年には、 なんと 八つ もの 出版社が ラノべ 
レー ベル 新規 立ち上げを 企てて いると いう。 八 社つ て！ どんな 優等生 

でも 就職活動 (した ことない けど) で 八 社 内定は 出ない よ！ 競技 人口の 増加には つながる かもしれ 
ない が、 「八 社 も 新規 参入す るなら、 俺みたい な ニー トが 書いた 与太話で も 出版に こぎ 着けられ るん じ 
や…？」 と 思う 輩が 出て きて、 「悪貨は 良貨を 駆逐す る」 との 言葉 通り、 ラ ノべ界 の 衰退に リンクす る 
ことは 明白 だ。 パン 見せ ヒ □インの スカ— 卜の 中より 明白 だ。 また、 その 八 レ— ベルが I 〇 年後には 
半分を 下回つ ている ことは 火を 見る よりも、 セ カイ 系ヒ □インが 覚醒 時に 放つ 光を 見る よりも 明らか 
だ。 打ち切り 同然で 生殺しに される 作家 & 作品が 増える となると、 それは 無視で きない。 抜き差しな 
らない 事情で メイ ド 姿に なつた ツンデ レ ヒロインの 絶対 領域く らい、 無視で きないの だ。 

しかし、 これ だけは 確かに 言える。 「出る 物は 出る し、 残る 物は 残る」。 新規 参入'  大いに 結構では 
ないか。 I 人で も 良い 作家が、 I つで も 名作が 出れば と 良い というく らいに'  新興の 萌え 要素 「ほち 
や」 系の ヒロインく らい、 ドンと 構えて いれば 良い ので ある。 


がん 
間 さ 
狭 花 
の 桃 
ス并 
ク桜 

ツ \ 

ソル 


す 
で 
ス J 

二 域 
ミ領 


「そぅよ、 今は 史上 空前の ラノべ ブ ー ムな のよ 
ま、 ちよつ と 売れる と 各社が ど 一 つと 参入して き 
て、 粗製乱造で 市場を 枯らしち やうって のが 出版 
界の 悪しき 習慣なん だけど、 ラノ ベは 大丈夫よ！ 
なにしろ 日本 各地から 選ばれし オタク 勇者たち が 


集つ てきて るんだ からつ 


ひが スイ ー 先生み た 


いな ジャンルを 超えた 天才は、 ラィト ノベルで な 
き ゃ 絶対に 登場し えなかった もの！」 

亜季 ちゃんが なぜか 自分の 腰に 手を 当てて 大威 
張りを はじめた。 別に 亜季ち ゃん が 偉い わけでは 
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ない のでは…、 っん？ そ、 っ だ。 僕が もし ラ イトノ 
ベル 作家に なったら… 亜季ち やん は、 僕に 夢中？ 
もてる 先生、 天才！ とか 言い出して…、 

「兄さん、 甘い わ。 オタク 経験 ゼロの 兄さんに ラ 
イトノべ ル 執筆なん て 絶対に 無理よ。 だから、 早 
く 私と おうちに 帰り ましよ/っ」 

「、っ わっ、 だから 思考を 読むな ってば！」 

「え 一 っ？ あんた、 自分で ライト ノベル 書く つ 
もりな のっ？ 一 

「だ、 だって、 絵は 下手 だけど、 文章なら なんと 
か… 書ける し… 後は 知識と 経験を 積めば 僕 だって」 
「ど 一 かしらね一？ あんた、 ドラえもん 以外の 
アニメを 知らないんで しよ？  こういうのは 子供 

時代からの 英才教育が 欠かせない のよ？」 

ラ ー 店長が、 まあまあ、 と 亜季ち やん を 制して、 
「まずは 夢を 持つ ことから スタ ー ト しなければ C 
千里の 道 も 一歩から、 見ない 夢は 叶わない、 買わ 
ない ラノ ベは 読めない というでは ないかね」 
r でもで も、 こいつ、 『しり スケ』 の 内容 全然 判ら 


ない つて 嘆い てるしぃ 。じゃあ、 あたしが ラィト 
ノベル 作家と しての 適性を チェックして あげる- 
問題で一 す！ ここに 幼稚園 時代の 主人公の 男の 
子と、 その 幼なじみの 女の子が いま^  — す ！ あっ、 
二人で 遊んで いたら、 町の いじめっこ たちが 襲っ 
てきました！ 主人公の 男の子は、 この 後、 どぅ 
行動し ます か？」 

なんだ、 簡単な 問題 だな。 僕は^! した。 

「男なら 迷わず、 女の子を 守って、 そいつら を や 

つつける！」 

「ブッ ブ^ - はずれ 一 っ！ 答えは 『女の子の 

影に 隠れて メ ソメ ソ 泣いて、 女の子に 守って もら 
、っ』 よ！ あんた、 何も 判って な いわねっ！」 

「えええ えええ ええ 一 

「いいこと！ 男子 向き ラィト ノベルの 基本は、 
『主人公は よわよ わ、 女の子の ほぅが 強い』 これよ 
— っ！ 中には 豪 屋大 介み たく 全然 違/っ パタ ー ン 
も あるけ ど、 基本は 『女尊男卑』 なのよ I っ！ 
あくまでも ラノべ 世界の 中心は 『女の子』 なの 
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っ！ 男は みんな、 女の子の 下僕な のっ！」  と、 なんだか 幸せ…」 

1 え 一 っ？ そっ、 そぅな のか？ なっ… なんて  「ちっ… 意外に 奴隸の 素養が ある わね、 兄さん」 

軟弱な？：」 

「むき 一、 あんた は やっぱり あたしの 彼氏 失格  …… 。 

nst. びし 'i し丄  こぅして、 僕の ハ丨 ドな オタク 修行が はじま っ 
「ああつ、 亜季ち やん の ツイン テ^ ^ ルで 叩かれる  たのだった。 


ラノ べつて、 もしかして 僕 (私) でも 室 日け るん じ やない の？ 

ここまで 読んで きて'  あなたは 「ラノ べつて'  もしかして 僕 (私) でも 書け るん じ や…？」 と 思つ たか も 
しれない。 答えは イエス だ。 学歴と 教養がなければ エリ— 卜 官僚には なれない。 絵が 描けなければ マン ガ家 
になれ ない。 しかし、 オタクで ありさえ すれば、 そして 若さ (実質、 自称 問わず) さえ あれば、 あなたには 
ラノべ 作家に なれる 可能性が あるの だ。 特別な 技術は 必要ない。 オタク マスタ— へと 続く 街道の 通行 手形 
は、 初代 『がんばれ ゴ エモン』 の 一面 並に'  カン タンに 入手 可能な の だ。 ちよつ とだけ'  オタク 世界と いう 
名の ダン ジョンを 探索す れ ばいい。 後は、 際限な く 広がる 脳 内の キャンバスに'  妄想の 絵の具で 自由に 描く 
だけ。 そうすれば、 プ □の 絵師さん が 実際に 描いて くれる！ それを マン ガ家 さんが 描き'  アニメ  — 夕— さ 
んが 描き はじめた 日には'  あなたは もう 億万長者 だ！ 

「つ— か あんた、 さつきから ダ ジャレ ばつ か だし、 ぜんぜん 説得力ない よ！」 と'  あなたは 思つ ている かも 
しれない。 ぐ ささ ささ さ！ あいたた たたた！ ぎ や ふんぎ や ふん！ あへ あへ あへ！ 

. ふ ふ ふ ふ ふ ふ、 勝つ たと 思つ たら 大間違い だよ。 こんな こと も あろうかと、 ちよつ とした 保険を 用意し 

てお夕たのだ > 。ふふふ。さあ、とつとと次のぺ|ジを見るがいいよ！ 
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亜季ち ゃん の 境地に 少しで も 近づく ため、 日夜 
ラィト ノベルを 濫読す る 生活を 続けて いるぅ ちに、 
ーヶ月が 過ぎた。 今では 少年 向き だけでは 少 々飽 
き 足ら なくなり、 コバルト 文庫を はじめと する 女 
の H-1： け レ ー ベルに も徐 々に 手を 出しつつ ある 有 
様 だ。 

そ/っか、 「レィ ニ ■ — 止め」 力… ！ 

ああ、 小説と いえば 『蟹工船』 しか 知らない 昔 
の 僕、 さよ、 っなら。 

そんな ある 日。 いつも 通り、 ラ ー の 神殿で 亜季 
ちゃんが 楽しみに している 新刊を 買い込まされた 
僕よ…、 

「亜季ち ゃん、 今月の 新刊 買い込んで おいた から、 
代金を お願い」 

「は ぁ？ 何 言って るの よ、 あんた が 勝手に 買い 
込んだ ん でしょ？ これは、 あたしが 当分 預かっ 
てあげる から、 よこしなさい よね」 

「ええっ？ 酷い やっ… それに、 マン ガと ラノべ 
と 雑誌を あわせて 三 〇冊も 買っ ち ゃったん だけど、 


〇 

亜季ち ゃん 自分で 担いで 帰れる の？」 

「ぐっ… 確かに… お、 重い わね… じ ゃ、 下僕、 あ 
ん たが 担いで あたしの 部屋まで 運びなさい」 

えっ？ 亜 李 ちゃんの… 部屋っ…？ 

こっ^: これって^： もしかして、 もし かする 展開 
なのかっ？ 

‘ ちっ、 違ぅ っ！ フラグ なんか 立っ てない から 
ねっ！ 違ぅ ん だって ば 一 っ！」 

「… フラグって 何？」 

びしっ。 

ツィン テ^ ~ ルの TJ 尾で 頌をぶ たれて しまった。 
「あんた、 この ーヶ月い ったい 何を 学んで きたの 
ょっ？ そんな 基本的な こと すら 判っ ていないな 
ん て… あたしは、 あんた を 買いかぶって いたょ、 っ 

ねっ」 

「すいません すいません！ で、 フラグって 何な 

の？」 

「いいから 新刊を 担いで ついて きなさい ってば！ 

げ 、下僕の 分際で おかしな 真似を したら 即刻 破門 


56 


だからね！ か、 勘違いし ないで よね！」 

「はいはい」 

かくして、 僕は とうとう 亜季ち ゃん の お 家に お 
呼ばれ される どころ か、 いきなり 亜季ち やん の 部 
屋に 入れて もらった のだった。 亜季 ちゃんの 家は 
古め の 一軒家で、 内装 ■外観と もに ごく 普通の 一 
般 家庭と いう 感じ。 家族は まだ 外で 仕事して いる 
らしく、 家には 誰もい ない よ、 っ だ。 

という ことは… 二 人き り…？ 

これって^ ••ド キド キ^:? 

あ、 あたしに 触つ たら 殺す からね ！ 」 

「大丈夫 だょぅ」 

口では 乱暴な 言葉 ばかりを 並び 立てる 亚季 ちゃ 
ん だが、 妙に 態度が もじもじ していて 実に 愛らし 
い。 なんだ ろ、 っ、 この 横暴な ジ ャィア ニズム 溢れ 
る 発言と、 その 正反対と も 言える ような 女の子ら 
しい 態度… この 格差、 この ギャップが、 実に かわ 
いい。 見た まえ、 亜季ち やん の 部屋の 中を。 日頃 
は あんなに も 乱暴で ガ サツで 女王 様な のに、 お 部 


屋の 中は ファン シ ー などう ぶつの 縫いぐるみ でい 
っ ぱい だ！ きっと 誰も 見て いないと ころでは、 
これらの 縫いぐるみに ほっぺたを すりす りして 
「き や 一 っ、 かわいい 一」 とか 言っ てるに 違いない。 
いっ、 今時 こんな 乙女ち っくな 女の子が 実在す る 
だろう か？ しかも、 我々 の 前では、 決して その 
ような 乙女な そぶりを 見せよう とはせ ず、 敢えて 
ど こぞの 野 武士の よ、 っな 乱暴者と して 振る舞い 続 
けて いる - 

信じよう が 信じまい が、 亜季ち やん は 実在す る！ 
ところが 僕の 周囲の 男 友達は、 みんな (顔は か 
わい いけど、 あんな 素直 じ やない 女、 雛 易 度 高 そ 
うだし 扱いが 面倒臭い よ 一) と 嫌がって 亜季ち や 
んに アタック しないの だ。 なぜ だ、 なぜ 僕 だけ こ 
ん なにも 言語 コミュニケ ー シ ョンと ノン バ ー バル 
コミュニケ ー シ ョンの 落差が 激しい 亜季ち やん に 
惹 かれる の だ？ 

「それは、 兄さんが ツンデ レ 属性 だからよ」 

「うわっ、 しぶ や？ なぜ、 亜季ち やん の 部屋 
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に？ しかも、 縫いぐるみの 中に 入つ てるしつ」 


I ぎ や 


あたしの お気に入りの クマが、 ク 


マが… 着ぐ るみに されち やつて る…！  あんた 


中の 綿を 勝手に 抜いた わね っ 


力 ふ 


クマの 着 るみを 被った しぶ やが 縫いぐるみの 
群れの 中から とこと こっと 歩いて きて、 亚季ち ゃ 
んが 人れ たお 茶と お菓子を 勝手に 頂き はじめた。 
「しぶ や、 属性って 何 だ？」 

「ま、 細かい ことは 駅前 秋 葉 原 留学 講座で 勉強し 
てち ようだい。 あら、 この お茶、 ぬるい わね… 入 
れ 直しなさい」 

「き 一 つ、 勝手に 部屋に あがりこんで おいて、 何 


を 偉そう に 
妹なん でし 


ちょっ と 羽 場、 こいつ、 あんた の 


なんとかしなさい よつ 


ril H 


とか 洗 ® とかして さあ」 

「そつ そんな ことで きないよ 一」 


つてなん なの PI 


■ 


「なんでよ 


秋 葉 原の 法律では、 兄は 妹を 奴 隸 


のよ、 っに 扱って いいのよ！」 

「へ 一、 そんな 法律が あった のか」 

「ふ ふ ふ っちの 兄は 妹 属性な ので、 私に 頭が あ 
がらない の。 朝は 私が 起こして あげない と 起きら 
れ ないし…」 

「そっ、 それは 言わない 約束 だろ っ？」 

ぽこっ。 

なぜか、 目を 三角に 吊り上げた 亜季ち ゃん に 頭 
をはた かれた。 

ど、 どぅして？ 

「は あ、 とこと んダメ 人間ね 一。 まあいい わ。 や 
い 下僕、 さっさと あんた の 買っ てきた 新刊を テ ー 
ブルの 上に 広げて あたしに プレ ゼンして みなさい _ 
あんた の 新刊 鑑定 眼が どこまで 鍛えられ たか チェ 
ツク して あげる」 


とは、 自分が 好きな キヤ ラク ターが どんな 分類 (性格/設定) かとい ぅ 事 だ。 
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「どうして 亜季ち やん の 部屋の テレビで、 駅前 秋 
葉 原 留学 講座が 見られ るんだ？」 

「細かい こと 言わない のつ」 


なし 崩し 的に、 三人で 新刊を チェックして 


れ はいい 仕事して いますね 


と 念り あう 展開 


なつて しまつた。 しぶ やめ… せっかく 亜季ち やん 


簡単に 自身の 属性を 判断す る 方法と して'  私が 考案した のが〃 起床 法， であ 
る。 自分が 学校への 遅刻 ギリ ギリまで 寝坊を したと 仮定 (妄想) した 時、 まず 最 
初に 「自分を 起こす のは 誰か？」 から 導き出す 手法で ある。 

「おにいちゃん」 と 妹が 優しく 起こす イメ —ジが 浮べば 『妹』 (朝 倉 型) の 属性 
であり、 起こさずに 隣で ぐ— すかい びきを かいている イ メ—ジ であれば、 間違い 
無く 『姉』 属性 (葛 城 型) だと 言える だろう。 また 「く おら あ〜」 と 布団を はぎ 
とられたなら 『幼馴染み』 (腐れ縁 型。 高瀬 型と も 私は 呼ぶ)。 ベッドまでは 来な 
いが'  玄関先で 自分を ちゃん づけで 呼ぶ 声が 聞こえたなら、 

『幼馴染み』 属性で ち 神 岸 型 だ。 これが、 血縁 や 御 近所 的 人  \\\, 
間 関係から 飛躍して 「メイ ドさん に」 と 願つ たなら'  立派 
な 『メイ ド』 属性 (マリエ ル 型) だ。 

だが M 分の 属性が 判つ たからと いつて、 それに 縛られる^!'^^^^^ 
必要な どない。 お姉さんが メイ ドさんでも 良い し、 妹 だつ^^ 

たのに 宇宙船の ウラ シマ 効果 (相対性理論) で お姉さんに  ^ 
なつて た、 4POK。 幼馴染みが ネコ 耳の ヴァンパイア だつ  V  i 
て アリな 世界な の だ。 二次元の 可能性は 無限な の だから'  . 
イコー ル、〃 属性" も 無限に 存在す るの だ！ 
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余談 だが、 最近では 『百合』 『生徒会 長』 がその 派閥を 拡 


大 しつつ ある。 気を 抜いて はいけ ない。 注目 だ 


と 二人き りに なれたのに。 呪って やる。 恨んで や 

る。 J 宗って やる ぅ。 

ところが、 事態は 意外な 方向に。 

今日 発売の アニメ 雑誌を チェック していた 亜季 
ちゃんが、 突然、 

きゃあ ああ ああ ああ」 

と 悩ましげ な 悲鳴を あげたの だ。 

「どぅしたの、 亜季ち ゃん っ？ ぺージ の 間に 虫 
でも 挟まって たのっ？」 

「見て 見て、 新作 アニメ 情報の ぺ^ ^ ジ を！ ひが 
スィ ー 先生の 『しり スケ』 がつ いに テレビ アニメ 
化され るんで すって！」 

「へえ。 ょかった ね」 

「1^ そ. の つれない 返爭？ もつ と^! きなさい ょつ！」 
ボ コッ。 

顎に アツ パ ー を 入れられた。 

脳が ぐらぐらと 揺れて バランスを 失った 僕は 正 
座して いた 亜季 ちゃんの 膝の 上に 「ふ もつ ふ！」 
と 顔を哩 めて しまつた。 


きゃあ ああっ！ 何 やっ てるのよ っ！ どきな 
さいよ っ 丨 

「大変 だ わ。 兄さんが わいせつな オタク 女に 誘惑 

されて いるっ…」 

「違、 っつ！ どこを ど、 っ 見たら、 そ 一 なる のよ っ」 
亜季ち ゃん に 強引に ひっ ベが され、 眉に つま 先 
M りを 入れられた 僕は、 ゲボ オオッ と 11 きながら 
床の 上を 転がった。 

「いたた たた…」 

「兄さん、 顔が ニヤけ ている わ。 オタク 女に よる 
調教が ここまで 進んで いたなん て…」 

「ああ、 本当に 『しり スケ』 が アニメ 化される 日 
が 来たの ね！ 放送時間は… げ っ… 木曜日の 深夜 
じ ゃない の…！ まずい わ、 各 局の アニメ 番組が 
被って オンエア される 魔の 時間帯 だ わ。 しかも 毎 
週の よぅに 放送時間が ズ レる こと 請け合い… 翌朝 
には 学校が あるから 徹夜す る わけに もい かないし 
ぃ… 徹夜したら、 あたし、 にきびが できち や/っか 
ら… W 録 できる 『アレ』 は プレゼント 用に 買っ た 
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モノ だし…/ rv っっ、 ど、 oV れば… 」 

珍しく、 亜季ち ゃん が 深刻な 霧で 悩んで いる。 
励まして あげなければ。 でも、 どぅ 言えば…。 
僕は、 亜季 ちゃんの 部屋の 書棚を 一通り 観察し 
てみ た。 

+ もたく さん あるけ ど、 DVD の 箱が 目立つ 
•枚ず つト ー ルケ， — スに 入って いる DVD も 多い 
が、 幅広の ボックスに 何枚 もの DVD がまと めて 

人っ ている モノ も いっぱい 飾られて あった。 

そぅだ、 これ だ。 

一亚^^ ち ゃん、 テレビで 観れ なくても、 D V D を 
買えば いい じ やない か。 どうせ 『しり スケ』 の D 
V  D が 出たら I 貝、 つんだろ？」 
r アホか 一 つ！」 

びし いつ。 


またまた ツイン テ^ ~ ルの 尻 越で ぶたれて しまつ 


た 


「あんた、 
D 版と では 


力 じ やない のつ 


テレビ 版と D V 


ンが 違う のよ つ、 


ジヨ 


ン がつ！ 例えば テレビ 版では 入って いた BGM 
が DVD 版では 抜けて いたり、 テレビ 版では 真つ 
白だった 温泉 シ ー ンが D V D 版では ばっちり 観え 


ていたり、 といつ た 


t  I 


ジョン 違いが あるの よ 


%- 


深夜 アニメは 特にそう なのつ 


他に も、 


オンエア 中には 大人の 事情で クオリティ がいまい 
ちだった パ ー トの 動画が DVD では リ テイクされ 
てたり^:!  テレビで オンエアされ るバ . ^ ショ ン 

は、 まさに 一期一会！ 録画し そこねたら、 もぅ 
永 速に 観られない かもしれ ない のよ^ — っ！  — 

きながら 14 はなくても。 


TV 版と DVD 版つ て、 なにが 違う の p 


■ 


DVD には〃 映像 \音声 "の おまけが つく。 副 音声で 制作 陣の 卜— クが 楽しめたり'  放送では カッ トさ 
れた 部分の 再 収録 や 新しい シーン などが 映像 特典と して 追加され たりす る。 未放坱 部分 だけに スタッフ さ 
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んの 遊び心が 溢れて いる 場合が 多く' 例えば 『かみち ゅ！』 では 『R.O.D』 の キャ ラを ちらつと 見 か 
ける 事が できる ので、 両 作品の フアンと しては、 嬉しくて 仕方ない！ また、 TV 放送では 表現と して 「隠 
さない といかん」 的な ものが きちつ と 隠されて いるので、 逆に ストレ I 卜な 描写を される より、 フン ガフ 
ンガ してし まう 場合が あるの だ一 

いち 例と して  『フル メタル  •パニッ ク？  ふ もつ  ふ』  における  「女神の 来日〜 温泉 編〜」  を 観て ほしい。 
地上 波 放送 だけに'  フル メタ 女性 陣の すん ばらす ぃ一 裸体が 絶妙な 構図 や 小道具に よつ て 見事に〃 みえな 
い， 状態で 描かれて いる。 「見えない からみたい 一.」 という こちらの 気持ちが、 彼女 達の 入浴 場面を のぞ こ 
うと 必死になる 男性 陣 キャ ラ 達 
と 見事に シンク □して、 作品を 
さらに 楽しめる の だ。 当然、 最 
初から〃 みえない" 構図に なつ 
ている ので、 この 作品の 場合は 
DVD でも〃 みえない，。 「じ 
や、 TV 版 だけで いい じ やん」 

だつ て？ とんで ちない。 そこ 
まで 熱が 入つ た 作品 (場面) で 
ある。 「高 画質」 である D>D 
は 絶対な の だ 一 

そう、 時代は 高 画質。 要は 画 
質 だ！ 高 画質で かなめち やん 
や 大佐 殿が あぁ ぁつ… つまり、 

「どつ ち も 必要」 と言う 事 だ！  — 11 1 , 
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そ^: そうたった のか^：!. 

今までなん となく 「アニメっ て どうせ 全部 DV 
D 化され るんだ から、 無理して テレビで 観なくて 
もい いのに」 と 思つ ていたけ ど、 まさか、 バ ー ジ 
ョンが 違、 っ だなん て - 

「•.•パンツが 見えたり 見えなかったり といった 程 
度の ことで、 何を そんなに 大げさに 騷 ぐんだ か…」 
「わ 一 っ！ しぶ や、 亜季ち ゃん を 怒らせち ゃ ダ 
メた 。僕が 殴られる、 わ^ ^ っ！」 

「… あまりに も 情けない わ、 兄さん」 

「他に も テレビ 版は アスペクト 比 4 対 3 だっ たの 
が DVD だと 0 対 9 の ワイド 画面に なって いたり 

だと か、 そ ■ ゆ* — 違い も あるの ょっ ！  『ロ ー ゼン 
メイデン* トロイ メント "なんて、 地-^ テシ タル 
版. 地 t アナログ 版*  BS デジタル 版. DVD 版 
の 全部が 微妙に 違う のょ っ！ だから あたしは テ 
レビで オンエアされ ている アニメは 可能な 限り 全 
部 録画す る ことにし てるのつ」 

「さすがは 亜季ち やん、 凄い よ！ でも、 全部 録 


画しち ゃぅんだ つたら… 何も、 高額な DVD を 無 
理して 買わなくても…？」 

「DVD には いろいろ ォマケ もつ いてる しっ。 そ 
れ に、 DVD の 魅力は 何と いっても ボックス その 
ものっ！ 箱よ っ、 箱が ほしいの よ 一 っ！ 箱を 
本棚に 並べて 初めて、 ああ 一 私は この アニメの D 
VD を コレクトし たんだな 一 って 達成 感を 味わえ 
るん じ ゃない の^ 自分の DVD レコ ー ダ^ で録 
画して 焼いた DVD には、 箱が ついていな いでし 

よつ？」 

「…箱 だけ 買えば いいのに」 

「わ 一 っ、 しぶ や ！ 亚季 ちゃんを 怒らせる と 僕 
が 殴られ*  :」 

ぼ こっ。 

言い 終わる 前に、 僕の 頭蓋骨の 上へ 亜季ち ゃん 
の 手刀が 落ちて きた。 

ぐはつ。 

だんだん 快感に なって きている 自分自身が'  恐 
ろしい。 
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ローゼン メイデン 


〈初回 限定版〉 


I  „  ? ：r>  f ： 

被 


r 箱」 はなせ 魅 rs なの 5 


■ 


〃箱， の 魔力が 最大限に 発揮され た 例と して、 いちばん 印象 深いのは 一 九九 五 年 
の 『新世紀 エヴァン ゲリ オン』 第 I 巻に 付属した 箱で ある。 当時の ソフ トの メデ 
ィア (容れ 物) は DVD ではなく、 LD (レ— ザ •ディスク)。 作品の 異常と も 言え 
る 人気から、 予約 時期が 遅かった 場合は 箱が つかない 事態に なり、 箱を 熱望す 
る 輩が I 部 暴徒 化。 ゲーム の コン ト □丄フ を P ンギ ヌスの 槍に 持ち 替えて 「絵々 
じ ゃない か、 絵々 じ ゃない か〜」 と 秋 葉 原の 中央 通りを 練り歩く 一揆を 起こし 
た。 慌てた 政府が'  事態 沈静 化の 為に オマケ のはず だっ た 箱を 後日 販売し、 何 
とか ことなき を 得た のは 記憶に 新しい。 これが 世に 言う 「はこよ こせ 騒動」 である。 

そもそも〃 箱， はソフ トの オマケ としてつ けられて いたが、 その 箱に 描き 下ろ 
しの イラ ストな どが 描かれる ようにな ると 「箱 欲し さに ソフ トを 買う」 という 強 
者が 現れる ようになっ た。 つまり、 「絵が あれば、 すべて 作品の グッズ」 となる 

—IV 

としては さして 利 if 、 藻は ない。 

しかしな く— fxsil  % 
う— •なぜなら TK と あわ— 屏 iQ よ w 
うに— i— ゼン メイデン』 シリ— ズ！  3 

木製と しう のが 泣かせる 『蟲 師』 I. … もう お p"” ■ゎ^^^^^ iAg'. 
わかり だね？ 1 相" そのち のがす でに 独立し 
た 素晴らしい 作品 グッズな の だよ！ 
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アニメ 基礎 編 

亜季ち ゃん の 部屋で、 お is は 続く。 

「といぅ わけで、 『しり スケ』 アニメ 化 決定を 記念 
して、 羽 場、 あんた の アニメ オタク 度を 测定 して 
あげる わ」 

「えっ？」 

「もぅ オタク 道に 入門して ーヶ月に な るんだ から、 
少しは アニメに ついても 勉強して るんで しょ？— 

「えええ つ？ ご、 ごめんなさい、 マン ガと ラィ 
ト ノベルを 読む だけで 精一杯で したっ」 

僕の 返事が 想定 外だった からだろ/っか。 亚季ち 
ゃん は 真っ青に なって、 わな わな 震え出した。 

「それじゃ… 未だに… r あんた バヵ ァ？』 の元ネ 
夕 も 判らない のっ？ 

「うん！」 

ビシイ I ツ。 

バシイ ー ツ。 

あぐう つ。 亜季 ちゃんの ツイン テ ー ルが 左右 か 


ら 波状 攻 f 。 

「そんな ことで アニメ 版 『しり スケ』 の 面白さが 
理解で きる とで も 思っ てるのっ？ だいたい、 あ 
ん た… 『ケ ロロ 軍曹』 観 てるのっ？」 

「観て ない！」 

ビ シバシ 、亜季ち やん の ツィンが、 以下 同文。 
亜季ち やん はおろ おろと 涙まで 流し はじめた 
そして、 勉強机の 上に 飾っ てあった 「によろ によ 
ろ」 の鏠 いぐる みに 祈りを 捧げ はじめた。 

「ああ… 秋 葉 原の 二次元の 神 さま、 あたしの 指導 
が 間違っ ていました。 根本的な ことを 何も 教えて 
いません でした、 この ア ホに」 

「見て 兄さん、 この 女は 異教徒よ ◦異教徒は 殺し 

ていいの よ」 

「異教徒って 言われても、 ぅち、 無 宗教 だしな 丄 
「によろ によろ」 に 祈りを 捧げて 癒された の だろ 
ぅ。 気を取り直した 亜季ち やん は、 DVD ボック 
スを 次々 と 書棚から 取 しはじめた。 
「いいこと？ 『しり スケ』 は 過去の 膨大な アニメ 
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作品の パロ ディから 構成され ている、 とつても ハ  さすがの 僕 も、 ガンダム ぐらいは 知っ ている。 00 
ィ レベルな 作品な のよ。 その 全部を 習得し よぅと  …备刖 だけ。 

すると 可 年 かかる か 判らない ので'  とりあえず 絶  エヴァン ゲリ オンは、 え 一 と、 昔、 幼なじみの 
対に 鉄板な アニメ だけで も 鑑賞しなさい！ その  ユウ くんが どっ ぷり ハマって いたよぅ な… 彼、 あ 
鉄板な アニメとは… 『機動 戦士 ガンダム』 と 『新  の 後、 ひきこもりに なつち やつた けど… ど、 っして 
エヴァン ゲリ オン』 よ！」  るんだろう、 今頃…。 


現在の オタクを 語る 上で 外せない 作品が 『ガンダム』 と 『エヴァ』 だ。 これは もう 避けて は 通れない。 
英語が 喋れなければ、 世界の 大海には 出られない のと 同じ レベル だと 思つ て 良い。 経済界での パ— ティ— 
の 基本 話題が 株 や WBS であれば、 こつち の 世界で この 二 作品を 知らないと、 自分の 立場は 厳しい ものに 
なると 考えた ほうが 良い の だ。 しかし 逆に 考えれば、 きつち りこの 作品を 押さえて おけば、 会話の 糸口に 
困る 事は ない と 断言で きる。 

とりあえず 「綾 波です か？ アスカです か？」 と 問えば 間違いな く 会話は 盛り上がる。 もし パ— ティ— 
で スピ— チを 頼まれたなら' 「逃げち ゃ 駄目 だ」 と 繰り返す だけで 周りの アキバ 貴族 達は 好意の 眼差しを 
向けて くれる であろうし、 ビンゴ 大会での 景品を 「これは、 いい もの だ！」 と 言い、 それが 電化製品で あ 
れば 「僕が いちばん 上手く つかえ るんだ！」 と 壁を 叩けば、 会場から 歓喜の 拍手が 起こる はず。 だが、 そ 
れと 同時に 周囲から 「あんた、 バカ ァ？ j  r この 軟弱 者！」 といつ た ツッコ ミが 予想され るので、 動揺し 
ないように。 

しかし' 『エヴァ』 の 場合は 「あの 最終回」 、『ガンダム』 なら 「女の子 向けの ガンダム つて どうよ？」 と 
いう テ— マに なつて しまう と、 会話 どころ か 暄曄 寸前の〃 朝まで 生 激論， になる 可能性が きわめて 高い。 


それだけ 皆の 心の中に 強大な 影を 落として いる 偉大な 作品 だ。 注意 だ ぞ！ 


「例えば お子様に 大人気の 『ヶ ロロ 軍曹』 だって、 
ガンプラを 知らないと 判らない ネ タが 多い のよ。 
つまり、 子供 マン ガと ガンダム 文化が すでに 融合 
してし まつて いる わけ。 それく らい ガンダムは ス 
タンダ^  — ドな の。 まあ、 ガンダム シリ^  — ズを 全部 
観て ると 問に 合わない から、 とりあえず ファ^ ^ ス 
トガン ダムの 映画 版 三部作 だけで も 観なさい。 そ 
れと エヴァね 。エヴァは テレビ 版 全部と、 映画 版 
は 夏 エヴァ だけ 見れば だいたい OK よ」 

「判つ たよ！ で、 ガンダムと エヴァつ て、 どぅ 

違、 りの？」 

ツィン テ ー ルが 以下 略。 

「そんな もん 観れば 判る わよ っ . 」 

「初心者の 僕の ために、 一言で 説明して くれても 
いい じ やない か^ — 。亜季ち やん、 オタク マスタ^ — 
なんだ ろつ」 

そつ それは •••え 一 と^  •.タイトルが 違/つ？. 一 


しまった。 亜季ち ゃん は 理屈を こねる のが 苦手 
なのだった！ 

「しぶ や、 お前なら 説明で きる はず だ」 

「ガンダムは、 宇宙で プラモデルが 戦って、 電波 
が 飛び交う アニメよ 。エヴァは、 もっ ともっ と電 
波が 飛び交って、 ショ タ 少年が オナ參 ^ — する アニ 
メ よ」 

「その 亜 心意に® た 説明は 何よ ぉ 一 っ！」 

「…じ ゃ、 あなたが 兄さんに 説明 すれば？」 

「やっぱり この 女、 アニメを バカに してる のね 
っ？ やい ゴス ロリ 妹！ それ じ ゃあんた は、 ど 
んな アニメが 良い アニメ だっ て 言う のよ？」 

ああ、 ど/っし てこの 二人、 こんなに 仲が 悪 いん 
だ… 0 

「'スバ リ、 I ハチ ミツと クロ ー バ - — ".ね」 

「ムキ ー ッ！  やっぱりそう 来る と 思 ったわっ！ 
オ サレめ、 オ サレ アニメめ！ オ サレ 退散っ！  | 
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大変 だ。 亜季ち ゃん が、 しぶ や 目掛けて 「豆」 
を 撒き はじめた。 

「兄さん、 異教徒が 暴れ はじめた わ。 何やら 邪悪 
な 儀式を 開始した わ」 

「二人とも… どうして、 同じ アニメ 好き 同士、 仲 
たがいす るんだ よ？」 

「違う わ 兄さん。 私は ノ ィタ ミナ 枠が 好きな だけ 
よ。 同じ 深夜： a： でも 『アヵ ギ』 は 断じて 観ない の 

よ— 

「ノ ィタ ミナなん て 邪宗 門が 観る ものよ 一 っ！ 
ふざけん じ ゃない わよ、 あたしたち オタクが 何十 
年 も かけて 作って きた アニメ 文化を、 今頃に なっ 
て 横から か っ さらっ ていこう だなん て、 そうはい 
かない わよ オ サレ どもめ！ お 台場へ 帰れ！」 

「 … あなたが 作っ たんじ ゃない わ」 

「黙りなさい、 黙りなさい！ あんた なんか、 そ 
ん なに オサ レイ ケメン が 好きなら 『夜 王』 でも 観 

てれば いいのよ つ！」 

「あなた こそ 口では エヴァは 名作よ と 言いながら、 


実は エヴァの 最終回の 素晴らし さを 全然 理解で き 
てな いんで しよぅ。 エヴァを 真に 理解す るには、 
フロィト、 ユング、 レィンと いつた 心理学の 知識、 
および グノ ー シス 主義 や 錬金術に 関する オカルト 
知識が 必要で… その上、 構造主義 や 記号論に つい 
て も 勉強 しないと… あなたみ たいな 動物化した ア 
キバ 系が 理解で きる 作品では ない のよ、 どぅせ 

『 き ゃ 一 っ、 カオル くん、 かわいい つ ^  — 』 とか一 一一 一口っ 

てた だけの クチで しよ、 っ」 

「だっ… 黙れっ！ 自分が 頭い いからって 自慢す 
んなっ ！ 何 言って るの か 全然 判らない のよ っ ！ 
バカ、 バカ、 バ ー カ！」 

「ああ… 亜季ち ゃん、 涙まで 流して… おろおろ： * 
「兄さん、 判った？ このい がみ 合い こそが、 ア 
ニメの 歴史 そのもの なのよ。 こんな 醜い争いの 此 
界 に、 純 首 一; な 兄さんが 入って きて はいけ ない わ」 
「自分で 場を 荒らして おいて 何 言っ てるのよ、 こ 
の 女 超む かつく っ！」 

僕は 仕方なく 亜季ち ゃん を 後ろから 羽交い絞め 
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にして 豆撒きを ストップ させた。 ああ、 亜季ち や 
んの 背中って、 あった かいな あ… 腕 も 柔らかくて 
ふに ふに だし… 何だかい い 句い がする… くん くん。 

1 ちょ、 ちょつ と？  何、％: を 密着 させて るの 
よつ？ どさくさに 紛れて 兄妹 二人が かりで あた 


しを 襲う つもりな のね つ？ 


ちつ、 違うよ'  — 、 とりあえず 豆撒きを やめよう 


よ 


li 


「兄さん 


% 


- 臓に 杭を 打ち込むなら 今よ」 


「あたしは ヴァンパイア かつ | 


「オ サレ アニメ  J つてなん なの 7 


アニメで ありつつ 新しい 視聴者 層を 開拓し ようと、 二 〇〇二 年頃より 「アキバより ハリウッド」 「ラブ 


n メに ならない」 とい/つ 要素を あげられる 作品が 登場し はじめる。 


L\R』 『プラ トニツ ク .チェ— ン j 


『ウルフ ズ レイン』 などが 該当する。 しかし、 いかんせん 「ラブ &n メディ」 を 重んじる 私は、 良 作で あ 
りなが らも 深入りで きず、 同時 期 放送の 『成 恵の 世界』 の 能 登 さまの 登場に 幸せの 黄色い ハンカチを 掲げ 
てし まつた！ この 「能 登 声 フラグ ルー ト」 を 辿つ たのは 私 だけでは なかつ たようで、" オ サレ アニメ， 
は I 時期、 その 姿を消す。 

しかし 二 〇〇五 年に 入る と、 爆発的 求心力を 持ちは じめ た 「萌え j へ 逆説的な アブ □1 チを する 作品と 
して〃 オ サレ アニメ， が 再び 登場す る。 『ハチ ミツと クロー バ丄 『パラダイス •キス』 がそれ だ。 放送局 
の 狙いは、 TV ドラマを 観て いる 女性 層を アニメに 引き込む こと。 その 戦略から か、 放送の 際に アニメ— 
ショ ンとい う 言葉を 使用せ ず、" ノイ タミ ナ ，という 造語を 作り出して 我々 の 頭上に 「？」 マー クを 出さ 
せた もの だ。 しかし、 作品 自体は 素晴らしく、 その 作画 クオリティ も 圧倒的で 多くの マニアを 唸らせた。 
だが、 良く 出来て いたた めに、 逆に 「なぜ これほどの 作品が 深夜な の？」 と 再び 「？」 を 出させた のは 記 
憶に 新しい。 


しばらくして…。 

亜季ち ゃん としぶ やに アニメ 談義を やらせる と 
どちら かが 血を 見る まで 終わらない ことに 気づい 
た 僕は、 必死で 二人を 分けてよ うやく 事態を 沈静 
化させた。 

「という わけで、 仲直りし ようよ 二人とも。 僕が 
おごる から、 カラオケ でも 行かない？」 

「… 兄さんが おごって くれるなら、 一 仃く  (ぽ っ)」 
しぶ や… なぜ お前が 照れる？ 

「か… カラオケ って、 あの、 ホテルに 行く お金が 
ない 高校生が エッ チな ことを する 場所で しよ っ？ 
そんな いやらしい 場所に なんて、 絶対に 行かない 

わよ 一 て ！ 」 

「亜季ち ゃん、 誤解、 誤解」 

そういえば、 ラ ー の 神殿に も カラオケ ボックス 
が あったよ うな。 亜季ち ゃん は 使った ことがない 
ので 知らないみたい だけど。 

僕は 目を離す とまた すぐ ケン カを はじめ そうな 
二人を 引率して、 ラ ー の 神殿へ 向かつ た。 で、 さ 


っ そく 猫の 店長に 尋ねて みた。 どぅで もい いけど、 
この 店長、 なんで 猫の 着ぐ るみに 人って るんだ？ 
「マスタ ー、 カラオケ ボックスを 二 時間 借りたい 
ん だけど」 

「アニ ソン 系の 部屋と J ,  pop 系の 部屋が あるよ。 
どっちが いい？」 

「そんな もん、 アニ ソンに 決まっ てるで しよ っ ！ 
マスタ^ " 、なんで アニ ソン 以外の 部屋なん か 置い 

てるのよ っ」 

「… 私は アニ ソン 以外なら、 何でも…」 

「まあた、 この ゴス ロリは！」 

ああ、 またしても オタク 娘 VS 非 オタク 娘の 不 
毛な 争いが。 

ど/ i れ ばいいん だ。 

もちろん 僕には、 亜季ち やん の 味方を する 以外 
の 選択肢がない。 しぶ やには、 後で 平謝りして ア 
ィス クリ ー ム でも おごって あげれば いいだろぅ。 
「じ や、 兄 権限で アニ ソンの 部屋に…」 

「兄さん、 恨む わ」 
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「それ じ ゃ、 あたしが ガンダムの テ ー マ ソングと 
エヴァの テ ー マ ソングを 全部 歌って あげる から。 
まずは 音楽から 入りなさい っ！」 

「… 地獄 だ わ…」 

こぅして 僕たちは アニ ソン 専用の 部屋に ^ さ 
れ た。 

亜季ち ゃん は 「アニ ソン」 と 書かれた 曲名 リス 
卜 本を 独りで 独占して、 じ ゃん じ ゃん 曲を 入れは 
じめ た。 

「ど 一 せ、 ゴス ロリ 妹は アニ ソン 歌えな いんで し 
ょぅから、 あたしが 一人で リサィタルを 開催して 
あげる わょ！ 聞き ほれなさい！ まずは 『ケロ 
ッ！ と マ^ ~ チ』 からい きま*  — す！」 

ところが、 しぶ やが 亜季ち ゃん の 手から マィク 
をむ んず とふんだ くって、 

「… あつ、 一 曲 0 は、 私… アン アン アン、 アン ア 
アン アン：*」 

「、つぎ や^ ^ っ^ ™  耳が 腐る 一 つ！  _ ~ 31POP なん 
か够 つな 彳つ！ 」 


「あら、 どうして。 この 曲、 あなたが 大好きな ア 

ニ メのオ ー プ ニン グテ ー マよ？  こうして リスト 

を 見る と、 意外に オ サレな バンドの 曲がた くさん 
あるの ね… 知らな かった わ」 

「本当 だ。 吉田 拓郎や サンボ マスタ ー なんか も あ 
るの か！」 

「兄さん、 それらは オ サレとは 微妙に 違う わ。 断 
じて 違/っのよ」 

「くう、 っっ - 最近は 非 オタの 若者 どもが さっ 

ぱり CD 買わ なくなつ て、 もはや オタクし か CD 
買わない から… だから、 音楽 業界の 奴ら がいろん 

なア ー ティストに アニ ソンを 歌わせ てるのよ つ！ 
お 陰で、 お 陰で、 あたしの 『ケ ロッ！ と マ ー チ』 
が ああ ああっ！ アフロ 軍曹が ああ 1^ . — - — っ ！ 」 

亜季 ちゃんが 頭を 抱えて 血の 涙を 流し はじめた。 
ああも^^ 、亜季ち ゃん つてち よつ とした ことで 
傷ついて 暴れ出 すんだ から。 まったく、 手が かか 
るな あ…。 

だが、 そこが いい！ 
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o 

n 今 

M r し 


アニソンに | -0-〇0.!  0 て 許せる の 9 


_ 


3 


最近の アニメ 主題歌は その 作品の ために 作られた 楽曲では なく、 人気 ア—テ ィス トの 既成の 曲、 いわゆる 
J-POP を 起用す る 傾向が 多い。 これには フアンから も 賛否両論が あるよう だけど、 利点がない という わ 
け じ やない。 

例えば、 社会人に なれば 目上の 一般人と も、 つきあいで カラオケに 行かなければ ならない 面倒 事 も 出て く 
る。 そうなる と 気兼ねな くアニ ソン 縛りが できる、 気心の 知れた オタク 仲間との カラオケとは 違っ て、 がん 
じがら めの ル— ルでの 選曲を 強いられる ことになる わけ だ。 そんな 時 有効な のが J-POP アニ ソンな ので 
あ る！ 


B_z、 T M R' ポルノ グラフ テイ、 サンボ マスタ 


\ 


アジ カン、 浜 崎 あゆみ、 大塚 愛、 タツ キ—& 翼、 吉 


田拓郎 I 忌 野 清志郎 、そして 三 波 春 夫 ◦これらの ア ー テイストの 曲がよ もや アニ ソン だとは 夢にも 思う ま 


し 


每週か かさず 聴いて いる わけ だから、 おのず と 耳 コ ピはで き あがつ ている し、 なにより 「俺は アニ ソンを 
歌つ てい るんだ！」 という、 オタクと しての アイ デン テイ テイを 守る ことができ るの だ。 

裏を 返せば、 すべての J-POP が アニ ソンになる という こと。 これは アニメが I 般 文化を 取り込んだ、 
事実上の 二次元 勝利 宣言な ので ある！ もちろん 従来の アニ ソン ナンバ I も 『ハツ ピー  ☆マテリアル』 が 紅 
白の 牙城に 迫るな ど、 世間に 対して 好 勝負を 繰り広げて いる。 年末の 国民的 番組が アニ ソン 大会になる 日 も 
近い！ 


アニメ 視聴 編 


一曲 目 こそしぶ やが 歌った が、 その後は 結局、 
亜季ち やん の ジャィ アン リサィタル 状態に なつて 
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しまつた。 

まあ、 亜季ち ゃん がすっ きりした みたい なので、 
これでょ かったん だ。 

「良くない わ 兄さん」 

「まあまあ… それじゃ 家に 帰ろう か」 

「ちょっ と 待った一 っ！ 羽 場、 あんた 本当に 
『しり スケ』 を 観られる _ にある のつ？ この あ 
たしが お宅 訪問して チェックし てあげる わっ！」 

「、足 ゝん 、又、 又* ― っ 丨 

あ、 亜季ち ゃん… たった 一日で、 お 互いの 部屋 
を 訪問し 合、 っなん て…。 

「なんて 積極的なん だっ！ これが、 フラグが 立 
つと いう ことなんだ ねつ！」 

「ち 一 が. 一 う 一 ! あたしに 抱きつくな あっ、 職 

って やる 蹴 って やる うっ 、又い えいっ - 
「いたた たつ」 

「兄さん、 往来の 真ん中で みっともな いわ」 

道す がら、 亜季ち やん が ぶんぷん と 怒りながら 
説明を して くれた。 


「あたしたちの町では、地上波放送は>1^卩局と 
UHF 局の 二種 類に 別れて いるで しょ？  NHK 
とか メジャ ー 局は 全部 V  H P で、 地方 口^ ヵル 局 
だけ UHF なのよ。 で、 『しり スケ』 は ロ ー ヵル U 
HF 局の 『ゆん ゆん テレビ』 で オンエア される わ 
け。 ところが、 この 局、 マィナ^ ― だから… 視聴し 
ている 世帯が とっても 少ない のよ。 電波が 弱い か 
ら 、家に よっては そもそも 受信で きないし ね」 

何も、 手を 振り まわして 怒気を 発しながら 説明 
しなくても いいと 思^^んだ けど。 もしかして 僕の 
部屋に 入らない といけ ない ので 緊張して いるの か 
もしれ ない。 どきどき… やっぱり かわいい な あ。 
「何 ニヤけ てるのよ っ？ あたしの 話、 聞いて る 

のっ？」 

「聞いて ます 聞いて ます。 放送局には、 VHS で 
録画す る 局と U マチックで 録画す る 局が あるんだ 

ねっ」 

「違、 っ ー ッ ！  U マチックなん て、 何で 知って る 

のよ つ 
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「… なぜか 父さんが 持って いて…」 

何のかん の 言いながら 、マンションに 到着した。 
うちは ごく 普通の マンションの 一室を 親子 四 人で 
借りて いる。 亜季ち ゃん は 爪先 立ちに なると、 マ 

ンシ ョンの てっぺんを きよろ きよろ と 遠！ m で視き 

込んで、 

「、っ^ ~ ん、 T の アンテナ がちゃんと 建っ てる かど 
うか、 よく 判らない〜」 

と 涙 1 尸で 言い出した。 

「亜季ち ゃん、 ゆん ゆん テレビ だっ たら、 僕ら 毎 
朝見て るよ」 

• それを 一一 一 n いなさい よっ i I 
いたた。 また 蹴られた。 

「そういう わけ だから、 あなたは もう 帰っ ていい 

わよ」 

しぶ やが マンションの 入り口に 立ちはだかって、 
前進し よ、 っと する 亜季ち ゃん の 身体を 手で 押し返 

^90 

「イヤ よ^ ~ 帰れと 言われた 以上、 意地で も 部屋 


にあがり こんで 乱暴 狼藉を 働かない と 気がす まな 

ぃわねっ」 

「乱暴 狼藉は 働かなくて いいから、 亜季ち ゃん」 

「とにかくつ。 あんた の アニメの 視聴 スタィルを、 
徹底的に 改造して あげる からつ」 

「アニメつ たつて 『ドラえもん』 しか 観た ことな 
いんだよ な 一」 

「そんな 奴が 予備知識 もな く 『しり スケ』 観よぅ 
なんて 甘い 甘い 大社 だ わっ！」 

「… 私が 兄さんに レ クチ ャ^ — する から、 あなたは 

帰って いいのよ」 

「あんた は 『ノ ミなん とか』 しか 観せ ない つもり 
でしょ っ •  オタク 暦 一六 年の この あたしで なけ 
れば 、恋愛 資本主義に 汚染され たこい つを アニオ 
夕と して 覚醒させる ことは できない のよ！」 

「兄を そんな へんな モノに 覚醒 させないで」 

亜季ち ゃん は、 強引にし ぶ やの 築いた 人間 バリ 
ケ ー ドを 突破す ると、 ずかずかと 僕の 部屋に あが 
りこんで きた。 幸いな ことに、 毎朝し ぶ やが 入つ 
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てく る 部屋な ので、 エッチな 本と かは 全部 隠して 
ある。 よ、 よかった。 

しかし、 亜季ち やん はいきな りダメ 出しを 開始。 
「まず、 テレビが 小さい わね！ 今時 ブラウン 
管？ しかも 一四 ィンチ… 今は、 最低で も二〇 V 
型 ワィド 液晶 テレビが 必須な のよ っ」 

「え 一、 どぅして だよ」 

「あと、 滑り もしない のに スケボ とか スノボ とか 
部屋に 飾る の、！ とりや 一 つ」 

「ぎ や 一 っ、 亜季ち やん っ… 窓から ボ ー ドを 投げ 
捨てない でっ！ ここ 六 階なん だよ っ、 下を 歩い 
てる 人に M/J たつたら つ…」 

「あと、 夕^ ~ ン テ^ ブル も 持つ てない くせに ヒッ 
フ ホップの アナログ レコ I ド 飾る の も 禁止^ " だ 
ぼ だ ぼの 服 も 禁止！ 黄色い 服、 禁止！ お 一 ほ 
ほほ ほ。 萌え ない ゴ ミは 全部 捨てて あげる わつ！ 


y l〈、 PH1 ハ！  | 

「•••乱暴 狼藉 だ わ… まさしく、 乱暴 狼藉 だ わ…」 

亜季 ちゃんは 僕の 部屋から ォ サレ っぽい アィ テ 
ムを 全て 駆除し 終える と、 すっ きりした よぅな 笑 
顔で 床に ごろっ と 寝そべっ た。 

「やい 妹、 お茶 出しな さいよ。 あたしは 出して あ 
げたで しよ っ」 

「..•ちつ… 毒 キノ コ 入れて やる…」 

「羽 場。 それじゃ 亜季 様が アニメの 観 方に ついて 
教えて あげる から、 姿勢を 正しなさい」 

「亜季ち ゃん が だらだら 寝そべっ てるのに、 なん 
で 僕 だけ」 

「あたしは 師匠 だから、 いいのつ」 

あいた。 またまた 足が 飛んで きた…。 

寝た まま 足で 攻撃で きる なんて、 まるで ブ ラジ 
ルの 柔術 家 だ。 


ツウは アニメを ど う 観る の？ 

オン タイムで、 録画で、 D / D で。 お前は 三度、 その アニメを 観る だろう，〜 イエス •キリス ト〜 
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fARtA  The  ANIMATION : 最低 100 回は 繰り返し 観よう！ 


ぼくは 週に 四〇本 近い アニメを 観て いるので、 各 作品 三度ず つ 観て いたら アニメ 版 『ス— パ— サイズ •ミ—』 
状態に なって しまう の だが (まあ、 既に 自販機の 『いいこと 茶』 を 「え、 『いもうと 茶』？」 と 二度 見して、 日 
常 生活に 支障を 来し はじめてい るけ どね！)、 それでも 繰り返し 観て しまう 作品が、 I クー ルに 一〜 二 本 ある。 

二 〇〇五 年 I 〇月 期は 近年 まれに 見る 豊作 期だった が、 中で も 『ARIA  The  AN— yl A! -I ON』 は 
平均 四 回'  繰り返し 観た。 特に 素晴らしい 出来 だっ た 第 十 I 話に 関しては、 翌週までに 六 回、 年越しの お供に 
も 観て、 かれこれ 一〇 回は 観て いる。 DVD はもち ろん 予約済み。… これを 書いて いるう ちに、 また 観た くな 
ってき た。 また 『ぱに ぽにだ っし ゅ！』 は'  画面 上の 情報量が 多く、 とても I 回 観た だけでは 満喫で きない。 
ある 時、 友達が 来た 時に 観せ ていたら、 既に 三度 観た 回に も かかわらず、 新たな ツッコ ミ 所が 見つかっ たこ 


とが ある。 名 古屋の 名物 料理 「ひつ まぶし」 を 思い出して 頂く と 良い。 まずは 鰻 重と して、 つぎに 加薬を 足 
して まぜ ごはんと して、 最後に 茶漬けで と 三度、 素材と しての 鰻を 楽しむ。 アニメ も あれと 同じ。 

結； S … アニメは 単なる 「ひまつぶし」 で 観る ものでは ない。 むしろ 「ひつ まぶし」 として 観るべき である！ 


亜季ち ゃん の 初級 講座を 聞かされた 僕は 頭を 抱 
えた。 

まさか 新作 アニメの 放映 本数が 四 〇本も ある だ 
なんて ！ 

「週に 四 〇 本の 新作 アニメが テレビで 放映され て 
いたなん て、 全然 知らなかった よ。 一本 三〇 分と 
して、 週に 二〇 時間 も アニメ 観ない といけ ない の 
か…」 

「こういう 状態な ので、 現在 オンエアされ ている 
新作 アニメを 一人の 人間が 全部 観る のは 事実 卜不 
可能な のよ。 ま、 学校に 行かずに ひきこもる とか、 
一睡 もしない とか、 そうい/ 木 件を クリアで きれ 
ば 観れ るか もしれ ない けど」 

相変わらず 自分の 部屋の ように 堂々 と リラ ツク 
ス して 腹 ばいに 寝そべって いる 亜季ち やん が、 足 
を じたばた させながら 僕を フオロ ー して くれた。 


「妹、 お茶 菓子よ こせ」 

「… はい… 鹿 せんべい…」 

「何よ これ、 硬 いわねぇ。 も 一 っと 甘くて ほ わ ほ 
わで、 柔らかい 食べ物が ほしい 一」 

「… はぃ、 那智黒 …」 

「よけぃ 硬ぃ わっ！」 

次に 亜季ち ゃん は リモコンで テレビの 電源を 入 
れ ると、 チヤン ネルを ザッ ビングしながら、 

(この 局 もゴ _ ^ ストが 酷 いわねぇ… ろくな アン テ 
ナ 立てて ない わね、 電波が 減衰して いるの かしら。 
ブ ー スタ ー 入れた ほぅがいい かしら) 

と 常人には 理解 不能な 暗号を ブツ ブツ曙 りは じ 
めた。 

やばい。 放ってお くと'  いつまでも テレビ 電波 
の V： 一又 信 レベル チェックを 続けそぅ だ。 

僕は 亜季ち ゃん の 肩を 揺さぶった。 
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「亚季 ち や〜 ん 。『しり スケ』 は 必ず 観る として、 
他に どんな アニメを 観れば いいの かな？ 観て み 
ない と 内容 判らない し…」 

「やん、 触ん ない でって 言って るで しよ？ 大丈 


夫 大丈夫。 内容なん て、 オンエアされ てる 時間帯 
で 判断で きる わょ」 

なん だって？ 

時間帯で 内容が 判る、 だって？ 


f 


、夕方、 _ アニメで 違いは あるの つ 


■ 


一般に も お馴染みの 夕方 アニメの 特徴は'  少年 マンガ 雑誌の 人気 作品の アニメ 化が 圧倒的に 多い こと だ。 
しかし'  現在'  萌えシ —ンで 主戦 場と 言える のは 深夜 アニメで ある。 その 深夜の 傾向と して 重要な のが 


「お 虱 呂」 だ 


グレ ネーダ I』 『グリ— ングリ —ン』 『円盤 皇女ワ るき ゆ— レ』 などでは、 サブリ ミナ ル 効果 


を 疑う ほどの 入浴シ ーンが 数多く 見られる。 放送 時は 水面が 鏡面の ように 光り、 湯け むりが 凄 過ぎて 何も 見 
えない 光学 迷彩、 いわゆる 『GIRLS ブラボ— j な 場 <1 口が 多々 あるが、 とにかく お 風呂 や 温泉で、 これで 
も かと ゆらゆらた ぶたぶ している のが 特徴と 言えば 特徴 だ！ 

さらに 最近の 注目は 朝。 この 時間帯は 低 年齢 女の子 向け (男の子は 特撮へは しる) なので、〃 女の子が 可 
愛い と 思う 女の子" の 宝庫に なって いる。 基本的に キャ ラは コンビ、 もしくは 「仲良し グル— プ」 で 動く の 
で 「百合 属性」 の 大きい お兄さん 達 も虜な の だ。 よって キャラ 人気'  作品 過熱 度は 倍々 ゲ—ム で 爆発。 そう 
なると'  制作 側 も 安心して 今までなら 深夜 枠で しか 考えられな かった ような 作品を、 この 時間帯に 投入で き 
るの だ！ 百合 属性を | 大 派閥に 押し上げ、 乙女 回路 内蔵の 男性 (まぁ'  私な の だが) から 「これは もはや 
聖書 だ」 と 絶賛され た、 深夜 アニメ 『マリア 様が みて る』 の 続編 『マリア 様が みて る〜 春〜』 が 早朝の 放送 
になつ たのは、 この 良い 例 だ。 

「朝 百合 眹きて 夕 (じ や) パンを 食し 夜た わ わに 実る」 と 覚えよう！ 
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そぅか。 

朝… 女の き 
夕方… 男の き 

大きな お 友達 向き 

この 三 原則 さえ 頭に 入れて しまえば いいの か！ 
判って みれば、 実に 簡単な こと だ。 

「そぅな のよ。 ま、 オタク 道を 学 ぶんだ ったら、 
まずは 深夜の 萌え アニメから 入っ て みれば いい わ。 
朝の 女の子 アニメは まだまだ、 あんた には レベル 
が，. C 间 すぎる わね。 夕方の 男の子 アニメは ショ タ属 
性に 進化 しないと いけない ので、 さらに レベル 高 
くなる わよ」 

「 1, え アニメ ヵ あ^: でも、 萌えっ て、 そもそも、 

何な の？」 

「幼児 的な 性欲の ことよ、 兄さん」 

「違、 っっ！ あんた は 黙っ てなさい っ、 ゴス ロリ 
妹！ 萌え というのは、 ロマン. ロランの 言う と 


ころの 『太 なのよ！」 

亜季ち ゃん がすっ くと 立ち上がって、 天井を 指 
差し はじめた。. 

「ロマン •ロランつ て 誰 だつ け、 しぶ や」 

「『人間は 性欲 だけで 生きて いる、 宗教 感覚なん て 
幻想 だ』 という 汎 性欲 論を 唱えた 霜 分析 雲 フ 
ロ イトと 論争した 作家よ。 ロランは、 宗教 感覚は 
断じて 性欲が 変質した 感覚では なく、 太洋感 覚と 
でも 零っべき 独自の 感覚な の だ、 と 言って フ ロイ 
卜に反 si したの よ」 

「そ、 っ。 萌え とは、 いわば 宗教！ 神な き 現代 社 
に、 人々 が たましいの 安らぎを 求めて 見出した 
救いの イコン ！ それが 萌え キャ ラ ！ … まあ、 
ようするに、 一言で 言えば 『き ゃ一っ かわいい 
っ！ 超 かわいい っ！ 胸が苦しい、 き ゃ一 っ！』 
という 嬉し 恥ずかしい キモ チの ことね」 

「う 一 ん 、言葉 だけ じゃよく 判らない な。 ここで 
萌え てみ せて よ」 

「ザ ケン ナ - お前ら スッ トコ 兄妹なん かに 萌 
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えられな いわよ っ！ 萌え はねぇ、 見世物 じ やな 

ぃのよ っ！」 

僕は、 亜季 ちゃんの 目の前で、 しぶ やの 部屋 か 
ら 取っ てきた クマの 縫いぐるみを 振り 振りして み 
た。 

「き や ■ — つ！ き や- ~ つかわい いつ、 きや^ ~ っ！  — 

亜季ち やん は 縫いぐるみを ひった くると、 ほっ 
ぺを 思いき り クマの フェルトの 生地に 檫り檫 りし 
はじめた。 

やっぱり 縫いぐるみ 大好きなん だ。 

… ああ、 僕 も クマに なりたい。 ぅ、 羨ましい…。 
「… 兄さん、 あれ、 私の 宝物…」 

「なるほど… 判っ たよ、 n 季ち ゃん ！ 」 

「そ、 っよ、 この クマち やん への あたしの 気持ち こ 
そが 萌え なのよ！ この 何とも 言えない 至福の 恍 


惚感っ . . ド キドキ わくわく…！  泣きた く 

なって くるょう な 純粋な キモチ - つまり… 

愛？ 愛って やつ かしら？」 

「そう やって 目を き ゅって 瞑って 『き ゃ 一 っ っ 
て 悶えて いる 亜季 ちゃんって… 超 かわいい！ や 
ベえ！ 僕… 亜季ち ゃん に萌 えたょ！ 胸が っ 胸 
が 締め付けられ そうだっ！」 

僕は、 怒った 亜季ち ゃん の ツィン テ ー ル 攻撃に 
足を 取られて、 転がされて しまつた。 

やべ え。 凄い 照れ隠し だ。 

並 季ちや ん マジ かわいい。 

そうか… 僕が へつ ぽこな 表情で じたばた 暴れて 
いる 亜季ち やん を 見て いる 時に 感じて いる この 何 


とも 一言えない 切ない キモ チが…。 
萌え …萌え なんだ つ ！ 


r 萌え」 つてなん なの？ オス スメ 作品は な あに？ 

f かわいい」 でも 「美しい」 でも 「好きだ」 でも 表現し きれない 、「萌 え」 という 感情。 それは カ ワイら 
し 夕 犬 や 猫を 見かけた 時の 「ク 〜ッ！ 」 と 胸を 締め付けられる 感情に も 似た、 「最大限の 好意」 の 表出！ 
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世間で 誤解され ている のは、 「萌 え」 =エ □と 捉えられて しまって いる こと。 確かに 萌 えは エロと 同居 
可能 だが、 実際問題、 萌 えの 純度が 高く なれば なるほど エ □はな <な ってい く。 だっ て'  そうでし よ？ 
たとえば 中学生のと き、 ホン トに 好きな 娘 や アイドルに 欲情で きました？ できな かった でしよう！ 萌 
えは あの 感覚と 似て いる。 オタクは 皆、 ホン トに 好きな キャ ラには 欲情し ない のであります！ 二次元は 
三次元よ りち 崇高な のであります！ 

ファンの 中で、 もはや 古典と も 称される アニメ 作品の 数々 は、 きっと 君が 気づかなかった 自分自身の 
r 萌え」 属性を 教えて くれる はず だ ゾ 。「学園 もの」 はい ろん な 女の子が 出て くるので とっつ きやすい Y 

大王』 『マリア 様が みて る』、 中学生で あ 


れば 『ネギ ま 


■かみち ゆ 


% 


小学生 


だと 『苺 まし まろ』 あたりが 入門と して 
オス スメ。 年齢が 下がつ てきて る？ 各 
世代を 網羅したい ワガ ママな 君には、 
「R  *  〇  •  a』 『ああつ 女神 さまつ』 など 
三 姉妹 もの も あるよ ☆かわいい 男の子 
のは… つて、 まだ 早い か！ 

彼女たち を 観て いると、 自分が 父親' 
母親'  兄、 姉、 友達… となつ て'  萌 えて 
いる ことに 気づく。 そう、 「いろんな 立 
場から 愛でて いる 新しい 自分」 に 気づく 
はず rc 

百聞は 一 見に 如かず。 まず 観て み？ 


一 


0 0 J/ 
_ 


.n 


I 


•V  , 


i 
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なんとなく 萌 えを 理解した ような 気分に なつて 
、っつと りして いた 僕の 肩を、 ポンポンと しぶ やが 
叩いて きた。 

「兄さん、 それは 断じて 萌え ではない のよ。 兄 さ 
ん はこの ッィン 女を おかずに している はすよ。 萌 
え 対象は おかずには ならない わ、 基本的に」 
「おかずと か 言うな あ！ はっ？ ああっ、 あた 
しって ば 気がついたら 汚らわしい 三次元 男の 部屋 
にあがり こんで しまつて いるう つ ！ 大変た わ、 
心が、 心が 汚されち ゃうっ！」 

「•••あなたが 強引に あがりこん だんじ ゃない の」 
「してない、 してません つ^ ち ゃん と エッ チな 
雑誌を 使つ ており ますつ！ 亜季ち ゃん を そんな 
ことに 使つ てませ^ ^ んつ！ 」 

「つて、 それは それで 不自然 じ ゃん！ あんた、 
あたしと つきあい たいんで しよ つ？」 

「そうよ 兄さん、 劣情を 催さない 相手と つきあつ 
て も 意味がない のよ」 

やばい、 話を 逸らさな いと。 


…と 思った けど、 亜季ち ゃん がまっ すぐな 瞳で 
僕を じっと 1 んで くるので、 思わず n から 本心が。 
「正直、 亜季ち ゃん と エッチな ことは したいと 思 
ってる けど… なんとなく、 頭の 中で 勝手に 妄想す 
るのは、 悪い ことを している ようで… できません 
じ やない と ダ メ…し 

「ふうん。 それで 仕方なく エッチな 雑誌を 読んで 
る わけ？^: こ、 合格とまで はい 力ない けど ま 
あま あつて ところね」 

亜季ち ゃん の 表情が ちよっ と 柔らかく なった。 
ちよっ とは 好感 度の パラメ ー タ 1 が あがっ たの 
か？ — オタク 化して いる〉 

ところが、 しぶ やが、 

「騙されて はいけ ない わ。 兄さんは 私の 下着を お 
かずに している のよ ！ 」 

「けげ げ っ？ あんた、 やっぱり シスコン… 変態 

«  *  •  ?」 

「ゥソ だ、 ゥソだ 一 っ！ しぶ や、 お前、 兄を ど 
うした いんだ 一 っ？ どうした いんだ 一 っ？」 
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アニメ 録画 編 

そんな こんなで 大騒ぎした あと、 亜季ち ゃん が 
慌て 出した。 

「あっもぅ 七 時 三 〇分じ ゃん！ 今日から ゆん ゆ 
ん テレビで 『、っらぬす ☆天気予報 ぐれぇ と』 が 
はじまる のよ っ！ ちよつ と リモコン 貸しなさい 

よっ」 

亜季ち ゃん が リモコンを いじって ゆん ゆん テ レ 
ビに チヤン ネルを 合わせよ/っ とした。 しかし…、 
「あらっ、 I チヤン ネルを 押しても ゆん ゆん テ レ 
ビが 映らない わ」 

「… 、っちでは、 ゆん ゆん テレビは 7 チヤン ネルに 
登録して いるから…」 

「ややこしい わね え。 やっと 映った、 ふぅ…」 

ほつ としたの もつ かの 間。 

恐らく 作品 内容と まったく ミスマッチな オ ー プ 
ニン グ ソングが 流れた せいだろ、 つ、 すでに 本 編 開 
始 前から 亜季ち やん のこめ かみは ピクピ クと哌 打 


ち はじめていた。 

そして、 CM 開けの 本 編 開始から 数 分 後…。 

「でり ゃ丄 

亜季ち ゃん は、 僕の テレビを 台 ごと ひっくり返 
してし まった のだった。 

「ああっ、 亜季ち ゃん、 危ない よっ ブラウン管が 
割れたら っ」 

「嫌な 予感は していた けど、 全然 原作と 違う 11 
1 っ！ 声が 違う 一 っ、 絵が 違う 一 っ、 話 も 違う 
1 っ！ あたしの、 あたしの 『、っら ☆てん』 を 返 
してよ^— う！，^^ // っつ、 ぐす つぐ^;,^ っ、 っつ」 

「何も 泣かなくても。 ほら ほら、 ハナが 出て るよ。 

はい、 ハンカチ」 

すっ、 ち. - ^ っ 

いや あ、 亜季 ちゃんって 泣い てても ハナかん で 
て も、 かわいい な あ。 もう 亜季ち ゃん になら 何 さ 
れても ォッヶ ー みたい な？ そうか、 これが 萌え 
ると いう ことか… 0 

「… 兄さん、 その ハンカチを ど、 るつ もり？ 
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i どうもす るかつ 


まつ 


あたしの ハナを 採取して、 いつたい ど 


、つす るつ もり^:?* 
こまで 亦 欠 質 者な のつ 


ああ あ、 あんた つて 男は、 ど 


r 誤解 だ 一 つ！」 

ああ、 またまた ツイン テ^ ^ ルで 攻撃され て 倒さ 
れて しまつた。 

いい 1、 別の 展開が ほしい ぞ。 


アニメ 崔定 


なんで オタクは 悩む のゥ 


_ 


大好きな 漫画が アニメ 化された のを 見て、 「アレ？ なんかち よつ とちが くね？」 と 思つ たこと ありませ 


んか 


絵が なんか 違う、 声が イメ —ジと 違う、 スピ— ド感や 「間」 が 違う 


そうい つた 違和感は 愛着の ある 原 


作で あれば ある ほど 多 かれ 少な かれ 起こる こと。 逆にい い 意味で 一 暴 切られて 「アニメの ほうがいい じ ゃん！」 
という こと も 当然 あるけ ど ネ！ 

オタクとは、 愛着の ある 作品が メディア ミッ クスされ て、 より 多くの 人の 目に 触れる 機会が おとずれる 
と、 「ああ、 みんなに 作品の 良さを ち ゃん とわ かつても らいたい'  なるべくい い 状態で 見せたい」 的な、 変 
な ボランティア 精神を 発揮す る イキ モノな の だ。 そこで'  オタクは 愛着の ある 原作の アニメ 化が 決定す る 
と、 頭を悩ます わけで ある。 「〇〇 ちゃんは 声高い ほうがいい んだよ な'  声優で いうと △△さん あたりが い 
いかな」 「脚本は 絶対 ☆☆先生！」 「だれか オリに ブロ デュ— サ— やらして くれ！」…、 制作 スタッフから 言 
わせれば 、「オメー はだれ なんだ よ！」 の 極大 級 お 世話 だ。 でも 気にな るんだ からし かたない じ ゃん！ 

個人的には 原作 も アニメ も 両方 観る のが オス スメなん だけど、 心の 保険を かけた ければ、 アニメ 観てから 
原作 読む ほうがいい のか もね— .というのは、 アニメに あつて 原作に ない シ—ン は あまりない けど、 原作に 
あつて アニメに ない ものは たくさん あるから、 その ほうが 発見 も 多い ワケ よ！ 


4 
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『ぅら ☆てん』 が 終わった 後 (何だかんだ 言いな 
ガら r 来 チち ゃん は 最後まで 食い入る よぅに 観て い 
たのだった)、 亜季ち ゃん は 目を 逸らしながら、 

「それじゃ、 この DVD レコ I ダ ー を 貸して やる 
から、 今夜から これ 使って 深夜 アニメを 録画し な 
さいよ ね」 

と 小声で S い 出した。 そして、 鞠から ど、 っ 見て 
も 新品の DVD レコ ー ダ ー を 取り出して テレビ 台 
に 設置し はじめた。 

…亜季 ち ゃん、 ずっと こんな 重い もの 持ち歩い 
てた のか。 

「こ、 これは、 e-Ki の おん ぼろなん だからね。 ゴ 
ミなん だからね。 捨てたら お金 取られる から、 あ 
ん たに 貸す だけ だからね！ ゴミ だけど、 必ず 返 


しなさい よねっ！ ら 、乱暴に 使っ て 壊したり 放 
置したり したら 怒る わよ ！ 」 

なぜ 顔を 真っ赤に して 力説す るの だろう。 

「こっ、 この DVD レコを 借りて 使、 っ 限り、 あん 
たは あたしの 下僕なん だからね っ！ これ、 デジ 
タル チユ ー ナ ー 入り だけど 安物なん だからね ！ 」 
「•： 、っちは デジタル 放送を 受信して いない わ」 
「何よ それえ？ 早く 言いなさい よっ'  高かった 
のにっ！ いや 安物 だけど さっ！」 

「ってい うか、 亜季ち ゃん。 デジタル 放送って 何？」 
「あ 一 もう、 あんた、 何も 知らないの ねっ。 一 か 
ら D V D レコの 使い 力を 教えて あける わよ ！ 放 
送 波の 種類を 理解 しないと まともに 録画 もで きな 
いんだから、 頑張つ て 覚えなさい つ」 


0 


DVD レ n— ダ— つて、 ど— 使えば いいの CV 


_ 


D V □レコー ター は、 放送を 受信す る チ ユーナ ー、 予約に 使ぅ EPG  (電子 番組 表)、 番組を 録画す る 
ハ— ド ディスク'  その 番組を 保存す る DVD を 入れる DVD ドライブの 四つが 合体した 夢の アニメ 録画 マ 
シン だ。 八— ド ディスクには 何百 時間 も 録画で きる ので、 たくさん アニメを 録画して おける ◦しかも VH 
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s デッキの ように テ— プを 入れ 忘れる 心配 もない。 観 終わつ た アニメは リモコンを 使つ て 消せば いいし、 
消した くなければ DVD に ダビングして 残す こと もで きる。 八— ド ディスクは" 容量が 大きければ 大きい 
ほどた くさん 録画で きる ぞ。 
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また、 内蔵 チ ユ—ナ I によつ て 録画で きる 放送が 違つ てく る。 

參地上 波 アナログ …… 一般の 地上 テレビ放送。 I 応 、二〇 I  I 年 終了 予定 だ 

•  BS アナログ . NHK  Bsl、 BS2、 WOWOW。 こちら もい ずれ 放映 終了す る 

♦地上 波 デジタル …… 最近 スタ— 卜した 新 スタン ダ— ドの 地上 テレビ放送。 内容は 地上 アナログと 同じ だ 
が 八 イビ ジョンの 高 画質 だ 

•BS デジタル/ CS デジタル …… デジタル 方式の 衛星放送。 BS デジタルは ハイビジョンが 主流。 CS 
デジタルは 多 チヤン ネル。 いずれも アニメ オタクには 欠かせない 
最近では 二つの チヤン ネルを 同時に 録画で きる 「W 録」 方式が 流行つ ている。 特に アニメは 被る ことが 


多く、 アニ オタは 「W 録」 必須と 言える。 

やばい。 ちんぷん かんぷんだ。 

僕は、 何の 錬金術の 授業を受けて いるんだ？ 
まさか、 電波に 種類が ある だなん て…！ 

「DVD レコ - .ダ' ~ に 入って いる チユ - ~ ナ^ ~ の 種 

類に よって、 視聴で きる 放送が 違って くるなん て 
…雖 しいな あ」 

「どの レコ _ ^ ダ _ ^ にも 地上 波 アナログの チユ ー ナ 
1 は 必ず 入っ ている わ。 だから、 あんた は 地上 波 
アナログの EPG を 開いて 予約 すれば いいのよ。 
あと、 この レコ^ ~ ダー は デジタル チュ . ~ ナ^ ~ も 入 
つてい るので、 地上 波 デジタル*  BS デジタル， 


c S デジタル (スヵ パ' - 1 1 〇 ) も録育 できる 

ん だけど… デジタル 放送を 受信で きる アンテナが 
立って ない みたい ね… でも、 ベランダに アンテナ 
を 立てれば デジタル も 録画で きる わよ」 

「、っ 一 ん 、当面は 普通に 地上 波 アナログが 録画で 

きれば いいや」 

「え 一? アナログは 画質 悪い のにぃ。 ゴー スト 
も 出る しぃ… あと、 この レコ^ " ダ^ — 、 界録 機って 
言っ て 二つの 番組を 同時に ハ ー ド ディスクに 録画 
できる のよ。 だから、 深夜 アニメが 重なっても 両 
方 録画で きる わけ。 凄いで しよ」 


87  第 2 章 【めちゃ X2 録れ てる ッ！】 


「… こんな 複雑な 機械、 頭の 惡い 兄さんに 使える 

わけがない わ」 

「黙りな さいつ！  いいこと、 必ず これで 『しり 
スケ』 を 録画し て チェックす るの ょっ ！ さもな 
くば… 破門ょ 一 っ ！ 」 

「は、 はいいい っ！」 

こぅして 僕は 無理やり W 録 レコ ー ダ ー を 押し 付 
けられ、 深夜 アニメを 観なければ なら なくなっ た。 

亜季ち ゃん が 帰った 後、 しぶ やと 二人で 三〇〇 
ぺ ー ジの マニュアルを 見ながら、 その 夜に 放映 さ 
れる アニメを 試験的に 予約して みた。 

「兄さん、 裏番組で も アニメ やって る わ。 そっち 
も予釣 して おいて」 

「なるほど EPG って 便利 だな あ。 でも 画面が 小 
さくて 字が 読み づらい よ」 

「確かに、 テレビを 大型に 買い 換えない と 厳しい 
わね…」 

翌朝…。 


「兄さん、 兄さん。 もう 朝よ。 起きなさい 1 
「うみ ゅ 一、 眠い… もうち ょ っと寝 かせて…」 

「…鼻 の 穴と 口を 指で 塞いで… えいっ…」 

…ぐえ えええ つ？  死ぬ、 死ぬ/っう/っつ？ 一 

いつも 通り、 しぶ やに 無理やり 起こされた 僕は、 
DVD レコ ー ダ ー の 電源を入れて みた。 夕べ 予約 
した アニメは ちゃんと 録画され ている だろう か…。 

ところが - ハ ー ド ディスクの 中身は - 

人って ない^ ^ ^ ^ ^ ~ っ？  風， — ^ か 人って な 

レ 1! 

. — つ？* 

こ こぞと ばかりに、 しぶ やが 僕の 肩を 揺すっ て、 
「VHS デッキの 予約 すらで きない 兄さんに DV 
D レコ^ ~ ダ^ ~ なんて、 やっぱり 無理だった のよ。 
諭め て 脱 オタし ましよう！」 
r ィヤ だ、 イヤだ 11 っ！ どうしても 亜季ち ゃ 
ん とつき あいたいんだ 彳 っ！ 『しり スケ』 で こ 

んな 失敗を やら かしたら、 もう おしまいだ よ^ ~ 
っ！ 誰か、 誰か 助けて 一 っ！  I 
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同人 誌 寿 


季節は 春から 夏へ と 移り変わりつつ あった。 
テレビ アニメ 化された 『しり スヶ』 は、 当初の 
コアな ファンの K ■{女を 払拭す るょう な^ 一惡な 原作 
準拠 プラスアルファの 悪 乘りス ラップ スティック 
n メ ディ ハ彳 ドボイ ルド 超 大作だった (らしい)。 
なんとか W 録 レコ . ダ ー の 操作 力 法を 覚える こと 
がで きて 無事に 『しり スヶ』 を 毎週 チェック する 
ょうにな った 僕だった が、 この アニメ、 何を やっ 
ている のか さっぱり 理解で きない。 残念 だ… 残念 

だっ — 

なぜ 難しい のか と言うと、 やはり、 パロ ディ だ。 
パロ ディ ネタが あまりに も 多すぎて、 判らない の 
だ！ ォタク 生活の 蓄積がなければ、 『しり スヶ』 
に ちりばめられ ている 無数の パロ ディを 理解す る 
ことができない の だっ！ 

また、 それだけで はなく、 スト ー リ ー 展開 その 
ものが 出鳕 目だった り、 あらゆる アニメ 劇作 法の 
お 約束を 無視して 逸脱して いる 部分が あつたり と、 

とにかく ハ ー ドルが 古 冋 いの だ。 


例えば、 なぜ 毎回 マスコットの ひよこが 焼き鳥 
にされ たり ミンチ 肉に されたり して 主人公た ちに 
食われて しまう のか、 さっぱり 判らない。 しかも、 
その ひよこは、 翌週に なると 平然と 再生して 登場 
している の だ。 その 件に ついて 誰も ツッコ ミを 入 
れ ないし。 ど、 っなっ てい るんだ？ 

「まあ… 亚季 ちゃんが 憧れて いる ペレストロィカ 
ちゃんが かわいい という こと だけは 理解で きた か 
ら 、よしと する か…」 

『しり スケ』 の サブ キヤ ラの 一人 •ペレス トロィ 
力ち ゃん は、 ロシア 出身の 長％ SIK 少女。 しかし 目 
つきは 銭 ゲバの ように 危ない 奴。 r ソフホ ー ズ」 
「コル ホ L ス」 という 二 体の 使い 魔を 使う 悪の 魔術 
師で 、「日本に 渡って、 芥川賞 作家になる」 という 
志 半ばに して 倒れた 亡き 父の 遺言を 守る ために、 
地球 全土から 偏差値 四 五 以下の 愚民を 抹殺し よう 

としてい るら しい。 って、 今の 一文 だけで いくつ 
間違いが あるの やら。 意味 わからん。 ちなみに ソ 
フホ ー ズと コル ホ ー ズは 、名前と 属性 だけは 禍々 
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しいが、 見た目は 脱力 系の 猫 (みたい な もの) の 
縫いぐるみ だ。 

で、 ペレストロィカち やん、 通称 ペレち やん は、 
バカな 奴を 見つける と 発作的に 虐殺した くなる 異 
常 性格に 育って しまって いる。 そのため ペレち や 
んと伸 良くしたい 男は、 みんな 必死 こいて エ セィ 
ン テリぶ るべ く 小難しい 本を 読んで は 付け 焼 刃の 
「頭の いい 会話」 を 試みる の だが、 最後は バカを 発 
見す る 話術に 長け ている ペレち やん に 見抜かれて 
虐殺され てし まぅ ので ある。 まあ、 翌週に なった 
ら 殺された そいつ も 平然と 生き返って 元通り 生活 
している わけなんだ が。 

ちなみに ペレち やん は 『しり スケ』 の 本筋には 
まったく 絡んで いない。 ってい ぅか、 他に も 「N 
As A が 進める 地球 脱出. 火星 移住 計画の 陰謀に 
よって 消えて いく 人々」 とか 「凶悪 殺人犯の 裁判 
で 行われる 精神鑑定を 巡る 攻防」 とか 「ニ セ モノ 
の 絵を 売っ ている 謎の ギャ ラリ^ ^ 」 とか 「赤い 力 
. ~ テンの 部屋で 踊る 小人さん」 とか 「悪い 奴を 処 


刑す る 地獄から 来た 狸 軍団」 とか 「顔に 包帯を 巻 
いて、 娘に 近づく 男を 始末して 回る 謎の 親父」 と 
いった 連中に よる 複数の スト ー リ ー が 同時に グチ 
ャグ チャと 進行して いるの だが、 いったい どれが 

本筋なん だよ？ 

でも… なんとなく、 僕を オタクに 改造し ようと 
して 暴れて いる 亚季ち ゃん と、 バヵを 殺して 回っ 
ている ペレち ゃん、 どこか 似て いるよう な 気がし 
てきた。 

それにしても、 熱い な 一。 

僕は 半袖の T シャツの 胸元を ぱたぱ たと 仰いで、 
少し でも^%^を冷やそ、っとした。 

も、 i なのに、 部屋の 中が埶 窠で 充満して いる。 
これは きっと、 フル 稼働し っぱなしの DVD レ 
コ ー ダ ー と、 新たに 部屋に 導入した 三 七 V 型 ブラ 
ズマ テレビの 熱に 違いない。 

「そうな のよ、 兄さん。 プラズマ テレビは けっ こ 
う 熱い のよ」 

「わっ、 しぶ や。 勝手に ベッドの 中に もぐりこむ 
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な0」 

なぜ、 しぶ やが 僕の ベッドの 中に 潜んで いるの 
だ？ 

「 … あれほど 私が 液晶に しなさい と 言っ たのに…」 
r 液晶 テレビ、 高 いんだ もん 一」 

「最近は そうで もない のよ。 夏は 涼しい 液晶 テ レ 
ビ 、夂 、は あったかい プラズマ テレビを 使う のが ツ 
ゥの 道よ」 

「そんな 贅沢な こと、 できる かつ」 

ああ、 本 ^/ は バィクを 買う つもりで バィトして 
溜めて きた お金を、 すべて プラズマ テレビに 使っ 

てし まつた あつ . 

でも、 いいんだ。 亜季ち ゃん、 喜んで くれたし。 
「しかし テレビ 画面が 大きくな ると、 アナログ 放 
送の 画質の 荒さが 気になるな 。やっぱり デジタル 
放送 用の アンテナを ベランダに 立てて、 デジタル 
^ に 移行す るか…」 

「ああ、 だから 言つ たのに。 泥沼よ、 兄さん」 
「まあ、 映画の DVD も大 画面で 観られる ように 


なった し、 いい もの 買っ たよな、 うん」 

これからは 大 画面 薄 型 テレビの 時代 だね っ。 

貯金、 ほとんど ゼロに なった けど…。 

そろそろ、 新しい バィトを はじめな いとまず い 
かな 一。 

ああっ でも、 アニメ 観る のに 忙しくて、 働いて 
いる 暇がない つ！ 

「だから 泥沼な のよ、 兄さん」 

「いいから 、ベッドから 降り るんだ」 

その 時だった。 

愛らしい アニメ 声の 女の子の 歌声が、 部屋 屮に 
響き渡った 0 

『虐殺！ 虐殺！ 虐殺！ 諸君、 私は 虐殺が 好 
き だ！ 虐殺を しよう、 次の 虐殺の ために 虐殺を 
しよう、 次の 次の®^ のために 一^を しよう！』 

机の 上で 充電 中だった 僕の 携帯が 鳴り だした の 
だ。 着メロは、 言うまでもなく 『しり スケ』 のィ 
メ ー ジ ソング 「ペレストロィカの バラ ー ド」 なの 
であった。 ちなみに この 曲、 せっかく 作った のに 
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テレビでは オンエアで きないら しい。 なお、 この 
歌詞 も やっぱり 何 かの パロ デイら しいの だが、 僕 
には 元 ネタが 判らない。 

とりあえず 僕は 携帯を 手に 取って、 電話に 出た。 
相手は… やった、 亚季 ちゃんだ！ 亜季ち ゃん か 
ら 、こんな 夜 遅くに 電話が っ！ 

|一  あ* ~ もしもし、 あたしよ。 やい 下僕、 ち ゃん と 

アニメ 観て る？ 」 

「テレビ も 買い 換えた し、 バッチ リ だよ」 

『ふぅ 一 ん (び こび こ)』 

なんとなく、 亜季ち ゃん の ツイン テ ー ルの 尻尾 
が ぴこぴ こ 跳ねて いる 光景が 脳 内に 浮かび上がっ 
た。 心眼 だ。 心眼を 開いた の だ。 あるいは これが、 
シャア • アズ ナブルが 言って いた 「人の 革新」 「二 
ユ ー タイプ」 とい、 っ 奴な のかつ？ 

「違う わ。 兄さんのは、 妄想って いうの よ。 それ 
に… シヤア は 『シ ヤア』 で 充分よ、 『アズ ナブル』 
まで 呼ばなくても 判る わ」 

「僕の 思考を 読むな つ！… あ、 もしもし。 うん、 


ごめん、 妹が 横で、 っるさくて…」 

『明 日 y しい ミッ シ ョンを スタ^卜す るから 、 
そのつ もりで 貯金して おきなさい よね』 

「えっ？ も、 もぅ、 テレビ 買っ ち ゃった から お 
金なん てない よぅ。 キャッシュで 全額 払っ ち ゃっ 
たんで…」 

= え 一 っ、 テレビは ちゃんと ロ ー ンで 買えって® 
ったで しょ っ？ オタク ラィフは 毎月の 必要経費 
が バカに ならな いんだから、 つねに キャッシュを 
手元に 置いて おかないと ダメ なのよ っ』 

「ま、 まあ、 なんとかす るよ 一」 

『明 W からは、 同人 誌の 買い出し も あんた に 任せ 
る ことにした からね！ 同人 誌よ、 同人 誌！ い 
ぃゎね！』 

「同人 誌っ…？ 同人 誌って、 藤 子. F  . 不一 一雄 先 
生と 藤 子 不二 雄 A 先生が 小学生 時代に 二人で 作っ 

ていた、 あの…？」 

『いつの 話し てんの よっ。 今の 世の中、 オタクた 
る もの 同人 誌を 集めて ナン ボ なのよ っ . ^ 』 
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そつそう なのかつ？ 

『じ や、 明日の 一〇 時に ラ ー の 神殿の 入り口 前に 

_ねっ』 

電話が 切れた。 


J/ つして、 僕は いきなり 新たな ステ ー ジ へと 速 


れ 出される ことにな ったの だっ た。 

「ダ メょ 兄さん。 同人 誌に 手を 出したら もぅ、 シ 
ャバ には 戻って こられなくなる わょ」 

しぶ やが 首を 横に 振り 振りして 僕を いさめる。 
すまない、 妹ょ。 

兄さんは、 兄さんは、 もぅ 引き返せな いんだっ！ 


V 


A 

j 


同人 誌っ てなん なの？ 

同人 誌とは、 I 応の 意味合い としては 「同好の 人たち が 集まっ て 作る 本」 のこと で、 華やかな りし 文学の 
時代から 続く' 由緒 正しき 表現 方法で ある。 商業 誌と 大きく 違う 点は、 「好きな 人が 好きな 本を 作れる」 と 
いう 同人 誌の 特権を フルに いかした、 もんの すご— い ミク □な 世界を も 垣間見る ことができる ところ だ。 

俺が 以前 見つけた 「エレべ一 夕— 本」 なんか、 その 最たる 例だろう。 その 時は、 とにかく どんな 本な のか 
興味が 湧いて スぺ —スを 訪ねて みたんだ けど、 いざ 行っ てみ たら 売り切れて いたのには 驚かされた。 もちろ 
ん コアな ジャンル だし、 発行部数 自体 少なかった の も あるだろう が、 失礼ながら 売り切れる とは 思っ てな か 
った。 どんな 本 も 作る 人が いる 以上'  買う 人が いる。 マニアの 深淵と いうのは 計り知れない よ。 表現 方法と 
して 奥深く、 懐が 深く、 おまけに 業が深い。 しかし、 それ こそが 同人 誌の 醍醐味な の だ！ 

今は 既成 作品の パ □ディー が 主流の 同人 誌 だけど'  とにかく 神様と 一 緒で 八百万の ジャンルと スタイルが 
あるし、 『月 姫』 などの 作品で 有名な 「TYPE-MOON」 のように、 その クオリティの 高さで サ— クル ご 
と メジャ— シ—ン に 踊り 出る 例 も ある。 その パイオニア 的 存在の 「CLAMP」 が NHK の 『トッ プラン ナ 
I』 に 出演した のは 記憶に 新しい。 まさに 「 u HK によう こそ！」 とは この ことなので ある！ 
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翌朝、 僕は ラ ー の 神殿の 入り口で 亜季 ちゃんと 
合流した。 

「あら？  いつもの ゴス ロリ 妹は？」 

「同 人 誌の 買い出しは 暑い、 臭い、 とか 言い出し 
て… 家で 寝て るよ。 今日は 本— に 暑い しね… しぶ 
やは、 暑さに 弱 いんだ」 

「えっ、 じゃあ 一* 人き りなの？」 

「そぅだけ ど、 何 か？」 

「なっ、 何でもな いわよ、 別にっ！ え… ええっ 

と… そ、 それじゃ 、さっそく 同人 誌 売り場を 案内 
して あげる かしら？」 

なんだか 亜季ち ゃん の 様子が 妙 だ。 右手と 右足 
を 同時に 前に 出して 歩いて いる。 

ゴンッ 

「ぎ ゃっ、 柱で 頭 打った っ？」 

「あ、 亜季 ちゃん、 大丈夫っ？」 

乙し い- — つ！ 

またしても ツイン ^^を 食らつ てし まつた。 

な… なぜ？ 


一 あんた のせい よっ ！ あんた が 妹を つれてこな 
いから、 あたしが S しちゃっ てっ…」 

「って 意味 わかんね 一 し」 

などと 怒られて いるう ちに、 同人 誌 売り場に 到 
着した。 

僕は 目を 見張っ た。 なんとなく 同人 誌と 聞く と 
ひっそり 店の亂 っ こで 取引され ている ような ィメ 
L ンが あったの だが… 商業 誌 売り場よりも スぺ 1 
スが 広い っ！ 見渡す 限り、 同人 誌の 山、 山、 I 
っ！ そして… お客さんが 多い っ… ！ 

「何が 店の 隅っ こで 取引、 よ。 裏 DVDM か 何 か 
と 間違 ってる でしよ」 

「わっ、 亜季ち ゃん まで、 どうして 僕の 思考を」 
それにしても 店内が 異常に 混み あってるな ぁ。 
これ じ ゃ、 しぶ やが 来ない はず だ。…、 っん？ あ 
いつ、 なぜ 同人 誌 売り場が ハ ー ドな 戦場に なって 
いる ことを 知つ ている の だ？ 

やはり、 隠れ オタクな のか？ 

1 この 程度で 驚いて いちゃ ダメ よ。 コ ミケなん て 
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もっと 凄い のよ！  特に 夏コ ミなん て、 そり ゃ も  さすり、 さすり。 

う 暑くて 大変なん だから 一。 狭い 会場に 何十 万人  「いや 一 っ！ 優しく 背中を さすらな いでっ」 

もの 人間が 詰め掛け るから 汗臭くて… うっぶ、 思  「荒っぽく、 さすれば いいの？ ごし ごし ごし」 

い 出した」  「痛い 痛い！ さするな って 言っ てるで しよ っ 
亚季ち ゃん が 口を 押さえた。  「ごめん ごめん。 ところで… コ ミケって… 何？  — 

「だ、 大丈夫？ 気分 惡 いの？」  「が - - - - -  んっ？ 」 

r なっなん でもない、 単なる 条件反射 よっ！ 背 lf 季 ちゃんの 身体が、 数メ ー トル 向こうまで 
中を 触らない でっ」  「ず ざ ざ ざ ざ 一」 と 遠ざかっ てし まった。 廣い 。固 
「いや、 気分 恶そ うだから、 さすっ てあげて る だ  まった まま 床の 上を 滑って 移動す るなん て、 超 器 
けなんだ けど…」  用 だ。 

「けっ の 分際で あたしに 優しくする の、 独 正！」  亚季 ちゃんは 絶望した かの ように 口を ぱくぱく 
「え 一 っ、 どうして 一」  させ、 目に 涙を 浮かべながら 
今日の 亜季ち ゃん はちよ っと 態度が ヘン だ。 な  「あんた、 コ ミケ も 知らないの っ？ 本当に n 本 
ん という か、 あまり 凶暴 じ ゃない。 いや、 これで  人？ いったい 今まで、 何を 勉強して きたの っ？」 
も 通常の 女子高生の 三倍は 凶暴 だけど、 どこと な  「な、 何も 泣かなくても。 そ、 そうだ、 ラ ー 店 
く 優しい 表情、 よわよわしい 態度… 頌も 赤い し…  長！ 秋 葉 原 駅 iEgi 学 講座を お願いします〜」 
体調が 悪い のかな。  うん？ そういえば、 ラ I 店長が いない。 まあ 
たまには、 こ、 っいう 亜季ち ゃん も かわいい。  店長 も (多分) 人間 だし、 お休みの 日ぐ らい ある 
萌え る。  のだろう。 
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開場 前に 並ぶ 膨大な 人び と。 正に 「妄想 共同体」 である 


纖纖 


mm 


1- - 


_  is ん なの 9. 

W: 

コミケ とは、 盆と 暮れと いう 日本人に 
とつて 重要な 時期に 開催され る、 日本 最 
大規模の 同人 誌 即売会！ 

という ことは 世界最大 規模… いや！ 
すなわち 宇宙 最大 規模の 同人 誌 即売会に 
なる の だ！ 

当日は、 自分 好みの 同人 誌を 求め'  数 
十万 人 単位で 全国から 猛者たち が 集結す 
る。 それだけの 人数が、 なが— い 行列を 
作つ ている 様は、 まさに インドの メッカ 
巡礼—  •会場の 東京 ビッグ サイ トを 上空 
から 空撮 すれば'  まさに 某国の マス ゲ— 
ム！ そして その 時 おそらく  口を ついて 
出る 言葉は' 「見ろ！ 人が ゴミ のよう 
だ！」 に違いない！ 

『ワン ピ—ス 』 の サンジ の 夢は、 世界中 
の 海の 魚が 住んで いると いう 伝説の 海 • 
才 I ル‘ フル I を 探し出す こと だが、 俺に 
言わせり ゃ n ミケは 同人 誌 版 才—ル ブル 


I。 どんな マ イナ— な ジャンルの 同人 誌で も、 そこに 行けば 必ず 出会える！ かつて 糸 井 重 里は、 赤 城 山に 
眠る とされる 徳川 埋蔵金を 「あると しか 言えない一」 と 力強く 言い切っ た。 ならば 俺 もこう 言おう—  •コミ 
ケには どんな ジャンルだろう と 「あると しか 言えない！」 と！ 

なお 開催 最終日は 男性 向けに あたる ことから 「男 祭り」 とも 呼ばれる。 年末の 総合 格闘 イベントが 「男 祭 
り」 を 名乗る 前から'  オタク 男性は 毎年 年末になる と 「男 祭り」 に 参加して いたの だ！ 

「という わけで、 コミケット… 通称 コ ミケは 有 明  ゃん と 聞きなさい よっ」 

の$風 ビッグ サイトで 一二 月と 八月に 開催され て  「あいた。 つ、 つまり 同人 誌の 即売 イベント とい 
いるの よ。 もちろん、 コ ミケ 以外に も いろいろな  うのが 世界 各地で 開かれて いて、 それの 親玉み た 
同人 誌 即売 イベントが 各所で 開催され てい るんだ  いな 最大规 模の イベントが コ ミケなん だね」 

から。 例えば 池 袋 だと サン クリっ ての が ある わね。  「そ、 っよ。 こ、 っい、 っ 店舗で 販売され ている 同人 誌 
でね、 でね。 そういう 総合 イベント 以外に も、 テ  は、 一見 多い よ、 っに 見える けど 実は これで も ごく 
1 マ ごとに 絞った オンリ ー イベント というの も あ  少量な の。 即売会に 行けば もっ とたく さんの 同人 
ってね…」  誌が ゲットで きる のよ C … う^  — ん 、あたしの 教え 
ああ^ 、オタク 話を している 時の lf 季 ちゃんっ  方が 上手い から、 飲み込みが 早い じ ゃない の。 あ 
て、 本当に 楽しそう で、 亂 しく 輝いて いるな ぁ…  たしって やっぱり 天才ね！」 

なんて かわいい ん だ。  … 夏服の 亜季 ちゃんって、 肌の 露出 度が 当然 高 
ぽこっ。  くて、 蠢よ りさら に 魅力的 だ。 あっや ばい、 何 
殴られた。  か惡 い』 安 想が 湧いて きた… ダメだ ダメ だ。 

「何、 あたしに 見とれて るの よっ？ 人の 話を ち  「夏コ ミは も、 $ し 込みが 締め切りに なっち ゃっ 


てるけ ど、 近々 サン クリが あるから、 申し込んで 


「カタログ だけ 買って おけば 一般 参加で 入場で き 


みる 


るけ ど、 お S アイテムを 手早く ゲットす るた めに 


「申し込む つて 


は、 サ ー クル 参茄 した ほうが 断然 有利な のよ」 


亚季ち やん は 僕の 手を 引っ張って、 フロアの 片 


「一 t 参 vg? サ ー クル 参 vg_ 


隅に ある 受付 カウンタ ー の 前まで 移動した。 うわ 


はてな。 また 耳慣れない 言葉が • 


つ 亜季ち やん の 手、 柔らかくて 汗ばんで いる ◦ど 


「つて、 いつまで あたしの 手を 握つ てるのよ、 こ 


きどき どき。 


の 変態つ 


「そ、 即売 イベント つて、 申し込まな いと 入場で 


「うわ あ 一、 亜季ち やん が 握つ てきたん じ やない 


きない ものな の？」 


か あ 


i — ill  — 

^: :ノ 


:ぢ 


つてなん なの p 


_ 


■/ レ ^ 


同人 誌を 買ぅ rc めに 即売会に 参加す る ことを 指 すんだ けど、 この 一般 参加つ て ヤツ もなかな か 奥が 深 


■■ 


、〇 


まずは 初 来日の 外国人 レス ラー の デ モンス ト レー シヨ ンに 使われる ような 分學さ の'  宝 © 地図 こと コミ 


族 

ん 

じ 


ケ カタログを ひたすら チェック。 そして 約 三 万 もの 数が 並ぶ 


五 センチ X 三 •五 センチの 小さな サ 


クル カツ トから、 自分の 気になる 本を 探し出す。 そして 効率の いい 買い物 ル— 卜を 何度も シュミ レ— シヨ 


ンしな がら 当日に 備える。 これを 前日まで 延 々と 繰り返す の だから、 まさに 気分は 終わらない 学園祭 『う 


る 星 やつら 2 ヒュ^ テイ フル •ドリ^ マ — j つてと こ rc よ。 


ど 

ち 

た 

レ 

才 

¥ 


当日は 夏 灼熱、 冬 極寒の 過酷な 状況 下'  会場 入りまで 何時間 も 並び'  さらに 大手 サ— クルの 同人 誌を 買 


第 


うまで 何時間 も 並ぶ。 本を 買う 毎に 荷物は 重くな り、 まるで 子 泣き じじいを 背負つ ている ような 感覚に お 
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大手 サ— クルに 放ぶ 猛者たち D 
印 焼け も 風^ 5 も、 海 や 山で なく コ ミケで かかる も 
の だ！ 


p-  一： 

^23_STr.  <  I  ■  .Jp  »lp>E 


ちいる。 さらに 男性 向け スぺ ースで の 人の 
流れ、 あれは 濁流 レベル だよ！ 人の 流れ 
に 巻き込まれ、 ー メ— トル 先に ある お 目 当 
ての サ ー クルに 辿り着けない ことなん て ザ 
ラなん だから。 

荒行に も 近い 一 般 参加 だが、 これを 乗り 
越えれば 脳 内 麻薬の 確立 変動が 起こり'  エ 
ン ドルフ ィン 湧きつ ばな し 状態の 境地に 達 
する。 同人 チャ クラ さえ 開けば、 君の 目の 
前に 押し かけ ネコ 耳 メイ ドが 現れる 日 も 近 
い ぞ 一， 


へ /-, 


修サ— クル io てなん なの 9 

N 

人は 誰し も 生まれながら にして 同人 誌を 
作る 権利を 持つ ている。 清らかな 想い も 邪 
な 煩悩 も、 すべての 妄想と 思い入れを 表現 
できる 手段が、 作り手と しての 即売会 参 
加。 すなわち サーク ル 参加な の だ。 

数 ある 即売会の 中、 最も 抽選の 競争率が 
高い のは やはり コミ ケ！ 申込書に 一 つで 
も 記入 ミスが あると 落選して しまう という 
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新刊 完売 
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厳しさは、 たつた I 箇所の 書き 忘れで 大変 
な 惨事に あう 耳な し芳 I を！* 髴と させる。 
その 難関を クリア するとめ でた く 当選！ 
一般 入場者よりも 早く 入場で きる プラチナ 
チケッ トが 送られて くるの だ。 売れば 人生 
七 回遊んで 暮らせる という、 八 ンタ— 証と 
同等の 価値の 入場券。 コピ I 防止の 為に ほ 
どこされ た その 特殊な 印刷は、 ゴ—卜 札で 
おなじみの カリ 〇スト □公国の 印刷技術を 
以つ てしても 偽造は 不可能 だ。 

サ ー クル 入場は I 般 入場とは また 違つ た 
空気を 味わえる。 いざ はじまれば、 どす ピ 
ンク 色の 妄想 飛び交う n ミケ だが、 開場 前 
の 凛と した 静けさは、 まるで 日曜日の 教会 
の ミサを 思わせる 厳粛 さ。 そして 開会 宣言 
とともに 鳴り響く 拍手な ど、 会場 全体の I 
体感を、 より 満喫で きる の もサ— クル 参加 
ならでは。 各種 即売会で それぞれ 特色は 違 
0 ていても、 自分の 育んで きた 妄想と 思い 
入れを 本に 託し、 より 多くの 人の 目に 触れ 
て もらう という 業の 深い 喜びは、 サ—ク ル 
参加者 だけに 与えられた 特権な ので ある。 
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そうか、 サ ー クル 参加とは、 ブ ース (埸 所) を 
取って 自分の サ I クルの 同人 誌を 売る 側に 回る と 
いう ことなの か。 

「7^3 ち ろん、 サ^— クル^^^した 以上は ちゃんと 同 
人 誌を 制作して いかない といけ ないから、 ただ 単 
に 一般 参加者より 早く 中に 人りたい からと いう だ 
けの 理 ¢1 で サ^ ~ クル 参加 しちゃ ダ メよ 。で、 サー 
クル 参加す るには、 事前に^" 込 rj 口を 提出 しないと 
ぃけなぃ の」 

亜季ち ゃん は 申し込み ヵウンタ^ ~ の 引き 川し か 
ら 、コ ミケ や サン クリの 申込蠢 を いろいろ 取り出 
してきた。 

「コ ミケの 申込書を 正しく 書ける ようにな って、 
はじめて 一人前の オタクと 言える のよ」 

「って、 雛し いよ、 これ！ こんな 複雑な もの、 

圭 白けない よ 一 つ？」 

— ちよつ とで も 書き 損じたら 落選に なつち やうの 
よ。 厳しいで しよ？ 大学 入試より 困難で しよ？ 
オタク 界の 恐ろし さ、 少しは 理解で きた？」 


なんて 得意げ な 笑顔なん だ。 ああ、 オタクの 神 
さま。 亜季ち ゃん が 超 かわいい という ことは 再認 
識 できました。 も、 っ 観て いる だけ じ ゃ 我慢で きな 
い。 なんとかして、 この 先に 進む ことは できない 

だろう か。 師匠と 下僕の 関係を 超えて、 恋愛関係 
に 進む ことは… せ、 せめて、 チユ ー だけで も… あ 
あで も そのためには、 「伝説の 木」 の 下で 告白し な 
ければ いけない のが オタク 界の搲 らしい しっ… い 
きなり チユ ー なんかしたら、 好感 度の パラメ ー タ 
. — が あっと いう 問に ゼロに なって ゲ^  — ム オ^ ― バ' ^ 

だつ て 一一 3 っ， つ ^ — 

「とりあえ^ V コク つて 勢いで カラオケ ボックスで 
ぱやぱ やして、 なし 崩し 的に つきあ、 っ」 という 一 
般 高校生の 常識が 全く 通用し ない 亜季ち ゃん。 今 
時、 清い 交際を 続けて ちょっ とずつ 互いの 距離を 
縮めて いかなければ いけない なんて、 実に まどろ 
っ こしい… だが、 そこが いい！ これ こそ 恋愛！ 
性欲 だけで つきあ、 っのでは ない、 本当の 恋！ あ 
あ、 すでに 滅び 去った はずの 純愛が、 オタク 界に 
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は 存在した！ 

しかし… 伝説の 木と いうのは、 どこに あるんだ？ 
「それじゃ、 これから あんた を 同人 誌 買い出し 要 


員と して 鍛えて あげる から 
場を 巡回す る わよ」 

「やった あ ！ 」 

しかし、 好事、 魔 多し。 


一緒に 同人 誌 売り 


実は、 ここから が 真の 修羅の 道だった の だ 
ああ、 オタク 道、 はてしなし… ！ 


同人 誌 基礎 編 


. 业季 ちゃんと 楽しく ラ I の 神殿. 同人 誌 フロア 
巡りを スタ ー ト した、 次の瞵 間だった。 


「や ぁ、 亜季 じ ゃない か 


i  0  i  i  i  i  i  - 

f  /t  ザ  ?  yf  ?  —Jt  t0  Jm,  ?  'UH,  tr  Y  fLt  1  一- 


邪魔な 邪魔な 邪魔な イケ メンが 現れた！ 

イ ケメン といつ て も 茶髪 •黒い 肌. 光り物に ホ 
スト 服と いつた タイプで はなく、 あくまでも オタ 
ク界の 住人 然とした ラフな フ アツ シ ヨンに ざん ぎ 


頭、 銀縁 眼鏡と いつたいで たちでは あるが…。 
だがし かし… イケ メンに 違いは ない。 つてい う 
、こんな 適当な スタイル なのに イケ メンに 見え 


るなん て マシ 男前？ 美形. 


素材 だけで 勝利 


してる？ ぼ… 僕なん か 滅茶苦茶 無理して， H 分を 
偽っても 角度 限定 ェ セイケ メン だった のにつ！ 
呪われろ、 眼鏡 イケ メン 
ケメン なんて 反則 だつ！ 


オタクで しかも ィ 


0 


丨良 いとこ 取り じ ゃない 
天は、 天は 二 物を 与えな いんじ ゃな かつ 
たの か 一 つ？ 

「あれつ、 こもる じ ゃない。 何 やつ てんの ょ、 こ 
んな ところで」 

が 一 ん 。亜季ち ゃん が、 この 眼鏡を 『こもる 
なんて 親しげ に 呼んで いるつ…？ 


% 


僕なん か、 * 


ド』 こ 

3//  >pv 


なのに っ 


良くても 


場』 だよ 


0 


ファミリ ■ — ネ^ — ム たよ。 僕に も 一応、 I' もてる』 と 


う 下の 名 1刖 が あるんで すが、 皆さん 忘れて まし 


たか、 そぅでし たか。 

「亜季ち やん、 この 眼鏡、 誰？ I 
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「え  尤- — と. : 

「僕 かね？ 僕は オタク 界の レオナルド* ダ* ヴ 
ィンチと 呼ばれて いる 天才 同人 誌 作家 『中 野 こも 

る』 だ あっ！ は 一 っは っは っは っは っは っ。 コ 

ミケでは 常に璧 サ^ — クルを、 1:: 催し、 大行 列を 抱え 

ている ス^ ~ パ' ~~ スタ 1 なの さっ 一 哲は亚 季の友 
達 かい？ サインなら あげる よっ— 

「か、 壁サ ー クルって、 何？」 

あっ… あんた、 そんな こと も 知らないで あたし 
の 同人 諸 =r い 出し 部隊に 志願した わけっ？」 

いや、 士心 願した 覚えは ない のです が。 

「は 一 っは っは っは っ。 僕の ことを 知らない ズブ 

の 初心者が 亜季の 買い出し 部隊 だなん て、 亜季、 
君 も 落ちた ものた な あ〜— 

その アニメの キャ ラみたい な 大げさな 喋り 方、 
何とかな らんの か。 こいつ も やっぱり 変人 だな あ。 

「ぅ、 ぅるさい わね 一、 今、 洗脳 教育 中なん だか 
ら 。見て なさい、 数 力 月 後には 凄い オタクと して 
完成して いるは ず だからつ」  . 


あっ、 亜季 ちゃんが 僕を 庇って くれた。 じ 一 ん。 
頑張つ て、 もつ ともつ と オタク 道に 邁進し なけれ 
ば…。 (僕、 驅 されて る？) 

「ふっ… それじゃ あ、 僕 も 彼を 生暖かく 見守って 
あける とする ょ」 

「ベ、 別に 見守らなくて もい いわょ っ」 

「そうだ、 見守らなくても いい！」 

「まあまあ そ/っ 言わずに。 この 店の ことなら 隅 か 
ら 隅まで 知り 尽くして いるから ね、 僕は。 は 一 っ 

i つ 立つ±つま つ 

—TV  %  fhv  ^  1PL1  1  /V V1 

さっきから、 どうも 亜季ち やん のこい つに 対す 
る 態度が ヘン だ。 やたら 恥ずかしそうと いうか、 
もじもじして いると いうか… 何を 言われても 伏し 
nil がちに ブッ ブッ言 い 返す だけ だし…。 

^ : まさか^  • 

亜季ち やん は、 こいつ… 中 野 こもる のこと が 好 
きな のでは っ？ 

考えてみれば、 こいつは 顔は ィケ メン 、ス タィ 
ルは オタク、 そして 妬ましい ことに 同人 作家 界の 
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スタ ー らしい (知らないけ ど)。 性格が ちよつ とへ 
ンで 人の 話を 聴かない タイプみたい だが、 その 程 
度の 欠点、 この 完璧な 外見と ステイタス に比べれ 
ばちっ ち やな 穴に すぎない…！ 

それに 引き換え、 僕は 顔は 月並み、 スタイルは 
必死で オタ クフ ァッ シ ョンに 合わせようと 努力し 
ている けど なかなか 開眼し きれない 中途半端 さ 
ち ろん 同人 の ことなん か 知らないし^:! 
ああ あ、 何も 長所がない。 何も…！ 『しり スヶ』 
の スト ー リ ー だって、 さっぱり 理解で きないし っ 
…！ 僕は… 僕は 思いっきり 穴だらけだっ、 まる 
で 月 ^ の クレ^ ~ 夕— のよう ではない かっ . ^ 

どう 計算しても、 中 野 こもる の 足元に も 及ばな 

rw  \  :  ^  * 

例えて 言うなら、 

〈中 野 こもる〉 

戦闘力 Q 
名声 恥 


容姿 QQ 
職業 同人 作家 

〈羽^^^て る〉 

軟闘力  ふ 
名声 〇 
容姿 S 
職業 下僕 

ダメだ 一 っ、 絶対に 勝てね え 一 っ！ 

フロアの 床に 手を 突いて ぅなだれて いると、 こ 
もる に 肩を 叩かれた。 亜季ち ゃん は… あれっ、 い 
ない？ トィレに でも 入っ てるの かな？ 
「どぅしたんだ い、 は 一 っは っは っは っは っ？ 

同人 誌の 数が 多すぎて 戸惑って いるの かな？」 

「… 魅力が… 僕には、 魅力が…」 

「魅力？ 同人 誌の 魅力が 理解で きないの かい？ 

だっ たら 僕に 任せて おきた まえ、 は 一 っは っは っ 

はっ」 
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0^<誌 のな にに 魅 かれる の o 


■ 


i へ， し 


商業 誌よりも 価格は 割高で'  モノに よ 
つては 何時間 も 並ばない と 手に入れる こ 
とがで きない。 そんな 同人 誌の 魅力を、 
星の 断罪 者 風に 四字熟語で 表現す るなら 


ば、 ズ 


1/ 


「て ゆ— か I 期 I 会？」 だ 


見かけた 時に 購入し なければ、 二度と 
出会う ことができない 可能性 も 高い ので、 
現場では 財布と 相談なん かして 悠長に 悩 
んでいるよ5な暇はない。悩むとい5こ 
とは その 本が ほしい 証拠 n 買わずに 後 
悔す るよりは 買つ て 後悔した ほうがい 
い！ というの が 俺の 信念 だ。 

もしかしたら 同人 誌を 買う という 行為 
は'  偶然の 出会いから ひと 目 惚れした 相 
手に なりふり かまわず 愛を 捧げる'  エマ 
と ウィリアムの 関係に 似て いるの かもし 
れない よ。 人目を 偲んで つてい う 共通点 
ち あるし。 

また 同人 誌つ てのは 作り手 側の トンチ 
次第で、 まだまだ 新しい 試みが できる。 
俺が やつて る、 自分で 自分の タレン ト 本 
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を 作る 「本人 本」 や、 好きな 二次元 キヤ ラとの □マンスを 創作す る 「妄想 私小説」 なんかは'  同人 活動で 
新たな ジャンルを 開拓した んじや ないかつ ていう 自負が ある もん。 そんな 魅力的な 同人 誌。 俺は 臨終の 際、 
末期の水は いらない よ。 ただ I 冊'  俺が 未読の 同人 誌を 読ませて くれり やそれ でい いから。 


I って、 秋 葉 原 駅前 留学 講座を 見せた だけ じ ゃな 
いか！ そもそも、 僕が 言って るのは 同人 誌の 魅 
力 じ ゃなくて っ 

「ああ、 君 も 亜季の 魅力に メロメロ パ ー ン チ、 っ 

て 奴 かい？ あいつは 顔が かわいい から、 とに か 

く 男に モテ るんだ ょねぇ、 は 一 っは っは っは っ 

でも、 諦めた ほぅがい いね。 亜季は ドロ ドロの 才 

タク 以外には 何の 興味 も 持てない 生粋の オタク 娘 

だからね！ 同人 誌の いろは も 知らない 初心者が 

比 關に 手を 出しても 火傷す る だけ さ、 は— っは は 
±±  一 

「ぐっ… 僕は 諦めない… 頑張って、 立派な オタク 
になって みせる っ^:」 

「無理 無理。 いい かい、 オタクと いうのは、 努力 
して 『なる』 もの じ やな いんだ。 オタクに 虫 まれ 
て 『くる』 ものなん だ。 フオ ー スの 強さは、 ミ デ 


ィ = クロ リアンの 数値で 決まって しま うんだ よ 
っ！ 二〇〇 年生き て 中国 武術を 極めても、 ハン 
マ 星 人の 血には 勝てな いんだよ っ！ そう… 勝負 
は！：！ 取 初から 決まっ ている のさっ！ 亜季と フラグ 
を 立てたい のなら、 僕ぐ らい ハィレベルな オタク 
に 成長 しないと ねっ！ 僕を 乗り越え なきや、 亜 
季ル ー ト には 人れ な いんだよ っ！ 亜季は 『とき 
メモ』 で 言えば 藤 崎 詩 織ぐ らい 雖易 度が 高い から 

ね、 il つ よ つよつ i つ よ つ 

くつ… この 野郎、 なんという マン ガの惡 役 然と 
した 4 口詞 回しなん だっ。 

しかし、 全く 反論で きない。 

今の 僕には、 決定的に 足りない ものが あるっ… 
顔は まあ 仕方ない として… オタク 度数が 低い、 低 
すぎる っ…！ だいたい、 今の こいつの 台詞 だっ 
て、 僕で も 判る ように レ ペルを ドけ て くれてい る 
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はずな のに、 それでもな お判らない ネタが 多すぎ 

るっ^ 嗚呼… こいつと 僕の 問には、 アム ロ  •レ 

ィと アコ ー ス •コ ズン ぐらいの 開きが ある っ - 

「アコ ー スとコ ズンは 別の パィロット だょ、 は 一 

っは っは っは っ」 

ああ、 僕は この オタクに 勝ちたい。 たとえ オタ 
ク 道では 先行され ていても、 僕の ほぅが ずっとず 
っと 亜季ち ゃん のこと を 好きな はず だ… ！ 
「ちなみに、 マルクスと エンゲルス も 別の 人間 だ」 
エンゲルスって… 誰？ 

僕は 気を取り直して 再び 立ち上が った。 ここで 
引き返す わけには いかない。 プラズマ テレビ 買っ 
ち ゃつた し。 いや、 そんな ことょり、 こいつは 亜 
季ちゃ んの 彼氏に ふさわしくない！ 

「まだ 僕に 無謀な 勝負を 挑む のかね、 は 一 っは っ 

はつは」 

「と、 とにかく… お前は まだ 亜季ち やん とつき あ 
つてる わけでは な いんだな？」 

「、つむ。 幼馴染み だが、 まだつ きあつて はいない。 


キ ー プ中 という 感じ だな、 は 一 つは つは つは つ。 
僕は SE でも 脳 外で も モテ モテな のでね ぇ」 

I ぐっ。 亜季ち やん を、 亜季ち やん をキ ー プとか 
言っな つ！  — 

思わず こもる の 胸倉を 摑ん でし まつた。 

えつと… ど、 どうしよう。 店内で ケン カに なつ 
たら、 出入り 禁止。 亜季ち やん にも 破門され てし 
まうよ… ああ… おろおろ。 

「ふん、 なかなか 見所は あるよう だね。 いいだろ 
う、 亜季は ちょつ と 隣の フロアに 出かけて しまつ 
ている から、 僕が 代わりに 同人 誌の レ クチャ ー を 
して あげよう じ やない か」 
i ど、 どういう つもり だ」 

「名将は 敵に 塩を 送る という じ やない か、 は 一 つ 
はつは つは つ。 さあ、 僕の レッスンを 受けて サィ 
コフレ ー ムを 完成 させ、 ニユ ー ガンダムに 乗り込 
みたまえ！ 戦いは 平等な 条件で なければ 面白く 
ない、 勝つ 意味 もな いんだよ。… と 言いながら、 
実は 関の 同人 誌を 自慢したい だけなん だが ねっ」 
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こもる は 眼鏡の フレ ー ムを 指で ク ィッと 押し 上 
げ ながら、 僕を 『サ ー クル N』 コ ー ナ ー の 前に 案 
内した。 

r こっ… この コ ー ナー ー角、 全部 お前の 同人 誌 だ 
というの かっ？」 

「は 一 っは っは っは っ！ その 通り！ わが サ ー 

クルの 発行す る 同人 誌は、 いずれも 一万 部を 超え 
る！ 下手な 商業 誌で 活動す るょり、 はるかに 儲 

かってし まう わけさつ」 

同人 誌の 山、 山、 山。 これが 全て、 中 野 こもる 
の 作 n r だとい うのかっ^:? しかも、 それぞれ 一 
万 部 以上 刷っ てる、 だって？ あっ… 芥川賞 作家 
の^^ 刊たっ て、 数 とい、 っ^! なのに っ^:? 
「これ… もう、 同人と かそうい う レべ ルでは… 表 
紙 も ヵラ^  — 装丁で 美麗 だしっ — 」 

「君は どうやら、 同人 誌の 世界を まだ 甘く みてい 
たよう だね。 そんな ことで 亜季と つきあおう だな 
んて 、甘い な…」 

「黙れ、 僕は 絶対に 諦めない つ！ とりあえず、 


お 削の 同人 誌を 全部 購入して 勉強して やる からな 

あっ ！ 」 

「お買い上げ、 ありが と、 っ ございます、 は^  — っは 

っは つは っ」 

泣きながら こもる の 同人 誌を 片っ端から ヵゴに 
入れて いく 僕。 

おや？ 

その 中に、 『しり スク〜 おしりに アナ リスク！』 
という タイトルの 本を 発見した。 表紙に 描かれて 
いる 女の子は、 しり スヶの キヤ ラ クタ ー の 一人… 
ってい うか、 ペレち ゃんで はない か。 
r これは… 『 しり スヶ』 の 盗作 じ ゃない か？」 
「盗作？ パロ デイと 言って くれた まえ、 パロ デ 
イ と」 

「だって、 これ、 人の 作品…」 

「 違う。 君は 何も 判って いないな ぁ… パロ デイ 作 
H 5 では どれた け 原作の キヤ ラク タ^ ~ に 激しく 思 
レ 人れ できる 力、 本気で キヤ ラク タ^ を^^^る こ 
とがで きる か、 が 勝負なん だょ。 君は 不器用で バ 
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力を 虐殺す る ことし かで きない 独りぼっちの ペレ 
ちゃんに、 愛を 感じた ことは ない のか？」 

「いや、 まあ、 ペレち ゃん は かわいい けど…」 
「原作では 『と っぽい 虐殺 キャ ラ』 といぅ 立場し 
か 与えられない ペレち やん を 救いた くは ない のか 
つ？ おかしな 親父に 育てられ たばつ かりに トン 
チン カンな 性格に 育ち、 孤独に なつて しまつた ぺ 
レち やん に、 本当に 彼女の ことを 理解して 愛して 


くれる オタクの 彼氏を 与えて あげたく はない のか 
つ？ だがし かし！ 原作 『しり スケ』 には ペレ 
ちゃんを 救ぅ エ ピソ ー ドを 入れる 暇な どない 一 
そぅ、 ペレち ゃん を 救、 つ ことができ るのは、 ファ 
ンの脳 内 妄想 だけなん だつ！ 僕は つ、 僕は，® 2 
で ペレち ゃん を 幸せに して あげた いんだ 一 つ！ 
それが パロディ 同人の 魂なん だつ！」 

あつ… 熱い つ… ！ 


呼 


f  お 


バロ デイ— つてな にがい いのゥ 


■ 


1 v  ■ 

現在の 同人 誌の 最大 手は この ジャンル。 「自分は 本 編を 読めば 十分」 という 輩が いるが、 俺に 言わせり ゃ 
「お前は 同人 誌を 読まない から 平気で そういう ことを 言え るんだ！」 って ことなんだ。 

優れた パ □ディ— 作品に あるのは、 書き手の 海よりも 深い 作品 愛。 本 編で 描かれる ことのな かった 行間を 
深く 読み込み、 さらに その 行間の 隙間に 書き込みを 入れる 妄想 力の 素晴らし さ！ しよ せん 借り物の 題材 じ 
ゃない かと 侮るな かれ。 数多く ある パ □ディ— の 中には 「芸」 の 領域に 達して る もの も あるの だ！ 

思えば 俺が 同人 誌に 八 マっ たきっ かけは、 どんどん 不遇な ポジションに 追い やられる 姿を 見 かねて 描かれ 
た、 本編ス ト— リ—に まった く 綻びを 見せない 『ドラゴン ポ— ル』 のヤム チヤ 本だった。 人造人間 編。 ヤム 
チヤが 三年の 修行を 終えて 戻る と、 恋人 ブルマは ベジ— 夕との 子供を 抱いて 待っ ていた。 初期から 作品に 貢 
献 していた レギ ユラ— キャ ラと して、 そして 一 人の 男と して、 あまりに 屈辱的な ス ト— リー 展開！ 

その 同人 誌は 本 作で あまりに あっけ らかんと 描かれて いた この 空白の 三年 間を 埋める、 大袈裟に 言えば ヤ 


ムチヤ の 人生を 救うた めの 最高に 八ツピ I な ェ ピソ I ドを 創り あげていた。 

パ □デイー 作品とは なんな のか？ それは まさに 妄想の 求道者に よる 魂の 救済に 他なら ない！ 


この 男、 は 一 つは つは つは つと 笑つ てる だけ か 

と 思って いたが、 同人 誌に 捧げる 情熱、 ペレち や 

ん への^ は… 本物っ - 本物 だっ… ！ 

それに ひきかえ、 僕は…。 

僕は ダメだ っ… 僕は、 亜季ち やん の 気を 引く た 
めに 一 しり スケ』 を 観て いたた けっ…！ ペレち 
やん って 亜季ち やん に似ていて かわいい な あ、 と 
か 言って いただけっ…！ 

ペレち やん を 幸せに する 妄想 ストー リ ー を 脳 内 

で 想像した ことなん て、 一 度 もなかつ た - 

「チキ ショ ー ッ！ 僕は、 僕は なんといぅ 愚か者 
だっ たんだ 一 っ ！ ああ、 ごめんょ、 ごめんょ ぺ 
レち やん… ペレち や 一,. P つ！ 一 

僕は 血の 涙を 流しながら、 柱に 頭を 打ち付け 続 
けた。 ごん ごん。 


「判れば いいんだ。 まずは 僕の 魂の 同人 誌を 読ん 

で、 脳内妄 相 心とは こういう もの だとい うこと を 学 
びた まえ。 いずれ 君 も、 アニメを 観る や 否や、 脳 
内で 自分 だけの 萌え 話を 自在に 妄想で きる ように 
なる 日が 来る さ」 

「判つ たよ… ありがとう、 こもる 先生！」 

僕の 中では、 彼は すでに 「こもる 先生」 に ラン 
ク アップし ていた。 

「 で、 どういう マン ガ なんだろう。 わくわく」 

ぱ らばら つと 『しり スク〜 おしりに アナ リス 
ク ！ 」 をめ くつて みると…、 

「これは… エロ マン ガじ やない かつ！  ペレち や 
んを汚 すな^ " つ ！ 」 

「いや、 だってっ、 恋人 同士は ぱやぱ やする もの 
なんだ よっ！ これは 愛、 愛なん だよ！ は 一 っ 

i つ i つ i つ i つ！ I 
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「ぁっ、 逃げた っ丄 

「もてる くん、 また 会おう ！ さらばた！」 

ちっ、 逃げ足の 速い 奴 だ。 

… でも、 この 同人 誌は 資料と して 買って 帰る こ 
とに しよう。 うんう ん。 

やばい。 ペレち ゃん を おかずに 使って しまい そ 
、っ だ。 しかも 描いて る 男と 思いき り 顔見知りた と 

ぃうのに。 

ああ、 ごめんよ ペレち ゃん… これ も、 オタク 修 
行の 一環なん だよ…！ 

最初は 欲望 だけで 同人 誌を 読む ことし かで きな 
いとしても、 いずれは、 それが 愛に 成長し… そし 
て、 僕の 脳 内で もめ くるめく 萌え 妄想 話が 湧いて 
くるよう になる はずた… ！ 

そして その 時 こそ 僕は。 

亜季 ちゃんに 伝説の 木の 下で 告白で きる 資格を 
得られ るんだ…！ 

「つて、 何 やつ てるのよ、 あんた？ あれつ、 こ 

もる は？」 


亜季 ちゃんが 戻って きた。 

両手に たくさんの 同人 誌を 抱えて いる。 

ど/っやら、 我慢で き なくなって 自分 一人で 買い 
出しに 出て いたらし い。 

「どっか 行っ ち ゃった よ」 

「あ 一、 あいつが 描いた ペレち ゃん の エロ 同人を 
買っ たのね っ* まった くもう… ま、 あんた も！ 

応若 くて 健康な 男の子なん だし、 エロ パロ 買うな 
とは 言わない けど ぉ。 他に も いろんな 本が あるん 
だから、 まんべんなく いろいろ チョ ィスして おき 
なさい よね」 

そう 言いながら 亚季 ちゃんが 僕に 手渡した のは、 
ペレち ゃん の 使い 魔 「ソフ ホ ーズ」 と 「コル ホ ー 
ズ」 が 人間に 変身した 姿を 表紙に 描いて いる 本 だ 

った。 

「何 これ？」 

「ソフ X コルの 擬人化 やおい 本よ。 ハ ー ドな エロ 

描写は ないから 安心しなさい、 やおい 初心者の あ 
んた でも 読める はずよ」 
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擬人化つ て… 何 

やおい つて？ 


い… いきなり レベル 上がって いません か、 亜季 
師匠 1 つ！ 


爆 1K 誌の ネタ〇 てな にが あるの P 


■ 


I 般的な 同人 誌に 対する 認識と いぅのは、 せいぜい 
「パ □ディ— で H □い」。 つまりは エロ パロと 呼ばれる 
ジャンルく らいの もの。 俺 もこの 世界に 足を 踏み入れ 
るまでは 実際そぅ 思っ ていた。 しかし 今、 俺が 当時の 
俺に そんな ことを 言われたら、 ハイ アングルの パワ— 
ポムで 机の 上に 葬り去つ ている ことだろう。 同人 誌の 
ことを 何も 知らない 一 般 社会の 中の 蛙 どもよ！， 同人 
誌っての はな あ'  ェ □だけが すべて じ やない んだよ n: 


歐 


■ 


«  -- ^-1  h 

ン M  子 0 
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例えば、 その後の じ やり ン子 チェ 本、 モビ ルス— ツ版 KANCJN 本、 水木 しげる タッ チの マリみ て 本、 C 
C さくら 〇 サクラ大戦 本、 丹 下段 平ぬ り 絵、 カル ト 芸人へ らちよ んぺ 本、 北海道 某 町の イメ —ジ キャ ラの 妖 
精 本、 偽コミ ケ カタログな どな ど。 これらは すべて 俺が 所持す る、 実在す る 同人 誌な の だ。 

このように 常に 新しい ネタが 誕生して いる 同人の 世界で'  今、 特に 俺が 注目して るのは 擬人化 本 だ。 アン 
パン マン や n □助、 ガチャ ピン や ムッ クやケ □ン 人な ど、 人間では ない キャ ラの 擬人化は 今まで も あつた 
が'  最近は 備長 炭が 「びんち よう タン」 になつ たり、 大胆に も 国を モ チ—フ にした 「あ ふが にす タン」 が あ 
つたり、 さらに 鉄道、 OS、 カメラ、 タバ n など、 自我の ない 対象に 萌えヒ ト ガタを 与えて 魂を 吹き込む、 
ニユ— タイプ 擬人化に 進化して いる。 

この 新しす ぎる 手法に より、 同人 界は 森羅万象が ネタ 元になる 新 局面を 迎えて いるの だ。 
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「あの… もしかして 亜季ち ゃん、 やおい コ ー ナ^ ^ 
に 行って たの？」 

「そ、 そ、 っよ。 わっ、 悪い？」 

「いや、 惡く はないけ ど…」 

「こ、 これで も 一応 腐 女子なん だから、 当然で し 
ょ？ 大丈夫よ、 初心者し かも 男の子の あんた に、 
今す ぐ やおい に 精通し ろなん て 言わない わよ」 

そうか。 亜季 ちゃんって、 腐 女子なん だ。 

…腐 女子って、 そういえば、 何？ 

「今 さら 何 言い出す のよ っ！ やおい 好きの オタ 
ク娘 のこと よ！」 

r あっそう なんだ、 ありがとう。 って、 どうして 
僕の 心を っ— 

「だって'  羽 場って 考え てること が 顔に 全部 出て 
るんだ もん」 

そうな のか。 それで、 しぶ やは 僕の 思考を 常に 
先 読みして いるの だな。 


ようになっ たという ことは… 二人の 仲は、 「とって 
も 仲良し」 レベルにまで 進行して いる？ 

「まあ、 出来の いい 姉と、 バカな 弟っ て 感じよ ね」 
「一応、 同い年 なんです けど… それより、 あの 中 
野 こも るって、 亜季ち ゃん の 何な の？」 

「な、 何よ。 下僕の くせに、 そんな こと 関係ない 
でしよ？ 

「関係な くないよ っ ！ 僕は… 僕は 必ずや、 あい 
つよりも 凄い ハィ グレ ー ドな オタクに なって みせ 
るっ ！ 亚季 ちゃんと ラ^ ^ 店 長に 誓、 っよっ . — 」 

僕は 思わず 瞳に 炎を 燃やしながら、 高らかに 宣 
言して しまつた。 

周囲の お客さん たちが、 じろ じろ と 僕たちの ほ 
うに 視線を 送って くる。 

… そういえば、 ラ ー 店長 見かけな いな あ。 

野良猫と 間違われて、 保健所に 連れ去られ たの 
かもしれ ない。 

「あ 一 もう、 店内で K ず かしい ことを 大声で 叫ぶ 


もしかして、 亜季ち やん にも 僕の 思考が 読める  の 禁止つ！」 
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亜季ち やは 真っ 赤になる と、 僕の 手を 引っ張っ 
て ラー の 神殿から 出た のだった。 

そして。 

「… ねぇ、 羽 場。 同人 誌を あたしの 家まで 運んで 

おいて くれない？」 

「いいけ ど、 亜季ち やん は？ 僕 だけで 亜季ち や 
んの家 に 行く の？ 

「あ、 あたしは、 ちょっ とね… その、 用事が あっ 
て… もぅ、 時間が… とにかく 、頼んだ わよ！」 
「あっ、 ちょっと？ 亜季ち やん？」 

ぴゅ一 っ。 

亜季ち やん は、 とても とても 恥ずかし そぅに 目 
を 伏せながら、 街 中の 雑踏へ と 走り去っ てし まっ 
た 0 

僕は 山 ほどの 同人 誌を 抱えながら、 言い 知れな 
い '企 女と 嫉妬 心に 駆られる のだった。 

(もしかして^  ••こもる と デ • ~ 卜 とか^: あの 照れ 具 
合、 只事 じ やな かった…、 っ、 っっ… でも、 こもる は 
亜季ち やん を 「キ^ プ」 だつ て f「n つてた し… まさ 


か、 亜 f ゃん、 あいつに 弄 ばれて いるので は…？) 
メラ メラ メラ。 

全身を ドス 黒い 嫉妬の炎で 焼いて いると、 黒の 
薄っぺらい ノ ー スリ ー ブシ ャツ ー枚に 黒い 半ズボ 
ン といぅ、 涼しそぅ なんだか 暑苦し いんだ かよく 
判らない 格好の しぶ やが、 電柱の 影から ひょ っ こ 
り 顔を 出した。 

「兄さん、 中 野 こもる は 未来の 日本を 背負って 立 
つ 天オ オタク クリエ ィタ 彳 なのよ。 諫めなさい」 

「、っ わっ 9 しぶ や、 今まで どこに いたんだ よっ」 

「 … 実は 人 ごみに 隠れて、 密かに 兄さんを 観察し 

ていたの よ… ふ ふ ふ」 

「お前、 暑い の 苦手なん じ ゃ… 汗 だらだら だぞ、 
大丈夫 か？」 

「… 大丈夫よ… 大丈夫… あ、 あれれ…？ 眩暈が 
…眩晕 が…」 

「ああっ、 しぶ や、 しぶ やっ？」 

僕は、 暑さに やられて 目を 回して しまった しぶ 
やを おんぶしながら、 亜季ち ゃん の 家へ 向かった 0 
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穿 


1  一 \ 


やおい つてなん なの 9 


■ 


やおい の 語原は 「やまな し j  r おちな し」 「いみなし 」 の 頭文字で'  現在は 男 同士の 愛を 描く スタイルの 
総称。 

ここで 重要な のが カツ プリングと 呼ばれる 組み合わせ。 「名前 X 名前」 といつ た 表記で 表され'  名前が 
先 か 後 かで 攻め 受けが 決まり、 かつては それが 元で 仁義な き 女の 戦いへ と 発展す る こと も しばしば だつ た。 
ここまで くると、 も はや イデ オ □ギ— 闘争。 タチと ネ n で 争/つから スタン デ イング •キ ヤツ トフ アイ トと 
5 つたと ころ か？ 

最近は、 カツ プリングに 関しても 「美味しければ よし！」 といぅ 風潮で、 いろいろな カツ プリングを 取 
り 入れる 作家 も 多く、 なかなか グルメ 志向の 時代に なつた。 シヨ タと 呼ばれる 半ズボンの 似合ぅ 男の子 
(語原は 『鉄人 P 号』 の 正太郎 くん) も あるく らい だ。 やおい 好きな 女性たち は、 自分たち のこと を 自嘲 
して 「腐 女子」 と 呼ぶ が、 「茶碗が 二つ 並んで る だけで、 その 関係 性を 揶揄し、 やおい が はじまる」 とい 
うくら いなので'  妄想 力と しては レベルが 高く、 かなりの ステ— ジな ので ある。 

しかし 最近は やおい 好きの 男 も 少なくな く'〃 腐 男子" というべき 層 も 確認され ている。 腐 女子 同様 や 

:: というの が 腐 男子 目下 脳み の 種な 


おい 話に 興じて みたい が、 男 同士で それを 語る とそれ はたんなる ホ 
の だ！ 


同人 誌 応用 編 


「おや、 君たち は 


亜季 ちゃんの 家へ 着く と、 初老の お 父上が 一 人 
で 亜季 ちゃんの 帰りを 待って いた。 


1 あつ、 亜季ち やん の クラスメィトの 羽 場と いい 
ます。 背中で 寝て るのは、 僕の 妹の しぶ やです 
今日は 亜季ち ゃん の 買った 同人 誌を… 一 


0 
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ぎ ゆ 一 っ。 

背後に 「おんぶ ォ バゲ」 みたい に 取り付い てい 
るし ぶ やに、 類を 思いき りつ ねられた。 

「いてて て、 何 すんだ よっ」 

「…兄 さん、 腐 女子の 同人 誌 活動の ことを 家族に 
チクっ てはいけ ない わ。 家族が 崩壊して しまう わ」 

—そ 、そういう ものな のか。 まぁ、 そうか もしれ 
ない な…」 

「そうな のよ。 娘が 若い 身空で ホモ マン ガに 夢中 
の 変質者 だと 知つ たら、 お父さんは 首を 吊らな け 
ればい けなくなる もの」 

「ぁの〜、 うちの 亜季が 何 か？」 一 
しぶ やの 言葉が お 父上に 聞こえたら それ こそ お 
家 断絶、 家庭 崩壊、 僕は 亜季ち ゃん に 破門され る 
ところだった が、 幸いに も 亜季ち ゃん の お 父上は 
耳が 少し 遠い みたいだ つた。 

「あ、 いえ。 何でも ありませ ぬ… 亜季ち やん に 届 
け 物を 持つ てきました ので、 ご 自宅まで 伺い まし 
た」 


I ああ、 ありがとうね。 あの 子、 父 一人娘 一人の 
家で ヮガ ママに 育った せいか、 友達が 少なくて ね 
ぇ。 それじゃ 荷物は 私が 預かって おきます よ」 
やばい、 袋の 中身を 見られたら… 家庭 崩壊っ… 
しかも、 亜季ち ゃん ってば、 家族が お父さん 一人 
しかいない なんてっ… その お父さんが、 亜季ち ゃ 
んが 実は 重度の 腐 女子 だと 知っ てし まったら…！ 
「ダメ です っ！ この 荷物は 亜季ち ゃん 以外には 
触らせられない 最 重要 物なん です っ！」 

僕は 思わず 目から 涙を 流しながら 同人 誌 人り の 
袋を 守った。 ここでし くじったら 亜季ち ゃん に 成 
敗され てし まう。 

ところが お父さんは 何 か 勘違いした らしく、 じ 
1 んと 感動して、 

「ああ、 亜季は 何とい、 っ 良い 友達を 持っ たんだろ 
うか。 ありがとう、 ありがとう」 

と 僕たち 兄妹に 手を 合わせて 感謝す るの だった。 
い、 いや、 袋の 中身を 見たら 感謝 どころ か 我々 
を 手討ちに したくな ると 思います が。 
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なかなか 一般人には 正しく 理解を されない 同人 活動は、 現代の 隠れ キリシタンで ある。 この アク □パテ 
ィッ クな 趣味は、 周囲に 対して 秘密に している ケ—ス が 非常に 多い。 職場に て'  実は 同好の 土に も かかわ 
らず 、お 互い 同人 活動を してる ことを 知らないと いう こと も あれば、 母と 娘が お 互いの 同人 趣味を 知らず 
に 『ハ ガレン (鋼の 錬金術師)』 オンリ— イ ベン トの □イ X エド スぺ —スで パ ッタ リ！ といっ た ミラクル 
も 勃発して いるか もしれ ない。 実生活での 同人 活動は、 人に よっては 厳戒な 自己 セキュリティの もとで 行 
われる 禁断の 趣味な の だ。 

このような 場合、 同人の 士の 礼儀作法 として 「優しい シカ ト」 が 重要になる。 例えば イ ベン ト 帰りに、 

一 人の 女性が ゆりか もめの ホ—ム で 転び、 買い込んだ 同人 誌を ぶちまけて しまう とい/っ 事件が 起こっ たと 
しよう。 一般人なら その 困っ ている 女性の ため、 ちらばっ た 荷物を 拾う のを 手伝う はず だ。 でも 同じ 趣味 
を 持つ 俺ら は 知っ ている'  その 善意が さらに 女性を 困らせて しまう という ことを。 

つまり、 ここでの 最善の 方法とは 「見て 見ぬ ふり」 なの だ。 俺なん か 特殊な 職種 だから'  自分の 同人 趣 
味を 才— プンに している けど、 カタ ギの 場合、 周囲に バレたくない という 本音 も あるだろう。 TPO は才 
タク 同士の なかに こそ 求められる もの。 「優しい シカ ト」 は 同人 活動に おける 潤滑な コミ ュ ニケ— ショ ン 
の 一つな の だ。 

帰り道 も、 しぶ やは 僕の 背中に 乘 っかった まま  「…ダ メ…」 

だった。  しぶ やは なんだか しそう だ。 

「重い から、 お前もう 降りろ よ。 も、 だし 涼し  最近、 亜季ち ゃん と オタク 修行に 夢中で、 ほと 
くな った だろ 一」  んど しぶ やの 相手をして あげな かった からかな。 
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そうは 言っても、 僕 もしぶ や ももう お 年頃 だし、 
しぶ やた って 彼氏の‘ 人ぐ らい そろそろ 出来ても 
いい 頃なん だけど。 

「亜季ち ゃん、 お母さんが いないんだ ね。 お 父 さ 
ん 、離婚で もした のかな… お父さんは 仕事が 忙し 
いだろう し、 亜季ち ゃん、 寂しいだろう な. 

r …兄 さんは、 本当に 彼女の ことが 好きな のね」 

「まあね… かなりね… お前は 好きな 男と かいない 

のか？」 

「… 私の レべ ルに つりあ、 っ 男なん て、 三次元には 
ぃなぃ ゎ」 

「そうか。 母さんの 教育が 惡 かったんだろう な ぁ」 
しぶ やは、 母さんから 「女の子は 綺麗に 着飾つ 
てうん とかわい くな って、- 一一 高の 男を 捕まえて セ 
レブ 婚ょ！ 」 と い う 徹底的な 玉の輿 教育を 施され 
てきた。 その 反動で しぶ やは 恋愛と 無縁な ゴス ロ 
リ娘 になつ てし まつた のか もしれ ない。 

まあ、 それを 言えば、 僕が どんどん オタク 化し 
ている の も 父さんの 「オタクに だけは なるな！ 一 


という 教育の 反動な のか もしれ ない が。 

僕と しぶ やは 二人、 夜空を 見上げながら 歩いた。 
「しぶ や、 あの 星が アキバの 星 だ ぞ 。僕は、 夜空 
に でっかく 輝く アキバの 星座の 一員に なって みせ 
る。 そして、 亜季ち ゃん と 幸せな オタク 家族を 築 

いてみ せる… いや… まあ… 築けたら いいな あ… 

(だんだん に)」 

「… 兄さん、 あれは ただの 死 兆 星よ」 

一週間が 過ぎ、 学校は 夏休みに 人った。 

まもなく 、亜季ち ゃん から 「サン クリに 出陣す 
る わよ！」 という 召 _ が かけられた。 

僕は 眠そう なしぶ やを 速れ て、 始発 電車で 東 
京* 池 袋まで 向かった のだった。 

僕たちは、 池 袋 東口の ジュンク堂 前に 集合した。 
ああ、 まだ 街 全体が 霧に 覆われて いて、 ヵラスが 
か 一 か 一 と 飛び交って いる… ね、 眠い…。 

「眠い わ、 U さん」 

「ああ、 本当に 眠い な。 何も こんなに 早く 集まら 
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なくても…」 

しかも。 

亜季ち やん は、 一時間 ほど 遅刻して 平然と 現れ 
たのだった。 

ご苦労、 ご苦労！ あたしより 先に 到着して る 
なんて、 さすが ド 僕 どもね^ ^ ご 褒美に、 始をあ 
げる わ」 

「… ありが と… はつ？  いつの 問に、 私まで この 

女の 下僕に…」 

「いや、 亜季ち やん が一 時間 遅れた だけなん だけ 
どね」 

「そぅだつけ？ まあいい わ、 これから サン クリ 
に 出陣^' る わよ ！ 八'^^ は サンシャィンよ、 サン 
シャィン。 人気 サ ー クルには 行列を 作らない とい 
けない から、 これから カタログを チェックして 並 
ぶサ ー クルを 各人に 割り振る わね！」 

亜季ち やん は、 すでに 付箋を びっしり 張り付け 
た カタログを 取り出す と、 道端に しやが みこんで 
サ ー クルチ エックの 総 仕上げを 開始した。 


そんな 亜季ち やん の ツィン テ^ — ルを、 カラスが 
くちばしで つんつんと 突いて くる。 

「やん。 羽 場、 髪の毛 触らない でって ば」 

「カラス だよ、 カラス」 

「亜季ち やん、 こもる はどうせ サ^ ~ クル 参加して 
るんだ ろ？ あいつから サ ー クルチ ケット 貫えば、 
01 -N/ 入れ るん じ やない の？ 

「冗談 じ やない わよ、 あいつの サー クルチ ケット 
で 会場に 入っ たら、 最後まで あいつの 売り子と し 
て 働かされる ジャン！ ってい、 っか、 も、 〇 冗り 子 
係たち に チケット 渡して るだろう から、 余っ てな 

いわょ ぉ」 

そ、 そうな のか。 さすが 壁サ ー クル、 大手は 違 

うぜ っ。 

「ところで。 なんで 疲れ果てた 顔して 道端につっ 
立って るの、 あんた たち？ 夏コ ミに 比べれば 人 
は 少ない けど、 初体験の あんた たちに とっては、 
会場は まさに 地獄よ。 今から 英気を 養って 体力を 
温存して おきなさい。 ほら、 地べたに 座った 座っ 
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た 


「… 誰かさん に 一時間 も 待たされ たから、 疲れ 果 

てた のよ…」 


「亜季ち やん は 元気 だな 


そういえば… 亜季ち 


やん の お母さんって 今、 何して るの？」 
びし 一 つ。 

久 々に ツイン テー ルで 足払いを 食らった 
「… あたしの 三次元 家族の 話は 禁止つ！ 

ねつ！」 


t  つ 

IV  IV  4^ 


「ご、 ごめん…」 

「まったくもぅ、 下僕の ぶんざいで… 馴れ馴れし 
^ ん だから あ…」 

ちよつ と 無 § だつ たかな。 

亜季ち やん は、 家族の 話を したがら な いんだ。 
だんだん 判って きた。 


亜季ち やん にと つては、 オタク 界 だけが 自分の 
唯一の 居場所。 

だから、 友達に も 彼氏に も、 高度の オタク スキ 
ルを 要 る。 

でも、 その 結果、 亜季ち やん には ほとんど 友達 

がい なくなつ て…。 

あの 亜季ち やん をキ ー プと 言つ ている こもる の 

野郎と、 他は…。 

下僕の 僕と しぶ や だけ かもしれ な いんだ。 

あ*^。 

僕は いつに なれば、 亜季ち やん の 彼氏に なれる 
の だろ、 つか。 

もつ ともつ と 頑張つ て オタク 道を 究めな くち や。 
もう、 亜季ち やん の 寂しそう な 横顔は、 見た く 

ない…。 


..^1 


ツゥは 塱【爸 にど Is 茄す るの 9 


0 


大規模な 即売会、 特に n ミケは 現在 三日間 開催され るの が 基本に なつて いるので、 参加 中の 過酷 さは、 た 
ん なる 文化 系の 集いでは ない。 礼儀を 重んじ、 妄想 以外は 心身と もに 健康に つとめる。 即売会とは もはや 武 
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道の 領域な の だ。 

そのため 指南 書で ある カタ □グは 徹底して 読 
み 込む ことが 必要。 当日は 時間との 闘いで も あ 
るので、 効率的な 購入 ルー トを 事前に シユミ レ 
I ショ ンして おく ことは 必須 だ。 あと 侮れない 
のが 巻末の マン レポ。 俺の 経験 上、 ここから 素 
晴らしき 本に 迎り 着けた こと も 一 度 や 二度では 
な 5 ので ある。 

また ケタ 違いの 混雑は 避けられない とはいえ、 
イラ イラは 禁物 だ。 例えば'  三日 目の 男 祭りの 
殺人的な 人口密度では 肩と 肩が ぶつかる くらい 
は 日常茶飯事'  それく らいで イラつ く 輩は 俺に 
言わせり ゃまだ まだ グリ— ンボ —イ 。悟りの 境 
地に 達した 者 同士は、 よけいな 諍いで 体力が 消 
耗 する ことを 避け、 あえてな かつた ことと して' 
言葉を 交わさず 通り過ぎる。 これは 態度の 悪い 
無視とは 違い、 通じ合う 者 同士、 アム ロと シャ 
アのよ うな 精神 感応で 「あと 少し、 お 互い 頑張 
ろう」 と エ| ルを 送り あう 行為。 これ こそ 新し 
い 礼に はじまり 礼に 終わるな の だ。 

かの ブルー ス •リー の 教え 「水に なれ！」 は、 
n ミケ 参加者の ための 言葉 だとい うのは 意外と 
知られて いない。 


肩 

墨 

福 響 

■ t 


''::: .:, パ へ： i 
ill 


I 


I 


126 


/ — 


1 

彎^^ 


ナ：： ：洛 


1 


—1 


>>: : 療 


§f . 


1 _ 


1 


pp^ 


夢. 


JI 


囑晨 

鼷  1 


■ a 


I 


あの サ ー クル 
早く 行かない 


_■ へ 


_ 


えちよ つと 
待っ てよ 

季ち やん！ 


0 


1 


あ 兄さん 

大丈夫よ 

ほら あそこ 


■V 


■X- . 


i 


讎:驅 _鐵» 


■ノ _  ■  ■■■__■■， 

r# 觀- 

ぬ i! 


■ ，國藿 


>；v：：：-：：；v：：：：：：： 


雜 


两 -^：：：>  ?$  m 

m  w 


■  ■■  ■ 

■’_’a  n  ■■'』•■■■  ■  ■  ■  ■  r 

飘 

嘗 1% 

3 零:;:;:: 毖  | 


な： ベ，: 浓 

„  •'  IP  T~n  « .  b  m  m 

次 故: 凝 
释 ■域 

欄 

■  ■  ■  ■  ■  m  r  a  ■  ■  _■ 

讎？ 


:: 


-x-: ■: ■: 

I 

4 糊 


纖 


獅: ■:議 


く*:.:.:*: ベ +:く ベ.: 


■:奴 


沿:， 


严  H ■: ■: ■: く 画:〇  ノ 


凝議 


:: ■：：：：；：：：：；：：： 


邊 翻; 觀: ■: 


讎通; :; :沿グ 


^ir 


^■J  Ml-r  t  4  r  K~  K 

.，卜  V' >; VLV ■一 

^■; , >> rvr +.M"  X 

V  p  -r  b  b  i 


- デ 


bhvv 


■ 


s 


^7 / 

7/. 


|戀__ 


■:■  ■■ 1- գ * ■- ■ » ■- ■  ■■ ¥ ■■■- 

^ ■  ■  Bi4IB  ■ri^arilfra  BBS 


三 平さん がその 場に 
張り付きそう なので 
いやです 


纏 


て も 確かに 
亜季ち やん なら 
その 方が 
喜ぶ かもな あ 


; v: >> :— 


■ 


ほら 2 百 部！ 


否定して 

いこ うよ 


…なるほど 
否定で きない 


実は 見失った 

亜季ち やん を 

探して るんで すが 


カタログ チ H ック 
甘かった な… 


M 


f 


0 


すいません 
ここに 並んで るの 
全 種類く ださい 


元え ええ 


言つ てる そばから！ 


f ": 


そんな 良心的な 
サ— クルの 心意気に 
こちら も 答えないで 
^ 1 つ 40^ るよ—* 


Jl 1 — 


F' W ^ J: 〆  J^ ^ a, n *5 ^T  ■ * !!■  Jf 

p  -r  ■■  ■  '■  h  A  ^  __r  h 


im K g 

p^l-?gg -: M w 

资|! 聞 r:- 題 


さすが 力強い！ 
少ない 所持金を 
わかった 上で 
後悔の ない 
判断です ね！ 


szti 


,1 1 
i # m 寶 L  ,1 

_懸還_ 

謹 _ 

Itlx :.: : :': --: . :-: .-: . 


I 


1 


ii— 


.1 


否 


n 


U 


[! 


E 


I-  -i 

?! 


!：： 


ill 


職 


_ 


HU 


B 


M 


■ 


*>：Vv 


纖 


籠 


嫩 


rfcv*v^ 


■!>V 


m 


響 _ 議^^^ itt 


麗議 


_ 


又 


W4 


圓 


s：：： 


*%% 


*v 


いい ふ 

けけ ぅ 


その 時の 亜季ち やん は 
寂しそう な 横顔た つたと 
後に しぶ やは 語る 


もてる を 
置いて け ぼり に 
しちやつ てた わ 


弱 そ 〇 


大 富豪 じ や 

ない ことを 
失念して いた 


@ 


V:' 磬 ， 


長い 夏休み も、 中盤に 差し掛か った。 

僕は プラズマ テレビ 購入では たいて しまった 貯 
金を 復活させる ために、 ハン バ ー ガ ー ショップで 
お 肉を 焼く アルバィトを しながら、 アニメの 録 
画 こ フノべ & マン ガの 購読. 同人 誌の チェックに 
<交芯 のない 日々 を 送っ ていた。 

心なし か、 亜季ち やん の 僕に 対する 態度 も、 ち 
よっ とだけ 好意的と いうか 柔らかく なって きたよ 
うな 気がする。 

とはいえ、 あの 中 野 こもる の 存在が どうに も 気 
になって 仕方がな いの だが… でも 亜季ち やん は あ 
まり プラィべ ー トの 話を したがらない ので、 あい 
つと どこまで 進展して いるの か 尋ねる こと もで き 

ないし… ああ- — つ！ 

いくら 僕が プラズマ テレビと DVD レコ ー ダ ー 
で オタク スキルを アップした としても、 自分で 
『しり スケ』 の 同人 誌を 描い ち やうよう な 奴に 勝て 
る わけが あるだろう かつ… ！ 

亜季ち やん は 「オタク 魂は 作り手だろう が 受け 


手だろう が 等しく 同じよ」 「大切な のは 魂な のよ」 
と 言って くれる ものの、 今まで 亦 心 愛 資本主義 ピラ 
ミッ ドの 下層を うろうろ 彷徨っ ていた 僕と しては、 

どうしても 「作り手 = モテ = 勝ち 組」 「受け手 = 搾 
取され る 側」 という 固定観念を 振り払う ことが で 

きないの だ。 

顔 だって、 こもる の ほうが 三^^ いし っ - 

金 だって、 こもる は 同人 誌で 大 儲け、 こっちは 
テレビ 代で 一文無しに 逆戻りと いう 状態… ああ… 
まだ 学生 だとい うのに、 すでに こんなに も 差が つ 
いてし まって… あと 数 れ ば… ああ 一 っ！ 

ダメ だ、 僕は ダメ なんだ。 

さりと て、 今 さら 脱 オタして 元の 恋愛 資本主義 
市場に 再 参戦す る 意欲 もない。 そうだよ、 別に 僕、 

あんまり スポ ー ツ好 きじ やない し… プロレスは 好 
き だけど… 服に だって 実は さほど 興味が なく、 ヒ 
ップ ホップ だって 盆踊りと 区別つ かないんだ。 

趣味の 世界って のは… スポ ー ツ だろう がフ ァッ 
シ ョンだろう が 何だろう が、 「本当に 好きな 奴」 が 
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やって こそ 「本物」 になれ る わけで、 かつての 僕 
みたい に 「モテそう だから 判っ てる ふりを して 言 六 
似 事を やって る 奴」 はどうし ょ、 っもない。 一^^ ダ 
サ いの だ。 何も 残らず、 何も 身に つかず、 心の底 
から 楽しめる わけで もない…。 

でも、 僕は やっと 見つけた。 自分が 本当に 楽し 
める 趣味を…。 

それが、 オタク… ！ 

ってい うか、 ペレち ゃん？ 

「ペレち ゃん への 愛なら、 誰に も 負けない せっ！」 
僕は 朝っぱらから、 部屋の 壁に 飾って ある ペレ 
ちゃんの 等身大 ボス タ 1 に 忝を 合わせて 悔い改め 

ていた。 

「夕べ も、 中 野 こもる の ペレち ゃん エッチ 同人 誌 
をう っかり 読んで しまいました。 ああ 一 っ、 ああ 
あ 一 っ。 ペレち ゃん、 こんな 愚かな 僕を 赦 してく 
ださいっ！ 崇高な ペレち ゃん を 脳 内で 汚す ょ/っ 
な 真似を してし まいました ！ 」 

(き、 気にする ことない わ、 あんなの ただの マン 


ガじ ゃん。 わ、 私は 別に 汚れて なんかいな いのよ。 
もてる のこと 嫌いに なつたり してない わよ… あ… 
いっ、 いや、 元々 あんた のこと なんか 大嫌いなん 
だった っ！ 今の なしっ！ 今の なしっ！) 

ペレち ゃん は、 亜季ち ゃん に 口調が 似て いる。 
ど/っやら、 ツンデ レと い、 っ^^ら しい。 

「ああ、 ペレち やん、 ありがとぅ ございま する〜 
っ！ 本当は 恥ずかしくて ィャだ な ぁって 思っ て 
るは ずな のに、 我慢して 僕を 赦 して くれる なんて 
… なんて 心が 広 いんだっ ！ 」 

ぽこっ。 

しぶ やと 亜季ち ゃん に W で 頭を 殴られた。 

「ん も、 っ、 朝から 何を やっ てるのよ？」 

「…兄 さん… 酸素 欠乏症に…？」 

「あ、 おはよぅ。 僕は 今、 朝の 偶像崇拝の 途中 だ 

ったんだ。 邪魔され ると 困つ てし ま、 っな ぁ」 

「…兄 さん… だんだん、 手段と 目的が すり かわり 

つつ ある わ…」 

手段と 目的？ はて、 目的って 何 だっ け？ 


133 第 4 章 【飾って U いと も！】 


「な ぁ〜 にが 偶像崇拝 よつ！ 甘い わね、 まだ ま 
だ」 

負けず嫌いの 亜季 ちゃんが、 むやみに 大威張り 
しながら 僕の 鼻先に 指を 突き付け てきた。 

「と、 等身大 ポスタ^ ~ ごときで 勝つ たと 思わない 
でよ ねっ！」 

「いや 亜季ち ゃん、 別に 勝ち負けの 問題では… 僕 
はた だ、 『しり スヶ』 の ペレち ゃん に 前 ダ 中な だけで 
あつて… ペレち やん は、 ツンツ ン してる けど 実は 
心の 優しい 女の子なん だよ つ」 

「くつ… いつの 間に ここまで 濃度の 濃い ドロ ドロ 
の オタクに 進化した のか しら、 こやつは つ。 かく 
なる 上は、 さらなる ステ ー ジ アップに いざな ぅ 時 
が 来たよ、 っねつ」 

… まつ… また 上が あるの かつ？ 

どこまで 深いんだ、 オタク 道とは？ 

「いいから、 ついて 来なさい つ！」 

亜季 ちゃんが 僕の 腕に 自分の 腕を 「バロ ー ムク 
ロス」 の 要領で ガシツ と 絡めて きた。 


「合体 亦 欠 身で もす るの？」 

「する かっ！ これから ラ彳の 神殿の 最上 階に あ 
ん たを 案内して やる のよ っ！ 『死亡の 塔』 で 言え 
ば 身長 2 メ ー トルの 黒人 カラ テ 家が 待ち受け てい 
る、 そんな ハィレベルな 世界な のよ」 

そうな のか。 いよいよ 最上 階、 ラス ボスの フロ 
アに 入れて もらえる のか。 

「ほら あ、 暑くなら ない/っちに 行く わよ」 

「…私 も 行く…— 

「うわ 一 亜季ち ゃん、 引っ張らないで 一」 

やばい。 亜季ち ゃん の 胸が 僕の 肘に 当たって い 

る。 これって、 どこの エロ ゲ^ ~ です か？ 

こんな 時、 僕は ど、 i れ ばいいん だ。 

三次元の 世界では ィベントが 発生しても 目の前 
に 「三 択」 が 表示され る わけでは ない ので、 実に 

困つ てし まう。 

思わず. 壁の ペレち やん ポスタ^ を 振り返る と、 
(頑張つ て 彼女と フラグを 立てな さいよ) 

ペレち やん が 親指を 立てて 微笑んだ、 ような 気 
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がした。 

… そぅだった、 亜季ち ゃん と 恋愛 フラグを 立て 
なくち ゃい けなかった のに… 亜季ち ゃん も 最近は 
僕に 優しい し… 胸— たって るし… ああで も、 中 野 
こもる の 存在が どぅに も 引っ かかって… 最近では 
ペレち ゃん の ポスタ ー に 恋愛 相談して いる 途中で 
「僕なん て 亜季ち ゃん の 彼氏に 相応しくな いっ！ 
ああ、 ペレち ゃん、 三次元の 世界に 出て きて くれ 
ません か」 と 泣き 一一 一 -l を 言い出す 始 4^。 

そのたび に、 隣に いるし ぶ やに、 

「… 兄さん、 私より、 その 紙に 印刷され た ィンク 

の 固まりの ほ/っがい いのね…」 

と 恨み 1 言を 言われる し。 

だって、 しぶ やは 「あの 女は 諦めなさい」 とし 
か 言って くれないんだ もんな あ 彳。 

そんな こんなで、 僕は ラ ー の 神殿の 最上 階に 拉 
致… もとい、# E された。 

お客さんは 一人 も おらず、 猫の ラ ー 店長が しや 


がみ こんで フロアの 床を ごし ごしと 磨いて いた。 
その 着ぐ るみ、 重くない のか？ 

「や あ 諸君、 おはよう… ぜ えせえ…」 

ラ ー 店長の 中の 人の 声は とても 暑苦し そうで 弱 
弱し かった が、 縫いぐるみ なので 表情は 笑顔の ま 
まだ。 

「おはよう ございます。 ラ^ ^ V 長、 この フロア^.* 
ど/っして 人が いないの？」 

「この フロアは 月に 数日し か ギャ ラリ ー に 開放し 
ていないんだ よ。 今日は 閉館 日なん だけど、 常連 
の 亜季ち やん に 頼まれた ので 特別に 君たち だけを 
人 場 させて あげたんだ よ」 

「そ、 っよ、 あたしは ラ^  — の 神殿の VIP 客なん で 
すから ね！ ちよつ とは 尊敬しなさい よつ」 

ラ ー 店長の 顔の レリ ー フが 刻印され たゴー ルド 
ヵ ー ドを 見せびらかしながら、 亜季ち やん が吼え 
た。 

ええっ、 V I p PER だって？」 

— 違、 っっ！  VIP 客っ！ ここは ね、 ガレ キや 
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ガ シャポン、 ガンプラと いつた 立体 造形 モノを 展 
示して いる シヨ^ ~ ル ー ム なのよ。 もてる も、 そろ 

そろ 二次元から 2 . 5 次元に 進化 させて あげても 
いい かなって 認めて あげたから、 連れて来 てあげ 
たのよ」 

に… 2 . 5 次元っ？ 

それは 一体、 何 だ？ 

僕は フロア 中に 陳列され ている ガラス ケ ー スの 
中身を、 順番に 見学 させて もらっ た。 人り 口 あた 
りの ケース には 「赤い ザク」 とか 「アッ ガイ ファ 
イト 中の アッ ガイ」 といっ た、 思わず 「吾輩に も 
判る であります ゲ ロゲ ロゲ ロ」 と 眩き たくなる よ 
ぅな ナイスな プラモデルが 飾られて あったが、 進 
路を 進んで いくと 徐 々に ロボットが 減って きて、 
代わりに 人形が 増えて きた。 

「これは 人形 だね つ。 どれ も 見覚えが ある 顔 ばか 

り だな あ。 おおつ、 そうか！ アニメの キヤ ラク 
夕 1 が 人形に なつて いるんだ つ！ すげ え、 超す 
げ え！ 奥行きの ない 二次元 キヤ ラが、 立体 化さ 


れ ている うっ！ そ、 っか、 二次元の キャラが 三次 
元 化されて いるから、 2 . 5 次元な のかっ」 
「そうそう ◦あんた もなかな か 立派に オタクと し 
て 成長した じ ゃない の。 どうして あたしが ここに 
あんた を 連れて来て やった か、 判る？」 

亜季ち ゃん は 相変わらず 僕の 腕を 捕まえた まま、 

にこに こ 笑っ ている。 

「…等 身 大 ポスタ^  — の ペレち ゃん も かわいい けど、 
僕は ずっ と 『ペレち ゃん が 紙から 抜け出して、 こ 
っちの 三次元 世界に やってきて くれない かな あ』 
と 妄想して いたんだ。 その 僕に、 三次元の 世界に 
降臨した ペレち ゃん の 人形を 見せて あげよう とし 
て くれたん だね… ありがとう、 亜季ち ゃん っ！ 
本当に ありがとうっ！」 

「わ わっ、 抱きつく なっ！… て、 店長と 妹が 見 
てるで しよ っ」 

「お客さん、 店内では エッチ ィベント： 11 です よ」 
「… この 女、 人が いなければ 抱きついても いい、 
と 言い たげ ね…」 
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しぶ やの 言葉に 過剰 反応した 亜季ち ゃん は、 ッ 
ィン テ ー ルの 尻尾を ぴくぴ くと 震わせながら 僕を 
ど一 んと 突き飛ばした。 

r ぅわ ぁ〜」 

「そっ、 そんな わけ、 ないで しよ っ！ やい 妹、 
いいと ころだった のに 邪魔し ないで ちよ、 いっ！」 
亜季ち ゃん が 赤くな ったり 蒼くな ったり しなが 
らしぶ やと 闘っ ている 間に、 僕は 順路を 進んだ。 
だんだん ヶ ー スの 中の 人形の サィズが 大きくな っ 
ていく。 最初に 現れた のはち っち ゃな 人形だった 
のに、 徐 々に 等身が 伸び、 身長 も 伸び、 リアル さ 
を 増し はじめて いるでは ないか。 

「って、 ぁたしの 話を 聞いて るの、 もてる っ？ 
ム マの、 萌 、又る ところでし よつ？」 

「え、 何が？」 

「あ、 つ、 つつ！ フィギュアに 魂を 奪われて、 あた 


しの 萌え 爆弾発言を スル ー してる ぅっ！」 

亜季ち やん が地団 太を 踏んで 床を 汚し まくった。 

「ああっ お客さん、 せっかく 磨いた 床を っ… ごし 
ごし」 

そんな 亜季ち やん の 後を、 しやが みこんだ ラー 
店長が 床を 拭きながら ついていく。 

「亜季ち やん、 順路を 進む ごとに 人形が だんだん 
大きくな ってい くんだ けど… キャ ラ クター 人形に 
も 種類が あるの かな」 

「ああ、 それは ね。 基本的には キャ ラ クタ ー 人形 
のこと を フィギュアって 呼ぶ んだ けど、 中で もち 
っち やい のは ガ シャポン とか カ シャポン って 一 一一 一〒 っ 
の。 ガ シャポンの カプセルに 入って る モノが 多い 
からか しら？  でかい のは ガ レキって 呼ぶ ことが 
多い わね。 ま、 その へんは 秋 葉 原 駅^^ 学 講座で 
ち やつち やつと 勉強して ちよう だいね」 


造型 物つ てな にが あるの？ 

最近では 「アニメ 女の子」 の 立体 物を 『フィギュア』 と言うが'  これは これで 『ガレ— ジ キット』 を 指す 


のか 『ガ シャポン』 を 指す のか わからない。 わからなければ ポクら に 聞けば 済む 話な の だが、 なかなか ど 
うして、 魅力的な 彼女を 前にして うつと りする ポクら に 「これは ガ レキです か？ ガシャ ポンで すか？」 
と 聞く のは、 それ 相応の 覚悟が 必要だろう。 当然の ごとく 「うるさい な。 考えるな、 感じろ！」 と 怒られ 
るの が 必定 だから だ。 

簡単に 言うなら 箱に 入つ ている のが ガ レキで'  ガシャ ボンは 子供の 握り こぶし 大のプ ラ 製 カプセルに 入 
つていた もの。 この ガシャ ボンより さらに 小さく' お菓子な ど 食品の おまけと して 付属して いれば、 『食 
玩』 だ。 

他に 覚えるべき 造型 物と しては 『プ ラモ』 が あるの だが、 これ もこれ で 奥が 深い。 『ブラ モ』 H 『模型』 
と 捉える のは'  実は 「生兵法は 怪我の もと」。 「図面が あり、 パ— ツもで き あがつ ていて、 組み立てる だけ」 
の プラモ は、 パ— ツ 削り 出しから 制作を 行う 模型 人 (主に こだわりに こだわり ぬく 鉄道 者が 多い) から 言 
わせれば、 模型とは 別 モノ だ。 艦船 や 戦闘機と いつた スケ— ル モデルなら まだし も、 接着剤 も 塗装の 必要 
もない'  パ— ツを 組んだ だけで 鑑賞に 耐えられる MG  (マスタ|グレ|ド〕ガンプラでしかプラモを作っ 
た 事がないなら、 注意 だ ぞ！ 


いまいち ピンと 来ない が、 まあ、 要するに 「フ 
ィギ ユア」 なんだ な？ 

「でもで も、 中 野 ブロ ー ドウ エィの まんたら け あ 
たり だと、 ガ シャポンと ガ レキと では吉 儿 つてい る 
フロアが 違、 つから、 ちゃんと 覚えて おいた ほ、 つが 

いい わよ？」 

「判った よ。 僕は、 これからは セル 画 や 印刷物 だ 


け じ ゃなくて 、ちゃんと 立体 造形 物に 萌 えられる 
ように 精進す るよ！ これで、 ペレち ゃん がまた 
一歩 僕の もとに 近づいた！」 

「… 兄さん、 亜季は どうな ったの」 

「はっ？ そうだ、 忘れて いた。 元はと いえば 亜 
季 ちゃんの 彼氏になる ために オタク 修行を してい 
たんだった」 
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「平然と あたしを 忘れるな 

びし いつ。 


>  ■ 


久 々に、 亜季ち やん の ツイン テ ー ル 攻撃を 食ら 

つてし まつた。 


ガレ キは 他と なにが 違 ラの 9 


■ 


声 


\ 一 


「はつき りい つて 作れない」 これにつ きる！ 

海洋 堂の 『陥 星 (イエン シ 1)』 の 後ろ姿なん か 原作に のつ ていないの だ！ 参考に しように も 原作で 
描かれて いないので ある！ つまり、 ガレ— ジキッ ト 特有の 魅力とは'  ひとえに" 原型 師 〃の センスが 産 
み 出す 魔力に ある。 これは フィギュアに おいても 同じ ことで、 キャ ラの 表情は むろん、 手足の 細かい ニュ 
アンス、 髪の毛の 流れ かた、 洋服の シワの 一 本 一 本まで 穴が あく ほどに 見つめ、 ため息を つき、 「やつ ぱ、 

可愛い な あ」 と 何度も ひとりつ ぶ _ 

やいて、 アパ— 卜の 隣人が 「どう 
も、 隣の やつのは 独り言ら しい 
そ」 と 不審に 思いは じめ た 頃、 原 
型師 のこ だ わりと センスが 読み取 
れて くる。 

右足を 軽く あげた 仕草に ふわり 
とする プリ— ツ ♦ス カ— 卜の 裾に 
「な？ な？  この n は プリ ー ツ 
ス カ— 卜が 似合う と 思う だろう、 

君 も」 という 原型 師の 声… 天使の  H 

これ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^! 加  I  州 
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いて 言うなら、 作品を 見た 瞬間に 「ふ ひい」 と、 え も 言われぬ 甘美なる 吐息… ひらがなで 「ふ ひい」 と 声を 
あげさせた 原型 師が 自分に とつての ミケ ランジェ □であり、 運慶に なる ので ある！ その 現代の 巨匠 達の 技 
術と B 熱を 堪能で きる 事 こそが、 ガレ— ジキツ トが 他と 違う と 思わせる〃 何 か， なの だよ！ 


「あと、 ガ レキを 制覇す ると、 その 先には アン テ 
イ^ — グ，： t ルと いぅ 禁断の 世界が 広がっ ている 
のよ。 でも、 アン テイ^ ~ ク .ド^ ^ ルは またもて る 
には 早い から、 このへんで 今日の 見学は 終わりに 
しまし よ、 っね」 

「いや、 毒を 食らわ ば 皿まで、 フイ ギ ユアを 食ら 
わ ば ド ー ルまで、 だよ！  すごく 気になる から、 
その ド ー ルっての も 見せて 見せて」 

「いや、 でも、 これは… かなり ハイレベルって い 
、っか 廃人 レべ ルの オタク じ ゃない とっ… やおい 同 
様、 完全に 女の子の 世界 だからっ…」 

おろおろしながら 亜季ち ゃん は 出口の 脇に ある 
ガラス ケース の 前で 手を 広げ、 僕の 前に 立ちは だ 
かった。 何と 判り やすいんだ、 亜季ち ゃん。 

「その ケ^ — スの 中に、 ド ー ルが あるん たね？ 見 
せて、 見せて」 


「う 一 ん 、しようがな いな あ。 じ ゃ、 ちよっ とだ 
けよ？」 

ど^ — ん。 

亜季ち ゃん が、 ケ ー スの 中の ド ー ルを 僕に 見せ 
て くれた。 

それは…、 

身長 約六〇 センチの、 バズ ー ヵ 砲を 担いだ ペレ 
ちゃんを 模 った 素晴らしい ド ー ルだった。 

なつ：.、 

なんと、 美しい…！ 

まるで 地上に 降臨した 天使み たいに、 美しい！ 

思わず、 僕の 双眸からは 歓喜の 涙が。 

「こっ… これは… これは 凄い… 素人の 僕で も、 一 
目で 判る ぐらい ハィレベル… ってい うか、 これは 
も/っ 芸術作品っ — このまま M  〇  M  A に 展示し 
て も 不思議 じ ゃない ぐらい 凄い…！ 感動 だ、 感 
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動 だょ、 亜季ち ゃん！」 

「あ 一、 まあ… ねえ… それ じ や、 そろそろ 行き ま 
しょぅ か。 カラオケに でも」 

なぜか 亜季 ちゃんは 歯切れが 悪そぅ だ。 

いつたい どこの 誰が こんな 素晴らしい 作品を 作 
つてい るんだ ろ、 つ… 作品の デ ー タは、 デ ー タは…、 
げ えつ？ 

「夜霧の ペレストロィカ」 

作者り 中 野 こもる 
参考 価格： 三 〇 万円 

造形 物体 験 編 

またしても、 僕の 前に 立ちはだか つた オタクの 

貴公子 •中 野 こもる。 

吉 儿 れつ 子 同人 誌 作家の 顔を 持つ だけでなく、 ま 
さか、 ド ー ルの 原型 師 としても 超 一流の 腕前 だつ 
たなんて つ^:! 


あいつは、 マジで オタク 界の レオナルド •ダ， 
ヴ ィンチ だっ！ 

あれで まだ 高校 二年生 だとい うから 恐れ入る。 
僕ょり 一歳 年上な だけな のか…。 

チキ ショ^" ッ I 

ダメだ 、ダメ だ、 あんな 奴に 追いつける はずが 
ない っ！ ああ、 どうして 僕は 幼い 頃から オタク 
教育を 受けさせて もらえな かったん だ！ 教育の 
権利は 日本国憲法で 万人に 保障され ている のでは 
なかった のかっ！ 親父め！ バヵ 親父め！ ょ 
くも 僕を、 こんな オタク 原 体験の 少ない 無趣味な 
人間に 育て上げて くれたな ぁっ！ 

いっそ グレて 暴れて やろう か、 うら あっ。 

帰宅 後、 親父の 部屋に 入つ てみ ると、 親父は、 
「ああ ああ あ、 株が、 わしの 株が 紙切れに いいっ」 

と 泣きながら こたつの 中に 頭を 突っ込んで いる 
ところ だつ た。 

「な、 何 やって るの、 親父？」 

「わしが 買った IT 企業が 東 証 上場 停止に なって 
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しまって っ… 最高 値 近辺で 買っ たから、 それは も 
う 計り知れない 金額の 損失が っ… どの 経済 誌で も 
エコノミストが 買い 銘柄 だと 推奨して いたのに っ！ 
もう ダメ だ、 わしは 死ぬ！ 死んで 母さんと お前 
らに お詫びす るっ」 

「いくら だよ」 

「… 一〇〇 万円…」 

「死ぬ ような 金額 かよっ！ 働いて 自分で 損失 補 
塡 しやが れっ」 

「うわ 一、 息子よ、 父の 尻を 蹴り 飛ばす とは 立派 
に 成長した のう〜」 

ダメだ 、この 人は メディアに 踊らされ 続ける 典 
型の ような 人なん た^ 

とほ ほ… こんな 親父に あたっても 仕方がない。 

は ぁ… しかし、 あの ペレち やん の ド ー ル、 本当 
に 美し かつた な あ… まさしく 芸術作品… あんな 仏 
像 もとい ド ー ルが 部屋に あつたら、 毎日 心 癒され 
るだろう な あ… ほしいな あ…。 

溜息を つきながら 廊下を 歩いて いると、 


くいく いっ、 

黒 T シャツの 袖を しぶ やに 引っ張られた。 

…兄 さん、 私 も ド^  — ルに 興味が あるの。 中 野 こ 
もる のに 一房を 見学した いわ」 

「そうか… あんまり あいつに 会いたくない けど、 
妹に そう おねだり されたら、 仕方ない な…亚 率ち 
ゃん に 頼んで みる か」 

「… ありがとう、 兄さん」 

なぜ、 そこで 頰を 赤らめる？ 

という わけで、 翌日、 僕と しぶ やは 亜季ち ゃん 
に^: されて 中 野 こもる の 人形 工房を 見学 させて 
もらう ことと なつた。 

こもる の 家は 超 ゴ彳ジ ャスな 典型的 「お金 持ち 
の お 屋敷」 だった。 庭の 面積 だけで、 僕の 家の 数 
倍は ある。 その上、 工房は 本邸とは 別の 離れに な 
っていた。 ほ、 本格的 だ…！ それにしても。 
(なんで 亜季ち ゃん、 こもる の 家まで 知って るん 
だ… ってい うか、 まるで 我が家の ようにす いすい 
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と 歩いて いるし) 

ああ、 胸が ちくち くと 痛む よぅ。 

f に 幼馴染みなん だな ぁ… 

それに ひきかえ 僕なん て、 亜季 ちゃんの 幼い 頃 
のこと を 何も 知らないし…。 

ああ あ、 ペレち ゃん、 ペレち ゃん の ド ー ルが ほ 
しいつ！ こんな 僕の 心の 悲しみを 癒して くれる 
のは、 ペレち ゃんだ けだ あつ！ 

「はい、 ここが 『コモ ルの 引き こもる 城』 よ。 散 
ら かつてる から 足元に 注意しなさい よ。 まつた く、 
なんで あたしが ゴス ロリ 妹の ガィドを やらな くち 
ゃい けない のよぅ」 

n を 「3」 の 字に 尖らせて ぶ I ぶ 一 言いながら 
も、 亜季ち やん は 僕たち 兄妹を こもる の 工房に 入 
れて くれた。 薄暗くて 散らかつ ていて、 まるで 中 


世の 錬金術師の 実験場み たいな 雰囲気 だ。 中では 
すでに、 こもる が 粘 上みたい な ものを こねて 素体 
を 作っ ている 最中だった。 

「や あ 諸君、 久しぶり だね。 今日は 僕が 人形を 作 

る 現場を 見た いんだっ て？ は 一 っは っは っは っ」 

「高校生の 部屋とは 思えない 広さ だな。 チキ ショ 
1、 羨ましい」 

「マン ガは 机と トレ ー ス 台が あれば なんとか 制作 
できる けど、 人形は なかなか 厄介 だからね え。 は 

1 っは っは っは っ。 おっと、 作り かけの パ ー ッに 

は 触れないで くれた まえょ」 

いや、 まあ、 小さめ のガ レキなら 何とか 僕の 部 
屋 でも 作れそう だ。 ただし、 寝る 場所が 無くなり 
そうだけ ど。 しかし、 アン テイ ー ク •ド ー ルは 無 
理だ ろうな あ…。 


) 作る 部屋は どう 確保す れば いいの？ 

作る 事を 楽しむ 場合には、 それなりに 工作の 準備 や 場所の 整備が 必要 だ。 

まず 人気 女優と か 俳優の ダ メ 息子と 仲良くな つて、 巨大な 邸宅の 地下室を 貸しても らえ るよう こしよう。 
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その 息子が ダ メで あれば ダ メな ほど、 プラモ 作りには もっ てこいだ 。ラッカ— 系 塗料の 散布は、 密集 型 都市 
ではなに かと 問題に なりやすい。 しかし 人気 女優/俳優の ダメ 息子なら ば'  多少 シン ナー系 溶剤 独特の 匂い 
がした って 問題な しだ！ ただ、 この 方法の 場合、 多くの 著名 人の サラブレッド 達は ガレ キやプ ラモに 興味 
がない ので、 こちらが 作っ た 作品を、 ふざけ 半分に エアガンで 狙って 遊んだり する 危険性が 極めて 高い。 

それを 避ける 意味で も、 オタク エリ— 卜と しての 洗脳が 重要に なって くる。 同 世代なら 同級生、 年上なら 
家庭教師 として、 自宅に 引きこもりが ちの ダメ 息子の 家に 「プリントを 持っ て 来ました」 などと 上がり込ん 
で、 忘れ物の フリ をして お薦め 漫画を おいてい こう。 まずは ジャンプの アクション や マガジンの ちよい ワル 
系の 漫画が いいだろう。 「… つづきっ て、 もうね— の？」 とか ごに よごに よ 言い出したら、 奴は もうこ ちら 
の 手中 だ。 そこです かさず 『ああっ 女神 さまっ』 『ネギ ま！』 『いちご 100%』 『スク I ル ラン ブル』 で ラ 
ブ n メ 洗脳 すれば、 後は 向こうから r『G  •  A』 なら 俺、 ミントが…」 とか 言い出す。  - 
そうな れば 「フィギュア ほしい」 と 言い出す のに も 時間は かからない N 

「… 私、 弟子入り していい かしら…」  「もてる、 それって 完全に 脇役の 台詞よ」 

しぶ やがいき なり 言い出した。  「だっ て だっ て、 この疆 オタク 超人には 僕は 何 
「は 一 っは っは っは っ。 僕は 内弟子は 取らない 主  一つ 敵わな いんだよ！ 僕なん て ど 一 せ 脇役 だよ 
義 なんだ けど、 工房を 時々 貸して あげる 程度なら  っ！ いくら 努力した って、 亜季ち ゃん との 間に 
構わない よ？」  フラグ なんて 立てられな いよ 一 っ！」 

ああ あ。 しぶ や'  兄を 裏切って この 工房を 取る  嘆いて いると、 亜季 ちゃんが 僕の 肩を ぽん ぽん 
ん だな？ そうなん だな？ ガッデ ー ム 。呪われ  と 叩いて くれた。 

ろ、 ブル ジョ ア！  「大丈夫よ、 あんた にだって 勝っ てると ころも あ 
I  くそっ、 部屋が でかい からっ ていい 気になる なよ ！ 」  る わよ」 


144 


「えっ？ 本当？  いったい どこが 勝って るの？— 
「例えば… こもる は'  学校 行っ てない しっ！ つ 
まり、 引きこもり！  ^ 4!^ 校っ！」 

ド ツ ！ 

「それは g わない 約束 じ ゃない か、 亜季！ は^ ^ 

っは っは っは っ！」 

「つ 一 ま 一 り 一、 不 登校を 続けて いる、 っちに オタ 
クス キルを ぐんぐん あげたの よ、 この 男は っ。 阯 
の 中、 何でも 完璧に できる 超人なん ていない のよ、 
もてる。 オタク 道を 究める ためには、 何 かを 捨て 
なければ ならない のよ。 錬金術で 言う ところの 
『等価 交換の 原塑だ わ。 あんた だって 今まで オタ 
ク 趣味 以外の 何 かに エネ ルギ ー を 使って きた わけな 
ん だから、 別に 気にしないで いいのよ」 

そ、 そうか。 そうな のか。 僕が 学校に 通って い 
る 間に、 こもる は オタク 道を 邁進した… それだけ 
のこと か…。 

… って、 僕、 学校で 何を 学ん だんだ っけ？ 

ぎ や 一 つ！  モテる ためにち やらち やらして い 


ただけ だっ た 一 っ？ 

「そうだよ、 その 『オタク 趣味 以外の 何 か』 の 成 
果 がまった く 残っ ていないから、 落ち込んで るん 
だよ っ 一 うわ 一 っ、 僕は なんて ダメな 人生を 過 
ごして きたんだ あっ！  y を 開けて 一六 年間 寝て 
いた も 同然 だよ っ」 

「ベ、 別にい いじ やん、 あんた まだ 高校生で し 
ょ？ それに、 人間の 女の子と 恋愛す るの だって 
立派な 人生 じ やない の」 

「は 一 っは っは っは っ、 それは 学校を 捨てて 二次 
元の y- 界へ 旅立って しまった 僕への あてつけ かね、 
亜季」 

恋愛 か あ… でも、 亜季ち やん と いつまでも フラ 
グが 立たない しな あ…。 

「もう、 元気 出しな さいよ 一。 ほら ほら、 フィ ギ 

ュアが いっぱい ある わよ っ」 

「そ、 そうだね。 ペレち やん の フィギュア も _ 
取り愉 えられて るし。 ああ、 ペレち やん、 僕を 救 

ってく ださい. 
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で ペレち ゃん が 僕に 囁いて きた。 

(亚季 に アタック する のよ、 もてる！ こもる は 
オタク 道を 究める ために 恋愛を 放棄し てるのよ ！ 
今なら まだ チ ヤンスが ある わよ！) 

(いや、 でも、 亜季ち ゃん 超 かわいい し… オタク 
度数 高い し… 何のと りえ もない 初心者 オタクの 僕 
なんかとは つりあわない…) 

(何を 言っ ている の？ あなたには まだ、 命が あ 
る じ やない ！ 命が けで 特攻 すれば、 どんな 巨大 
贱艦だ つて 撃墜で きる はずよ つ！ さあ、 反物質 


である 私と ともに 特攻 する のょ つ) 

(ああ あ、 でもで も… ああ、 僕は、 二次元に 逝っ 
てし まいたい…) 

「って、 何を ブッ ブッ 言って るの ょ、 この 男は っ！」 
「… 兄さん、 やっぱり^* 欠乏症で…」 

「おお、 脳 内で フィギュアと 会話を 交わして い 
る！ 誰に 教わった わけで もない のに、 フイ ギュ 
アを 愛でる 術を 自ら：^ している じ やない か、。 も 
しかす ると 彼は 天才 かもしれ ない ぞ 、は 一 つは つ 

はつは つ」 


ツゥ はどぅ 観て 楽しむ の 〇 


■ 


決められた 角 宴から しか 拝顔で きな かつた 彼女たち が、 今日からは 三 六〇度 どの 角度から も 拝顔 可能 


フィギュア 鑑賞の 醍醐味は これに 尽きる！ 正面から 見つめ 合つ て ニッ コリ 微笑む もよ し。 横から 眺め 
て 「お— い—.」 と 声をかけ 振り向かせる もよ し (ただし 手動)。 カッ トに こだわりた ければ、 ちょい と 離 
れた 床から 仰ぎ見て、 小津 安二郎 気分を 満喫す る こと だつ てで きる の だ。 ただし、 ス カ— 卜の下 から 視き 
こんだら、 逮捕 しちやう ぞ？ 

楽しみ 方で 重要な のは コミュニケ— ショ ン  'つまり 会話 だ。 植物が 声をかけない とさみ しくな つて 死ん 
でし まう のと 同様、 キャ ラの 魂の 宿つ た フィギュアたち も、 声をかけなければ 当然 魂の 抜け殻に なつて し 


147 第 4 章 【飾って U いと も！ 】 


「もぅ ダメた 、我慢で きない！ こもる 先生、 僕 
はどぅして もこの 『夜霧の ペレストロイカ』 たん 
の アン ティ^ ^ ク •ド^  — ルが ほしいんで すつ ！  売 

つてく ださいつ」 

僕は、 ラ ー の 神殿に 飾られて いたのと 同じ デ ザ 
インの ペレち やん ド ー ルを 指差しながら こもる に 
土下座した。 

「は 一 つは つは つは つ。 ラ ー の 神殿に 飾つ ている 
ド ー ルは 売り物 だけど、 この 工房に 置いて ある ド 
1 ルは 非売品なん だ」 

「じ や、 ラ ー の 神殿の ド ー ルを 買えば いいの か… 


でも あれよりも. こっちの ペレち やん の ほぅが 

数倍 萌え るんだ よな あ…」 

「よく 判っ ている じ やない か。 売り物の ペレち や 
んは アン ティ ーク * ド ー ルの 雰 _ 気を 再現して は 
いるが、 今 流行りの レジン 素材で 作られて いるん 
だよ。 だが、 僕が 手元に 置いて ある ペレち やん は、 
白磁で 作って ある。 僕が この 工房で 丹念に 焼いて 
作り あげたんだ」 

「… ピスク. ド ー ルね」 

「げげ つ。 そんな レア ものだった のか… ああつ、 

世界に 一体し かない 非売品と 聞く と、 ますます ほ 


まう。 

うちの ミ シエ— ルさん (『R  .0.  □』) は、 オレが 帰るな り 声をかけ ると 「あらあら、 大変でした わね 
え、 おかえりなさい ませ」 と'  癒して くれる。 ま、 こないだは 「お 寿司の 上を とつて おいた から'  お召し 
上がりく ださいな。 あ、 ちなみに 領収書は こちらに」 なんて 言われて 閉口した けどね！ 話 かけ 過ぎ も 要 
注意 ☆ 

でも'  こうして 会話して いくうち に、 自分が 素敵な 「家族」 に 囲まれて いる ことに 気づく はず。 さらな 
る ステ— ジで は、 別 作品の キャ ラ クター 同士を おしやべ りさせ よう。 最近 オレが 八 マッて いるのは、 『あ 
ずまん が 大王』 智ち やん と 『苺 まし まろ』 美 羽ち やん のイ タツ ラ 元気つ 娘 対決！ 気づく と 机が グチャ グ 
チャ だけど、 なんか 嬉しい！ 


しいつ ほしす きる ぅつ ！ 」 

「んも 一、 もてる つたら、 わがままね え 一」 

— ^ 寧に メンテナンスして くれて 絶対に 汚さない 
壊さない といぅ 約束を して くれる のなら、 特別に 
タ ダで 貸して あげても いいょ」 

「ええつ 本当です か、 こもる 先生つ ！ 」 

「ちょつ と、 こもる？ それ 大事な 人形なん じ ゃ 

ない のつ？」 

「残念ながら、 人形と 魂で 会話す る 才能に おいて 
は、 僕よりも、 もてる 君の ほうに 軍配が あがり そ 
うだから ね。 人形 も、 一番 自分を 愛して くれる 人 
の もとにいたい だろう し。 その へんは、 人間の 女 
の . と 同じさ、 は一 つは つは つは つ」 


「あたし、 なんだか とっても 嫌な 予感が す るんだ 
けど〜」 

「そぅ 言、 っなよ 亜季。 いつまでも 彼が へコん でい 
て もい いの かい？ この ド^ — ルを R 々愛でる こと 

で、 彼は オタクと しての 自信と 誇りに 開眼す るは 
ず だよ。 そう なれば 君 だって…」 


「わ 一 つ わ 


それ以 L fe つち やダメ 


」 ん の〜、 お nt り 野郎つ！ 大往生つ！」 

亜季ち やん が、 こもる の 首に ツイン テー ルを 卷 


きつけた 


うめ 


こもる は、 グェ ー ツと 呻き 士尸を あけて、 窒扁し 
たのだった。 


ああ、 八 叩が けだけ ど、 ちよつ と 羨ましい 


i 


メンテナンス 〇 てな にを すれば いいの 9 


0 


"造型 者 達に とつて 最大の 敵は〃 ほこり〃 と〃 地震" だ。 ほこりに 関しては、 これは もう 掃除を マメに 行 
うし か 手は ない。 しかし、 ガンプラの 様に パ— ツの 取り外しが できて 拭き取れる ものは 良い が、 ガレ I ジ 
キット フィギュア はそう もい かない。 微細な 彫刻な のでう かつに やつて しまう と 破損の おそれが あるの 
だ。 


I— 


_露_ 


そこで 頼りになる のが 某 大学の 考古学 教授で あられる 吉 •先生 だ。 先生の 専門は なんとい つても 墓 あば 
き …… 失礼。 遺跡 発掘 だ。 千年、 1 1 千年 前の 建造物を 掘り起こす プロで ある。 その 「繊細な ハケ 使い」 な 
ら '脆い レジン キッ トから ほこりを 払うな ん てことは 雑作 もない から、 この 際、 思いき 0 て お願いし ち や 
おう！  」 


地震の ほうは、 対策は 簡単。 
見えない 位置 (大概は 足の裏) 
に ピンバ イスで 穴を あける。 同 
じ径の 穴を 台座 部分に も あけ 
て、 そこに 五〜 一〇 ミリ 切り出 
した 真鍮 線を 突き刺す。 後は フ 
ィギユ アを 立てる だけ だ。 ガレ 
キの 場合は 台座を 大きくて 重い 
物に かえる。 それでち 心配な 人 
は 地震を 止める エス パー を 探し 
出す しかない。 思 5 の ほかそう 
いう 人が 沢山いて 驚く かもしれ 
ない が、 実は その 全部が 詐欺師 
だつ たりす る。 ガ レキの 何 倍 も 
する 萌 えない フィギュア (「ぶ 
つ ぞう」 と 呼んで る擾 口 が 多い) 
を 無理矢理 買わされたり する 
ぞ 。気をっけょぅ！ 
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こうして 僕は、 恐れ多く も ペレち ゃん の ビス 
ク •ド^  — ルを^ られる ことにな った。 こもる は、 
ヴァィオリン ケ^ ~~ ス 型の ケ^ ™ スを 取り出し てきて 
中に 柔らかい 布団み たいな 素材を 詰め込み、 ペレ 
ちゃん ド^  — ルを その上に 横たえた。 

「もし 汚れたり したら 治して あげる から、 いつで 

も 言って くれた まえ。 は 一 っは っは っは っ」 

「ああ、 ありがとう！ 夢の よう だ！ むし ゅめ 
さんは、 僕が 大切に します っ！」 

「…兄 さん… その 人形、 普段は 隠して おいた ほう 
がいい わよ… IT 株で 一文無し になった 父さんが 
質に 入れて しまう かもしれ ない わ」 

「そ、 それ もそう だな、 ガ クガク ブル ブル…」 
こうして 僕は ド^ ^ ル 入りの ヴァィオリン ケ^ — ^ス 
を 手に、 こもる の 工房から 引き上げ たのだった。 
隣には、 相変わらず 僕の 腕に 自分の 腕を 絡めて い 
る 亜^ ^ ちゃん。 

「まさか、 ガシャ ホンを 飛 ひ 越えて いきなり アン 
テイ^ ク •ド^  — ルに ハマる なんて 予相、 5 してな かつ 


た わ。 あんた、 あたしの 予想を 超える オタクね っ」 
「そ、 そうかな〜？  僕っ て そんなに 偉大な オタ 
ク かな^ ~ ?」 

「偉大 かどう か 知らない けど、 ドロ ドロね。 どこ 
まで も オタクね。 恐るべき オタクになる わよ、 こ 
のま まじ や」 

「そ、 そ/っか… そ、 そう なれば… 亜季ち ゃん とも 
フラグが… 立つ かな ぁ… は ぁ…」 

「…ん も/っ… なんて 純 感 なのか しらっ…」 

「ぇ、 何が？」 

「な、 なんでもな いわよ っ！ なんでもな いんだ 
からね っ！」 

どうやら、 亜季ち やん はこ もる とつき あつて い 
る わけでは なさそう だ。 こもる 本人 も、 二次元に 
逝った とか 言って たし。 じゃあ、 なんで 最初に 会 

った 時に 「亜季は キ ー プだ よ、 は 一 っは っは っは 
っ」 なんて 憎まれ口を わざわざ 叩いたり したの だ 

ろ、 -9 ?.  ^  ]  >r^  〇 

はっ？ あれは もしかして、 オタク 同士の 会話 
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における 「お 約束」 みた いなもの だった のかっ？ 
こもる は 常に 「嫌な お金 持ち キャ ラ」 を 演じる 

だっ たと かっ？ 

ああ、 だとしたら、 僕は なんと 愚かだった の だ 
ろう。 オタクの 会話の マナ^  — も 知らぬ まま、 一人 
で 勝手に こもる に 嫉妬したり 亜季ち やん と フラグ 
が 立たない と 悲しんだり… ああ あ、 なんて 僕は 心 
が 汚れて いるんだ。 一刻も早く ペレち やん ド ー ル 
に 祈りを 捧げて^^ しなければ…。 

「うん？ そういえば、 しぶ やがいない ぞ」 

「あの 子は、 居残って 球体 関節 人形の 作り方を こ 

もる に 教わる って 言っ てた わょ？ もてる ってば、 
ほんっ とに 人形に 夢中で、 全然 あたした ちの 話 聞 
いてな かった でしょ。 んも 、っ」 

「し、 しぶ やが 男と 部屋で 二人き り？ だ、 大丈 
夫な のか？ おろおろ、 おろおろ」 

「シスコン ねえ。 こもる は 三次元に 興味ない から、 

全然 大丈夫よ お〜」 

… それは それでち よつ と ffi い ぞ。 


「あと、 お兄ちゃんが オタク 趣味に 1 ダ 中で 最近 相 
手して くれないから、 どうす れば 兄の 気を 引ける 
のか 教わる とか 言って た わね」 

「またまた、 亜季ち ゃん ってば〜。 冗談が 好きだ 
な〜」 

「は ぁ。 あたし も 教わりた くな ってき た わよ、 ま 

った％/* 

その後、 僕と 亜季ち ゃん は ラ ー の 神殿の ヵラ オ 
ケ ボックスで アニ ソンを 歌いながら 夕 御飯を 食べ 
た。 ただし、 ペレち ゃん ド ー ルに 肉の 匂いが つい 
たら 大変な ので、 お菓子と パスタ 以外の 食べ物は 
全^ 31 にした のだった。 

「ああ、 ペレち ゃん を どうやっ て 飾ろう かな。 わ 
くわく、 わくわく」 

「もてる、 この あたしと カラオケして るのに、 心 
ここに あらず って 感じね！.」 

「えっ？  いや、 そんな ことない よっ* は ぁ、 

でも… 現実の 亜季ち ゃん とは フラグ 立たない し… 

ああ あ 一 
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—ん も/っ、 まだ そんなへ タレた こと 言つ てるの？ 
ちょ、 ちょっ とば かり オタク 化教^£ が 成功し すぎ 
たよぅね… ほら ぁ、 失意 体 i 刖 屈の ポ ー ズで 固まっ 
ていないで、 こつち 向きなさい よ」 

亜季ち ゃん に摑 まれて 起こされた。 さらに 亜季 
ちゃんは、 いきなり 僕の 膝の 上に 乗って きた。、 っ 
わつ、 ド^ル じ や あるまい し、 なんて ことを つ？ 
「も、 もてる はも/っす ぐ 合格 だから、 ちょつ とく 
らいなら^: したい ことしても いい わよ？  あつ あ 
たしは 別に そんなつ もり じ ゃな いんだけ どっ」 
「したい ことを していい の？  ゴクッ …じや あ、 
ここで ペレち やん を 取り出して 鑑賞して いい？」 

「… ばか ばか ばか 一 っ！ 何 言って るの よっ、 あ 
の ド ^ " ルじゃなくて、 あたしを 観なさい よっ* " 」 
「いや、 でも、 亜季 ちゃんは 恐れ多く も 人間 様 だ 
しつ。 僕なん かとは つりあわ ないし」 

「あ' もうつ、 バツカ じ やない のつ？ この あた 
しが、 キス ぐらいだ つたら して あげても いいつて 
言って やって るのに つ： 


そ、 そんな バカな。 いったい ど、 っし たんだ、 亜 
季ち ゃん？  まさか、 レ モネ ー ドと ポ ッキ^ ^ ^ の 
い 合わせで 酔っ払った のかっ？ 

「ええっ？ あっ、 そうか！ これ、 夢だった ん 
だ。 あわ わ、 画面に 三択が 出て こない っ… どうす 
れば 現実に 帰還で き るんだ、 僕は っ？」 

「現実 だって 言って るで しょうっ！ … あん、 も 
う… 携带が 鳴り 出した…」 

亜季 ちゃんは 渋々 僕の 膝の 上から 離れて、 ポシ 
エッ ト から 携帯を 取り出した。 着メロは 当然 『し 
り スヶ』 の テ ー マ ソング 屠れ！ ぷりぷり 子羊！」 
だった。 

『や あ 亜季、 もてる 君と 仲良くして いるかね、 は 

1 つは つは つは つは つ』 

こもるな のつ？ ああ ■  ~ つ ！ 切る わよ、 m る 
わよ っ！ あんた のせいで、 どんどん もてる が お 
かしな 方向に 向かっ てるじ ゃない のよ っ ！ あん 
たみたい に 完全に 二次元に 解脱 しちゃっ たら、 ど 

1*^ 八び'  よつ？」 


『大丈夫 さ。 ド ー ル 1 えの 達人に クラス チェンジ 
しさえ すれば、 彼は 君に つりあ/っ オタクに 成長し 
たとい、 r-mi 信を 手に入れ るよ。 そぅ なれば 二人は 
晴れて ステ デイになる ことができ るよ。 は 一 つは 

つは つは つ』 

「し 一 つ、 し 一 つ！ 聞こえち やうで しよ つ 隣に 

いるのに つ」 


1… そつ そんな こと 言える わけない でし 


今 


さらつ 


さんざん、 あたしの わがまま につき 


あわせて きたのに っ 


今 さら そんなつ 


ぎよく さい 


『ああそう そう。 彼は 一度 告白して 玉砕して る 上 
に、 オタクら しい ナィ ー ブな 少年に 変身して いる 
から、 次の 告白は 君の ほうから やりた まえよ、 さ 
もな くば 永久に もてる ル^ ~ 卜 には 入れない よ。 は 

1 つは つは つは つ』 


~ さつきから 真つ 赤な 顔で こもる と 何を 話して る 
の、 亜季ち ゃん？」 

なっなん でもない'  なんでもない っ！ えいっ . " 」 

ああっ、 亜季 ちゃんが 携帯を 手刀で 叩き割って 

しまつた つ…。 

う 一 ん 、僕に 聞かせられない 話だった のだろう 
か。 でも 二人は つきあつ てない はず だし… う 一 ん 
う 一 ん。 

ああ、 ペレち やん。 愚かな 僕を 導いて…。 


ど 5 飾れば いいの p 


■ 


無難な のは 展示 用 ケ—ス への 収納。 プラスチック ケ—ス などは 階段 状に 配列で きる もの も あり、 正面から 
どの 娘 も 眺める ことができる ので オス スメ だ。 比較的 安価で 購入で き'  フィギュアたち を ホコリ や 台所 油な 
どから 守れる ほか、 二次 使用法と して 亀な どを 飼う 水槽に もで きる ので、 損な 買い物には ならない。 

しかし、 彼女たち をケ —ス という 檻に 閉じ込めて 満足して いるよう では'  真の 愛好家とは 言えない ぞよ？ 
フィギュアは 持ち運びが でき'  平面で あれば どこでも 設置 可能。 んで もって、 たまに や 頭な でな でして あげ 
たり、 握手して あげたり と、 三次元 だから こそ 出来る ことを 最大限 活用すべきな の だ—. 
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トイレは あっちよ！」 形を 利用し、 説得力の ある 場所に 置く のが 展示 道の 第- 
デルは 『R 〇 .Dj の ナンシー •幕ぢ 長 （コト ブ キヤ 製） 


玄関に 設置す れば 、友達な 
んか 連れてき た 日に や 「あら、 
お 友達ち ご I 緒ね、 いらつ し 
やい ませ ★」 と 温かい 出迎え 
の 声！ ただし、 その 声が 聞 
こえない 友達の 場合'  その 時 
点で 帰つ てし まう ことがある 
ので 要注意。 わびしい 食事を 
作る 台所には、 『T  a  H  e  a 

rt』 の マルチの よ/つな メイ 
ド 系 フィギュアが いれば'  I 
緒に 作つ た 感じが して、 失敗 
した 時に も 「まあいつ か」 と 
いう 心の 保険になる 。コンポ 
の 上には 『エヴァ』 の カヲル。 
「歌は いいねえ…」 と 共感し 
て くれる。 他に も、 テレビの 
上、 出窓、 トイ レ、 本棚の 余 
りス ぺ—ス 、階段、 風呂…。 

ち/つ おわかり だろ 5 、フイ 
ギ ユアは 展示す る ものに あら 
ず'  一 緒に 住む ものな の だ！ 


1 . 
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造形 物 応用 編 

結局'  亜季ち やん とは キスで きない まま 帰宅し 
た。 

、っ 一 ん 、僕は やっぱりから かわれて いたんだ ろ 
うか。 

でも… そもそも、 亜季ち ゃん は 好きで もない 男 
と キスしたり しちやい けな いんだ 一 つ！ まず 伝 
説の 木の 下で 告白して、 それから 何度も 公園 やボ 
1 リング 場で デ ー トを 重ねてから、 やつと フレン 
チ キスを できる ステ^ — ジ に^^^で き るん た I つ I * 

それを、 あんな ふうに、 オタク スキルが 上昇し 
た ご 褒美 だと か… 王様 ゲ ー ムみ たいに… ああっ、 
そんな 亜季 ちゃんは 見た くないっ 知りたくない っ！ 

僕は 涙 目に なりながら、 ケ ー スから ペレち やん 
の ド ー ルを 取^ ^ した。 

ああ、 ペレち ゃん。 僕は どう すれば いいんで し 
ょ、 ゥ か。 

(バカね 一。 男なら、 さつ さと 亜季を 押し倒しな 


さいよ っ) 

そんな ことは 出来ない ！  一度 玉砕して いるの 
こつ…！ 

(じゃあ、 もう 一回 コクり 直せば いい じ ゃん！ 
フ ラれ たら 腹い せに 道行く 連中を 虐殺して しまい 

なさい よつ) 

ああもう、 ペレち ゃん、 三次元では 虐殺は 禁止 
なんだ よ？ も、 っ 一回 告白す るった って、 伝説の 
木が どこに あるの か 判らない し… それに… これ だ 
け 親しくな ったのに、 また n ク って 断られたら、 
もう 亜季ち ゃん と 友達 づき あいで きなくなる し… 
ああ ああ あ。 
r … ただいま、 兄 クン」 

わっ？ 

誰 だ、 誰が 僕の 部屋に 忍び込んで、 背後に 立っ 

てい るんだ っ？ 

やばい、 ペレち ゃん を 隠蔽し なくて はっ！ 

僕は あわてて ペレち ゃん ド^ ルを ヴァィオリン 
ケ ー スの 中に： いこんだ。 
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一) 讓に はどぅ 隠せば いいの？ 

親しき 仲に も 礼儀 あり。 同士の 仲で もヒ ミツ あり。 様々 な 理由が あろぅが、 誰し も 見られた くは ない コレ 
クシ ョンの I つや 二つは ある。 両親と 同居なら なおさら だ。 となると、 多くの フィギュアを 隠す には それな 
りの 工夫が 必要。 そこで 良い お 手本と したいの が 『忍者』 であり、 『忍者 屋敷』 だ！ 
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.ふ--. 故 


❷ガ レキは こう 隠せ！ 

あまり 振動に さらしたくない 


のが ガレー ジキッ 


そんな 時、 


役立つ のが 「つり 天井」 だ。 ひ 
もを ひくと キリ キリと 天井が 下 
がって くる。 最初から ここに 飾 
って、 見たい 時 だけ 天井を さげ 
ると いうの も 賢い テ だ そ！ 


財力は フィギュアを 守る ために！ 


御 神体を 隠す のを 忘れるな〜 （涙) 


❸ 自分を 隠せ！ 

数 も 数 だと、 隠す のに 時間が 
かかる。 その 場合は フィギュア 
を 隠す のでは なく、 コレク シヨ 
ンの 部屋 か ら 自分自身が 煙りの 
ように 消えて しまえば  U いの だ！ 
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1  \ 

「兄 クン、 頭から 畳を 被つ て 何を している のさ」 

「… あれっ… お前は… しぶ や？  どっ どうしたん 
だ、 その^^、 その 口調は っ？」 

しぶ やの ファッションが 出かける 前と 変わつ て 
しまつて いる。 黒い ゴス ロリ 風味の 服で 身を 固め 
ている 点に 変わりは ない が、 スヵ ートが なぜか ス 
パ ッツに 化けて いるし、 上着 も フリルと か 一切つ 
いていない 素っ 気 無い 薄手の シャツに 化けて いる。 
そして 頭には ヘンな 帽子。 

それに… 兄 クンって… 何 だ？ 

「兄 クンつ て… それ'  僕の こと？」 

「そうだょ 兄 クン。 今日から ポクは、 ポクつ 子に 
変身した のさ」 

「ぼ^: ポクっ 子^:?」 

そういえば、 しぶ やは こもる に 僕の 気を 引く 方 
法を 教わる とか 言つ てた ような 言って なかつ たよ 
、つな… しかし、 その 4^ & 5 が なぜ… 「ポクつ 子」…？ ■ 
r 三次元で はまず 有り得ない 『ポクつ 子』 の 妹が 
現れたら、 兄 クンは 必ずや 萌え ると… こもる 先生 


に教 、又て もらっ たんだよ。 ふ ふ ふ」 

しぶ やが ニヤ リと 笑った。 ああ、 見慣れた しぶ 
や だが、 こぅして 男の子 っぽい 感じに 変身す ると、 
なんだか… 新鮮 じ ゃない か！ それに…、 

「いい！ ポクっ 子の 三次元 妹、 いい！ しぶ や、 
グ ッジ ョブ！」 

「.••やった。 ツイン 女に 勝った… ふ ふ ふ」 
相変わらず 声に 抑揚がない が、 しぶ やは 喜んで 

いるら しい。 

「さあ、 それじゃ あ ペレち ゃん ド^ ルを 飾る のを 
きりきり 手伝/っんだ、 しぶ や」 

「.••ああ… 人形に 負けて る… しくし くしく」 
相変わらず 士尸に メリ ハリ がない が、 しぶ やは 悲 
しんで いるら しい。 

翌日、 僕は しぶ やと 亜季ち ゃん を 連れて、 ラ ー 
の 神殿の フィギュア ショップ コ^  — ナ^ — に 突撃した。 
ラ ー の 神殿には、 最上 階の 展示 ル ー ム とは 別に、 
地下に 常に 開いて いる ガレ キ •ガ シャポン 売り場 
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が あるの だ。 売り場が 狭く、 ほとんどの 商品が 箱 
入り 状態な ので、 心眼を 開いて いる マニアで なけ 
れば 購入す るのは 勇気が 要る。 

だ 力し かし ！ 

「ここは、 大人 買いだ^  — つ！ 今日 入荷され た 
『しり スケ』 ガ シャポン 第二 期 シリ ー ズ 、箱 ごと 全 


して おくには、 これく らいの 投資が 必要なん だ！ 
明日 買おぅと した 時に 売り切れ ていたら どぅす る 

ん だつ ！ 一 


•  * 


兄 クン… そんなに 買っても、 部屋に 飾れない 


よ… ボクの 部屋 も 狭い し… 


「つて、 しぶ や 


なんで あんた 男の子の 格好し 


立 U 


つてい ぅか 二^^れ 一 つ 


てるのよ っ 


ボク つて 何よ、 ポクって？ I 


「待ちな さいよ、 もてる 
て お金な いんだ からつ」 


あんた、 テレビ 買つ 


「•••教えて あげない… ふ ふ ふ…」 

「もしかして、 こもる が ヘンな こと 吹き込ん だの 


レア ものを 引き当てて、 かつ、 保存 甲まで 確保 


ねつ 


?* 


あの 電波 弓き こもり 野郎〜！  — 


大人 買い 0 てなん なの？ 


大人 買いとは、 豊富な 経済力に モノを いわせ、 子どもには できない 大量 購入を やっての ける ことで ある！ 
そり や 惚れた 作品'  惚れた キャ ラなら 買ぅ わ！ ガシ ャポン ーつ 取っ たって、 その シリ— ズで全 五 種類 か 
と 思いき や、 色違いの レア モノなん かも あったり する から、 ちびちび 買っ てたら いつまでた っても 集まらな 
い。 せっ かく 出て たら 全部 集める n レ クタ— 気質な のが オタク じ やん？ なんなら 観賞 用と 保存 用 も ほしい 
わけ じ やん？ しかも 観賞 用 も 二つ 揃えて 「わ— い、 双子 だ 双子 だ ァ」 って 全 作品 『双 恋』 状態に したい じ 
やん？  「双 恋」 に 至っ ては 「四つ 恋」 にしたい わけ じ やん？ そり や 「ええい'  ままよ、 全員 集合—.」 と 
なる わけであります！ 変な 言い方を したら、 我慢の きかない 「大人気ない 買い方」 N 「大人 買い」 でも あ 
るんだ けどね。 
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11 人い る！  どうせなら フィギュアで サッ カー チームを つくろ 
モデルは 『月 詠』 の 葉月 （A じ TER 製） と 『新世紀 エヴァン ゲ L 
綾 波 レイ （バンダイ 製 •ガ シャポン HG シリーズ） 


••.こぅして 大量の フィギュアを 
したまでは よかった の だが。 

いざ 部屋に 帰つ てみ ると、 もう フイ 
ギ ユアを 陳列す るスぺ ー ス がない こと 
に 気づいて しまった。 

「…だ から ポクが 言つ たのに… く すん 


「大人 買い」 は、 そもそもは 子どもが 
I つ 二つ 買う 低価格な 食 玩やト レー デ 
ィング カー ドな どを ガツン と 買い込む 
ことを 指した が、 最近 じ や 同人 誌の 大 
人買い'  グッズの 大人 買いな ど、 「も 
ともと 大人 向け」 の ものを 大人 買いす 
る 現象 も 見られる。 言つ てみ れば ワン 
ランク 上がつ た 「老人 買い」 である。 
よく 人は、 大金を 手に したら なにに 使 
うか'  なんて ことを ウダ ウダ 話題に し 
てるけ ど'  オレに 言わせり や 愚問 だ。 
大金とは、 老人 買いの 決め セリフ 「こ 
の 棚の、 全部く ださい！」 を 言うた め 
に、 手に する ものな の だ。 
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「何よ この 子、 指なん か哇 えち やって 超 かわいい 

じ やない つ ！  ..•つて、 それ どころ じ やない わ！ 
もてる、 あんた フィギュア 買いす ぎよつ、 いくら 
オタクで も 収支の バランスと 無理の ない 返済 ブラ 


ンが 大切な のよっ 


cin を 覚ます のよ つ 


「.••ポク、 お前に 萌えら れても 嬉しくない…」 
「あたし だって 全然 嬉しくな いわよ っ！」 

ぅ 一 む。 僕の 部屋は 元々 狭い ので、 三 七 V 型プ 

ラ、スマテレビと ^ 〉 ^ レコ^ ~ ダ ー と 多数の アニメ 
DVD ボックスと、 そして 何とい つても 約 六 〇 セ 


ン チの ペレち やん 


ルに よって 空き スぺ . — スが 


ほとんど m め ; くされて しまつて いる^:。 ああ、 
せっかく 買った 『しり スケ』 フィギュア シリ ー ズ 
を、 どこへ 飾れば 良い もの やら…。 

「しぶ やの 部屋 も、 スぺ ー ス はな いんだよ な あ」 


「… こめんね、 兄 クン」 

「しようがな いわねえ。 あたしの 部屋なら、 まだ 
余裕 ある わよ？ あたしの 部屋に 飾る？」 

「それ じ や、 観たい 時に 観られなくなる しな あ」 


そんな こと、 ないないない！ 


つで も 好きな 


時に 鑑賞し に 来て くれてい いからっ！ だから、 
あたしの 部屋に つ」 

亜季 ちゃんが ツィン テ ー ルの 尻尾を ぴ よん びよ 
ん飛び 跳ねさせながら 熱心に 誘致して きた。 

確かに 歩いて 数 分の 距離 だし、 亜季 ちゃんが 迷 
惑 じ やないなら 頼んで いい かな…。 
r それじゃ、 お願いす るよ 亜季ち ゃん」 

「任せて おきなさい つて！ これから 引っ越し 開 

A よ — 」 

亜季 ちゃんが 天井を 指差した。 


引つ 越し 


フィ ギ ユアは どうす るの 3 


_ 


引つ 越しに おける 究極 テクニックとは、 ズバリ 「引つ 越しし ない」 これに 尽きる！ 会社の 命で あれば 
「単身赴任な どで きない」 と 突つ ぱねょ ぅ。 ここで 重要 — なる のが 説明の 仕方 だ。 間違つ て も 「フィギュア 
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が あるから 嫌です」 などと 凡庸な 表現では いけない。 それでは 「寝言は 寝て 言え！」 と 怒号の 中、 飛ばされ 
るの が オチ 。とにかく 向こうに 勘違いを させる の だ！ 「神 尾と いう 女性と 一緒に 暮らして います。 彼女は 口 
も 聞けません。 耳 も 聞こえません。 身体 も… そんな 彼女な ので 籍をい れて いません。… 僕は それを 願つ てい 
るので すが… 記憶が… 彼女の 記憶は… もう…」 相手は レジン 製の フィギュアな ので 陳らな いし、 耳 も 聞こえ 
ない。 身体 も 球体 関節で なければ 動かない。 いくら こつち が 結婚したい と 願 つても 聞いて くれないのは 当た 
り 前 だ。 しかし、 フィギュアと 自分の 間に 立ちはだかる〃 次元の 壁〃 の 悲しみと 辛 さを 知つ ている からこ そ 
「彼女に 業の 願いは 聞こえない」 ので あり、 これは 自分自身に とつても'  言われた 会社に とつても、 実は 
〃真実の 言葉" になつ ている の だ—  •自分との 想い出が 愛する 彼女の 中から 消える というの も'  聞かされた 
ほうは せつな さ 炸裂。 万が一'  上司が 『鍵つ 子』 だつ たと しても、 観 鈴 ちんの 設定を 間違つ ている 訳では な 
いから 怒られない！ ここまで 言えれば 転勤 命令な どへ つち ゃら だ！ 

』  ■ 

「亜季ち ゃん、 しぶ や、 各_ 、肩に ガ シャポンを 
乗せて、 羽 場 邸から 有 明 邸へ 移動す るよう に！ 

作戦 開始 っ丄 

「つて、 なんで あたしまで こんな 恥ずかし いこと 
をし なくち ゃい けない のつ？ ご 近所の 目が、 ご 
近所の 目が つ」 

「亜季ち やん！ いい かい、 ガ シャポンの 彼女た 
ち だって、 僕たちの 家族なん だよ つ？ 家族を 人 
前に さらす のが 恥ずかしい なんて… 君は 本当に 彼 
女たち を 愛して いるの か あ 一 つ！ 僕は、 僕は、 


フィギュアを 恥 だと 思っ てるような 女の子とは つ 
きあいたくない ねっ！」 

「ああもう、 判った わよう。 なんで あたしが… く 
すん」 

「…兄 クンの ためなら 、ポク、 我慢す るよ… しく 

しくし く」  ゃ 、，まぎ 

こ/っして、 僕たちは 夜陰に 紛れて、 ガ シャポン 

軍団の お引っ越しを 開始した。 ぞろぞろ ぞ ろ…。 

「や 一 ん 。これって 羞恥 プレイ じ ゃない のよう」 

— ハイ ホ ー、 ハイ ホ ー。 ああ、 僕は 立派な オタク 
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に® 長で きた 


も、 つ 大丈夫 だ、 もう ワン フェス 


だって 行ける し、 秋 葉 原に だって 突撃で きる ぞ 


つ！ 亜季ち やん、 ワン フェス も _ してね つ」 
「… ワン フェスって… 確か 『フィギュア 版コ ミケ 」 
みたい な イベント だよ ね、 兄 クン」 

「そ 一 いえば、 そろそろ ワン フェスの 時期なん だ 


つけ… でも、 その… ワン フヱス もい いけど 


人 


きりで シネコンに 映画 見に 行かない？ 夏休みな 
んだ しい」 

「アニメ 映 gj が 上映され たら 考える よつ I •」 

「いや、 ハリウッド 映画と か、： H 本の 恋愛 映画と 


か…」 

三次元 女優なん か、 萌ぇ 一 ん つ！ アニメ だ 
つ！ 二次元 じ ゃなき ゃダメ なんだ つ！」 
「ああもう、 そうじ ゃなくて… その… デ ^  — 卜…そ 

の…」 

萌ぇ るぜ 、萌ぇ るぜつ 一 

ワン フェスが 僕を 呼んで いる ぜ つ！ 

ょしつ… デジ カメを 買つ て… ガ レキを 撮 ^ 於して 
撮影して、 撮影し まくつて やる うつ！ 


0  0  0 


カメ コ道 まつし ぐら だよ、 兄 クン 


「や 一 ん！ なんで、 こ、 つなる のよ- — ぅ ！ 


フィギュアは S! 


ど 50 ぎ あえばい いの 9 


フィギュア 達と 立派な 家族に なった 暁には、 次なる ステ— ジ 「お 散歩」 をオス スメしたい。 愛する 家族の 
員と、 おなじ 道を 歩き、 おなじ 風景を 見、 おなじ 空気を 吸って 会話す る。 これは 自然な 流れです。 決して 
周囲の 目を 恐れる ことはありません。 

「お 散歩」 を クリアした 君には、 「お呼ばれ」 イベントを 推奨す る。 仲間の フィギュア 愛好家の 家に 招かれ、 
愛する フィギュア 同士を 対面 させよう。 愛する 家族の I 員に 友達を 作っ てあげて'  勝手に おしやべ りさせ な 
がら、 自分たち はお 茶で も 飲んで その 様子を 見守る。 これ も 自然な 流れです。 この 時 ばかりは AT フィ— ル 
ドを 取り払っ て、 愛する フィギュアの ために I 肌 脱いで あげ ましよう。 
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かくいう オレも '最初は おつかな びつ くりだつ たけ ど、 あ 
る 日 『おねがい ☆ティ— チャ—』 のみず ほ 先生を 友達の 家に 
連れて行き'  その 友達の 『うる 星 やつら』 の ラムち やん とお 
しやべ りさせ てみ たと ころ、 なんとみ ず ほ 先生が ラムち やん 
の お 隣の 星 出身 だつ たこと が 判明！ この ミラクルが 起こつ 
て 以来、 病みつ きになつ ている。 

「お 散歩」、 「お呼ばれ」。 この 二つの イ ベン トを クリアした 時' 
君は、 あら 不思議、 ひきこもり 生活から 脱却して いる！ 愛 
を 注げば、 フィギュア も 恩返しして くれる の だ。 
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マジです か？ 

そり やないで すよ 
国 井さん 先に 
教えて くださいよ 
酷いです よ 
買つ てから 
言 ぅんです もん！ 


いや お前が 
驚くな よ 


え？ 

そうなんです か 
いや それだった ら 
ちよつ と 今は… 


これは 買っても 
色は 塗られて ない よ 
それでも 買ぅ の？ 
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気がつけば 季節が 一周して、 春が 近づいて いた。 

光陰 矢の 如しとは、 まさに この こと。 

しぶ やが 「ホ クっ 子」 になったり、 亜季ち やん 
が 日曜日になる とど こかへ 出かけて いって しま、 っ 
といった}^ {女 要素 も 抱えて はいたが、 そんな 悩み 
に 迷える 僕を 癒して くれたのは、 例の こもる が 制 
作した 究極 至高の ペレち やん ド ー ルだった。 

それにしても… 夏休みの 間に、 亜季ち やん と才 
タク スポット 以外の 場所で もちやん と デート して 
おけば よかった。 二 学期に なって からは、 亜季ち 
やん は 日曜日に なると 姿を消して しまぅよ ぅにな 
り、 なかなか 二人で 一緒に 遊べ なくなっ てし まっ 
たの だ。 平日の 放課後と かは ラ I の 神殿に 一緒に 
通ったり してる けど、 何だか 物足りない ぜ。 

その 心の 隙間を 埋めて くれたの が、 ああ、 ペレ 
ち やん… ペレち やん こそは 神な き 世界に 降臨した 
最後の 天使、 メシア、 救世主、 弥勒茧 _。 
r …兄 クン、 亜季から 電話 だよ」 

部屋の 中で 最近 凝って いる ヨガの ポ^ — ズを 決め 


ていたら、 半ズボン 姿の しぶ やが 電話の 子 機を 持 

ってき た。 

「携帯 じ やなくて、 家の 電話に？ 珍しい な ぁ。 
はい、 もしもし」 

『ちよっ と あんた、 携带 止まっ てるじ やない の 
よ！  何 やっ てるのよ • — 』 

「えつ？ そうか、 先月 も フィギュアと DVD に 
有り金は たいち やって、 携帯 通話料の 払い込みを 
忘れて たか もっ？」 

『んも 一、 お金 使いす ぎち やダメ よ。 それより、 
今度の 日曜日、 暇？』 

「えっ、 日曜日？ うん、 暇 だよ。 ラ ー の 神殿に 
買い出しに 行 疋だ けど」 

『ダメ ねぇ。 DVD の 買い出しは 本来は 木曜日。 
なぜなら DVD はだいたい 金曜日が 発売日 なんだ 
けど、 一日 早く フライングで 入荷され る ことが 多 
いのよ。 ちなみに、 PC ゲ ー ムの 買い出しは 金曜 
日！ 日曜日 じ や、 初回 特典が なくなって るか も 
しれない でしよ？ ってい うか 人気 作なら 初回 版 
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は_ に ハケち やつて る わね』 

「そうか、 そ、 っだった のか！ ありがとう 亜季ち 
やん、 さすが 僕の マスタ^ ~ だ^ 」 

『そ、 そういう 話を した かったん じ やなく って、 
次の 日曜日、 どうせ 暇なん でしょ？ あたしと デ 
- — 卜 しなさい よ 』 

/ X. / X つ？  • 

日曜日に… デ ー ト？ 

まさかつ^:、 

「だ、 だって 亜季ち やん、 日曜日は 忙し いんじ や 
なかった の？」 

そうなん だよ。 もしかしたら、 こもる と デ^ ^ 卜 
して るん じ やない のか、 日曜日に なつたら よう、 
などと いう イヤな 妄想に 悩まされ たこと もたび た 
び だ。 そのたび に 僕は ペレち やん ド ー ルに 祈って 
_ したの だつ た。 


それな のに、 日曜日に 亜季ち やん と デ ー ト つ…？ 
『いいから、 次の 日曜日、 朝 八 時に 駅の 改札で 集 
八 よつ！ あんた も 一人前の 立派な オタクに 成長 


したから、 ご 褒美に あたしが 秋 葉 原を 案内して あ 
げる わよ つ。 こ、 断る 権利は あんた には 無い から、 


そこのと ころよ ろしく 
ガチャ ッ。 

ツ^— ツ. 一 ] 


そ、 それ じゃあね っ 


乱暴に 電話を 叩き切られて しまった。 

言葉は 乱暴だった が、 しかし… 秋 葉 原… ああ、 
あの、 「そこへ 行けば どんな 妄想 も 叶ぅ といぅょ」 
と 9 われて いる 伝説の ユ ー トピア 、秋 葉 原つ？ 
こつ… これは 夢 かっ？ 

僕は ついに… 秋 葉 原への パスを 手に入れ たっ…！ 
「兄 クン、 僕 も 遠くから 密かに 見張って るから、 
安心して 行きな ょ」 

「う 一 ん 、これは 夢 か？ とうとう、 亜季ち やん 
に オタクと して 認めて もらえる 日が 来たと いう こ 


となの か… 


という ことは、 秋 葉 原には もし か 


して… あの 伝説の 木が っ 


一人の 関係は ついに 


ル 1- ^ 入り 菌疋つ ？  後は エンデ イングまで 一直 


線つ 


?• 
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「もしかしたら、 妹 ル ー トに 分岐す るか もしれ な 

いよ」 

ああ、 とうとう 秋 葉 原 だ。 

な、 長かった… 途中から 手段と 目的が 転倒して 
本来の 目的 (亜季ち やん とつき あう) を 忘れ かけ 
ていたよ うな 気 もす るが、 少なくとも 途中までは 
必 死で 努力して いたんだ よな あ。 D V D レコ ー ダ 
1 の 操作 方法が 全然 判らなかったり、 プラズマ テ 
レビが 目玉 飛び出す ほど 高価だった り… いろんな 
JL 難があっ た… まあ 途中からは 楽しくて 夢中に な 
っていた ような 気がする が、 とにかく、 僕の オタ 
ク 修行は 終わった。 後は、 秋 葉 原で 実力を 試す だ 
けなの だ。 

本当に、 人類の 新たなる 聖地 •秋 葉 原への 巡礼 
を 許可され ただなん て…。 

僕は その 夜、 興奮して あまり 眠れなかった の だ 

つた。 

翌朝。 


「とりあえず 黒づ くめの 服で 固めて、 通常の 三倍 
大きな リュック サックを 装備して と… 携 は 復活 
させた し、 ip  od の 充電 も 完了、 と… そうだ、 
購入した ドラマ c  D をす ぐ 聞ける ように モ バィ ル 
PC も 持って行 こ、 っ。 よし'  これで {一 塵 だ」 

アキバ 初心者 ゆえの 悲し さ、 準備 万端す ぎて 
r 津 山三〇 人殺し 事件」 の 犯人み たく 重 装備した 僕 
は、 がちがちに S しながら 駅へ 向かった。 

すると、 なぜかし ぶ やが 先回りして 改札口の 前 
に 立って いるでは ないか。 

「兄 クン、 おはよ/っ。 ふ ふ ふ…」 

「ふ ふ ふ、 じ ゃないだ ろ！ 遠くから 見守って る 
んじゃ なかっ たの か？」 

「… ポク、 秋 葉 原に 行っ たこと ないから、 迷 でに 
なりそう で 怖くて… 渋 谷 や 原 宿なら 詳し いんだけ 
ど^ 

「しようがな いな あ。 おのぼりさん のしぶ やを 秋 
葉 原に 捨て置く の も 心配 だから、 ついて きても い 
いぞ」 
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「ありがとう、 兄 クン！」 

「そういえば お前、 いつまで ボクっ 子 キャ ラを 続 
け るんだ？」 

「… なんとなく ハマっ ち ゃって… 本当の 自分を や 
っと 見つけた、 って 感じ？」 

「そんな 不思議 キャ ラ じ ゃ、 オタクし か 寄り付い 
てこなくなる ぞ」 

「…兄 クンが 喜んでくれ るなら 構わない さ、 ふ ふ 

ふ…」 

兄の オタク 化を 阻止す ると か 言って たのに、 自 
分が ドロ ドロの オタクに なって どうす る。… まぁ、 
かわいい から、 いいや。 確かにし ぶ やは、 ポクっ 
子が 異常な ほどに 似合っ ている。 キャラクタ ー の 
見立てまで {一® j とは、 中 野 こもる、 恐るべし。 

でも、 今まで 亜季 ちゃんが 日曜日になる 度に 消 

えていた のは、 やっぱり… こもる と 会って いたの 
かな あ… いやいや、 いずれにしても、 亜季ち やん 
は 今日 こそ ポクを アキバに いざな つて くれ るんだ。 
そして、 伝説の 木の 下で ついに…、 


一 は 一 つは つは つは つ、 今、 僕の ことを 考えて い 
たねっ？ もてる 君！」 

中 野 こもる が 現れた！ 

「つて、 ど/っして お前が ここにつ？」 

「… 師匠、 おはよう ございます」 

「亜季とは アキバで 現地 合流なん だよ っ、 彼女は 
午前中 忙しい からね つ。 という わけで、 午前の 間 
はこの 僕が 君の アキバ ガィドに なって あげよう 

っ！ 喜びた まえ、 は 1 つは つは つは つは っ」 

「喜べる かっ！ ああ ああっ、 何 か 話が うまく 行 
き 過ぎる と 思つ たら… デ ー トじ やない じ やん つ ！ 
くそっ、 もう 三次元の 女なん か 信用 できねえ っ！」 
「そう 言わずに、 これが 最後の 試練 だから 頑張り 

たまえ。 オタクの 星は、 もう 目の； j 刖さつ ^ ™ は^ ^ 

つは つは つは つ」 

「ああ ああ あ、 悪夢 だ、 悪夢 だ ああっ。 まさか 
こもる エンデ ィングが 待ち受けて いるん じ やない 
だろう なつ？」 

r それは、 『もてる 君'  僕たち いつまでも 友達 だよ 
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二次元と 三次元が 渾 然と一 体 化した 街、 それが アキバ だ！ 
モデル/き こうでん みさ さん 


秋 葉 原へ ようこそ ！ 少年'  アキバは 
初めて？ まかせなさい！ 僕が 初心者 
のた めの ガイドを 買って出て しんぜよう。 
まず 電気街 口 改札を 出たら 左折'  ちらし 
配りの メイ ドさん を チェ キ！ ガン 見し 
つつ エス カレ— 夕—で ラジオ 会館、 二階 
の コトブ キヤへ。 でも 買い物は だめ！ 
かさばる フィギュアは 終盤に 回そう。 あ 
くまで 新製品 チ H キのみ 。ハピ n □玩具 
経由で 階段を 降りて 外へ。 向かいの ゲ— 
マ ー ズに入 店。 魅力的な 新刊、 そして 才 
リジ ナル 特典 チェ キに 努めよ！ 買い物 
はま だ 我慢 だ。 


ね 


つて 感じの エンデ イング かな？ は 一 つは 


つは つは つ」 

「ああ ああ あ… もう ダメ だ、 もう 生きて いられな 

いつ…」 

「…兄 クン、 フ アイト。 


それじゃ 、レッツ ゴ 


^ - -  * 


こうして 僕たち 三人は、 地上に 遺された 最後の 


楽園、 伝説の： ^ 源郷 、オタクの 神 さまから 与えら 
れた 約束の 地、 聖地 秋 葉 原へ 向かった のだった。 
ああ あ、 なぜ だ、 どうして 現れて くれないんだ 


亜季ち やん 


0 


いや、 遅れる のはい いとして、 なぜに、 なぜに 


中 野 こもる を 遣わしたり す るんだ つ 


〇 


_ * # 


いざ アキ 


V 

I# 


|_ 


〇 て どこに 行けば いいの 7 
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いよいよ 中央 通りへ！ 右折した 5 信号待ちの 間を 利用して メディア ランドで ゲ—ム の 値段を チェ キ 。信 
号を 渡り メロン ブッ クスで 新刊 同人 誌を チ H キ！ 交差点から 反対側に 渡り とらの あな、 アニメ イ トへ。 ア 
ニ メイ トでは 萌え系 グッズ もい いけど、 イべン ト 情報 も 要 チェ キだ！ 次は n スパ へ！  I 階が ガチャ ボン 
会館な ので ガチャれ！ 新作 T シャツに 着替えたら 自慢げ に メッセ サン オ—を 全館 回る！ 地下の メッセ 同 
人 館から エレべ— 夕— で 最上 階へ。 この ビルは 狭いながら も レンタル ショ— ケ—ス や コトブ キヤ、 イエ サブ 
などが 詰まっ た プチ ラジオ 会館と も 言える 穴場な の だ。 

こっから は リミッタ I 解除 ！ 買え ！ 買え ！ 買え ！  メモを 片手に ！ 終わっ たら 裏通りに 入り、 あ 
きば お— で メディアを 買っ て 駅前に。 帰る かと 思いき や ラジオ 会館へ リタ— ン、 K ブック スで 締め！ これ 
で 君 も アキバ 六 級 認定 だ！ 

— こっ… これが… 秋 葉 原っ…？」  いた 「伝説の 店舗」 ばかり 1 •とても じ やない が、 
くら 一 いキモ チで 駅に 降り 立った 僕だった が、  全部は 回れん っ！ 

改札口を 降りた 瞬間から、 瞳孔は 開き っぱなし。  そして、 そして、 改札の まん 前には、 あの 「パ 
心臓の鼓動 もや ばい 状態。 まるで ド I ビングし す  ベルの 塔」 と 肩を 並べる 神話 伝説 上の 建造物 「ラ 
ぎた 格闘 家の よ、 っな S になっ てし まった。  ジオ 会館」 の 巨大な 電_ 板が あっ！ 

ありえね え！  「なんじ や あ、 こり や ああっ？ 本当に 日本な の 
ラ^ ~ の 神殿よりも 巨大な オタク ビルが 無数に 乱  か、 ここは っ… まさに 夢っ ！ 夢の 街っ ！ それ 
立して いる、 っう. っ？  にしても 人が 多い な…」 

あっちに ソフ マップ、 こっちに ゲ^ " マ^ " ズ 、あ  「…兄 クン、 迷子に なりそう たから 手、 繫 いでて 
そこには とらの あな… メロン ブッ クスに メッセ サ  いい？」 

ン オ^ - いずれも、 ネットの 中 だけで 見聞きして  「しょうがな いな、 ほら、 手… こんなに 混んで る 
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なんて 思って なかった な…」 

「•..ラッキ^ — 。この まま 妹 エンデ イングに… ふ ふ 
ふ…」 

だから、 妹 エンデ イング なんて 三次元には 無い 
ん だって ば。 しぶ や。 

「は 一 っは っは っは っ、 流石 だ、 もてる 君！ 秋 

葉 原初 登板に、 いきなり 三次元の 妹を 同伴す ると 
はねつ！  君 こそ まさに 選ばれし オタク だっ！ 
さあ、 僕が アキバの メ インス トリ ー トを _ して 
あげよう じ ゃない かっ」 

「亜季ち ゃん は〜？」 

「もう 少し 待ちた まえ。 さあさあ、 日曜日の アキ 
パは 歩行者天国 だからね、 気にせず 車道を 突き進 
むとしよう ！ この あたりは 『ナ^ ^ スウ イッチ 小 
麦ち ゃん マジヵルて』 の 第一 話で 八 頭 身 モナ ー が 
暴れた 観光 名所な のさっ」 

「おお、 確かに！ 高架の 上を、 黄色い 総武線の 
車両が 走って いるう つ！ ああ、 ここで コピぺ 光 
線が 飛び交った のか…」 


「•••兄 クン、 いつの m に そんな アニメまで…」 
「あれっ、 車道の 真ん中で 大道芸を やって いる 人 

がいる っ？ おおっ、 ド ー ル だ、 ド ー ルを 操って 
いるっ—*」 

謎の 巨漢 外国人が、 踊りながら 小さな 人形を く 

るく ると 動かして いる。 ど、 っやって 操って いるの 
か、 よく 判らない。 

「ラヴ ィーッ 、ラヴィ— ッ」 

さかんに 手を 振り 振りして いるので、 多分、 手 
から 糸が 出て いるんだ と 田 やっが… 見えない な あ。 
「よろしく お願い します  < — 」 

今度は、 いきなり メイ ドさん に チ ラシを 手渡さ 
れ た。 と 思いき や、 

「今日から 妹 喫茶、 才 —プン で^ ~~ す」 

と 見知らぬ 妹さんに 声をかけられた。 

凄い。 異阯界 。二次元の 妄想が そのまま 三次元 
に 飛び出し てきた かの よぅな 世界 だ。 恐るべし 秋 
葉 原。 

まさしく、 「開け、 夢の 扉！  | って 奴 だ。 
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歩行者天国では 思い思いの パフ オー マンスが 見られる ぞ。 モデル/ F【CE さん 
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1 C 日曜日の アキバは _なの？ 

\\ 

、秋 葉 原で 事件 発生！ 中央 通り is パ— ニン グ！ 毎 
週日 曜日、 万世 橋から 蔵 前 橋 通りの 交差点までの 間、 俗 
に 言う 電気街は 歩行者天国になる。 それ 自体は 以前から 
だが、 去年く らいから 増えた アキバ 系 パフ ォ— マー、 そ 
して それ 目当ての 観光客で 物凄い 人出に なって いる。 そ 
れ ゆえ ト ラブ ル も 多い。 少年 どこ だ〜 って、 いた一  •チ 
ラシ 配りの メイ ドさん に 圧倒され 失神して る！ 確かに 
今や メイ ドさん の 数が 歩行者の 数 完全に 越えて るけ ど！ 
こっち では コスプレ 少女が 縄張り争いの 騎馬戦を！ 馬 
役の カメ n さんが 酸欠で 倒れた！ こら'  少年！ 写メ 
してる 場合 か！ 撮影は 基本 オッ ケーと 思っ ていいけ ど 
必ず 一 声 かけな！ さもないと… (ぎ ゃ —— ) 言って る 
そばから 盗撮 犯が 秋 葉 原ガ— ディ アン エン ジェルズに よ 
って 捕まっ た。 彼女たち の 制裁は 非情 だ そ。 犯人は まず 
DOA の 白 霞 (C2VER) の コスプレを させられ、 盗 
撮 デジ カメに 上書き 撮影。 さらに 肌色の 部分に 熱々 の お 
でん 缶を 押し付けられた あげく、 最後は ラジオ 会館に 磔 
の 刑 だ！ これは アダム？ いや リリ スか！ ああ、 ムフ 
度は どさくさに まぎれ、 面白がっ て オタクを 撮影して ゲ 
ラゲ ラ 笑っ てた バカ ッ プルが 捕まっ た！ 


しばらく 往来を ゆっ くり 進みながら 楽しんで い 
ると、 こちらを クス クス 笑いながら 携帯で 撮影し 
ている D  QN 系の バヵ ップ ルを 発見した。 

「あの與、完全な八‘30丫だよ、八丨30¥」 
くつ… なんだ あいつら、 オタクを 笑い ものにす 
るた めだけ に アキバまで 来たの か？ なんて 暇な 
奴ら だ！ 自分自身の 趣味に 情熱を 捧げる 覚 K が 
ないから、 他人を 笑い ものにし ていい 気分に なろ 
うなん て 愚かな ことを 考え るんだ…！ 

ああ、 そうだ。 これは、 去年までの 僕 だ、 僕自 
身の 姿 だっ… . 僕は あんな 恥 知らすな V 报で 
恐れ多く も亚季 ちゃんに 迫ろうと していた のか… 
そうだよ、 亜季ち ゃん は 見た！^ かわいい から、 才 
タク 趣味 やめさせれば 超 最高 じ ゃん、 とか 考えて 

たんだっ… ああっ'  自分が 恥ずかし いっ… きっと 
亚季ち やん、 深く 傷ついた だろ、 つな あ… それな の 
に、 僕なん かと 伸 良くして くれる なんて…。 

やはり 亜季ち やん は、 僕を まだ 信用して くれて 

いないんだ ろうか…。 


そり ゃそう だ。 あんな 前歴が あるん じゃあ… う 

うつ…。 

「何 あの 子。 男装して 兄 クンと か 言っ てるよ、 き 

も 一 い。 くす くす」 

… いや、 ちょっと 待て。 

僕は いい。 しかし、 僕は ともかく、 しぶ やまで 
笑い ものにする とは…、 

ゆ… 許せね ぇ！ 

■お前ら！ 妹を パ カに す るん じ ゃねえ！」 

ああ あ、 しぶ やが 笑われて ると 思ったら 久 々に 
DQN 回路が 発動して しまった。 やばい。 僕、 も 
しかして 三次元 妹 属性な のか。 そうな のか。 

「兄 クン、 ダメ だよ。 アキバで 暴れたら、 オタク 
のみん なの 迷惑になる よ… く すん」 

「ちよ。 まじ 妹？ 何 こいつら、 きん も 一 つ ☆ ! 」 

ヤ"" ~ ッ！ 

ダメだ ダメだ 、乙女 回路を フル 稼働 させて 落ち 
着かない とっ… 亜季ち ゃんだ って 待っ てるしっ… 
ああで もも/っ、 もはや 我® ならん っ！ 他人を バ 
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力に しなき ゃ K* {女で 生きられな いょうな ふざけた 
奴には、 夢の 街， 秋 葉 原に 来る 資格は ない っ！ 
ゆるせ、 しぶ や… ごめん、 亜季ち ゃん…！ 

僕は 今 こそ、 アキバを 守る ^ になりま^^ っ一 

バヵ ッ プルに 突撃し かけた 僕の 背中を、 むん ず 
と 猫の 手が 摑んで 押し とどめた。 

「もてる 君、 はやまっ ち ゃい かん！ ここは、 私 
に 任せて おきた まえっ ！ 」 

振り向く と、 なぜか ラ ー 店長が 立って いるでは 
なし 力 

もしかして 仕事 回りです か、 それとも 趣味の 買 
い 出しです か、 店長っ？ 

「なに、 この 猫？」 

「な、 なんか やばそう だから、 行 こうぜ」 

「そうは 行かん っ、 罪 も 無い アキバ 系 オタクを 笑 
いものに した 貴様ら の 諸行、 言語道断！ この 暴 
れん 坊猫 侍が、 成敗して くれる！ こ/つ 見えても 
私は 大金 持ちな ので この 程度の 乱暴 狼藉は もみ 消 


せる の だ、 わ 一 っは っは っは っ」 

「ぎ ゃ 一 っ ！  力 反対っ ！ 」 

「猫なら ば、 何を しても 良い の だ！ 天誅っ！」 
「ひ 1 っ、 お助け 1 っ！」 

バヵ ッ プルは ラ ー 店長に 追い かけられて、 逃げ 
出して いつた。 

しかし、 何を しに 来て いたんだ、 あの 店長…？ 
「危な かった ね、 rl クン。 あんなの の 相手して ち 
や ダメだ よ」 

「わ、 悪かった。 お前まで 笑われて るのを 見て 

っぃ 丄 

「： •ぽ っ… 兄 クン… それじゃ、 いよいよ 妹 エンデ 
ィング だね っ！」 

「だから、 三次元に 妹 エンデ ィングは 無 いんだっ 
てばっ」 

|  :  .40 っ 

あれ？… こもる の 姿が 見えない な…。 

こんな 往来に 放置され たら、 この 後 どぅ すれば 
しの 力 判ら なくなつ てし まぅよ。 おろおろ。 
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「兄 クン、 師匠から ことづけが… 先に、 指定した 
メイ ド 喫茶に 入つ ておけつ て。 地図を 貰つ たから、 
順路を 守って お 店に 入ろう よ」 

「わざわざ 指 { 疋 して くれる なんて、 さすが だな」 
「つてい うか 人の 多い 日曜日 だから、 有名 店には 


あらかじめ 予約して おかないと 入れな いんだよ」 


へ、 又、 又、 又/又/又 


四 二へ え」 


こぅして 僕と しぶ やは、 ついに 本場* 秋 葉 原の 
メィ ド 喫茶に 足を 踏み入れた のだった！ 

A j ようう く 

そこで 僕たちは、 驚谔の 事態に 遭遇する！ 


ル ❿ <1-010丫だって 0 :正直オタクはどう思っているの？ 

アキバ 系の 若者を 指す 「A-BOY」 という 言葉が ある。 ヒップホップ 系の 若者を 指す 「巳- BOY」 の 
もじり だが、 近年の 萌え ブ—ム の 最中に I 般 サイドから 押し付けられた この 呼び名は、 どちら かとい え ば 蔑 
称 だ。 まあ 度量の 広い オタクたち は、 それ も 一つの ネタ として 楽しんで いる 部分 も あるし、 「オタク」 や 「腐 
女子」 も'  元々 は オタクが 自らを 自嘲す る 呼び名 だっ たの だから (「オタク」 は エッ セ イス トの 中 森 明 夫 氏 
が 作っ た 造語) 全然 動じる 必要 も 無い。 俺ら オタクの 中で 「オタク」 は 年月を 重ねる うちに | 種の 称号に な 

ってい ったの だ。 

思い返して みてくれ。 一般人が 得意げ ― 「 俺っ て オタク だから さあ」 とか 言う のを 聞く と、 無性に 腹が立 
って こない か？ だいたい 俺ら にと って 「オタク」 とは、 「たとえ 他人に 後ろ指 さされても 趣味に 生きる 覚 
悟の 称号」 に 他なら ない の だ。 そんな 覚悟 もない 奴が 軽い 気持ちで 名乗っ ていい もの じ ゃない の だ！ 
もしかしたら 「A-BOY」 という 蔑称 も'  何年 後 かは I 般人が 得意げ に 「俺っ て A -  BOY だから さあ」 
と、 ちよっ とオ サレな 肩書きと して この 言葉を 使っ ている かもしれ ない。 冗談 じ ゃない ってんだ！ その 時 
は 俺が また 「『A-BOY』 とは 覚悟 もない 奴が 軽い 気持ちで 名乗っ ていい もの じ ゃない」 という 原稿を 書い 
て やる ！ 


あ 傾り なさい ませ、 街 主人 様〜。… って、 もて 
る… っ？ ななな、 なんで、 あんた が ここにつ？」 
ズガ ガガガ ーン！ 

なぜ… なぜ、 亜季ち やん が メイ ドさん になって 

いるんだ っ？ 

露出 度は 低い けど、 そぅいぅ 問題 じ やない！ 
业 季ちや んが メイ ドさん、 亜季ち やん が メイ ド さ 
ん… メイ ドさん が 亜季ち やん…、 

ぎ や 一 つ！ 

パッション っ！ 銀河が 裂けた、 宇宙が 泣い 
た！  どこまでも 萌え ろよ 僕の、 レ、 マツ クス.、 

ァ ー ト！  スプラ ツシユ .スタ ー ツ！ 

えっ… えい どり あ一， - んっ！ 〈壊れた〉 

「ちよ、 ちよつ と、 何 じろじろ見 てるのよ つ？」 

やばい。 絶対 領域を 思わず 覗き込んで しまった 

つ ！ わ^ ^ つ、 僕の バカ ー っ^ この 目が、 この 
目が 勝手にい つ！ 

「こもる に！ 言われて、 ここに 来たんだ けど…」 
「あんの バカ、 あたしが バイト 終わつ てから 合巟 


する 至 疋だ つたのに い… うう う、 恥ずかしい〜」 
「…亜 季お姉 ちゃん、 かゎいい… ぽっ… 」 
「もてるなら ともかく、 妹に 萌 えられても 嬉しく 

ない っ！」 

「… 相変わらず、 口は 悪い… し ゅん」 

「レ や 本当に 力 わい いよ ！ もつ と 早く 教えて 
くれたら、 毎日で も 見に 来たのに」 

「じよ、 冗談 じ ゃない わよ！ はつ、 恥ずかしい 
じ やない のよ つ 一 いいから、 さつ さと 席に 座り 
なさい よっ！」 

無理やり 亜季ち ゃん に 腕を I っ 張られて、 着席 
させられた。 

周囲の お客さんに 見られたら 亜季ち ゃん が 困る 
んじ ゃない かと 少し 心配に なつた が、 よく 見る と 
店内には 僕ら 以外 誰もい ない。 他の 席 も 全部 「予 
約 席」 として キ ー プされ ていて、 そして、 どの 席 
にも 僕ら 以外には 誰も 座って いない。 

I こ、 これは 一体…？ もしかして、 貸し切り 状 
態？ でも、 どうして」 
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「あたしに われても 知らない わよ。 いいから 
さつ さと 注文しなさい よ！」 

1 … 御主人 様になん て 無礼な 態度… メィ ド 失格…」 
「ああ あ、 判 つたわよ！ ご注文は 何に なさい ま 

すか、 御主人 様？ (愛らしい 笑顔)」 

ドギユ ー ム 。(心臓が 萌ぇ 弾丸に 撃ちぬ かれた 

音) 

亚季 ちゃんが、 僕の ことを、 御主人 様… 御主人 
様… 御主人 様… 御主人 様… 御主人 様… 御主人 様… 
御主人 様… 御主人 様… 御主人 棣… 御主人 様… 御主 
人様… 御主人 様… 御主人 様… 御主人 様… 御 1; 人様 
… 御主人 様… 御主人 様… 御主人 様… 御主人 様… 御 
主人 様… 御主人 攀：、 

「つて、 無限 ル ー プで 回想す るな つ！」 

「日頃さん ざん 虐待され ている から、 凄まじい ギ 
ヤップで も/つ 萌え 死に そ/つ だよ… あう つ 鼻血が…」 
「…兄 クン、 それ、 萌え てると いうより、 興奮し 
てる だけ…」 

「ん もう… はい、 氷水。 あと、 二人とも 注文は ア 


イ スウ ー ロン 茶で いい？ 紅茶と か 入れる の而倒 
なのよ ね」 

他に 誰もい ない ことに 気づいた ため か、 亜季ち 
ゃん も 通常の タメ  ロモ ー ドに 戻って きた。 それ ど 
ころ か、 よっ こらせ、 と 僕の 隣の 椅子に 座って き 
たでは ないか。 も、 もぅち よっ と メイ ドさん モ ー 
ドで いて ほしかった かな あ。… でも まあ、 やっ ぱ 
り亚季 ち ゃん はこぅで なくっ ち ゃ。 

「もしかして 亜季ち ゃん、 日曜日に なるとい なく 
なって いたのは… この メイ ド 喫茶で アルバイトし 
ていたから なの？」 

「ま、 まあね… 恥ずかし いから、 ナイ ショに して 
おきた かったん だけど… この お 店って 時給い いし、 
メイ ドさん の コスプレ もで きる しい…」 

な 一 ん だ。 

僕は てつきり、 こもる と デ^ " 卜 している の 力と 
… 冷静に 考えたら、 そんな わけない よな。 恋する 

男って 疑心！^ になっ ち ゃ、 っもの なのね っ。 

ああ、 自^ on 棄 にならなくて よかった…。 
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「でも、 アルバィトなら 近 場の 喫茶店で もい いじ 
ゃない か。 安いけ ど。 もしかして… そんなに お金 
に 困って るの？ 1 

1 そっそう いう わけ じ ゃない のょ っ、 あわ あわ」 

慌てた ][ 季ちゃ ん は、 ツィン テ^ ^ ルの 尻尾を ぶ 
ん ぶん 振り はじめた。 

と、 そこに、 妙に ヵン 高い 例の 笑い声が。 

「は 一 っは っは っは っ ◦ょく ぞ 、数々 の 試練を 突 
破して この 最終 ゴ ー ル 地点に 迪 りついた！ 今、 
我々 の 戦いは 終わった！」 

「つて、 ラ 1 中 1 良つ？」 

なぜ、 この 店に ラ ー 店® がっ？ 

恐るべき どん でん 返しっ - 

僕は 考えた。 必死で 考えた。 これは いったい ど 
ういう ことなの か。 

そして… 結論が 出た。 

謎は 全て 解けた。 

「そうか —— この 店 も、 ラ ー の 神殿の 系列 店 だつ 
たんだ あっ！ 」 


「違う っ！  そ 一 じ ゃないで しょ っ！」 

「^: 兄 クン、 もし か — i て^: バカ.：？」 

「は 一 っは っは っは っ。 この 猫の お而を 外して み 
せれば、 もてる 君に も 何が 起こって いるかが 理解 
できる のでは ないかな」 

ラ ー 店長が、 自らの 猫の お 而を ついに 取り外し 

たっ！ 

…店長 の 素顔は…、 

「ああっ、 その 銀縁 メガ ネ は… 中 野 こもる じ ゃな 

ぃかっ？」 

「は 一 っは っは つは つ、 やっと 判つ たかね」 

「で、 なんで 店長の 格好して るの？ もしかして 

お ” 刖も アルバィト？」 

「兄貴、 こいつ バカな のよ、 1; 真 1: 銘の バカな の 

よて！」 

「…兄 クン、 クラィ マッ クスな のにち つと も 話が 
進まない よ… く すん— 

まあ、 そういうな、 しぶ や。 

…っ て、 兄貴？. 
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ム  £  0 、  、  -rnt 

jin 口の？ 

「は 一 つは つは つは つ ◦実は 亜季は、 僕の 妹なん 
fi Y o! そして 僕は、 ずつ と^！^ 野 こもる と ラ^ ^ 
店長の 二重生活を していた つて わけさ！」 

…学 校に も 行かずに、 オタク ショップ 経 ^ たな 
ん て… 終わつ てる わ、 兄 iE:。 しかも、 客に 額を さ 


ぐるみ 


なつ…、 

なんだ つて 一 つ？ 

「すげ え'  ラ ー の 神殿の 店長と、 天オ オタク 作家 


野 こもる が 同一人物 つ 


or  «- 


らす のが 怖い から、 店では 常に 令^ S ハ 
「は 一 つは つは つは つ。 そ ラ 誉めるな、 
「誉めて ない つ— 

/ X. / X. / X. つ？ 


なんだ あつ？ 
バの レオナ ル 
ぎ ゆ- — つ。 


マジ すげ え 


どこまで 凄い オタク 
あんた 本当に アキ 


ダ •ヴ インチた よつ 


亚季 ちゃんの ツイン テ ー ルで、 宵を 絞められた 


そつち かっ 

S-  —- 


そっちで 驚く のかっ 


怒 


メイ ド i 衆！ ツゥは ど I つ 楽しむ の 1 P 


■ 


今日は ライバルに 差を つける ワン ランク 上の 楽しみ 方を 伝授し よう— •まずは お 店 選び。 ご主人 さまた る 
もの ガイドブック や テレビなん か チ ェッ ク しては いけない。 我々 はあくまで メイ ドさん にご 奉仕され る 側。 
まず 電気街 改札 前で メイ ドさん の お迎えを 待とう。 待ち合わせ？ そんな ことす るか— •なので 時には 終電 
まで 佇む こと も あり だ。 だから こそ 運良く チ ラシ 配りの メイ ドさん が やって きた 時の 感激 も ひとしおな の 
だ！ だが 安心す るのは まだ 早い。 その メイ ドが 本物な のかよ く 確認し よう。 もしも 暗黒 メイ ドだった 場 
合、 変な イルカの 絵を 高額で 売りつ けられる 事が 多々 あるから だ！ チェックが すんだなら お待たせ'  メイ 
ド 喫茶へ 行こう。 

「おかえりなさい ませ ご主人 さま。 一 ここで 注意！ 席 選び も 重要 だ！ 常に メイ ドさん が 視界に 入る 席を 


確保。 独占し やすい カウンタ— なら 尚 良し。 メニユ I は 開かず メイ ドさん の おすすめを 注文。 メイ ドさん が 


背を 向けたら 即寝た ふりだ 


「ご主人 さま〜 起きて ください 


メイ ドさん に 起こしても らう シ—ン が 再 


現で きるぞ 。時には 起きた 拍子に 紅茶を こぼされる、 ドジ コンボ も 誘発で きる。 存在 感を アビ— ルで きたら 
長居は 無用！ 最後の 演出と して、 わざと テ— ブルに 手袋を 置き忘れて 帰ろう。 そう、 『エマ』 作戦 だ！ 店 
の 外まで 「ご主人 さま〜 忘れ物です よ〜」 と 届けに きて くれたら、 そこは 一 〇〇 点の メイ ド 喫茶。 君の 大切 


なお 店になる のは 間違いない ぞ。 
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ちを ちらちら lM きながら、 ロ ッカ ー ル^ - ^ ^ に消え 
ていった。 

余計な ことと いうのは、 いったい？ 

「じ ゃ、 亜季 も 消えた し、 さっそく 洗い ざら い 蝶 

ってし ま お/っか、 は 一 っは っは っは っ」 

「… ぃぃ 根性 だね、 師匠…」 

— 余計な ことと いうのは… ああ、 亜季ち ゃん の 家 

庭 事情？」 

「そうそう、 うちの 両親は かなり 昔に 離婚して し 
まって ね。 僕は գ 方に、 亚季は 父方に 引き取られ 
て 離れ 削れに なったん たょ。 でも まあ、 家 も 近い 
ししょ っち ゅう 会っ てるから 別に 問題ない けどね 
っ。 ちなみに 実妹 だから フラグは 立たない のさっ」 
そうか あ、 三次元には 実の 兄妹の 間に フラグは 
成立 しないって ル ー ルが ある もんな。 な、 なんだ 
あ… 兄妹なら、 さっ さと 教えて くれれば、 余 針な 
心配し なくて 済んだ のに… がっくし。 

「でも、 なぜ 秘密に していたん だ？ 初対面の 時 
には 亜季ち やん をキ ー プだ とか 言って 僕を 塌 つて 


たし…？」 

「あ、 そう そ/っ。 うちの 家庭 事情の ことなん かど 
、っで もい いんだ、 そっちの 話が 本筋なん だょ。 亜 
季が 僕を 兄 だと 言わなかった のは、 こんな 引き こ 
もりの 着ぐ るみ マニアの 変人が 自分の 71 だなん て、 
もてる 君に 知られた くなかった からさっ。 亜季は 

照れ屋さん だからね、 は 一 っは っは っは っ」 

「… 笑顔で その 自爆 的な 台詞、 さすがです 師匠」 
「まあ、 それ も あるけ ど、 実は 僕から 亜季に 『僕 
の 正体を もてる 君に 教えて はいけ ない、 彼を オタ 
ク として 鍛える ために 僕は 敢えて 悪役 ラィバルを 
演じて みせょう』 と 提案した というの も あって ね。 

ま. — つまつ よ つ i 

I  V  w  t  V  _  try  ^  frv 

「つ… つまり… 亜季ち やん には 強力な オタクの 恋 
敵. 中 野 こもる がいる、 と m わせる ことで、 僕の 
オタク 修行への 動機 付けを 強固な ものにしょう 

と？^: あつ^: ありがとう ございます るつ！  お 
陰で、 短期間で オタクの 階段を 昇り まくる ことが 
できました！」 
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「『超 人べ ラボ ー マン』 における ブラックべ ラ 
ボ ー マンの 役を ロ ー ル プレィした のさ、 は 一 つは 

っは っは っ」 

やべ え、 それ 知らない。 ああ、 まだ オタク 道は、 
果てしなし… ！ 

いや あ、 そうだった のか。 

/ ^y : でも？. 

「いったい、 いつから 僕が 亜季 ちゃんに 迫って る 
ことを 知っ てたん た？ ってい う 力、 最初に 1' 季 
ちゃんに 告白した 後、 すぐに ラ ー の 利 殿に 連れて 
行って もらっ てた から… あの 時にはもう すでに ラ 
1 店長と 会っ ていた… そうか、 コク ってす ぐに 兄 
貴に 相談して たの か、 亜季ち ゃん は」 

つて ことは、 C 取 初から 亚季ち ゃん も 僕が オタク 
になり さえ すれば、 つきあっ て くれる つもり だっ 

たの かな。 やばい、 今 僕は 猛烈に 感動して いる。 
じ^ ^ ん 、と。 最初の 頃は ツンツ ン がみがみ 酷い 態 
度だった けど、 実は 最初から フラグは 立って いた 
んだ - ああ、 亜季ち やん - 


「いや、 実は それ以^ i 刖 から、 亜季は 君の ことが 好 
き だっ たんだよ。 ところが 亜季は、 オタク 男子 以 
外とは 全く つきあえない 性格に なって しまって い 
たから、 僕は 密かに 『羽 場 もてる オタク 化 計画』 
を 練って いたの さっ。 その 途中で 君の ほうから い 
きなり 亜季に 告白して きた もの だから、 亜季 も 僕 
も 大慌てだった よっ！」 

「えええ ええつ」 

あっ… 亜季 ちゃんが…、 

前から、 僕の ことを つ？ 

やべ え。 超 ツンデ レ。 ますます ハ ー トに、 ス キコ 
- — ンと萌 える 弾丸が® ち 込まれち まった よ。 ああ 
あ、 亜季ち ゃん…！ 

「… それ じ ゃ、 どうして、 あんな ツンツ ンな 態度 
で、 ハ^ ^ ドな オタク 修行を 僕に 課したん たろう」 

「一応よ かった ねつ、 兄 クン。 しくし くしく」 

しぶ や、 なぜ そこで ゲ^  — ム オ^ ~ バ - ~ みたい な S 
る。 

「亜季は 子供の 頃から、 とにかく 見た目が かわい 
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かった だろぅ？ だから 顔に 一目惚れした 男の子 
たちに、 さんざん 迫られ 続けて いたの さ。 でも、 
Jr 季が ドロ ドロの 腐 女子で ヵップ リングの 組み合 
わせの ことば かり 話す 女の子た と 判る と、 ほ とん 
どの 男は 退いて しまって 亜季の 前から 消えて いっ 
た…」 

そり ゃそぅ だよ な あ。 僕 だっ ていきな り やおい 
話を あの マシンガン ロ調で ぶっ ぱな されたら、 退 
いたか も… い、 いや、 僕は 耐えた かもしれ ない。 
でも、 いきなり やおい は ハ— ドル 高い よな あ。 

「しかし、 高校に 入って すぐ… 亜季が 腐 女子で も 
構わない、 と 言って くれた 男の子が 現れて ね。 そ 
いつは B 系で 亚季 とは 全然 趣味が あわない タィプ 
だっ たんだけ ど、 それでも 亚季は 『兄貴、 聞いて 
聞いて！ やっと あたしの 顔 じ ゃなくて 中身を 好 
きになって くれる 男の子が 現れた のよ！』 と、 と 
てもとても 喜んでい たもの さ。 ところが、 最初の 
デ ー トを 翌日に 控えた 放課後、 亜季は 偶然 立ち 聞 
きして しまつ たんだ。 その 男が、 友達に 『あいつ 


頭の 屮ドロ ドロの オタクで キモ いけど'  顔と 身体 
だけは いいから な彳 、適当に 話 あわせて さっさと 
処女いた だいち まう わ』 って 笑いながら 自慢して 
いると ころを。… それから 亜季は、 男性 恐怖症に 
なって しまい：.」 

「… 亜季 お 姉ち ゃん、 かわい そ、 っ。 しくし く…」 

「… ひっ… 酷い 話 だ… 亜季ち ゃん が、 かわいそう 

た… ああで も、 僕 だって 人の こと 1 一一 n えない かも… 
ああ ああ^:」 

僕は 乙女 回路を 亜季ち ゃん のキモ チに シンクロ 
させて しまった。 ずきずきと 胸が 甯ん だ。 

「まあ、 その 男は 亜季に 手を 出す 前に ラ ー 店長の 
天誅を 受けて 裁かれたん だが ね」 

おお、 良い 兄さん だ。 でも… まさか、 埋めたり 
してないだろう な。 

「で、 その後、 亜季は、 クラスメィトの 君の こと 
を 好きに なって しまった」 

「、っ 一 ん 。僕、 何 か 亜季 ちゃんの 好感 度を 上げる 
よ、 っな ィベント、 起こして たかな あ」 
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…兄 クンが- R いこと をして いる 姿… 思いつかな 

ぃ…」 

しぶ や、 思いつけよ。 

いや、 僕 もまっ たく 思いつかな いが。 

「普段は いいかげんで 軽い 奴な のに、 妹には とて 
も 優しくして あげてい る 姿に 惚れた そうだ。 妹が 
廊下で 平 〇 に 絡まれて いる 時に、 一目散に 突撃し 
ていった 姿が かっこよ かった とか 何とか」 

「… U クンに 惡い虫 がつ かないよ うに 周りを うろ 
、っろ してた のが やぶ 蛇に なって しまった なんて… 

そ、 そんな こと あったっ け？ 

しぶ やの ことになると 何も 考えずに 行動して る 
から、 s にない。 

、っ わ一 っ、 恥ずかしい。 

「しかし 君 もまた、 見た目は あの 男と 同じ 非 オタ 
の B 系で チヤ ラ チヤ ラした DQN っぽい 男の子 だ 
つた。 趣味 も アキバ 系とは 正反対。 どうしよう… 
と 亜季は 悩んだ。 好きだけ ど、 また やおい 趣味を 


否定され て 嫌われる のが 怖い。 口では 気にしない 
と言われても、 本心は 身体 H 当て だっ たりしたら 
もっと 怖い。 悩む 亜季を 救うた めに、 僕は 『羽 場 
もてる オタク 化 計画』 を 提案した わけさ。 そんな 
時に、 君の ほうから 亜季に 告白して きた わけさ。 
亜季は 『嬉しい けど、 でも、 興味の 無い 彼を 無理 
やり オタク 趣味に つきあわせる なんて、 できない』 
と 戸惑った が、 僕は こ、 っ 言って 亜季を アジって け 
しかけた。 1 本 中 n に 彼が -f のこと を 好きなら、 盖 2 ん 
で オタク 趣味を 什 ハ 有して くれる はずさ f. 何も ^ 
にす る ことは ない！』 とね。 は 一 つは つは はつ 0 
その後の 展 11 は、 君 も 知っての 通り だ」 

そ… そうだった のか… 亜季ち ゃん、 そんな 悲し 
い 思い出が… それな のに、 オタクで もなん でもな 
い 僕を 好きに なって くれたの かっ… うわ ああ ああ 

んっ。 

1 という わけで、 君は 僕の 与えた 試練を 全て 乗り 
越えて、 ついに 秋 葉 原に ゴ ー ル ィンした！ いま 
や 君は ド I ルと 二次元で 脳 内 会話す る 力を 身に つ 
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けた 最強の オタクた！ この 僕を 超える ハィ レべ 
ルの オタクに なった 君 こそ、 亜季の 彼氏に 相応し 
いっ！ はい、 これが 駅前 秋 葉 原 留学 コ ー スの合 
格 証書 だ。 授業料は 月末までに きちんと 振り込ん 

で くれた まえよ、 は 一 っは っは っは っ— 

ちっ。 授業料は しっかり 徴収され るの ね。 まあ、 
さんざん アニメ 会の阯 話に なった し、 しよぅがな 
いか。 この 授業料が アニメ 会の ^ に 渡り、 秋 葉 原 
の グッズへ と 還元され ていく の だ。 ああ、 素 晴ら 
しき かな、 オタク 経済。 まるで ガン ジス 河の 如き 
無限の 営み、 永遠の 輪廻。 

「でも… やおい 話って、 全然して いなかった よ、 
亜季ち やん は。 男の子 向けの オタク 話 ばかり だっ 
たよ」 

「それは、 亜季の ほぅ も 無理して オタク 男の 趣味 
を 勉強して 君に あわせていた からさ。 いきなり 男 
の 子に やおい は ハ ー ドルが 高い ので、" 明え とか そ 
つち 系の 男の子 ワ ー ルドを 君に 覚えさせ ると 亜季 
が 言い出し てね。 だから、 実は 彼女 も ほとんど 一 


力ら 男の子 オタクの 犯界を 勉強して いたんだ ょ、 
君が 修行して いる 影で」 

じ^ ^ ん 。どこまで 僕を 泣かせれば 気が済む んで 
すかっ、 亜季ち やん はっ… そぅか、 僕は 一人 じ や 
なかった のか…！ 

「あと、 二 学期から 日 曜日 ごとに メィ ド 喫茶で ア 
ルバ ィトして いたのは、 Tf に デジタル チュ^ ~ ナ^ ~ 
入りの DVD レコ ー ダ ー を プレゼントす るた めさ。 
あれは 全額 ロ ー ン 払いだ ったんで ね」 

「えっ？ あれって、 使い 十：！ しの ゴミじ やな かっ 

たの？」 

「まさか。 あれは 1 冗 値二〇 万円の 超 高級 最新 型 だ 

ったの だょ、 は 一 っは っは っは っ。 オタク 修行に 

入門した 君の ために、 亜季が 一番 使い 勝手の 良い 
フラグ シップ モデルを 一二 回 分割 口^ ~ ンで買 った 

のさっ。 亜季の 家は 家計が 苦しい から 現金を 用意 

できな かったん だね」 

] ン •：！ 

ああもぅ ダ メだ 。立っ て いられない。 
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亜季ち ゃん、 いぢら しいっ… なんて 良い 子なん 

だつ - 

あんな 良い 子が、 僕なん かを 好きに っ…。 

どこの 萌え 話です か、 これは っ？ 

いけね え。 僕なん かに、 亚季 ちゃんの 彼氏に な 
る 資格なん か 無い。 いけね えよ！ 

あつ… 兄 クン、 どこへ— 

「も、 もう、 僕には 亜季ち ゃん に 会わせる 顔が な 

いっ - 僕は… 彼女に… 僕の ために アルバィト 

まで させて おきながら、 こもる と デ ー トし てるん 
じ ゃない かと かそん な ことば かり 妄想して 、亜季 
ちゃんを 疑って ばかりだった…！ 亚 季ち ゃん の 

こと、 わがままな 女の子 だと ばかり - 僕は、 

僕は、このまま秋免 ^ から ^ 1つて^ - ^ まうよ つ^:^ 
さようならつ！ 一 

「は 一 つは つは つは つ、 そっちは ロッカ ー ル ー ム 

だよ」 

「えつ？」 

げ つ。 なんと お 約束な。 


ロ ツヵ ー ル ー ムの 中には、 メィ ド 服を 脱いで ド 
着 姿に なって いた 亜季ち ゃん が…。 

「き ゃ一っ 、なんで 堂々 と 入って きて視 いてる の 
ょ 一 っ！ エッチ 痴漢 バヵ 変態！ 死ね！」 

「く/又^ — て ！ 」 

こうして 僕は、 頸動脈への 亜季ち ゃん の ツィン 
テ ー ル 攻撃で 失神 させられた のだった。 

僕が 失神して いる 問に、 どうやら 亜季ち ゃん は 
こもる も 倒したら^ ― ^ 力つ た。 こもる 力 全部 ぺらぺ 
ら喋っ たこと をし ぶ やから 教えられて、 激怒した 
らしい。 

まあ、 ともかく…、 

やっと j ] ^c ち ゃん とノ 人き りで、 秋 葉 原の 街を 
歩く 瞵 間が やってきた。 

こもる としぶ やは、 僕たちの 姿を 遠巻きに 観察 
している らしい。 というのは、 周囲に 気を 配る と 
時折 ちらちらと 猫の 着ぐ るみの 陰が 視界の 隅っ こ 
に 入つ てく るの だ。 まあ、 あまり 気にしな いこと 
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にしよ、 つ。 

「あ、 あのね… さつき、 兄貴が 言つ ていた ことは、 
あれ、 金 部 兄貴が 書いて いる ゲ ー ムシ ナ リオの 話 


だからつ 


あいつ、 現実と シナリオの 区別が つ 


いていない 電波 だから、 全部 忘れて いいのよ つ ！ 」 
亜季ち やん は 怒つ たような 顔で そ、 つ 言/つ。 ああ、 

かわいい な あ…。 

「はいはい。 そうだよ ね」 

「あ 一 つ、 何よ その 言い方は つ？ あんた、 あた 


しの 言う こと 信じて ないで しょ つ— 

— 信じて るよ 信じて るよ」 

「ん もう〜… ま、 いい わ。 それ じ や、 午後は あた 
しが 秋 葉 原 ガイドを して あげる から」 

メイ ド 服から 春 服に 着替えた 亜季ち やん が、 僕 


に 腕を 絡めて きた。 

おお、 なんという ことであろう。 フ 


隣に 亜季ち やん、 見渡す 限りの オタク 仲間、 そ 

はう えつ ^ よ ^ 

して オタク グッズの 山、 山、 山。 ここは 法说境 か」 


杉 源 郷力 

「亜季ち ゃん、 あっちの 行列は 何？ クレ ー プで 
も 食べる の？」 

「ああ 一、 あれは ゲ ー ムの 体験 版の 無料 配布 じ ゃ 
ないか しら？ 今日 発売の 新作 かもしれ ない けど 
日曜日 だしね ぇ」 

「あっちの 人だかりは？」 

「ああ、 声優が 来 てるのよ。 卜' ~ クシ ョ ^ よ、 卜 


ク シヨ 1KI 


^ — I 


クシ 


1 


なるほど、 いろいろ あるんだ な 


2 


発売日に なぜ (cgr がで きる の 9 


_ 


や あ 少年！ 上野で 会うな んて 偶然 天使！ 僕は 見ての 通り 新作 ゲ—厶 を 買うた めの 列に 並んで るんだ 


よ 


は？ 上野に ショップは ない ぞ 、これは 秋 葉 原への 行列 だよ。 行列の 長さに 作品への 期 Si と 人気が 現れて 


るよ な〜。 ネツ トで 買えば いい じ やない か？ 
典が 多々 ある！ 


それじゃ 特典が 付かんだ ろ！ 
どこで 買う か 嬉しい 悲鳴 だろ？ 


美しい…。 

でも こんな 後ろの ほうじ や 買えない かもしれ ないじ やない かつて？ 
ぶつち やけ 並ばなくて ち 買える よ。 


アキバでは その お 店 限定の 特 
中には 全部 買う 猛者 も。 同じ ソフ トで 棚が 埋ま るんだ、 


じゃあ 時間の 無駄 じ やない か？ 


それは 大丈夫、 予約して るから！ 
確かに… それは 正論 だよ、 でも それで 


も。 それでも 僕らは 並ぶ んだ！ なぜならつ'  そこに 行列が あるから！ 二次元で あの 娘が 僕を 待つ てるん 


だ！ 


「{僕らは みんな 並んで る。 新作 ゲ—ム が 欲しい から 並ぶ んだ {僕らは みんな 並んで る。 限定と いぅ コ 
トバに 弱い んだ 。予約 カー ドを 太陽に 透かして みれば〜、 真っ 赤に 流れる オタの 血潮〜。 大人 だって 腐 女子 
だって カエ ル 宇宙人 だっ て〜 みんな みんな オタクな の だ〜 友達なん だ〜 ク」 

え？ ソフ トに 決定的な バグが 見つかり 回収？ 発売 延_? ぎ ゃ ふんっ H: 


アキバの V ベン トつ てな にが あるの 9 

秋 葉 原では 四六時中なん 5 かの イべン トが 開催され ている。 サイン 会に 握手 会 


クライブに ミニコン 


サー ト' 


聖杯 戦争に アリス ゲーム とまさに 多種多様！ 中で も おすすめは、 声優さん 参加の アニメ DVD 発 
1  ル 記念 イべン ト！ とい/つ 訳で、 今 n は 君を イ ベン トに 連れてつ てあげよう。… 着いた ぞ〜 。びっくりし-一」 
ろ、 まさか おでん 缶の 自販機の 下が 核 シェル タ— になつ ている なんて。 ここなら どんな 邪魔が 入る こと もな 
い。 狭い？ 馬鹿！ 間近で 見れ るって 事 じ やない か！ この アツ ト ホ— ム感 こそ 肝な の だ。 


今日の 作品は 今期 一番の 話題 作 『デ レ キス 


ケ—ウ ルで しか やつて ないから ね。 き や〜、 はじまつ た！ W 野 沢 キタ 


知らないの もしよう がない。 那覇 ちんす こう テレビなる 


ヒロインの 双子 中学生 役の W 


-  r  I  i  I  1  I  I 

野 沢 だ！ 知らないの？  w 野 沢って 言っ rr ら野沢 〇智と 野沢〇 子に 決ま ってる じ ゃない か！ 「ゴ メンし 
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各 ショッ プで いろいろな イ 
ベントが あるので、 しっか 
り チェ ック して おきたい。 
モデル/桜 川 ひめこさん 
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〆 紫 


一：！^ 


てね 兄 先生 X  2」 出た'  決め 台詞！ 
なつち〜 H: マ〜シ ャ n え、 全然 
萌えな い？ 見ろ この 才— ディ エン 
ス のとろけ そうな 笑顔を。 お前 も 瞳 
を 閉じ'  心眼を 開け！ さすれば 君 
にも ツィン テ— ルの おでこ 娘が 見え 
てく る！ いざ'  二次元へ！ 


オタク ショ ップだ けで なく、 電気屋 もたく さん  原… なんて 恐ろしい 街つ…。 

あるし… 駅の 裏側には 巨大な 量販 家電 ショップ も  「そぅだ 亜季ち ゃん、 DVD レコ ー ダ ー の お返し 
あるら しい。 いや あ、 ゆりかごから 墓場まで、 生  に、 僕の プラズマ テレビ あげる ょ」 

涯 オタク 生活の 必需品が 全部 揃ぅ わけ か。… 秋 葉  「えつ？ な、 何 言つ てるの？ あつ あ. んな萵 い 
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もの 貰^! ない ってば っ！ それに、 デジタル チユ 
1 ナ— 入りの レコ ー ダ ー と 組み合わせて 使わない 
と、 勿 ぃゎょ」 

「いやま あ、 そのうち 一緒に 暮らす ことにな った 
ら 、また 組み合わせて 使える ようにな るんだ から 
問題ない よ」 

「あ、 それ もそう ね。… って、 なんで あたしが あ 
ん たと 一緒に 暮らさ なきゃい けない のよ っ、 調子 
に^ ■るん じ ゃない わよ f ■•むっき'  — っ！」 

/ ■、又- — っ 一 

ああ、 なんか も、 っ、 怒らせる ために わざと 調子 
に乘っ た 行動を している ような…。 

「そんな 高ぎ な もの 貫ったら かえっ て 気が引ける 
から、 あれを プレゼントして ちょ/っ だいよ」 
「あれって？」 

亜季ち やん が 指さして る 先は、 キヤ ラク タ 1 グ 
ツズの お 店の シヨ ー ケ ー ス。 中には、 小さな クマ 
の パ ペットが 飾られて いた。 

「あれ？ これ、 アニメ 会の 国 井さん が 手に 嵌め 


ていた 奴 に似てる よ、 っな.：？」 

「そうだっけ？ あたし、 これ 超 気に入った んだ 
けど」 

そうだ、 亜季ち ゃん も 縫いぐるみを 観る と 人格 
が 変わる タィプ だからな！。 縫いぐるみに 萌 えて 
きゃ一 っき ゃ一っ 言っ てる 亜季ち ゃん は、 や よい 
ぐらいに かわいい。 買っ てあげよう。 

「お兄さん、 これ 下さい〜」 

「お客さん、 それって、 うちの 代表の 片腕 だよ 一。 
売れない よ 一」 

あれ？  店番して いる 人、 どっかで 見た よう 
な？ 微妙に 沖縄 弁 っぽい ィン トネ^ — 、 ン ョンに も 
聞き覚えが あるよ/っな…。 

「あたしが ほしいって 言って るの よ！ 売って よ、 

土 几り なさい よつ . 」 

「ぎ ゃ 一 っ！ 店内で 暴れないで、 お客さんっ！ 
売ります、 売ります っ」 

•.•こ、 っして、 亜季ち やん は クマの パ ペットを ゲ 
ット した。 
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それから、 片手に パ ペットを 嵌めて、 片手は 僕 


スタイルで 亜季ち やん は 秋 葉 原を 巡回した の だ 


の 腕に 絡めて、 という 


校では 絶対に 許されな 


つた 


キヤ ラ クタ— グッズつ てな にが あるの？ 


人気 作で あれば、 今は グッズ 
とい つても 「ない 物は ない」 く 
らいに 品物の 幅が ある ！ その 
ため、 結構 作品からで はなく、 
グッズに 一目惚れして その後で 
本 編 (作品) に 入る 事が 多々 あ 
る。 

想い出 深いの が 『夜が 来る！』 
の 七 荻 鏡 花の 巨大 バスタオル。 

一 枚 五 〇〇〇 円と いう' 『あた 
しン ち』 の お母さんが 聞いたら 
激怒し そうな 値段の バスタオル 
なの だが、 それは バスタオルと 
して この バスタオルを 見る から 
だ H 金甓  'ツイン テ— ル'  ツ 
ンデ レ、 才—バ I 二— ソックス 
…しか も 制服。 そんな パ— フエ 
クトに さらに パ— フエク トを 重 
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ねち ゃつた、 プラモ 狂 四 郎のガ 
ンダム も 裸足で 逃げる 完璧 さの 
七 荻 鏡花サ マで ある。 そんな 鏡 

花サ マの ー メ—ト ル 以上 ある I 枚の 肖像画、 もしくは ポ— トレ イトと 思えば、 五 〇〇〇 円なん て 安い 安い。 
タオル 生地に 鏡花サ マの 美しい お 姿が 描かれた 瞬間、 これは バスタオルで あつて バスタオルでは なくなつ て 
いるの だ。 

購入した 時は タイ ト ル も 鏡花サ マの 名前 すら 知らな かつた ので、 バスタオルを 出発点に 原作で ある パソコ 
ンゲ ームを 買い、 パ ソ コンがないのでファンプックを買い'0><:化されていたのでそれも手に入れ、それ 
でも 「やはり 本人 達 (原作) に 逢いに いかなければ いけない」 と'  ついには パソコンまで 購入した もの だ。 
こうなる と 感覚的には、 パソコンの ほうがよ ほど 鏡花サ マの グッズ だつ たと 告白して おく！ 


つの 間に か、^^ になつ て、 そして 空には 月が 


■う、 うん。 亜季ち やん、 僕 も 来週から、 日曜 


つていた。 

やばい、 面白す ぎて 時間を 忘れて いた 


ああ 


季ちや んと 二人で 回る 秋 葉 原が、 こん 


なに 楽しい もの だとは 


〇 


人で も 超 楽しい 世界 だ 


の 午前は 秋 葉 原で アルバィトす るよ。 で、 午後は 
一緒に 街を 回って デ ー ト しよぅよ」 

「い、 いい わよ？ あんた も、 合格 証書 貫った ん 
だし… い、 一応、 正式に つきあって あげても いい 


けど にもう-人 親友が いると もっと 楽し い- 
いや、  1  親* 一^って  いうか… も、  もう、  僕の 彼女… な 


力 しら 


*  *  *  Q—  * 


「でも、 何 


あ、 でも…」 
まだ このし 


ミッションが？ 


ん だろ、 つか 


9  *  * 


これ 以上 ハ ー ドな ミッションって… 想像つ 


「あ 

O J 


楽し かつた 


また 一緒に 巡回し ようね 


かねえ 


0 


ガ クガク プル ブル 


〇 
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「もう 一回ち ゃん と 告白し 直しな さいよ。 なし 崩 

しっぽい のっ てダメ なのよ、 あたし。 ち ゃん とィ 
ベントが 発生 しないと 恋愛とは 言えない わ、 後 か 
ら 回想す る 時に ィベントを 思い出せな いと 寂しい 
じ ゃない」 

いやま あ 同感 だけど。 で、 でも。 

「ま、 また、 僕から？ この あたりには、 伝説の 
木が 生えて ないし… あう あう」 

「あんた から 告白す るに 決まっ てるで しよ っ ！ 
なんで、 あたしが あんた なんかに 告白し なきゃい 
けない のよ っ！ あんた、 ちよっ とば かり オタク 
スキルを アップ させた からっ て、 調子に乗 りすぎ 

よ S  ' 1」 

いや あ、 亜季 ちゃんって かわいい な あ。 

でも… 一度で いいから、 亜季ち ゃん から 好きで 
すって 言われて みて え…！ ああ あ、 叶わぬ 夢と 
判って いるから こそ、 人は'  夢に 向かって 突き進 
まなければ ならない ものな のでし ようかつ？ 太 
陽に 向かって 飛び 続けた イカ ロスの 如くつ？ 


うわ 一 っ！ そんな イベントが 発生したら、 僕 
はもう、 死んでも いいっ！ ってい うか 即死す 

る！ 亜季ち ゃん 告白 イベントの ためなら、 死ね 

る！  メフィストフェレスに 魂士冗 つてで も 発生 さ 
せて ぇっ！ 

もし、 もし そんな 二次元み たいな 夢の イベント 
が 起きたら… この 世は、 この 現実の 世界は もう、 
三次元では なくなって、 そして、 永久に 「2  *  5 
次元」 にな るんだろう な ぁ… ああ あ…。 

「そ… そんなに あたしから 言って ほしいの…？」 
あっ。 もしかして 顔に 全部 出て た？ 

亜季ち ゃん は、 もじもじしながら 目を 逸らして 

いる。 

でも 組んだ 腕は 離そうと しない。 

今なら… 道端 だけど、 人通り も 減っ たし…、 

…ラ ー 店長 もしぶ や もい ない みたいだ し…、 
…ぺッ パ ー ライスで も 食って るの かな。 

「… あ、 あたしは 言って あげない けど… クマに 代 
わりに 喋らせる わ」 
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亜季ち ゃん が、 空いて いる ほぅの 手に 嵌めて い 
た クマの パ ペットを ぴ ょこつ と 僕の 鼻先に 突き付 
けて きた。 クマが 口を ぱくぱく 動かしながら、 へ 
ンな 鼻声で® り はじめた。 

『 1, 季ち ゃん はもて る 君の こと、 ホン トは 大. 
大 ■大好きなん だよ 一。 だから、 亜季ち やん のこ 
と、 ずつ とずつ と、 いつ ぱい 愛して あげなき や ダ 
メ だよ 一』 

なつ…、 


しばらく 僕は 目を 点に して 固まっ ，ていた。 

その 間、 亜季ち ゃん も 固まった まま、 

(あたしっ てば… な、 なんて ことを…) 

と 言い たげ に 顔を 真っ赤に していた。 

これは… ふ、 普通に 告白す るょり、 ずっと 恥ず 

かしいで はないで すかっ？ 

ああ、 これが 2  *  LC 次元 だ。 この 世は 世知辛い 
三次元なん かじゃない。 僕の 前に 今、 二次元の 扉 
が 開かれた！ 

秋 葉 原は… 2 . 5 次元の 世界なん だ！ 


〆/1  / 

§  2.5 次元 0 てなん な© ? 


二 次元と 三次元の 恋愛は、 プロレスと 総合 格闘技の 関係に よく 似て いる。 昨今、 総合の リングで プロ レ 
スラ— はな かな か 結果を 出せないで いるが、 それだけで 総合の ほうが 優れてい ると 断言は できない。 I 見 
同じように 見えながら、 まった く 異なる ル— ルの もとで 行われる 二つの 競技は、 文字通り 次元が 違う の だ 
から。 

二次元に 三次元の ル— ルを 持ち込む のは ナンセンス だし、 その 逆 もし かり。 電車 男に オタクからの 卒業 
を 迫っ た エルメス や、 怪奇映画 コレクタ— である 芦屋 小 雁と 結婚す る 際、 その 貴重な コレクションを 手放 
させた あげく 最後は 離婚して しまった 斉藤 とも子な ど、 なぜ 愛を 傲 隱な ル— ルで 縛ろうと する のか？ そ 


れで 名勝 負が 生まれる と 思つ ている のか？ がんじがらめの ル— ルの 中で 行われた 猪 木 X アリ 戦は 世紀の 
凡戦と 酷評され、 猪 木は 莫大な 借金を 背負い'  アリは 自ら 決めた ル— ルの せいで 左足に 血栓症を 患い、 選 
手 生命を 縮める ことにな つた。 

なぜ 愛する 者の すべてを 受け入れ 5 れない のか？ 『め ぞん I 刻』 の 五代 くんが 惣 一郎さん の 墓前で 言つ 
た「ぁなたもひっくるめて、響子さんをもらぃます」をなぜ理解できなぃのか？2.5次元とは「プロ 
レス = 二次元 H フアン タ ジ—フ アイ ト」 と 「総合 格闘技 = 三次元 U リ アルフ アイ ト」 を 別物と 認識した 上 
で 両立で きる 精神の こと。 そして その 二つの 次元を 認めた 上で、 俺は 大声で こう 言いたい 。「俺は プ □レ 
ス (= 二次元) が 好きなん だ！」 と。 


一週間が 過ぎた。 

あの 後、 固まっ て 動け なくなっ てし まった 僕と 
亜季ち ゃん の 身体を、 どこか からか 湧いて きた ラ 
I 店長と しぶ やが 分けて、 お 互いに 持ち帰っ た。 

翌日は 恥ずかしくて 学校に 行きた く なくなって 
しまった が、 しぶ やに 無理やり 拉致され て 教室に 
叩き込まれて しまった のだった。 

亜季ち ゃん の ほぅ も 同じ 心境だった らしく、 そ 
の 日 一日は お 互いに 目を 合わせる こと もで きな か 

つた。 

… まあ、 二日 目になる と、 朝から 何^* もなかつ 
たかの ように 八 MS できる ようにな つたの だが…。 


ああ、 恐るべきは、 秋 葉 原の 魔力。 きっと、 あ 
の 街の 磁場み たいな ものに 亜季ち ゃん の 脳波は 影 
響を 受けて しまったの だ。 あんな こっばず かしい 
こと… 普通で も、 できねえ… まして や ツンデ レで 
照れ屋の 亜季ち ゃん が… ああ あ、 思い出し ただけ 
で…、 

r 思い出すな っ！」 

エ ルボ ー をみ ぞ おちに クリ ー ン ヒットされ てし 
まつた。 

0-  0  O 

>J¥  fr¥  ^  1TV  Iry  ^ 

僕と 亜季 ちゃんは 今、 中央線の 電車の シ ー トに 
並んで 座って いる。 


今日は 日曜日 だけど、 秋 葉 原 見学では ない。  らは あたしの 腐 女子 趣味に もさん ざん つきあって 
午前中は 秋 葉 原で お 互いに アルバイト していた  もら うんだ からね っ！ キ モイと か 言ったら ヌッ 
の だが (亜季 ちゃんは メイ ド 喫茶、 僕は ド ー ルシ  殺す からね っ！」 

ョ ップ) 、午後は 自由時間 なので デ ー ト する ことに  「ガ クガク ブル ブル」 

した。 でも、 秋 葉 原を 二人で 歩く と 先週の ことを  ああそう だ。 僕が祖 いてきた 世界は、 男の子 才 
思い出す から 恥ずかしい、 と 亜季ち ゃん が 言い出  タクの 世界 だけだった。 せいぜい ド ー ル 趣味が 女 
したので、 日は 池 袋に 行く ことにし たの だ。  の 子 オタクと 被っ てる 程度だった。 

「池 袋には 乙女 ロ ー ドって いう 道が あってね、 全  しかし、 オタク 世界は 広大 だ わ。 まだ 僕の 前に 
国から 選ばれし 腐 女子たち が 黙々 とその 坂を 上っ  は、 乙女 ロ ー ドと い、 っ 広大な マト リッ クス 空間が 
ている のよ。 何、 その； in は？ あんた、 腐 女子の  開けて いるの だ…！ 

趣味には つきあいたくない って 思っ てるのっ？」  曝、 オタク 道、 果てしなし。 

「い、 いや、 そんな ことは。 ただ、 どんな 恐ろし  「ま、 あんた だって ペレち ゃん の ド ー ルに 萌 えつ 
い 街なん だろうと…」  つ、 あたしと つきあっ てるで しよ？ あたしの 腐 
「秋 葉 原 ほど 大きくな いから、 そんなに 気にしな  女子 趣味 も それと 一緒 だから、 あたしの 脳 内 やお 
いでいい わよ。 ま、 男が 一人で 歩いて いたら 目立  い キャ ラに 嫉妬したり しちゃ ダメ よ。 お 互いの 脳 
つけ ど… ち ゃん と 彼女つ きなん だし、 問題ない わ  内には あんまり 干渉し ないように しまし よ」 

よ ぉ」  「ちよっ と 妬ける けど、 そうだよ ね 一」 

「そ、 そうだね^  — 」  「… もてる x こもる、 なんて 描いて みたら 楽しい 
「あんた はもう あたしの 彼氏なん だから、 これ か  かしら… やっぱり、 こもる が 受けで…」 
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r それだけ はやめて くれ、 は彳つ はつは つは つ」 

隣の 車両から なんとなく 聞き覚えの ある カン 高 


声が 聞こえて きたが、 気のせい だろ、 つ 


〇 


アキバ 以外に 聖地は ない の ゥ 


■ 


僕の 今年の 目標は 秋 葉 原に 引っ越し 念願の 週 七 アキバを 実現す る ことで一 す 


でち アキバが ホ— ムグ 


ラウンドに なつた 場合、 休日 僕は どこに 行けば いいんだ？ そ. こ •で、 秋 葉 原 以外の オタクの 聖地を 挙 
げて みよ 〖つ ！ 

まず トツプ バツ タ— は 中 野。 駅 北口に 広がる 一見 普通の 商店街 中 野 ブロ— ドウ H イ 、しかし 一歩 踏み込 


め ば そこは カオスの 塊 


| 階を 鬼 隠し 編に 喩えるなら 二階から 上は まさに 皆殺し 編 (？) と、 とにかく 


怪しげな 店で ごつ re 返して いる。 中で も I 番の 勢力を 持つ ている のが 曼荼羅 家。 最近は 冥土 迦符 恵なる 癒 
しを 目的と した 尼寺 も 多数で きて 候。 

そして 池 袋。 賛謝院 六〇の 西側に 広がる のが 乙女 □1 ド。 そこまでの 道のりは 決して 楽では ない！ 虎 
ノ穴か ら襲い かかる 猛獣の 群れ、 賛謝 院六〇 直進 行軍、 鬼 夜 婆 倉 嬢 四 死 舞との 死闘、 そして 富 樫の 死… そ 

y 君の 前に 最後の 関門が 立ちはだかる。 清らかな 乙女 達を 外 


んな こんなで やつと たどり 着いた 乙女 □1 

界から 守るべく 魔法の 茨で 守られて るの だ。 でも 案ずる ことはありません。 ここまで 辿りつ いた あなたな 
らそれ を 解 < 呪文を 知つ ている はず。 さあ、 ニンテンド— DS の タッチ ペンを 取り出し 描いて ごらん。 合 
言葉は そう 巳 L  f ハ— 卜)。 


電著 降りた 


二人で 手を 繫 いで 乙女 口^ ~ ドを 進んで いくと、 
どこから ど、 つ 見ても しぶ やにし か 見えない 男の子 


(の 格好を した 女の子) を 発見した。 しぶ やは、 
ヴァン ゲリ オン 零 4 D 機みたい なやる 気のない 前傾 
姿勢で、 ゆるゆると 同人 誌 ショップへ 入つ ていく 
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のだった。 

「あれっ て、 しぶ や… やっぱり オタク だっ たんじ 
ゃない か！」 

追い かけて いって 声をかけよぅと した 僕を、 h 
季 ちゃんが 止めた。 

I しっ！ 見て みぬふり をして あげなさい。 その 
、っち、 お兄さん にも カム アウトして くれる わよ」 
「… そぅだね。 しぶ やの ために も、 これから はや 
おいの 勉強に 励む ことにす るか」 

「あんた、 やっぱり シスコン よね〜」 

「そ、 そ/っかな ぁ？」 

「いいん じ ゃない？ あたし… 妹に 優しい お 兄 さ 
ん って、 好きよ…」 

ああ… 亜季ち ゃん… なんて 優しい 笑顔なん だ。 

うつ？ 

H が 合っ てし まった。 

またしても、 お 互いの 顔を 見合っ たま ま 固まっ 
てし まった。 

乙女 口^ ^ ドの 真ん中で。 


ぁぁ、 やばぃ。 

僕たちの 前には まだ、 長い 長い 乙女 坂が 続いて 
いると いぅのに。 

なんで こんなに かわい いんだ 亜季ち やん。 

僕を 萌ぇ 殺す 気 か。 

ああ あ 固まつ た。 動けない。 

… 先に 動いた ほぅが、 やられる！ 

そんな 感じで 固まっ てし まって いる。 

横を 通る 腐 女子の 皆様に、 ジロ ジロと 見られて 
しまつて いる。 

こんな 時に 限って、 ラ I 店長 も 来て くれないし 

0° 

(このへん、 現実 っぽい) 

ああ、 頼む しぶ や、 早く この 兄を 助けに 来て く 

れつ - 


僕と 亜季ち やん の 2 • 5 次元 オタク ライフは、 
これから はじま るんだ。 
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5  0 まで オタクを 続ける の 〇 


_ 


「いつまで オタクなん か 続ける つもりです か？」 

僕は こんな 意地悪な 質問を 三次元 女に されたら、 親指を 胸 
に 突き刺しす かさず 答える。 「この 命 尽きる 時まで！」 と！ 
相手が ポ カンと したら 二の 太刀で 「ちなみに 来世は 美人 三 姉 
妹の 末つ 子に 生まれ かわつ て 謎の 暗黒 騎士 軍団との 壮絶な 戦 
いに 巻き込まれる も'  なんと 敵の 首領は 幼稚園 時代の 幼馴染 
み、 あきひろ 君で…」 と萌え 話を 続ければ 相手は 戦意 喪失 確 
実！ 僕は これで 数々 の 修羅場を かいくぐつ てきた。 

そんな 僕 も 今年で 三 二。 ふと 考える。 もし 将来 ひょ んな事 
から 父に なり、 思春期に なつた 娘 (血の つながりは 問わず) 
に 秘蔵の 一 八禁 同人 誌を 見られ 「いつまで オタクなん か 続け 
るつ もりな の！」 と言われた 時、 本当に 同じように 答えられ 
るの か。 それは 即バッ ド エンド 逝きだろう かと。 

そんな ことは… 絶対ない！ その 秘蔵 本が いかにい い 作品 
なのかを 一晩、 いや 何年 かかつ てで も 理解しても らう。 逆 
に、 可愛い 一 人 娘 (魔 族 及び 妖精で も 可) の 部屋から やおい 
同人 誌を 見つけた 時で も、 「これ… お父さん も 持つ てる ぞ！」 
と言える 度量を 持つ たでつ かい 男に 僕は なる！ そして 七〇 
歳まで 生き、 老人 視点で ギャル ゲーを やりながら 死ねたら 本 
望 だ C 
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Bit 本日の 議題は ファッションに 決めました！ 

ファッションに ついていろ いろ、 いま 者 7え るべき ではない のか！ 以前から 我々 の 服装を 変えろ と、 
要するに、 オ サレ 雑誌に あるよ/っな 「ヵッコい い 服」 を オタク も 着るべき じ ゃない かと 周りが 言って 
きている けれども、 そうではないだろう と。 好きな もの 着て 何が 悪い、 と 思った 次第です。 

本 田そう です よねえ。 ユニクロ、 ヵッコい いじ ゃないで すか、 安いし。 今日 着て いるの、 凄く あっ 
たかいのに 八 八 〇 円です よ。 でも この 服、 ユニクロで すらな いんです よ。 ブロ ー ドウ エイの ml っ こで 

買って きた、 なんだかよ くわから ない 中国 製です。 

三 平 ユニクロ じ ゃない じ ゃない！ まあ、 大抵の ものは、 中 野 ブロ ー ドウ エイで 瓒 っんです。 

本 田そう です。 今日 着て いる 服、 全部 ブロ ー ドウ エイです よ。 上から 下まで 一万 円い かないです。 
ところで いわゆる 「アキバ 系フ ァッ シ ョン」 って、 あれは 純粋に アキバで 活動す るた めの 機能を 追求 
した 結果、 今日の 姿に なった わけ じ ゃないで すか。 ですから、 変えたら 逆に 大変です よ。 

三 平よ く 釣 具 店で 売って いる ジャケットと かあります よね。 ポケットが いっぱいつ いていて、 すぐ 
にいろん なと ころから アイテムを 取り出せる、 非常に 秋 葉 原 向きの もの。 

譯 買っ たものを 入れる というの が、 まず 絶対 条件に あるから ね。 

三 平そう。 衣類に ポケットが ついてい るん じゃなくて、 ポケットに 衣類が ついてい るんで すよ。 地 
肌に ポケット じ ゃお かしいです もん、 「我々 は 有袋類 か」 という 話に なって しまいます から。 

タツ オバ ッグに しても、 やっぱり パソコンと 同じで 「容量が 大きい」 という ことが 最優先 ダ ヨね！ 
なにせ 我々 は 家を 出る前に、 絶対に 必要の ない ものまで シミ ユレ ー シ ョンを して 出て いく わけ じ ゃな 
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いです か。 「もし 道端で あの人に 会ったら、 あれを 見せ なきゃ」 みたい な。 

三 平 (笑)。 そう そ、 っ。 長い スパンで 妄想す る わけです よ。 我々 は 伝道師な わけです！ 

一同 (笑)。 

本 田 いまの 渋 谷と か 原 宿の ファッションって、 現実の 生活と 遊離 しちゃっ てるじ ゃないで すか。 

イメ ー ジ先行 で 「雑誌で こういう ことを やって いるから、 それを 着る」 みたい な 感じで、 実用 性が な 
いんです よ。 ファッション雑誌 や テレビが 発信した 情報を 記号と して 刷り込まれ ている だけなん です。 
女装 ロックの 創始者 デヴィッド， ボウイは 昔 『フ ァッ シ ョン』 とい、^^ を 歌って、 そういう 人たち を 
バカに してました よ。 「右 向けと 言われれば 右を 向く 連中 だ」 と 言っ て。 

タツ オ ^111 に 一般の 方々 のフ ァッ シ ョンと 言 っても、 オ レら の^^だと 「キム タク」 だの 「妻 夫 木 
聡」 だのの コスプレ だと 田 心、 っんです よ。 違いと 言えば、 一般の 方々 は 「カッコい い」 が 基本 軸に ある 
ん です けど、 僕らは 「便利」 が ファッションの 基本 軸です よね。 

K 僕らは 一 人 ひとりが 「フ ァッ ショ ンリ ー ダ ー」 ですから。 

三 平 同人 誌の ジャンルで 零っなら 「オリジナル 創作 作品」 です よね。 

本 田 ファッションの 自立です よね。 

二〇世紀初頭のドイッにも、バウハウスとい、 2 口理主義*機能主義に根ざしたデザイン運動があっ 
たわけで すよ。 これは、 デザインと いう ものを 大衆の ために 取り戻す とい、 っ 運動でした から、 もとは。 
いまから 見る と オシ ャレっ ぽく 見える けど、 当時は そうだっ たんです よ。 当時は 都市が 近代化 されて 
大衆 響 文化が S がりつつ あったので 、「霜 的な、 大衆の ための デザインを 創る の だ」 と。 まあ、 元 
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袓 ユニクロみ たいな もんです よね。 

| 同 へ、 又^^っ 0 

タツ オ 本 田さん が 提案す る オタク ファッションは、 ど、 っいぅ ものです か。 

本 田 いま 言った よぅに、 機能的に アキバと かで 活動し やすければ 何でもい いんです けど、 個人的に 
は 黒が 好きな ので、 僕は とりあえず 黒ずく めです。 でも、 紫 や 迷彩 も 捨て 難いです よね。 まあ、 自分 

が ヵッコい いと 思えば いいわけで すよ。 他人の 目を 気にした ファッション なんて、 無駄 無駄 無駄 ァ 

です。 

三 平 迷彩は、 確かに 秋 葉 原で 比率は 高いです よね。 俺 も 好んで 着ます けれども。 機能の 面で 零っ と 
日本では 完全に 必要ないです よね (笑)。 

タツ オじや あなんで 流行っ てんの？ (笑)。 

三 平 いや、 ヵッコい いと 思っ てい るんで すよ (笑)。 あとは、 もし 急に 『北 斗の 拳』 みたい な 世界 
になっ たりしたら、 も、 っ 着の％^ のままで 出 なきやい けない わけです よ。 そのと きに これが…。 

タツ オ ああ、 やっ ぱ 機能的なん だよ ね。 シミ ュレ ー ショ ン能 力が 高 いんだよ、 我々 は。 

三 平服は 好きな もので いいんで すよ。 要は 「指図を するな」 と。 オタクで も ブランドが 好きだった 
ら 、別に 着て いいんです。 ただ、 「この ブランド ものを 着ろ」 だと か、 押しつけ がましい ことは 言/っ 
なと。 

本 田た だ、 アルマ ー ニの ス ー ッは アキバで 活動 しづら いです ね。 

裔 ポケットが ついて ないです からね。 ブランドって 意味ない じ やないで すか、 機能 上は。 
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三 平ない ない。 オ レら で 「ブランド」 と 言つ たら、 ナムコと か ハドソン だから。 

タツ オ 比嘉 くんは、 なんか さ、 も、 っ パッと 見です ごい ステ ー ジの 高そう な オタクなん だけど。 

器 はい。 きよう も 『キミ キス』 のシ ャッを…。 

三 平 (ジャケットの 中を 見せて) 俺 も、 今日 着て きました よ。 『あずまん が 大王』 の大阪 T シャッ 
を。 これは、 江戸っ子は 裏の 羽織に 気を 遺う という ことで。 

本 田 ハ ハ ハ ハ。 全員、 萌えシ ャッな のに 生地が 黒い というの がいいです よね。 でも、 街 中で こうい 
うシ ャッを 見る と、 「あっ、 いま、 この キャ ラが 流行っ ているな」 とわ かります よね。 

三 平 4^ 代わりです よね。 「ああ、 あなたは この キャ ラが 好きなん です か。 私は こういう 者です」 み 
たいな。 

本 田もう ニユ ー タィプです よね、 見て 解义口 える という。 

三 平 秋 葉 原で 擦れ違った 瞬間に、 「おっ！」 と 思うよ ね。 一瞬 立ち止まって、 「ピ ー ン！」 と。 

一同 奚)。 

タツ オ萌え シャッから 広げる と、 オタクに とっての 小物は なんです かね？ 非 オタクの 方々 って 
なんか 男 向けの ピアスと か ネックレス とか アクセサリ ー まで あるじ ゃないで すか。 

アクセサリ ー 的な もので 言っ と、 ストラップです かね。 僕、 やって ますよ。 はい、 かわいい ス 
トラップ ニ 個。 

本 田 あっこれ は、 『苺 まし まろ』 の… げっ 、みんな ストラップ 持って ますね (笑)。 

タツ オ 僕らは、 この ストラップを 見る だけで 入 K 話で きる から、 自己紹介 する 必要が な いんです よ 


単に 猫を 二つつ けて いる 人 だったら、 「ああ、 気が 多い 人なん だな」 とわ かる じ ゃないで すか。 

违磊 どの キヤ ラと どの キヤ ラを 組み合わせて いるかと いうの も、 その 人の 主義 主張と いうの がわ か 
ります よね。 ヵ ミ ー ユとマ ー ク H にす るの か、 ヵ ミ ー ユとゼ ー タに する のか。 その 組み合わせで、 「あ 
っ、 こいつは わかっ てる」 と。 これ こそ ファッションで すね。 

本 田 それは コ ー ディ ネ^ ~ 卜 という やつです ね。 コ^  — ディ ネ^ — 夕^ — (笑)。 

三 平 ここへ きて 初めて ファッション 用語ら しい 単語が 出て きたよ/っな…。 

本 田 僕が 知っ ている 数 少ない ファッション 用語を 総動員して います。 

一同 奚)。 

三 平 他に、 オタクに とっての 小物と いえば バッヂ です ね。 コ ミケと かに 行く と、 もう 服な のか バッ 
ヂ なのか わからな いよ、 っな…。 

タツ オ ああ、 いるいる！ ああ、 そうだ (笑)。 あれは 鎖帷子み た いなもので すね。 ただ、 バッヂ 
が 丈夫な のか ど、 っかは わからないです けど。 

本 田 いやいや、 護身です よ。 本当の 意味の 護身です よ、 あれは。 

IK でも もし 襲われたら、 キヤ ラク タ 1 に当たって しま、 っと 辛い から、 自分の ほうが 当たりに 行く 

とい/つ… 0 

三 平 バッヂ を 庇って 死んで いく  (笑)。 

タツ オ i とか もしないです よね、 みんな 基本的に。 

违 居 とかしたら 本が 傷つく じ ゃないで すか、 プラモ も 作り づ らいです よ。 
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タツ オ うん、 邪魔です ね。 三 平さん メガ ネっ娘 好きだよ ね。 メガ ネを 「アィ ウェア」 とか オシ ャレ 

っぽく 言う 風潮を どう 田 心う？ 

三 平 却下、 メガ ネは メガ ネ です。 でも、 個人的に メガ ネは全 肯定して ます。 ただ、 あざと さが 見え 
た瞵間 に メガ ネは死 ぬんで す。 

Hit 「あざと さ」？  「伊達」 つて こと？ 

三 平 いや、 違います。 なんか、 流行りに 流されて メガ ネを かける という 計算です。 ただ、 俺は すご 
く メガ ネが 好きなん です。 だから、 俺の 中で 葛藤が すごく あるんで す。 確実に 魅力が 三 らいに 
な るんで す、 メガ ネを かける と。 

国 井 (笑)。 いまは オシ ャ レな 人たち で、 サングラス も メガ ネの 延長 線 上に あるで しよう。 でも メガ 
ネは メガ ネだ よね。 

三 7 サングラスは、 やっぱり 「日差しが 強い」 「目を 合わせたくない」 みたい なと きにかける もの 
だと 思います ◦そして、 ちっち ゃい オシ ャ レな メガ ネは 、魔法使いの 先生し かかけ ち ゃい けない こと 
になって いるんで す ！ 

メガ ネ には やっぱり 「生きる メガ ネ」 と 「死ぬ メガ ネ」 というの があります ね。 メガ ネも やっぱり 
機能 性 重視なん です よ。 目が悪い からかけ ている だけであって、 メガ ネ ありき で 小物と して 扱って ほ 
しくな いんです。 それは 「死んだ メガ ネ」 「あざとい メガ ネ」 なんです！ ただ、 好きなん です、 メ 
ガネ が。 だから、 その 葛藤が ね… オレっ て やつは 不甲斐な いんだよ…。 

国 井 誰か こいつを 止めろ！ (笑)。 
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本 田 メガ ネ 集と かどん どん 出て、 メガ ネ かけたら トップ アィドルみ たいな 世界に なって きまし 
たからね。 漫画雑誌の グラビア も、 メガ ネ巨 乳っ 子だった りします から。 ちょっ と 前まで ただの 巨乳 
っ 子だった のに、 巨乳の 水着で メガ ネ なんです よ、 いまは。 そうすると 売れる とい/っ…。 

三 平 正直、 買って ないです よ。 買って ないです けど、 見たいです ね、 見て みたい。 でも、 もう ブ ー 
ムは 落ち着き ますよ、 心配し ないで ください。 流行を 追い かけて いる だけなん です、 一般人は 飽きっ 
ぽ いから…。 メガ ネを一 度 かけた のなら、 も、 っ 死ぬ まで メガ ネを つけな さいと 言いたい！ 

あなた 方ね、 メキシコの ル チャ リブ レって ご存知で すか？  メキシコの マスク マンの…。 

本 田 ああ、 ル チャは 生涯、 人前では 絶対に マスクを 取らな いんです よね。 

三 平 あれは 本当に 重 いんです。 エル •カ ネックと いう レス ラ ー が 藤 波 辰爾と 日本で シングルマッチ 
を マッ チ メィクされ たんです けど、 勝手に 日本側に 「これは マスク 剥ぎ マッ チで、 負けたら マスクを 

剥ぐ」 と言われて、 なんと 国外 逃亡し たんです。 

一同 (笑)。 

三 平 だって、 剥ぐ という ことは 死ぬ という ことです からね。 本当の ファッションと いうのは そ、 っい 
う ものです よ。 メガ ネを かけるなら、 メガ ネ バンドまで しろと いう ことです よ、 常に。 

タツ オ 外せない ように (笑)。 オタク ステ ー ジの 高い 比嘉 くんは 他に なに か こだわっ ている ことと 
か、 ない の？ 「カバンは 櫸 がけで きる やつが いい」 とか。 

ii 器 カバンは 基本 リュック なんです けど、 両 がけの ものより 片 がけの ほ、 っがい いです ね。 なぜなら、 
クルッと 回せる ので。 
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タツ オ でも さあ、 やっ ぱ 容量が 小さい じ ゃん。 なんか すげ え 子供 抱いて るみたい に 膨らんで いると 
きがある じ ゃん。 面倒く さくない の？ 

tt 居 いや、 全然。 あれは、 まだ 序の口で すよ。 僕は 常に コ ミケ 状態です から。 

三 平比嘉 君に 俺が 感心して いるのは、 キャ リ ー を 引いて くると こです ね。 あれは 機能的で すよ。 地 
球に 荷物 持って もらって いるみ たいな もんです よ、 あれは ホン トに 。地球に 身を 委ねて いる わけです、 

すごい エコロジ スト！ 

譯 「地球を 着て いる」 ん だ。 ヵッコい いね。 『週刊 地球の 着 2  ( 笑)。 

タツ オ エコロジ 1 と 言えば、 オタクは 物を 大事 ii します よね。 普通の ファ ッシ ョンは 麗が 早い じ 
ゃないで すか。 春 物と か、 夏物と か…。 着る ものの 持続 時間が 長い ことを 僕は 言いたいです。 例えば 
T シャ ツーつ 取 つても、 オタクは 首 回り ョレョ レになる まで 使、 っ わけです よ。 
k 器 確かに！ 僕は 高校のと きに 買った やつを まだ 着て いますよ。 

タツ オ いや、 それは ひどい！ 

mt  (笑)。 あと、 同じ 形の ものを 買うよ ね。 流行りは 関係な く。 

本 田 そ、 っそう。 僕が ユニクロを 好きな のは、 みんな 同じ デザイン だからです。 この 「ひたすら 同じ 
デザインの 服を 集める」 とい、 っ スタイルは 『パ タリ ロ！』 で 覚えたん です。 

国 井 『お ぼっち ゃま くん』 や 『かりあげ クン』 もそう でした ね。 かりあげ クンは いつも 同じ ス ー ツ 
を 着て いて、 「おまえ、 ちゃんと 着替えろ よ」 と 部長に 言われ るんで すが 「彼らは 何も わかっ ていな 
い… I と。 タン スを 開けたら 同じ ス ー ツがバ ー ッと 並んで いて。 


三 平 我々 は植田 まさし スタイルなん だね (笑)。 

IHt だから、 オタクは 同じのを ずっと 着て いると 思って いて、 それが イヤ だと 言 又が 多 いんです 
が、 違 うんです よ。 同じ 服を いっぱい 持って いるんで すよ！ そこを 理解して いただきたい。 

本 田 それが 粋って やつです よね。 オシ ヤレ していな さそう に 見せかけて、 オシ ヤ レみたい な。 

雄 器 キヤ ラ ぶれして ない という ことです もんね。 

EBt そういう こと、 そういう こと (笑)。 

本 田 決して、 アニメの キヤ ラク タ 1 がいつ も 同じ^^して いるから、 真似を してる という わけでは 
ありません。… たぶん。 

三 平 コ ミケ 1 刖 とかに 急に アニメの キヤ ラク タ— のフ ァッ シ ョンが 変わつ てし まつたら、 コス プレイ 

^  が 大慌てです からね、 ほんと。 同人 作家さん たち も、 もう 入 稿は 終わって いる わけです から。 

本 田そう です よね。 エゥ〇 力と かは その へん 考えて なかったです よね〜、 見る度に 姿 かたちが 変わ 
ってい くじ ゃないで すか。 服は 一張羅で したが。… まあ、 エゥ〇 力は 羽が 生えた 状態が 一番 かわい か 
ったです ね。 

I 同 (笑)。 

本 田 オタク 趣味 自体、 八〇_ から バブル 時代に かけての モテ 趣味とは 逆で、 誰かに 評価され るた 
めに やる もの じ ゃなく、 自分が 楽しむ ために やる ものです から、 必然的に ファッション も そ， っなる わ 
けです よ。 「己の スタイル」 を 確立 すれば いいと いう ことです。 

タツ オ やせ 我慢は しなくて いいと 思 うんです よ。 だから、 僕は 基本的に 自分の 良さを 特化して いナ 
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ばいい と 思 うんです。 で、 自分の 良さを 特化して いくこと を 追求した 男が、 我々 の 身近に…。 

三 平 亀 子 のぶお… も、 っ 最高 ステ ー ジに 立って ますね。 針が 振り切れち ゃって ます。 ここまで くれば、 
彼は 『スタジオ •ボイス』 の 表紙を 飾れる と 思、 っんです。 

本 田なん か MOM  A に 行つ たら、 こうい、 っ オブジェ ありそう じ やないで すか。 も、 っ ファッションを 
通り越して コン セ プチ ュ アル •ア ー トの 世界に 行って ますよ。 

自分の 好みを 突き詰め ると、 やっぱり 「ア ー ト」 にな るんで すね。 すごいです よね、 「ここ ま 
できた か」 という…。 

本 田そう です ね。 だから、 いわゆる オシ ャレ 系を 僕が あんまり 真、 似したくない のは、 とにかく 雑誌 
で 見た 記号を そのまま コピ^ ^ してやっ ている からなん です よ。 亀 子さん のは、 もはや ゲル ニ カみた レ 
になっ てるじ やないで すか。 すごい 根源 的な 衝動を 訴えて きます よね。 

面 井 これは… 見た ことない もんな〜 (笑)。 「なんか メッセ ー ジ あるんだ ろうな」 と 深 読み しちやい 
ますよ ね。 

本 田 村上隆 さんの フィギュアの 価格が、 ニュ ー ヨ ー クで すごく 高く なって いる じ ゃないで すか。 そ 
れ と同じように 舞に 持っ ていっ て 「ア ー 上 だと 言い張れ ますよ、 たぶん。 向こうの 人たち は 本気 
にします よ。 ええ、 「いまの 日本の 最先端は、 これです」 と 言えば。 

タツ オ 最先端 (笑)。 これは、 ちよっ とヤバ い…。 

ヒだ 3 、 ここで： 王 意し なきやい けない のは、 フ アッ シヨ ンを 追求す る ことと、 コスプレを する こと 
は 別 だとい うこと です。 この 格好を して 普通の 街 中を 歩ける ので あれば、 それは もう ファッションで 
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す。 決まった 場所で しかで きないの なら コスプレです。 これは コスプレ だ ポポ！ (興奮の あまり 語尾 
力龙 力し し， 一 

三 平 これで 街 中に 行ったら、 都市 伝説です ね。 絶対 都市 伝説です よ！ 俺、 親戚に いたら ィヤ だな 
あ、 この 人。 でも まあ、 見よう によっ ては、 和服 着用の ものなん かは 和製 ゴス ロリです かね？ いや 
「ゴシック」 までです か、 「ロリ」 までは… (困)。 

违聶 「ゴシック ホラ ー」 とい、 っ 感じです ね。 

タツ オ (笑)。 ただね、 日本の 着物 自体、 もしかしたら 喪 男の ための ファッション、 喪ッ ショ ナブル 
なのか もしれ ない。 着物って 結 1 能 的なん です よ。 物 も いっぱい 収納で きて、 着 やすいで すし。 僕 
らが いま 着て いる 洋服、 極論 すれば アメリカ 的な フ ァッ ショ ンの真 似、 アメリカの コスプレ なんです 
から。 

本 田ジエ ー ムス •ディ ー ン とかの ハリウッド 映画に 刷り込まれた わけです ね。 とりあえず 車に 乗っ 
て、 ジ ー ンズ势 くんだ と。 それで、 石 原 兄弟と かが 出て きて、 こう なった わけです よね。 そもそも、 
ジ ー ンズ だって 最初は 労働者が 穿く 機能的な ズボンだった のに。 ジ ー ンズ こそは アキバ 系フ ァッ ショ 

ンの 源流です YO! 

タツ オ 誤解して いただきたくない のは、 僕らは r これを やれ」 と 言っ ている わけでは ない という こ 
とです ね。 ファッションと いうのは、 あくまで 真似す る もんじ ゃない ポポ^ — 

EBt 迪り 着いた 先が これで あっても、 まあいい じ ゃん と。 

奎 真の ファッションには 敗者は な いんです、 全員 勝ち 組なん です。 つまり、 ファッション チ エッ 


ヵ ー みたい な 評論家が テレビで 「あの人は ィケ てる、 あの人は ダサい」 とか 「ぶぎ ゃ 一」 とか 言、 っじ 
ゃないで すか。 それは も/っ、 すべて 間違い なんです 1• 

一同 ああ〜、 いいこと 言います ね。 

タツ オ ー人ひとりが 文化で あると。 「ダサい」 「ヵッコい い」 は みんなが 決める ことじ ゃない、 自分 
が 決める こと だと。 

本 田 「オ レが ル^ ~~ ル プック」 という やつです よね。 

タツ オ ただ、 亀 子 くんだ け ダサいです けどね (笑)。 

三 平と いうか、 ダサい とかじ ゃなくて、 なんか 奇怪なん です よ。 奇天烈です よね。 これは、 い 
つの 時代に もい ません。 

ファッションを 追求した 末の、 バッド エンデ ィングで すね。 

一同 霞)。 

三 平 CG 回収 率を 一 〇〇％ にした かったん です よ。 で、 突き詰め てこうな ったと。 

タツ オ まあ 亀 子 くんは 例外と しても (笑)、 脱 オタとは 逆に、 形から オタクに 入ろ、 っと する の も 間 
違いだ と 思、 っんです よ。 やっぱり バッヂ にしても バンダナに しても、 そのもの 自体に 愛が あるから つ 
ける わけ じ ゃないで すか。 

本 田 そ、 っ、 ストラップ も 自然に 増えて いく。 パ ッヂが 大事なん じ ゃなくて、 そこに 印刷され ている 
キャ ラク タ 1 で 選ばない といけ ない ん です。 

三 平たぶ ん 、あれ もよ〜 く 見る と、 我々 がわから ない 法則 性が 各人に あるんで しよ/っね。 この キャ 
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ラと この キャ ラは 仲が 惡 いから、 ちよっ と 離す みたい なのが ある わけです よ。 

タツ オ そうでし よ、 っね (笑)。 しかし 繰り返しになります が、 オタ クフ ァッ シ ョンで いいんで すよ。 
みんなが オタクで ある ことを 恥ずかし くないと 思って くれれば、 オタクの 人権 も 回復して いく わけで 
す。 森 永 先生が 霸 まで 生 テレビ』 に 出て、 オタクに ついて 滔 々と 語ったら 笑われる わけです よ、 女 
性に。 まだまだ 差別しても い 一 やとい、 っ 対象が オタクなん だ ポポ！ 

本 田 「オタク」 と 「キモ メン」 です ね。 別に 恥ずかしくな いので、 胸を 張っ て 「オタク 趣味が 好き 
だ」 と 言っ ていれば いいんで すよ。 卑屈に なって いるから 笑われたり、 バヵに されたり、 モテな くな 
ったり する わけなんで すよ。 世の中、 ちよっ とで も 弱そう な 奴を 見つけたら _ してく る#^ な 人間 
がいっ ぱいい ますから、 隙を 見せち ゃダメ なんです。 

三 平 うん。 見て くださいよ、 亀 子なん か 立派な もんじ ゃないで すか。 

本 田 彼が ミラノ コレ クシ ョンに 出たら モテ モテです よ (笑)。 

三 平 これが 出た ときは、 たぶん ミラ コレ 最終回で すよ (笑)。 

国井オ サレに 分類され ていた ファッション も 取り こんで 克服す ると、 もう ホン トに秋 葉 原 だけで な 
く、 各地を 制圧で きそ、 っです よね。 議題を 移して、 勢力 拡大の ために、 次の一手を どう 打つ か 話し合 

ってみ ましよう。 

タツ オ秋葉 原が いまみ たいに オタクの 聖地に なった のは、 結^ 3 跡 的な 出 § だと 思 うんです。 

例えば 昔、 文学 運動で 白樺 派と 言われて いた 人たち が 「新しき 村」 という 共同体を、 同じ 思想を 共 
有して いる 人たち で 作ろうと して 大 失敗し たんです よ。 いま 秋 葉 原は 自然発生 的に そうな ってい る わ 
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けです から、 まずは アキバを 独立国 家に すべき じ ゃない かと 僕は 思います ね。 

本 田 アキバ 王国。 とい、 っ ことは、 やっぱり 国 井代 表が 最初の 王。 あるいは、 国 井さん が 暗殺され て 
三 平 一族が…。 ああ、 そうか、 バチヵン市国み たいに すれば いいんだ。 日本 政府に 頼んで アキバ だけ 
独立の 領土と して 認めて もらっ て、 観光地に してし まえば。 

三 平 (笑)。 いま 池 袋が、 言って みれば 第二の オタクの 街に なりつつ あります よね。 池 袋 も 自然発生 
です よね。 昔から 実は 多 かったん です よ、 イベント もやっ ていました し。 中 野 も ブロ ー ドゥ ェイと ハ 
、っ 一大 施設が あります ね。 

本 田 惑星が 生まれて くるよう な ものです。 も わ 一 っと いろいろ 集まっ てきて、 気がついたら 大きな 
塊に なって いたと。 

タツ オ杉並 区 も アニメの 区に しようと してい ますね、 あと 練 馬！ 

本 田 じゃあ、 『練馬大根 ブラ ザ L X は オタク 誘致 計画だった んで すね！ 

三 平 あと、 早 P で 言う と 「ネリ ま」 が 「ネギ ま」 に 聞こえる という。 

.本 田 そのうち 「ネギ ま！ 区」 に…。 

一 i ff r ネギ ま！ 区」 になっ た瞵 間、 ブレイクし ますよ。 「ネギ ま！ 区エヴ ァンジェ リン 町」 とか。 

譯 ああ、 民族 大 移動が はじまるな。 いいねえ、 区役所と か 楽しそう。 

タツ オ練馬 や 杉 並は 地方から 出て くる オタクの 受け入れ 口にな って ほしいと 思います ね。 妒 っばり、 
秋 葉 原は 高いです からね、 地価が。 

±31 痛で も 秋 葉 原 や S 尿で 固まる の もい いんです けど、 みんなが 今い ると ころで 布教 舌 動を して、 才 
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一ー ロって。 「アニメが ねえ、 フィギュア もね 


タクを 増やして くれれば と 思います ね。 オタクに なった ときに 周りに お 店が なかっ たら、 せっ かく 生 
まれても 死ん じ ゃい ますから。 各地で オタクを 増やせば、 沖縄から 僕みたい に $兄 に 逃げ込む 人 も 減 
る わけです ょ！ 

三 平 逃げ込ん だんだ、 上京じゃなかった んだ (笑) 

违荔 上京 じ ゃな いんです。 「沖縄には アニメが ねえ 
又、 メィ ドが どこに も 走って ねぇ」 って (笑) 
ma 「オラ こんな 島 や だ」 (笑)。 

本 田 あれは 北国の 歌 じ ゃないで すか (笑)。 でも、 オタク 文化は、 一つ 拠点が できる と 結構 集まっ 
てきます からね。 ブロ ー ドウ エィ だって、 『まんだらけ』 が 入る i 刖は 何もな かった ですから。 ほ とん 
どゴ ー スト タウンみたい だつ たから。 


〇 


/ 


三 平 それが、 いまやち ょつ と 栄えち ゃつて います からね 

本 田 


〇 


あれは 『まんだらけ』 の 社長が いろんな 人を 呼んだら しいです よ、 「お前 もやれ、 お前 もやれ」 


〇 


そういう 人が 


三 平 


昔、 普通に アニメを 見て いた 中学の 頃は、 オタク 文化が こんなにで かくなる とは 思わな かつた 


ジブ リや 押#^ 督が 一般 層に も ワッと 訴え かけた ものは あった けれど 


1 •■ ■pp  1  J  f  J  一  -  B  J  !  1  — 

本 田 そ 1 はありました けど、 ホン トに マニア 向けの 市場が そのまま でかくな りました よね。 つまり、 
作品 数 も 制作 者 も お金を 使う ファン も 全部 増えた という ことです。 

僕は 以前 『映画 秘宝』 で 切通 理作 さんと 童貞 映画 対談と いうのを やりました けど、 なんで 日本は 映 
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画界に オタクの 才能が 集まらなくて、 みんな アニメ 界やゲ I ム界に 行って しま、 っの かとい う 話題に な 
ったんで すそれ は 単純に お金の 問題です よ。 市場に 金が あるから 作り手が 食える わけです、 アニメ 
や 漫画、 ゲ ー ムは 。日本では、 映画 だと なかなか 拿 又ない。 ハリゥッドと 差が ついた のは、 ハ リゥ ッ 
ドに 行けば とにかく 食える わけです。 結局、 それは 大勢の ファンが いて、 お金を 使って くれる からで 
すよ ね。 

EBt そこは 結 要です。 オタクは 働かない という ィメ ー ジを 持たれて いるけ ど、 逆なん です よ！ 
働か なきゃ 買えない から、 みんな 死ぬ ほど 働いて いるんで す！ だから、 これを 読んで いる ¥ がい 
たら、 働けと 言いたい！ 

三 平 ある 一定の オタク レベルに 達した 人は、 も/っ 国が お金を 出さない とダメ です よ。 補助金、 援助 
金。 税金は 免除。 あと、 月々 の お 小遣い。 

MB それ、 「働きたくない」 と 言っ ている のと 同じ じ ゃないで すか (笑)。 

扶養され てる だけ じ ゃないで すか (笑)。 

三 平 そ、 った 借金と 力に 関しても 徳政 令を 出しても らい ましよう、 そうし ましよう ！ 

一同 謹)。 

本 田 「そうし ましよう」 って、 国庫が 破 錠して しまい ますよ (笑)。 それ、 三 平さん の 個人的な 願望 
じ ゃないで すか！ 

达裔 でも、 僕らの 納めて いる^; 税は すごいで すよ。 

本 田 ああ、 この間 真紅 様 (『ロー ゼン メィデン』) のス ー パー ドル フィ ー を 買ったら、^ 税だナ で 
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一万 二 〇〇〇 円ぐ らい 取られました。 

ねえ。 こうい、 っ ことです よ。 やっぱり 国が 惡 いよ、 国が。 出て こい、 小 泉！ 

三 平 我々 にお 金が 入って、 それを 業界に 還元す ると。 だから 国が 買っ てくだ さいと。 

タツ オ それ 位に して (笑)。 まあ、 二次元 ものの 業界は お金が 循環し ますから。 三次元 世界で ガッ 
ッリ 働いて きた お金を こっちの 世界に 投入して いけば、 どんどん 我々 が 生き やすい 世界に なって いく 
という こと だ ポポ！ 

达磊 みんな 一緒に 頑張ろう という 気になります よね。 

タツ オ しかし、 まだ この 国では 二次元に 行けない 人が 多い と 思 うんです。 それは、 男性と 女性 ぐら 
いくっき りして いる 差 だと 思、 っんです が、 「にじい き」 できる 人は 増えて いきます かね？ 

產 二次元に 行けない… ああ〜、 地球の 重力に 魂を 引かれた 人です ね。 ニュ ー タイプ かォ ー ルド タ 
イプ かとい うこと でしよ、 っね。 我々 全員 ニュ ー タイプです からね、 僕は 『月刊 ニュ ー タイプ』 読みは 
じめ て かれこれ ニー 年です から。 

タツ オ それは もう、 古い じ ゃないで すか (笑)。 

本 田い やつ まり、 ニー 年 A 刖 から 僕は ニュ ー タイプ だっ たわけで すよ。 で、 いまや その 『ニ ュ ー タイ 
プ』 で 連載を 持つ ほどの ニュ ー タイプに なって…。 

三 平 『ニュ ー タイプ』 の 定義が よく わかんな いよ (笑)。 

本 田ニュ ー タイプと いうのは、 電波を ピピッ と 飛ばして 会話が でき、 二次元に 行ける 人と い、 っ 
ことです。 匕卜の 新しい コミュニケ ー ショ ンツ ー ルと して オタク 文化と 二次元が ある ことを 長年に 
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わたって し 続けて いる 言葉です ね。 

いまは、 ホン トに ィンタ 1 ネットの お 陰で、 人間の 意識は 全部 変わろ、 っと している わけです よ。 だ 
から、 必然的に オタク、 二次元に 行ける 人は 増えて いくん じ ゃないで すかね。 昔は、 オタク 趣味を 共 
有する のが ホン トに 大変で 生 きづら かったです けど、 いまや ネットの おかげで 毎週 『にじい き』 を 聞 
ける 世の中に なって… 僕が 若い 頃に こうだったら、 ホン トに楽 しかった はず。 

三 平 リア ルケ ロロ 軍曹み たいな 人たち の 話を 毎週 聞けて しまう (笑)。 

タツ オ まあ、 想像す るのは お金 も かからない ことです しね、 楽しい 作業 だと S ハます 0 
畜 ただ、 極めようと 思、 っと、 結局 お金が 必要に なっち ゃうと ころがあります ね。 でも、 フィ ギユ 
アを 買う お金がない 間は、 絵で もい いわけで すから。 そもそも、 人間の 歴史は 想像力の 歴史です から 
ね。 想像し ない ものは 形に なりません し。 

Ettt ええ。 妄想、 空想、 想像です から。 これらの {妻は 曖昧な ので、 オタク 道 入門 者は 気にせず 妄 
想で いいんで すよ。 その あと 空想に 行っても らうと。 

駅前 秋 葉 原 留学 講座では 五つの ジャンルを 取り上げました けど、 一番 引っ かかった ところ、 好きな 
ところを 追求して もらえば いいわけです。 全部を 追擎 るのは、 ちよっ と 無理です から。 好きな もの 
から、 いずれ 相 心像に ひっくり返って くるは ずです。 

タツ オ そういう 人が 増えれば、 二次元に 行ける 人が 多数派を 占める、 すばらしい 世の中に なると。 

ところで、 あと 二〇 年後 位には、 オタクの おじ いちゃん ■おば あち ゃん が 出て くると 思、 っんです。 
例えば、 三 平さん が おじ いちゃん になり ました。 それで、 亡くなり ましたと。 
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三 平 死んだ か (笑)。 

タツ オ そ/っしたら、 蔵書の 同人 誌は どうします か？ 

三 平 同人 誌 版 •ココ ロ図圭 最を死 ぬ 前に 作ります。 でも、 そんな 金が あったら 同人 誌 買っ ち や、 っか 
ら な…。 

本 田 なかなか 貯金で きないん です よね。 コ ミケで 同人 誌の 売り 買いを するとき に、 図 蛮 最税を 何％ 
か 入れて 一箇所に 集める というのは？ 

三 平 ああ〜、 それは 面白いで すね。 そうか、 その 手が あった か…。 

タツ オ でも、 ホン トに オタクの おじ いちやん、 おば あち やん はどうな るんで すかね。 いまの お 父 さ 
ん 、お母さん 世代で いますよ ね。 たぶん、 死ぬ まで オタク だ ポポ！ 

三 平 ， っ、 力ら 1 ないです よね。 大体、 なろうと して なれる もの じ やないで すから。 気がつ いたらなっ 
ていたと いう… たぶん、 体質 かもしれ ないです ね。 

本 田 人間の ゲノムの 中に 多分 七 個ぐ らい オタクになる 遺伝子が あつて、 それが 全部 撕 つたら オタク 
こなる んじ やないで しよう か。 そのうち、 濃い オタク 同士が 結婚して、 ミユ ー タントみ たいな 超人 ま 
で 登場した りして (笑)。 

三 平 小学生の 同人 誌 作家と か 出て きち やって ね。 天才 同人 誌 作家。 

本 田 出て くると 思います よ〜。 親が もう 蔵書を 何千 冊 も 持つ てたり する 震からは。 だっ て、 手 塚 
台 虫さん だって、 親が オタク なんです よ。 宝 塚 近辺に 住んで いた お金 持ちなん です けど、 家に 映写機 
が あったんで すよ、 戦前な のに。 それで 延 々オタク 映画を 見せて、 さらに 宝 塚 歌劇に ちっち やい 息子 
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を 連れていっ てたん です よ。 「ほ〜 ら 、女の子が みんな 男装して るよ〜」 みたい な。 

三 平 『リボンの 騎士』 はそう やって 生まれ たんだ！ 

本 田 それに加えて ディ ズニ ー 映画を 見せる わけです よ。 それで ああな ったんで すよ、 まんとの オタ 
ク 養成 教育です よ。 

タツ オ コ ミケに 子供を 連れてい くのと 一緒です よね。 

本 田 そ/っなんで すよ。 だから、 どんどん 外 牙みたい にす ごいのが 出て きます よ。 僕は、 世代 的に 及 
て その 先駆け じ ゃない かと。 だって、 奥さんは _ 妻です からね。 想像力を 高めて フィギュアを 巨 t 
化して、 ついに 一〇〇 キロの カマ キリと 戦える ようになっ たわけで すよ。 まあ、 みんなが みんな こっ 
ちに こなくても いいです けど、 今でもす でに 日本人の 何 パ ー セント かは 二次元の 人と しか 結婚で きな 
い 体質のは ずです。 だから、 今後は もっとす ごいのが どんどん 出て きます f、 楽しみです ね。 日本 
だけ じ ゃなくて、 全世界に いるは ずです から。 

国 井 我々 としては、 そ、 っいう まだ 見ぬ 子たち を 楽し'  こ、：。 

三 乎 神の 子たち よ…。 

4 & とう 6 ってし ま うんで しよ/っ。 我々 はやは り、 地球を 滅ぼそう としてい るんで しよう か (笑)  0 
三 平 そんな ことは ないです よ。 だっ て 「エヴァ」 でも 適格者の ことは 「チルド レン」 って 言っ てま 
したから ね。 

IBt じゃあ、 やっぱり 滅ぼ すんじ ゃないで すか！ (笑)  0 
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本 田 透  HONDA#Tehru 

1 969 年 神 戸 生まれ。 作家、 評論家。 Web サイ ト 「し 
ろは た」 初代 管理人。 三次元では いろいろ あった: 
上に 喪 男 だが、 そんな ことより 二次元では 妻が い 
て 真紅 様が し \て 大変 にぎやかし い。 小説 『ア スト ロ! 
乙女 塾！ 僕は 生徒会 長に 恋をする』 （集英社） 『本 
当は 萌 える グリム童話』 （ワニ ブック ス） 、エッセ 
イ 「電波 男 J  (三オ ブッ クス）、 評論 『萌 える 男』 （筑 
摩 書房） など 著作 増殖 中 0 
本 書籍では ライ ト ノベルを 担当。 


1 999 年に 芸人の 国井眹 也と 三 平 X2 が お 互い 
の萌 闘気を 知り、 意気投合して 結成した! クユ 
ニット。 |To  Heart j の マルチな ど、 キャラを 奪 
い 合う ケン カを 繰り返しつつ 精力 的に ライブを 開 
催。 2005 年に 他の 3 人と 構成 作家み やじ まこが 
加入。 国 井が 代表に 就任し、 今度は 6 人で [R.Q. 
DJ の 紙 姉妹 や 『よつ ばと!』 の 綾瀬 三 姉妹を 奪い 
合う 血み どろの 抗争を 繰り返しながら、 執筆 や 声 
優な ど、 活動の 幅を 広げて いる。 

本 書籍では コラムを 担当。 

(左より 順に、 亀 子 のぶお/沖縄の 比嘉 
/ 国井眹 也/三 平 X2/ サンキュー タツ オ） 


ISBN4- 584-18942-0 
C0095  ¥1429E 

9784584189429 


1920095014296 


定価: | 本体 1429円 1+ 税 

KK ベス ト セラーズ 


校の 同級生 • 亜季ち ゃん に 恋心を 抱 t  \ た 羽 場 
もてる は、 果敢に アタック！ しか し 会話が 
成立し ない… そう、 彼女は オタクだった のです！ 
r モテる j ためだけ に、 ちゃらち ゃらと 生きて きた 人 
生を スパッ と 否定され た、 もてる。 彼は 亜季ち やん 


と 仲良くな y た t  —心 で、 立派な 二次元 オタク になる こと を 志す。 亜季 


ちゃんに 師匠に なっても らい オタク 道を 突っ走る が、 オタク 道は 予想 
以上に 厳しく 険しい ロング & ワイン デイン グロードだった。 二人の 仲 


ははた して" •感涙 必至の ビル ドウ ングス & ラブ •ロマン、 ここ に 参上！! 


ああっ、 オタクって なんて 楽し いんだ!！  n(  -o>-)n 


